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１　寝耳に水









寝耳に水……突然思いがけない出来事に出くわし驚くことのたとえ




　わずかに開けた窓の隙間から梅雨時特有の湿気を伴った生ぬるい風が入り込み、静かにカーテンを揺らす。

　大通りからは車の走り去る音、自転車の走り抜ける音。聞き慣れた生活音に重い瞼を持ち上げた。ゆっくりと身体を起こして、まだぼんやりとする頭で立ち上がると寝室を出てリビングに向かう。

「くそ……頭痛てぇ」

　部屋の真ん中に置かれたテーブルの上には、昨晩飲み散らかした缶ビールが転がっている。

　昨夜は少し飲み過ぎた。

　鷹たか也やは、グシャグシャと髪を掻きながら立ち上がり、テーブルの上に転がっているビールの空き缶をキッチンのシンクへ放り込んだ。

　すでに日は高く、チラと壁掛け時計に視線を移すと十一時近かった。

　ピリリリリ……。

　寝室のベッドの横の充電器からスマホを引っこ抜き、画面を見て顔をしかめた。

　電話の主は、職場の上司。休日にかかってきた電話に何かトラブルじゃなければいいが、と抑えた声で電話に出た。

「──はい。藤倉です」

　用件は、取引先への商品の納期の確認。

「大丈夫です。ホクヨからは、十七日着予定になってますんで、西東工業さんには十九日の午前納品で伝えてあります。あ……いえ。大丈夫です。はい。お疲れ様です、失礼します」

　堅苦しい余所行きの言葉で返事をすると、鷹也は静かに電話を切った。




　職場は自宅アパートから徒歩十分の最寄り駅から電車で二駅。大学卒業と同時に事務機器の小売店に就職。会社は決して大きくはないが、鷹也が勤めている本社に加え近隣市町に五店舗ほど店を展開している。

　環境はさほど悪くない。仕事は大変な面もあるが、入社四年目になり、手応えのある仕事を任されることも増えて来た。

「あー……、ダリぃ」

　スマホをリビングのテーブルの上に置き、着ていたティーシャツを脱いで洗濯機に放り込んだ。ついでに溜まった汚れ物も一緒に入れて慣れた手つきで事を済ます。

　一人暮らしももう四年。休日にこなさなければならない家事の類たぐいもお手のものだ。

　ピリリリリ……。再びスマホが音を立てる。

「──はい」

　電話の向こうで、クスと小さな笑いが漏れた。

『──ったく。相変わらず不機嫌な声してんなぁ』

　聞き慣れた声。鷹也にとって一番身近な友達と呼べる男、新あら木き清きよ照てる。昨夜も一緒だった。仕事帰りに清照を掴まえ、腹を満たすついでに居酒屋で酒を飲んだ。仕事のストレスが溜まっていたこともあり、さらに部屋に誘って家飲みをした。

「るせーよ。つか、なんだよ？」

『今日、仕事早いんだわー。五時に上がれるから鷹也のとこでメシ食わして』

「はぁ？　……またかよ？」

『いいじゃん。ビール差し入れすっからさー』

「分かったよ。俺が食いたいモン適当に作るから文句言うなよ？」

『はは。言わねーし』

　そう言うとブツッと電話が切れた。

「──ったく、勝手なヤツ」

　清照との付き合いは高校の頃から。最初の印象は、イケ好かないチャラ男──だが、明るく社交的で友達も多く、顔立ちも整っているため男女問わず人気があった。鷹也は同じバスケ部ということで自然と話すようになった。




「──痛てぇ、マジ」

　頭が重く、記憶にモヤがかかったままだ。昨日、部屋で飲みながら、清照に何か忘れてはいけないようなことを言われたような。

　愚痴……というほどでもないが清照に話を聞いてもらい、そこそこ気持ちよく飲んでイイ気分になって。その辺りまでの記憶はある。

「──んだっけな……」

　とてつもなく重要なことを忘れている気がする。酒はさほど強いほうではない。記憶を失うことも、まぁ一度や二度ではない。

　所詮一緒にいたのは清照だ。何かを忘れていたとしてもマズい事は何もないと思えるのに、何かが頭の隅に引っ掛かる。

「──んだっけなぁ、マジ」

　ボリボリと頭を掻きながら、洗面所に戻り顔を洗う。顔中に水を滴らせて顔を上げた鷹也は、鏡に映る自分の顔をぼんやりと見つめた。意志の強そうな眉や通った鼻筋、奥二重の目元に厚みのない唇などどちらかといえば父親似。全体的に短く切り揃えられた髪の頭頂部が派手に跳ねていた。営業という仕事柄なにより清潔感という面には気を使っている。そろそろ切り時かとまじまじと鏡を見つめたその時、ふいに口の端が切れていることに気づきそこに指を這はわせた。

「……なんだ、コレ？」

　小さな傷口を指でなぞりながら鏡を見つめていると、ほんの一瞬蘇った真新しい記憶の断片。

　清照の顔がなぜか目の前にあって、何か言われた──、気が。

　何を言われたのか思い出そうにも、やはり頭のどこかにモヤが掛かっているかのようにはっきり思い出せない。

「ま、いっか……」

　難しいことを考えるのは面倒だ。どうせ今夜も清照はここにやって来る。分からないことは直接聞けばいい。

　洗面所からリビングに移動し、部屋の窓を開け放った。

　モワ、と生暖かい空気が部屋に流れ込む。今日は雨は降っていないが梅雨は嫌いだ。ジメジメとした不快な空気が思考を鈍らせる。

　ピーッ、ピー！　洗濯機のアラームが響いた。鷹也は薄曇りの空をチラと見やり、この程度の天気なら洗濯物をなんとか外に干せそうだと、小さく息を吐いて洗面所に戻った。





＊　　＊　　＊






「うぃーす」

　そう言って清照が部屋にやって来たのは、午後六時少し前。コンコンと拳でドアを叩き、間髪入れずにその扉を開いて無遠慮にズカズカと部屋に上がり込むのがお決まりの動作。

「腹減ったぁー」

「珍しいな。こんな時間に上がりなんて」

「今日、暇なんだって。夜、宴会予約入ってねーの。あ、ビール差し入れ」

　清照がコンビニのビニール袋をゴト、とキッチンのカウンターの上に置いたのと同時に、掛けている黒縁眼鏡のブリッジを押さえ鷹也の顔をじっと見つめた。大きな瞳にすっと通った鼻筋。少しふっくらとした唇が、緩やかな弧を描いている。その整った甘い顔立ちに同じ男の鷹也でもたまに見惚れることがある。

「──何だよ？」

「いや。……なんも」

　そう答えた清照が何か探るような目つきをする。

「……」

　含みを持たせた返答が引っ掛かる。やはり、昨夜何かやらかしたのだろうか。

「見んな。キモい」

「ほんと口悪いなー」

　清照が呆れたように小さく笑った。

「ほっとけや」

　口が悪いのは今に始まったことではないし、そんなことは付き合いの長い清照自身が一番よく分かっているはずだ。




　清照との付き合いは高校の時の部活がきっかけではあるが、よく話すようになったのは二年で同じクラスになってからのこと。

　卒業後はそれぞれ地元の別の大学に進学。それまでも部活の仲間たちと月に何度か会うことはあったが、頻繁に会うようになったのは就職を機にお互い一人暮らしをするようになって以降だ。

　清照の勤務先であるホテルが鷹也の住むアパートから徒歩十分足らずということで、事あるごとに清照が部屋を訪れることにも慣れた。

　今夜のように仕事が早く終わったから寄る、なんてことは最も早はや日常茶飯事。そのほかにも、仕事が深夜に渡り、家に帰るのが面倒とかしょーもない理由で週に一度くらいの確率で必ず顔を出す。──まぁ、べつに嫌というわけではないのだが。

「メシなにー？」

　清照が肩に掛けたバッグを床に置きながら訊ねた。

「味噌ショウガ焼き」

「お、マジでー？　それスゲー好き。俺の為？」

　コンビニ弁当はあまり得意でない。故に基本自炊派。一人暮らしの年数に比例してそこそこ料理の腕も上がってきた。

「アホ。んなワケねーだろ。俺だっておまえにメシ作るよか、作ってくれる彼女欲しいわ」

「ははっ。それ、昨日も言ってたなー」

「モテるおまえと違って、こっちは切実なんだっつーの」

　二十六歳。彼女いない歴も早三年。そろそろ私生活にも潤いが欲しい。

「つか。キヨも彼女いない歴けっこう長くね？」

　確か、鷹也が以前付き合ってた彼女と別れた頃、同じように別れている。

　時折不思議に思う。鷹也と違い清照は女友達も多いし、扱いだって慣れている。おまけに性格良し、ルックス良し。黙ってたって引く手あまただろうに、なぜ一人なのだろうかと。

「なー。俺の何がダメ？」

　そう訊ねると、清照の視線がゆっくりと宙を仰いだ。

「……愛想悪いトコ？　鷹也、ぱっと見怖えぇもん」

「顔が？」

「いや。雰囲気が」

「……」

「人見知りっぽいとこあんだろ？　慣れるまで口数も少ねーし。せっかく背も高い、顔も男らしい、モテそうな要素あんのに勿体ない」

　確かに人見知りであることは認める。つい最近、職場の同僚に誘われた飲み会でも、女の子を楽しませることはできなかった。

「俺は、そういうおまえいいと思うけどねー？」

「嫌味か？」

「そーじゃなくて。俺みたいに誰とでもすぐ打ち解けるような奴って胡散臭くねぇ？」

「はっ。……自分で言うな、自分で」

　鷹也が皿に盛り付けた料理を持ってテーブルに着くと、清照も自分が買ってきたビールを手にテーブルに着いた。




「はー、腹いっぱい」

　食事を終えた鷹也が床に寝転がると、清照が食器を重ねながら立ち上がった。

「片しちゃっていい？」

「サンキュ」

　清照は意外と義理堅い。鷹也が食事を用意すれば、片付けは自分から買って出てくれる。

「ビール追加は？」

「いや。いい」

　昨日飲み過ぎて記憶を失くしたばかりだ。明日は仕事だし、深酒は控えたい。

「そーいやさー。俺、昨夜また記憶飛んでた」

　鷹也が言うと、キッチンで食器の後片付けをしてくれている清照の手が止まった。

「……だろうね」

　なぜか清照が小さく息を吐いた。

「昼間電話したとき、おまえ普通だったじゃん？　んで、さっき顔合した時も全然普通で。こりゃ、忘れてんな、って」

「俺、何かしたか？」

「……いや」

「なんだよ？　酔って妙なことやらかした？」

　そこまで酒癖の悪いほうではないと自負しているが、記憶がないうえに清照のこの反応は少し気に掛かる。

「鷹也が何かしたわけじゃない。どっちかってーと俺」

「──は？」

　と、口に出してからふと朝感じた違和感を思い出した。

「あ、そういや俺、朝起きたら口切れてたんだよ」

　そう訊ねた瞬間、清照が鷹也の顔を凝視した。

「──肝心なとこ、気づかねーのな」

　清照が、呆れたように小さく笑った。

「おまえさー。さっきも彼女欲しいとか言ってたじゃん？」

　いきなり話を戻されて、鷹也は訳が分からないというように首を傾げた。

「昨日も飲みながら似たような話してたんだよ」

「……はぁ」

　まぁ、最近常々思っている事だ。酔ったはずみで口を突くのは何ら不思議な事ではない。

「俺、諦めろっつったの」

「──は？」

「この間も、職場の奴らに女の子と飲み会セッティングしてもらって散々だったろ？　確か、ちょっと前にも似たようなこと続いててさー、俺、愚痴聞いてやった気ぃすんだけど」

「……いいだろが。その程度の愚痴くらい」

　鷹也はどちらかといえば恋愛下手だ。

　女の子の喜ぶ話題も扱いもよく分からないし、口だって上手くない。ただ大事にしたいという気持ちだけはあるのだが、それが空回ってなぜか上手くいかなくなるパターンの繰り返し。

「べつに愚痴が悪いって言ってんじゃないよ。鷹也、無駄にそういうの言うタイプじゃねーし。俺んとこでしか出せねーのも分かってっし」

　そう言って冷蔵庫から新しい缶ビールを取り出した清照がこちらに戻って来た。

「──だから、俺にしときゃいいじゃんっつったの」

　清照が手にした缶ビールを、鷹也の額にコツンと乗せた。その冷たさがキン、と頭に響く。

「ははっ。それ、どんな慰めだよ」

　鷹也が額の上の缶ビールを軽く手で払い除けると、その先に清照の真面目な顔があった。

「慰めじゃないっての。マジな話──」

　妙に冷静な顔をしている清照の顔に既視感。

「……」

　こんな真剣な顔をした清照をまさに昨夜見たような気がする。

「──は、」

　そう言葉を発しながら、眉をひそめる。

　瞬間、おぼろげではあるが蘇よみがえった記憶。

　そうだ。昨夜も清照はこんな真面目な顔して、鷹也に思いきり顔を近づけたのだ。

「ちゃんと、思い出せよ」

　清照の腕がこちらに伸びて、鷹也のティーシャツの襟首をグイと掴んだ。

「………」

　消えた記憶。近づく清照の顔。唇の傷。

　たった今食べたばかりのショウガ焼きの匂いとビールの苦み。ゴツ、と後頭部に鈍い痛み。頭の中で昨夜の記憶と、今鷹也の身に起こっている現実がリンクする。

　口内を埋める熱い舌の感覚と窒息感にもがきながら、渾身の力を込めて清照の身体を蹴飛ばした。ハァ、と肩を揺らし起き上がると清照の顔を凝視する。

「……おま、なにして……っ、」

　鷹也は慌てて口元を手の甲で拭った。

「思い出した？」

　蹴飛ばされた清照がムクと起き上がり、ずれた眼鏡を掛け直すと鷹也を見た。

　途切れ途切れの点のようだった昨夜の記憶が、はっきりとした線となり繋がる。

「おまえ……、何考えてん……」

　思い出した。昨夜も清照に同じ事をされ、酔ってかなり混乱していた鷹也はそのまま記憶を手放したのだ。

「何、って。二度目ならさすがに分かんだろ？」

　清照は狼狽えるでもなく、冷静に答えた。

「……分かんねぇよ」

　分かりたくもない。たった今、同じような体つきをした同性の親友にされたことなど。

「おまえが、悪いんだよ」

「──はぁ?!」

「おまえが言ったんだろ。〝清照が俺の彼女だったら──〟って」

「あ？」

　確かに冗談交じりにそんな事を言った覚えはある。

「そ、そんなの……！　冗談っつーか、モノの例えだろ？　おまえくらい俺をわかってくれるような女がいたら、って意味で──」

　そうだ。あくまでものの例えというやつ。

「今まで、おまえの前だけではボロ出さないように必死で自分抑えてきたんだよ。どーせ受け入れられるわけねーし、一生〝ツレ〟でいれんならそれでいいやって」

　ポツポツと清照が言葉を続ける。

「──でも」

　そう言った清照が真っ直ぐ鷹也の目を見つめた。

「おまえが、あんなこと言うから悪いんだよ……。たとえ冗談でも。ずっと鷹也だけ見てたんだ。もしかしたら、って期待すんだよ……」

　そのとき初めて平静を保っていた清照の顔が小さく歪んだ。

「好きなんだよ、マジで」

「……」

　冗談ダロ？　そう返そうとした言葉は、清照のただ真っ直ぐ鷹也を刺すような視線に封じられた。

「もう、隠すのやめにした。俺ほどおまえを分かってる人間、他にいないと思うけど？」

　清照の腕がまたこちらに伸びる。鷹也はそれから逃れるように座ったまま後ずさった。

「……それ以上近づいたら、ブッ飛ばす！」

　とりあえず威勢のいい言葉を吐いて、その間を繋いだ。

「──俺にしとけよ」

「アホか。……冗談も大概にしとけっつーんだよ！」

　生まれてこのかた同性にそういった興味を持ったこともなければ、自分にそういう目を向ける男がいるなど想像すらしたこともない。

　しかも、それがごく身近な男友達──いわゆる親友だなどという悪夢のような話、誰がすんなり受け入れられるだろう。

「言ったろ？　俺ほどおまえをわかってるやつなんていないよ。そこらの女なんかより絶対大事にしてやれる──。だから、俺にしとけよ」

　そう言った清照が、また鷹也に近づいた。

「だから──、近寄んなっつったろが！」

　鷹也の声にも、清照はひるまなかった。それどころか更に距離を縮めてくる。

「──本気だっつったろ？　ここまで来て後戻りできるかよ」

　その瞬間、清照の手が鷹也の首に伸び、そのまま後ろの壁に強く抑え込まれた。抵抗しようにも、首を強く抑えられ息ができず、力も出ない。

　そのまま清照の顔が判別不可能なほど距離を詰め、わずかな抵抗もむなしく再び唇を塞がれた。

「──痛てっ！」

　鷹也の放った渾こん身しんの蹴りが清照の脇腹あたりにヒットし、清照が背中から床に転がった。

「……どけよ、そこっ!!」

　マジ、何なんだ。どういうつもりだ。

　ハァハァと息を切らし顔を上げると、清照がムクと起き上がった。口元を拭いながら座ったまま鷹也を見つめる。

「俺の本気具合、伝わった？」

「まだ……んなこと言ってんのかよ」

「何度でも言うよ。鷹也がちゃんと理解するまで」

「……分かんねーよ」

　理解──とか。できるわけないだろ。こんなメチャクチャな話。

　清照が吹き飛んだ眼鏡を掛け直し、ゆっくりと立ち上がった。

「ま、いいや。とりあえず……今度は、忘れんなよ？」

　そう言って鷹也を見つめたまま片方の口の端を上げた。

「鷹也」

「──んだよ？」

「本気で行くかんな」

　清照の目が長い前髪の隙間から眼鏡のレンズを通して光る。

「……」

「こっちだって、捨て身の覚悟だっつーの。一生言うつもりなかった気持ちみっともなく露ろ呈ていしてんだからな」

　そう言うと清照がゆっくりと近づいた。そして座ったままの鷹也の目の前まで来ると、片足を上げて鷹也の肩をトンと蹴った。

「──ったく。思いきり蹴りやがって。とりあえず、今日は帰る。じゃあな」

　短い言葉を残し、清照は部屋を出て行った。次第に遠ざかって行く足音を聞きながら、鷹也はただただ唖然とするしかなかった。

「……ワケ、わかんねー」

　短く呟いた言葉は妙に乾いた響きを持った。




　清照の事なら、何だって知ってる。

　興味のあることから、得意なこと、苦手なこと。眉毛の動きひとつでその日の機嫌や体調なんかも分かるし、付き合った女の数も名前も、何もかも。

　こういうの何て言うんだったか。寝耳に水？　青天の霹へき靂れき？

　誰よりも分かり合えていると思っていた親友が、ある日突然──、誰よりも理解不能な人間になった。






２　合縁奇縁









合縁奇縁（あいえんきえん）……人と気持ちが通じ合うのも合わないのも、不思議な縁によるものだということ




　私生活においてどんなに信じ難い出来事が起ころうとも、いつもと同じように朝は来て、いつもと同じように一日の生活が始まる。

　電車の揺れに合わせて吊つり革かわが小さく揺れる。小さなブレーキ音と共に車両が大きく揺れた。

　満員に近い停車した電車から人波が溢あふれる。流れに沿って駅の構内を抜けると、ふいに後ろから肩を叩かれ振り向いた。

「藤倉くん、おはよ」

「あ。……おはようございます」

　声を掛けて来たのは、同じ職場の一年先輩の吉野はるか。鷹也の顔を見るなり眉を寄せた。

「やだ。なぁにー？　その顔」

「……え？」

「寝不足？　夜遅くまで飲んでたんでしょー？」

　寝不足なのは事実。清照のわけの分からない発言のせいで、昨夜はほとんど眠れなかった。

「……はは。まぁ、そんなトコすかね」

　愛想笑いをしながら適当に誤魔化した。

「吉野さん、いつもこの電車でしたっけ？　今日、早くないすか？」

「うん。いつもはこの一本後。今日、店長会議でさー」

　気さくで面倒見の良い先輩。入社してすぐの店舗研修時代、何かと世話になった。

「やーばっ！　私、時間ギリだから先行くね」

　彼女が腕時計をチラと見ながら、慌てた様子で駆けて行った。

　ポツ、と頬に冷たい感触が当たったかと思うと、次第に歩道に小さな雨粒が広がる。

「……もう降ってきやがった」

　鷹也は急に暗くなり始めた空を見上げ、慌てて持っていた傘を広げた。




　次第に激しくなる雨がアスファルトに濃い染みを作り、やがて隙間なく埋め尽くされていく。

　ふと前方の信号待ちをしている人々の中、急に降り始めた雨を避けるように建物の軒先で雨宿りをしている同僚の姿を見つけた。

「──花井さん？」

　鷹也が声を掛けると、花はな井い涼りょう子こがハッとしたように顔を上げた。

「藤倉くん」

　降り出して間もない雨にすでに彼女の髪と羽織ったカーディガンの肩先が濡れている。

「傘ないんだろ？　俺のでよければ入ってく？」

「え？　……でも」

「けっこう降って来てるし」

　鷹也が空を指差しながら彼女のほうへ傘を傾けると、

「……じゃあ、お言葉に甘えて」

　彼女が少し遠慮がちに傘に入った。

「ありがとう」

　彼女とは特別親しく話したことがあるわけではなかった。職場までの距離は歩いて駅から十分程度。たったそれだけの距離なのに気の利いた会話も思いつかず沈黙が居心地悪い。

　こんな時、清照ならもっと上手いことやるんだろうな──などと、無意識に清照のことを思い出し、妙に落ち着かない気持ちになった。

「藤倉くん、そっち濡れちゃうよ」

　花井涼子が傾けた傘を指で押し返し、鷹也が濡れないよう気遣ってくれた。

「や。俺はいいよ」

　慣れないことをするものではない。時折彼女の細い肩がぶつかり、鷹也はそれを意識する。

　──これが、普通だ。男が女を意識し、女が男を意識する。惹かれ合い、やがて愛をはぐくむ。命あるものに刻み込まれた子孫を繋いでいくための本能。

　昨夜の清照の言葉を思い出した。今度は鮮明に覚えている。

　好きだとか、マジふざけんな。清照のことは好きだが、それはあくまで友達としてだ。




「藤倉ー！」

　倉庫前で社用車に荷物を積み込んでいると、同僚の沼ぬま沢さわ貴たか広ひろが声を掛けて来た。

「どした？」

「おまえ、今日三和工業行くだろ？　今、電話あってトナーも持って来れねーかって」

「ああ。分かった。在庫見て、あれば持ってく」

「それとー！　一つ頼みがっ!!」

　沼沢が顔の前でパチン、と両手を合わせ鷹也を拝むように頭を下げた。

「……何だよ？」

「今日、俺、どーしても五時に上がんないとマズイんだわ。今日、俺のルートのヤマダパブリックの納品、藤倉代わってくんねーかな。おまえ、前こっちルートしてたから要領得てるしさー」

「……いいけど」

「マジで?!　助かるわー。今度何か奢おごる！」

「はは。いいよ、べつに」

「んじゃ、荷物持って来るわ」

「おー。分かるように積み込んどいてくれ」

　鷹也はそう返事をして、事務所の斜ななめ向むかいにある倉庫へ入って行った。

　倉庫の奥にあるお目当てのトナーを棚から取り出した瞬間、スーツのポケットの中のスマホが震えた。トナーを抱えたまま、右手でチラとスマホを確認する。──が、音もなく震え続けるスマホをそのままポケットに戻した。

　電話の主は、清照。昨日の今日で、一体どんな言葉を交わせばいいのか見当もつかない。

「……あんの、アホ」

　全くとんでもないことを言い出してくれたもんだ。いきなりあんな事を言われたこちらの戸惑いを思い知れ。




　外回りを終えて職場に戻った頃には時刻は午後六時半をとうに過ぎていた。沼沢に頼まれ、ルート外の取引先にまで足を伸ばした為、普段よりも戻りが遅くなった。

「戻りましたー」

　六時が定時の職場の事務所には、すでに課長と数人の社員が残っているだけ。

「あれ？　藤倉、珍しく遅いじゃん」

　デスクで残務処理をしていた先輩社員の氷ひ川かわ学まなぶが鷹也を見た。

「ああ、はい。今日、沼沢の代わりにヤマダパブリックまで足伸ばしたんで」

「またあいつに頼まれたのか？」

「何か用事があるとかで」

　そう答えると氷川が呆れたように小さく息を吐いた。

「藤倉、いいように利用されんなよー？　あいつたぶん要領よくサボってるだけだから。越田もこの間仕事代わってやったらしいんだけど、あとで聞いたら越田に仕事押し付けてコンパ行ってたとかあったしなー」

「……マジすか」

　同僚のプライベートに口を出すつもりは毛頭ないが、自分のやるべきことは最低限片付けてからというのが、社会人としての常識だと思うが。

「まぁ。今日はどうか知らねーけど。その恩を仇あだで返されるっつーこともあるから気をつけろよ」

「……分かりました」

「まぁ。そういうの気に留めず引き受けてやれるの、藤倉のイイとこだけどなー。おまえみたいに真面目に仕事やってるやつと、沼沢みたいな調子いいのが一緒にされちゃアレだしな」

「……はぁ」

　そう言われて、悪い気はしなかった。少なくとも先輩の目には、沼沢より自分のほうが真面目に仕事に取り組んでいるように映っているという事。

　確かに仕事は要領よくできればそれに越したことはない。だが、他人に自分の仕事を押し付けるのは道理に反する。




　仕事を終えて自宅アパートに戻るのは、午後七時半前後。

　普段は職場からアパートに直帰して家で飯を食い寝るだけ。到底充実しているとは言い難い私生活だが、これといった不満もない。

　ピリリリ……、テーブルの上でスマホが震える。昼過ぎから何度目かの電話。そっと手を伸ばし掛けたが、着信画面に表示された相手の名を見てその手を引っ込めた。

「……しつこいっての」

　昨日の今日だ。戸惑いを整理するくらいの時間を与えて欲しい。

　その時、アパートのコンクリートの階段を登る小さな足音が聞こえ、ココンとドアを叩く音がして鷹也はハッとした。

「俺だけどー。シカトこいてんなー。いるのは分かってんだよ」

　聞き慣れた声。相手が名乗らなくとも、ドアの向こうの男の正体なんてもちろん分かってしまう。

　居留守なんて通用する訳ないのも分かっている。鷹也は大きく深呼吸をしてから、渋々玄関のドアを開けた。

「つか、おまえ。三日連チャンとかマジ勘弁しろや」

　ここ三日、毎日会っている。付き合い始めのそこらのカップルだってそこまで頻繁ではないだろう。

「長居する気はないから」

　そう言うと、清照はいつものようにズカズカと部屋に上がり込んだ。

「今日、メシなにー？」

「もう食った。おまえのはねーよ」

「ケチくさ」

「俺はおまえのかーちゃんじゃねぇ」

　いつものやりとり。こちらのほうが身体に沁みついている。あんな事を言われた後だとはいえ、長年培つちかった親友という位置関係はそうそう簡単に揺らぐもんでもない。

「何しに来た、って顔だな」

　清照が鷹也の思考を見透かしたように口の端を上げた。

「当たり前だろーが。昨日の今日で……気まずいっつー感覚とかおまえにはねーのかよ？」

　そう答えると、清照がチラと鷹也を見た。それからいつものように部屋のテーブルの横にドカッと腰を下ろした。

「あるに決まってんだろー？　でも、ここで距離置くほうがもっと怖い」

　清照の言葉に鷹也は眉を寄せた。

「このまま言い逃げは無理だろー。ヘタすりゃ、永遠にサヨナラだぜ？　俺、どっちに転んでもおまえの親友っつーポジだけは永遠に死守したいわけ」

　清照がおもむろにポケットから煙草を取り出してそれに火を点けた。

「鷹也も吸う？」

　清照が煙草を差し出したので、それを黙って受け取りその向かい側に座った。

「ん」

　清照が持ったライターの火に顔を近づけ火をつけた。煙を肺まで大きく吸い込み、ゆっくりと吐き出す。

「つか。引いた？」

　清照が煙草を咥えたまま訊ねた。それからテーブルの上の灰皿をツツツ…と人差し指で引き寄せる。

「引いたも引いた。ドン引きだわ」

　口ではそう言いつつも、実際のところよく分からない。確かに、驚いたことは驚いたし、何言ってんだふざけんな的なことは思っている。──が、それと清照を嫌いになるとか嫌悪するとかはまた別の話だ。

「ははっ。容赦ねー」

「つか。マジで言ってんのかよ？」

　念を押すかのように訊ねた。いっそ冗談だよ、と大笑いでもされたほうが救われる気がする。

「マジだね」

　清照が煙草の煙を吐き出し、敢えて鷹也のほうを見ないよう天井に視線を移しながら答えた。

「……そか」

「そーなんすよ」

　部屋に沈黙が流れる。モワ、と天井に向かって立ち上る煙を眺めながらどちらからともなく溜息をついた。

「まぁ。すぐにどうこう……っつーんじゃないけどさ、少しは真面目に考えてくれよーってな感じ？」

　清照が眼鏡のブリッジ軽く押さえながらこちらを見た。

「……そうは言っても、考えろっつーのがまず無理だろ」

　鷹也はもちろんノーマル。過去も今現在も性的対象は当然女。

　男になんて興味はないし、ましてや好意を向けられるなんて事を想像したこともない。

「そりゃ、分かってる。鷹也の今までの恋愛遍歴的なモンも知ってるし、おまえの好みも分かってる。万が一にでも千が一にでもいいんだよ。おまえがキツイときに今までみたいに傍にいてやりたいだけだし」

　清照が先のほうで長くなった煙草の灰を、コンと指で弾いた。

「それ。今までと変わんねーだろ？　今まで通りじゃ何がダメなんだよ。つか、黙ってろよ。そしたら一生……」

　一生、傍にいられる。そう、こんな煩わずらわしい事を考える事もなくただの親友として。

「まぁ、そーなんだけど」

　清照がまた煙草を咥えた。

「何だろ？　たぶん……欲が出たんだろうな。傍にいるだけじゃなくてさ。一番になりたかったんだよ。悔しかったんだよな。こんな想ってんのに、横から出て来た女に鷹也かっさらわれるの。挙句、いつも振られんじゃん？　そういう時に思うわけよ。俺だったら大事にしてやれんのにって」

「………」

　すでに大事にはされている。何かあれば吐いた弱音を黙って聞いてくれるのは清照だし、相談事も親身になってくれる。

　大事にされているし、鷹也自身も清照を大事にしているつもりだ。だからこそ思う。それ以上、他に何を求めるのだろう、と。

「今のまんまでいいだろ？」

　そう。このままでいられるのなら、それが一番いいに決まっている。

　清照は友達としては最高だ。普通に考えていい奴だし、包容力もあり、優しいし、おまけに気が利く。

　友達も多いし、見た目もかなり男前だし、横にいるだけで自慢だし。何しろ、一番気が合う。

　他の誰にも代え難いというのが、その存在や空気感。一緒にいて落ち着くし、鷹也が自分らしくいられる唯一の存在。

「……言ったろ？　欲が出た、って」

　清照が煙草の火を灰皿の中で揉み消した。それから灰皿をツツツ…と鷹也の前へ押し戻した。

「おまえ、好きな女できたとすんじゃん？」

「あ？」

「見てるだけで満足？　傍にいられりゃそれでいいって思える？」

「は？」

「だから。キスもセックスも抜きのプラトニック貫けるか、っていうことだよ」

「……」

　プラトニックも、悪くはないと思う。だが、端的に考えて鷹也には無理だ。

　好きなら触れたい、抱きたい、その全てを自分のものにしたい。

「……そりゃ、相当キツイわな」

　二十代半ば。その辺の欲はまさに最盛期だ。

「だろ？　触れねーってだけで死にそうに苦しい」

　そう言われて、ハッとした。清照が伏せていた目を真っ直ぐこちらに向けた瞬間、鷹也の咥えていた煙草の灰がポロ、と足元に落ちた。

「──熱っち!!」

　慌てて落ちた灰を払い除けると

「ははっ。バーカ」

　清照がそれを見て呆れたように笑う。鷹也はあまりの居心地の悪さにゲホゲホ……と大袈裟に咳込んだ。

「気付いたと思うけど。〝その程度〟には好きなんだよ、おまえの事」

　清照がサラリと言った〝その程度〟という言葉に、どんな意味が込められているか、さすがに鷹也にも察しがつく。

「……死ねや」

　清照が自分をそういう対象で見ているという事実を目の前に突きつけられたようで居心地が悪いなんてものじゃない。

　嫌悪感とは少し違う。何というか、信じられない戸惑いだけが肥大した言葉では言い表せない感情。

「俺はソッチの趣味はねぇ」

「分かってんだよ。んなことは」

　清照が、何を今更という顔をした。

「つーか。無理だ。諦めてくれ」

「悪い。もう無理」

「無理っつーことはないだろーが！　今までそうして来たんだろ?!」

「ま、そだけど。もう一回露呈しちゃってるしな。〝はい、やっぱナシですー！〟っつーわけにもいかないわけよ、こっちも」

　清照は基本的に鷹也に甘いが、一度決めた事は頑として譲らないところもある。それが今だとするなら非常に厄介だ。

「今まで通りでいいよ、当面は。つーか、鷹也が落ちるまでは」

「──はぁ?!　何落ちる前提で勝手に話進めてんだよ」

「おまえ、俺の事嫌いじゃないだろ？」

「そ、それとこれとは話が別だっての……」

　どう考えたって無理だ。嫌いじゃない＝イコール好き、ではない。

　限りなく好きに近かったとして、その好きは、清照が求めるものとは全く種類が違う。

「とりあえず、知っててくれりゃいいよ」

　清照が言った。

「おい、鷹也。また灰落ちる」

　その指摘に鷹也は手にしていた煙草を慌てて灰皿の上に動かした。

「だから、今まで通りでいいっつってんだろー？　難しく考えんなよ。鷹也は変わんなくていーけど。俺がおまえに優しくすんのには、そういう下心的なモンも含まれてんだっつーのを分かってて欲しいだけだよ」

「……」

　ますます分からない。アレだ。こいつは俺の人生史上、一番理解不能なやつだ。

「おまえ……もしかして、俺とヤリてぇとか思うのか？」

　そう訊ねると、清照が目を丸くしてからブハッと吹き出した。ここは鷹也にとって最もはっきりさせておきたいポイントだ。

「何だよ、それ。一番気になんのソコ？」

「そりゃ、そうだろ!!　このまま普通に一緒にいて、一歩間違えりゃ貞操の危機じゃねぇか!!」

　いや、本当。言葉にしてみると益々恐ろしい。

「ヤリたいね。俺的には突っ込まれてもそれはそれでオイシイし、俺がヤッていいなら、めちゃめちゃにしてやりたいかな」

　清照が事もなげに答えた。

「……っ！　おまえ、普通に女と付き合ってたじゃねーか」

「俺、どっちもイケる口だし」

　怖ぇえ!!　マジ、怖ぇえ!!

　思いきり引き攣った顔で煙草の火を揉み消すと、清照が鷹也の顔を見つめクスクスと笑った。

「安心しろよ。手は出さない。そんなの合意でなきゃ意味ないし」

「当たり前だっつーの!!」

　男同士のソレとか、あまりに免疫がなさすぎて想像だけで鳥肌が立つが、とりあえずのところ、無理矢理親友に犯される心配だけはなさそうという点においてホッと息を吐いた。

「なんっか、腹立つ……!!」

「ん？」

「おまえ、余裕で」

　そう言うと、清照が口の端を上げて笑った。

「バーカ。心臓バクバク言ってる。コレ、見てみ？」

　清照がこちらに向かって伸ばした手が小刻みに震えている事に、鷹也はまた少しほっとした。

　それから清照は「明日朝早いから帰るわー」という気の抜けた言葉を残し、まるで何事もなかったかのように帰って行った。

　そこからしばらくは、鷹也も仕事が立て込み、清照の方も仕事柄忙しい時期に突入したらしく、顔を合わせる機会も激減した。





＊　　＊　　＊






　毎日、明けては暮れ、明けては暮れ。日常が過ぎて行く。

　会わない間、何事もなかったように知らんふりで過ごすのはラクなようで、実はそうでもない。

　清照から何度か電話があり、何気ない会話を交わしながら、頭の中では違う事を考えている。

　今までと同じであるわけはない。十年近く一緒にいて気づきもしなかった清照の気持ちを知ってしまった。何も知らなかった頃と全く同じように過ごせるはずがない。

「つか、キモいわ」

　ふと気づけば清照の事を考えている。清照とどうこう……とかそういうことではなく、仕事以外の時間、鷹也の思考のほとんどを誰よりもよく知っているはずの親友が占めていることに戸惑う。

「いいかげん、出てけっつーの」

　記憶を失くした夜から一カ月。告られた日から一カ月と一日。ヤリてぇと言われた日から一カ月と二日。鷹也の思考の中に長々と居座る清照を恨めしく思う。

「藤倉ー、もう終わるか？　適当なトコでキリつけろよ？」

「もう、終わります」

　先輩の氷川に声を掛けられて鷹也は慌てて書類の散らばったデスクの上を片付けた。

　今夜は営業部の飲み会。大口の契約が取れた祝いの酒の席。営業部の部長を筆頭に、事務所の社員たち総勢二十名ほどがその席に呼ばれている。




　騒がしい居酒屋の店内は金曜ということでかなり混み合っていた。

　威勢のいい店員の声が店内を飛び交い、楽しそうな客の笑い声があちこちから聞こえてくる。

「藤倉くん。隣、いい？」

　そう言って鷹也の横に座ったのは、同僚の花井涼子と、彼女と同じ営業事務の後輩たち数人。

「あー。俺、煙草吸うけど平気？」

　このご時世、どこも禁煙傾向。職場には喫煙所や分煙スペースがあるが、こういう場ではあらかじめ断わっておく必要がある。

「ああ、うん。こういう場では全然」

　花井涼子が柔らかく微笑んだ。

「この間……っていっても随分前だけど、傘助かっちゃった」

「いや。全然。お礼言われるほどのことじゃないし」

　彼女とは同じ部署で仕事絡みの話はもちろんするが、プライベートな会話などほとんどしたことがない。

「今日、中野興産さんの納品、けっこう大変じゃなかったです？」

　花井涼子が隣に座るなり鷹也に訊ねた。

「ああ。うん。耐火金庫二台は、さすがに重かった」

「ふふっ。だよねぇー？」

　彼女が笑った。きっと、気遣い屋なのだと思う。何か会話の糸口を見つけて話しかけてくれているのが分かる。

「腰、やられるかと思ったよ」

　鷹也もそんな彼女の気遣いに応えるように会話を続けた。

「そうそう！　ぎっくり腰とか気をつけないと」

「確かに。そんなんなったら仕事になんねーよな」

　飲み会はある程度人が集まった頃合いで始まった。営業部の飲み会はさほど多いほうではないが、新人歓迎会から始まり、夏の親睦会、忘年会、新年会と年に何回かは行われる。

　その間を縫って、もう少し小さな規模で飲みに行ったりする事もあり、今回のように突発的なものもある。

「藤倉くんは、飲むほう？」

　隣の彼女が訊ねた。

「いや。付き合い程度。そんな強くないし。花井さんは？」

「うーん。わりと飲むかな。あ、でも内緒にしといてね。こういう場で課長とかに飲まされると困るからあんまり飲めないって事にしてるんだ……」

　彼女が悪戯な笑みを浮かべながら、〝秘密ね〟とでも言うように人差し指を唇に当てた。

　その笑顔が普段職場で見ている笑顔とは違って見えて、思わずドキッとする。

「分かった。内緒にしとく」

　最近でこそ、セクハラやパワハラなんて言葉が浸透したおかげで、こういった席で無理矢理飲まされるような事は少なくなったが、全くなくなったというわけではない。特に女性の場合は飲めないふりをしておくほうが、賢明だ。

「ありがとう」

　アルコールが入り、少しピンク色に染まった頬で微笑む彼女。話す機会もなかったため、あまり気に留めたこともなかったが、よく見るととても可愛らしい女性だ。

「藤倉くんは、何か趣味とかあるの？」

「ああ。趣味ってほどでもないけど、映画観たり本読んだりはわりとするかも。あとスポーツ観戦とか……っつっても、テレビでだけど」

「本読むの、好きなの？　私もけっこういろいろ読むよー」

「え、マジで？」

　意外な共通点がある事に驚いた。女の子との会話に苦手意識ばかり持たず、時にはこうして話してみるものだ。

「花井さんはどんなの読むの？　好きな作家とかいる？」

「あー、うん。……そうだなぁ、有山浩さんは昔から好きでほとんど揃えてるの。最近は……今更なんだけどミステリーとかも興味出てきて。北野圭吾さんとかいろいろ読み漁ってる」

「へぇ？　北野圭吾なら、俺けっこう揃ってるけど。俺が持ってるのでよければ、今度貸そうか？」

　鷹也の問いに、彼女の目が輝いた。

「わ。いいのー？」

「いいよ。もう、全部読んじゃってるし」

「ふふ、嬉しい。あ、じゃあ、連絡先とか交換していいかな？　会社じゃあんまり話す機会もないし」

「いいよ」

　彼女がバッグの中からスマホを取り出したので、鷹也もスーツのポケットからスマホを取り出した。

「ＬＩＮＥでいい？　ふるふるのが簡単かな」

「や。俺、それいまいちよくわかんねぇや。教えてくれる？」

　日々進化していくＳＮＳの利便性に順応しきれていない現実。

「うん。じゃあ、私教えるね。慣れちゃうとすごく簡単だよー？　まずＬＩＮＥ開いてー……」

　鷹也のスマホを覗き込みながら顔を近づけてきた彼女の長い睫毛が近くで揺れたのにドキッとしてさり気なく視線を外す。

「はい。藤倉くんも振ってー」

「え？　こう？」

　彼女の動作を真似て手にしたスマホを振ってはみるが、その動作がなんともぎこちないのが自分でも分かる。

「そうそう！」

　彼女がそんな鷹也を見て楽しそうに笑った。

「ふふ。ツボっちゃった」

「……何？」

「いまの動作可愛かった！　何て言うの？　ギャップ萌えってやつかな。藤倉くん、普段あんまり喋んないから怖い人なのかと思ってたけど違うんだね。すごい発見！　もっと早く話し掛けてればよかったなー」

　笑いながら嬉しそうに言った彼女の言葉に、妙に照れくさい気持ちになった。

　彼女の言葉に別段深い意味はないと分かっているのに、何気なく言われたその言葉が彼女との距離を縮めたようで嬉しかったのが自分でも意外だった。

「藤倉くんってー、彼女とかいるの？」

「……え？」

　突然の彼女の問いに、鷹也は一瞬言葉に詰まった。

「あ。ただの興味本位だから答えなくてもいいけど」

　彼女が悪戯に微笑んだ。

「いない。花井さんは？」

　聞き返したのはこちらも興味本位。こんなに可愛くて気遣い屋の彼女を他の男が放っておくはずもない。

「私も。……半年前くらいに別れたばっかりで。今、ちょっと恋愛休憩中」

「そーなんだ。まぁ…そういう時あるよな。でも、花井さんならすぐ次見つかるだろ」

　そう言うと、彼女がクスと笑った。

「うわ。いまテキトーに言ったでしょー？」

　そっと腕に軽く触れる彼女からのボディータッチ。一瞬ざわめく気持ちを誤魔化すように慌てて目の前のビールジョッキを手にした。

「そんなことないよ。花井さんモテそうだし」

「えー？　それこそ、そんなことないない!!」

　変に乾いた喉を潤すようにビールを飲んだ。

　だったら──俺が立候補しよっか？　なんて冗談交じりに言えたらいいのだろうが、鷹也にそんな勇気はない。こんな時、清照ならそんな気障っぽいセリフもサラリと言ってのけるのだろう。

「………」

　ああ。まただ。また清照の事を思い出した。

　いつも傍にいるせいか、無意識に比べてしまう。不器用な自分と、器用な清照。ずっと昔からどこか憧れていた。あんなふうになれたらいいと。

「ほんと、ありえねぇ……」

　そんなやつが、自分を好きだとか。

「ん？　どうかした？」

　隣の花井が小首を傾げた。

「いや。何でもない。花井さん、グラス空だよ。次、何飲む？」

　そう言って近くにあったドリンクメニューを彼女に差し出した。

「あ、うん。ありがとう」

　今は清照のことを考えるのはやめよう。あまり得意とは言えない職場の飲み会で、珍しく楽しい時間を過ごしているのだから。
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　休日の朝は遅い。鷹也が自然に目覚めるのは随分と日が高くなった昼近く。

「……暑っつ、」

　額に滲にじむ汗を拭いながら、ベッドから起き上がった。数日前にようやく長かった梅雨明けを迎えた。締め切った部屋の窓を開けて内に籠った空気を入れ替える。

「ジメジメしてんなーぁ……」

　本格的な夏を目前に、湿度は上がる一方。肌に纏わりつくような風が不快感を増長させる。

　清照とはあれから会っていない。仕事が本格的に忙しいのか、電話すら掛ってこなくなった。

　今までなら「連絡もなしに、どうした？」なんて簡単に連絡を入れることができたのに、それができないでいるのは清照に対して自分がこれからどういう態度で接すればいいのか判断がつかないから。

「無理だっつったら、何か変わっちまうのかな……」

　清照は、親友のポジションは死守したいなどと口では言ってはいたが、実際それが許されたとして、鷹也自身は清照の気持ちを知りながら何事もなかったように友達でいられるのだろうか。

　スマホに繋がれたままの充電器を引き抜いて、画面を開いた。

　全く色気のない話だが、着信履歴に関してはほぼ同じ男の名前で埋め尽くされている。

「……ふは、」

　人の繋がりというものは永遠ではない。今まで途切れることなく続いてきたのは、お互いが切れないために、その縁を繋いできたから。

「何もしなきゃ、こんな接点ねーのな……」

　履歴に並んだ名前を眺めながら、リビングに移動しテーブルの上に置きっぱなしの煙草の箱から一本取り出し火を点けた。

　その直後、突然手の中のスマホが音を立てた。煙草を咥えたままその電話に出る。

「もしもし」

『あ。藤倉？　今日休みでしょー？　夜、何してる？』

「おー、ジュラちゃんか！」

『もう、藤倉！　名前で呼ぶなって言ってるよねー?!』

　電話の主は、高校の時の唯一の女友達の南みなみ珠じゅ蘭らん。バスケ部の女子マネージャーだった。

　いわゆるキラキラネームの部類に入る自分の名前が嫌いで、下の名前を呼ばれることを極端に嫌がる。サバサバとした性格で、男友達も多く、マネージャーというよりは完全に部員のような立ち位置だった。

「開口一番それかよ。〝久しぶりー〟〝元気ー？〟とか女子らしいワンクッションねーの？」

『あはは、ごめんごめん。でー？　暇？　今夜、村西と飲むんだけど、藤倉たちもどうかなーって思って』

　南と村西は大学進学に伴いしばらく地元を離れていたが、戻ってきて就職。社会人になった今もたまに皆で集まっては飲んでいる。

『どーせ、暇でしょー？　出ておいでよ』

　こう言われてしまうのは、南も鷹也の女っ気のない私生活を知っているから。

「……どーせ暇そうで悪かったな」

　鷹也は少し拗ねたような口調で答えながら、灰皿の縁ふちでコンと煙草の灰を落とした。

『ふふ。だってホントの事じゃーん。駅南の〝熊八〟に七時。オッケー？』

「了解」

『あ。キヨはー？　ってか、週末は仕事か』

「あー、たぶん。最近忙しいみたいで、俺も連絡取ってねぇ」

『え、そうなの？　じゃあ、来れたら来てって、ＬＩＮＥだけ入れとくー』

「おー。わーった。んじゃなー」

　慌ただしく南からの電話が切れた。久しぶりに南たちと会うのもいい。クダグダと答えの出そうのない難問に一人で頭を悩ませているよりはずっとマシだ。
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　時間通り待ち合わせの焼肉屋に行くと、入り口の待合席にすでに南が座っていた。週末ということもあり、他にも家族連れなど何組かの客が順番を待っている。

「満席？」

　そう訊ねると、南が手にしたスマホをバッグの中にしまった。

「うん。でも次。いま席片してるとこだからすぐだって」

　南が少し席を詰め、鷹也は空いたスペースに座った。

「村西は？」

「それがさー、なんか彼女さん熱出しちゃったらしくて、また今度って」

「もしや俺ら二人？」

「──何か不満でも？」

　南が鷹也を小さく睨んだ。

「しょうがないじゃんさー。もう気分は焼肉脳だったんだからー」

「ま。いいけど。俺もそうだし」

　普通女子と二人とか手汗ものだが、長い付き合いの南とならその心配もない。南は唯一、鷹也が身構えることなく話せる女子。──というか、女子を意識しない女子。それが心地よくてこの関係も長く続いている。

「あ。やっぱ、キヨはダメだって。ＬＩＮＥしたら、仕事遅くなるって」

　清照がここに来たとして、南や村西も一緒なら変に気まずさを感じることもないかと思ったが、そんな心配はどうやら杞き憂ゆうだったようだ。

「ホテルって忙しそうだねー」

「そうだなー。梅雨明けごろから夏休み明けるまで毎年忙しそうにしてるもんな」

「藤倉が連絡取ってないなんて意外だね」

「そりゃーな。いくら仲いいっつっても、年中引っつきもっつきしてるわけじゃねーし」

　そう答えると、南がきょとんとした顔をした。

「いや。してんでしょ、いつも。あんたたち、セットだもん」

「……そぉか？」

　確かに、一緒にいる事は多いが、周りにもそう認識されているという事か。

「二名さまでお待ちの、南さまー」

「あ。藤倉、呼ばれた！」

　南が鷹也の肩をポンと叩き、二人同時に立ち上がって店員の後に続いた。




　網の上でジュージューと肉が踊るのを、南がトングを使い器用に返していく。

「ほら。藤倉焦げるよー。焼けたトコからじゃんじゃん食べて」

「ああ。サンキュ」

　そう答えて、残り少なくなったビールに口をつけた。

「最近、どうよ？」

　鷹也の問いに、南が手にしたトングで焼けた肉を片っ端から掴んで鷹也の小皿に乗せた。

「んー？　そうだな。仕事は順調。プライベートも超順調！」

「……そりゃ羨ましい限りだな」

「アタシ、来年結婚するんだ」

　そう言った南の言葉に、鷹也は大きく目を見開いた。南には大学の頃から付き合っている彼氏がいる。

「──マジか？」

「うん。この間プロポーズされてー。今日はついでだし、その報告しよっかなーって思ってたんだよねー」

　南が白い歯を見せ嬉しそうに微笑んだ。

「おめでとう」

　鷹也がグラスを持ち上げると、南もそれに応えるようにグラスを持ち上げた。

「結婚式には呼んであげるから、ご祝儀奮発してよ？」

「奮発は無理だけど、普通に祝ってやる」

「というわけで、アタシ、幸せオーラ全開だから藤倉にも分けてあげる」

　そう言って南が大袈裟に両手を広げてまるで女神のようなポーズをした。

「マジ、あやかりてー」

　吹き出しながら答えると、南が鷹也の顔をじっと見つめた。

「藤倉、素材はいいのにねー」

「オイ、本気で残念がるのやめろや」

　こんなふうに自然に話せるのも南だからこそ。女友達というより、男友達に近い感情。あの頃とたいして変わらないと思っているのは自分だけで、皆少しずつ変わっている。

　ふいにテーブルの上のスマホが鳴った。それに気付いた南が目め敏ざとく鷹也のスマホを覗き込もうとする。鷹也は慌ててスマホを手のひらで押さえた。

「何で隠すの。誰よー？　いまの、女の子の名前じゃなかった？」

「……会社の子だよ」

　メッセージの主は、花井涼子。先日の飲み会の際に連絡先を交換してから、こうしてたまにメッセージをくれる。内容は共通の趣味である本に関する事だったり、その貸し借りの事だったりと、たわいもないやり取りだ。

「仲いいの？　藤倉が女の子と連絡取ってるなんて珍しいじゃん」

　南が興味深々といった具合に鷹也を見つめる。

「……べつに」

　特別な意味はない。たまたまそういう機会ができただけだ。

「怪しい～!!　なぁに？　狙ってんの?!」

「おまえ、ウザイ」

　説明しようにも、事実何もないのだからそれ以上の事は言いようがない。

「キヨ、またうるさいだろうねー？」

　南が何かを思い出したように笑いながら言った。

「何がだよ？」

「ほら！　自分は適当に遊んでるくせにさー、藤倉の彼女とか女関係にはうるさいじゃん、アイツ」

「──は？」

「しかも、藤倉に彼女できると自分も同じように簡単に彼女作ってさー。あんたたちが別れるとキヨたちもダメになったりしてたじゃない」

「……」

　南の言葉に思い当たる節があった。高校で付き合っていた彼女の時も、大学に入ってできた彼女の時も、鷹也に特定の彼女ができると同時に、清照も彼女を作ったりしていた。

「彼女いる時期まで丸被りとか、どんだけ仲いいのよーって思ったけど。まるで監視してるみたいだったわねー」

　──監視。そう言われてみれば思い当たる出来事は何度かあった。鷹也に彼女ができるたび、そのデートに清照とその彼女が加わり、四人で出かける事も多かった。当時は気にも留めなかったことだが、実はそこに清照の明確な意図があったのか。

　一体いつからだったのだろう。清照が自分を想っていたのは。グラスを取ってビールを飲む。

「アタシ、もしかしてキヨは藤倉が好きなのかなーって思った事あったわー」

　そんな南の言葉に、鷹也はたった今口に含んだばかりのビールを盛大に吹き出した。

「ゲホッ、ゴホッ……!!」

「ちょっとー。何やってんの藤倉ぁー」

　南が笑いながら手元にあったおしぼりを鷹也に手渡す。

「げ、はっ。……悪い、むせた……っ」

「もー。何よ？　マジでキヨに告られでもしたー?!」

「……」

　咳込みながら無言で顔を拭う鷹也を、南が凝視する。

「──え？　ちょっ、何？　マジなの?!」

　南が鷹也を見て両手を口元に当てたまま固まった。しばし流れる沈黙。

「あー。え、と、うん……」

　南が意味のない言葉を発しながら、思い出したように肉を網に乗せ、せわしなく手を動かしながら次の言葉を探している。

「うん。アタシ、偏見ないよ。そういうの。てゆーか、マジなの?!」

　南がもう一度念を押すように訊ねた。ここで否定して隠すのは簡単だが、正直鷹也自身もこのわけの分からない状況を一人で抱え込むことに疲れていた。

「他言すんなよ？　おまえだから否定しなかったんだからな」

「も、もちろん言わないけどさー……」

　南が自分自身を落ち着かせるかのように、大きく溜息をついてからグラスに残ったビールを飲み干した。

「まぁ。いいよ。聞いたげる。ビール追加していい？」

　そう言うと南が傍を通りかかった店員を呼び止めた。




「それはちょっとヘビーな展開だね……」

　すっかり網に焦げ付いた肉をトングで無理矢理剥がして、自分と彼女の皿に均等に乗せた。

「──でも、意外。さっき、キヨが──って言ったのはさ。あくまであんたたちが仲いいからであって、本気でそう思ってたわけじゃないし」

　南が勢いよく肉を口に入れ、もぐもぐと美味しそうに咀嚼しながら何かを考えるように頭上の照明を見つめ、ゴクンとそれを飲み込んでから口を開く。

「キヨ、誰にでもモテるし。女の子とも普通に遊んだり付き合ったりしてたから、そんなの想像した事もなかったな」

　鷹也も皿の上に乗った焦げた肉を口に入れながら、頷き返す。

「俺も。こんだけ長く付き合ってんのにさ、そんなこと気付きもしなかったっつーな……」

　分かり合ってると思っていたのに。自分は何一つ清照を分かっていなかったということだ。

　南が少し考えるように黙ってから、静かに口を開いた。

「でもさ、必死だったのかもね。藤倉に気づかれないようにさ……。だって言えないもんね、普通は」

　セクシャルマイノリティーが昔ほど珍しい世の中でもないが、まだまだ偏見の多い世界だ。特に日本のような狭く閉鎖的な社会では。

　それが公になれば社会的に窮地に立たされる場合だってありえなくはない。だからこそ、皆ひた隠しにしているのだ。

「もし、アタシがキヨの立場だったとして。一番大事な親友である藤倉にそれ言えるか、って言ったら勇気ないもんなー。たぶん言わない。失くしたくないなら尚更」

　普通は怖い。下手をすれば全て失ってしまうかもしれない。今まで培ってきた信頼も友情も、それ以外の人間関係も。

「──どうしていいか、分かんねぇんだよな」

　鷹也は大きく溜息をつき、テーブルの上の煙草に手を伸ばした。

「おまえ、どう思う？　清照のこと嫌いになるか？」

　そう南に訊ねた。すると南はフッと鷹也に笑い返した。

「なるわけないよ。キヨを嫌いになったりしない。アタシ、キヨのいいとこいっぱい知ってるもん。ずっと友達だったもん」

　そんな南の言葉に、鷹也は心底ほっとしていた。

「……だよなぁ」

　嫌いになれるわけがない。拒絶できるわけがない。だからと言って受け入れられるかといったら、それもまたできるわけがない。

「俺、どうすりゃいいんだ？」

　そう呟いて大きく息を吐いた。南が手にしたグラスをカツンと鷹也のグラスにぶつけた。

「今まで通りでいいんじゃない？」

「あ？」

「キヨだってそう言ってんでしょ？」

「まー。そうだけど……」

「キヨはキヨで思うことあったんだろうけど、べつに藤倉との関係を壊したいわけじゃないじゃん？　困らせたいワケでもないんだと思うし」

「……」

「キヨなりに、頑張ってみたいんじゃないの？　藤倉の心が動く動かないは別として。いくら、キヨが藤倉好きだって言ったって、藤倉にその気がなくちゃどうしようもないじゃん？　友達としていくら〝好き〟でも、それとこれは別物だもん。キヨだってそれ分かってて賭けに出たんだよ」

　そう言って南はグラスを傾けた。

「アタシ、キヨの前では知らないふりしとくからさ。藤倉もまたモヤモヤしたら連絡してきなよ。何のアドバイスもできないけど、話聞くくらいならできるから」

「──ああ」

　そう返事をすると、南がハァと大きく息を吐いて後ろの壁にもたれかかった。

「もー！　今日こそ、アタシの惚気話ひけらかしてやろうと思ってたのにー!!　結局アタシが話聞いてあげてんじゃん!!」

　ぷぅと頬を膨らませた南に鷹也は苦笑いを返す。

「……ははっ、悪りぃ」

「次会う時は、アタシのお祝い会してよねー！」

「分かった。仕切り直ししてやる」

「絶対よー?!」

「わーった、わーった」

　南にもいつも助けられてる。鷹也にとって、清照と同じくらい大事な友達だ。




　日に日に強くなる日差しに、夏を感じる七月。

　今まで通り、普通に──を意識すればするほど、普通って何だっけという思考に至り頭の中でグルグル考えるだけの不甲斐ない自分。

「それじゃ、失礼しまーす」

「御苦労さまです」

　取引先の事務所を出て、事務所裏の駐車場に停めてある社用車に乗り込んだ。エンジンを掛けて、熱くなった車内を冷やすためエアコンの風を最大に入れる。すっかりぬるくなったペットボトルのお茶を飲み、ポケットの中からスマホを取り出した。

　トゥルルル……何度目かのコールの後、

『……ふぁい』

　清照の低い声が聞こえた。たとえ仕事中でも、この時間は仕事の中抜け時間にあたり、つかまる可能性が高い。それを狙っての電話だ。

「なーに、気の抜けた返事してんだよ。最近連絡ねーけど、元気でやってんのか？」

　堪たまらず電話をした。ウザイくらいだった清照からの電話が途絶えると、それはそれで気になってしまう。そうして頭の中を清照に埋め尽くされて、悶々と余計な事を考えるくらいなら、どうしているのか思い切って聞いてしまったほうがいい。

『……元気、と思う。たぶん』

「たぶんって何だよ、たぶんって」

『やー。ここんとこマジ仕事忙しくてさー、忙殺されてんの、俺』

　清照にしては少し覇気のない声。弱っているのか、単なる寝起きなのか声だけでは判断がつかない。

「そんなに忙しいのか？」

『んー。つか、この間悪かったなー。南の、行けなくて』

「……ああ。それもあって電話した。南、結婚決まったって」

　そう言うと、電話の向こうで長い沈黙があった。

『──は?!　マジ?!　ジュラちゃん、結婚すんの?!』

　清照の声が心底驚いたように大きくなった。これだけ大きな声が出るのなら、どうやら体調不良ではなさそうだと、少しほっとする。

「や。それで。結婚前にみんなで祝ってやれねーかと思って。まぁ、結婚は来年の春らしいから時間はたっぷりあんだけど、とりあえずそれだけ伝えようと思って」

　それは事実ではあるが、口実でもある。もっともな理由をつけて清照に連絡を取るための。

『やー、マジでー!!　祝う、祝う!!』

「急にテンション上がったな」

『そりゃそーだよ。嬉しいじゃん!!　仕事めちゃくちゃ忙しいのに、鷹也のメシも食いに行く暇ねーし。日々の忙しさに忙殺されて、屍しかばね状態だっつーのに、おまえから電話一本掛ってこねーし。俺が死んだらどーすんだ』

　久々に聞いた清照の子供みたいな本音。普段は包容力を見せるくせに少し弱ると子供っぽくなったりもする。

「電話、わざとかよ？」

『忙しいのはホント。マジ連絡する暇なかったの事実だけど、よく〝押してダメなら引いてみろ〟っつーじゃん？』

「ははっ。何の駆け引きだよ」

　清照が電話の向こうで小さく息を吐いた。

『駆け引きくらいさせろよ。俺だって日々迷走してんの』

「……」

　自分だけではない──。清照もいろいろ考えているのだ。鷹也に言った言葉に嘘はないのだろうが、その言葉を後悔していないとも限らない。

　鷹也が清照の事を思って悩むように、清照も鷹也を思って悩んでいる。

　言って良かったのか、言わないほうが良かったのか。聞いて良かったのだろうか、聞かないほうが良かったのだろうか。どちらが正しいかなんて、結局清照にも自分自身にも分からない。

『なー、メシ食わしてー』

「今度、いつ休みだよ？」

『明後日』

「じゃあ、明日食いに来い。何時でもいーから」

『ビールも付けてくれんの？』

「図々しいな、おまえ持ってこいや」

『……ははっ。んじゃ、持ってく』

　そう答えた清照の声が、嬉しそうだった。鷹也は電話を切って、運転用の眼鏡を掛けるとシフトレバーに手を掛けた。

　今まで通り。壊れたくない、壊したくない。それだけを願う自分は、我儘なのだろうか。
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「うめぇ!!　つか、鷹也の飯が久々すぎて沁みる」

　約束通り、次の日仕事を終えた清照が部屋にやって来た。冷蔵庫で瀕ひん死し間近だった有り合わせの食材で鷹也が作った飯を口いっぱいに詰め込んだ清照が言った。

「思ったより元気そうで安心したわ」

「あれ？　心配してくれてた？」

「それなりにな」

　そう答えると清照がクシャッと嬉しそうな笑顔を見せた。こんな顔は見慣れているはずなのに、清照の気持ちを知っている今はなんだかそれがむず痒い。

「鷹也は、仕事どうよ？」

　口の中に飯を詰め込んだ状態で清照が口を開く。

「まー、それなり。一件そこそこ大きな契約取れそうで、今必死に口説いてる」

「へぇー」

「まー。焦らずコツコツ行くわ」

「おう。──っあ！　ちょい、お茶もらっていい？」

「はいよ」

　鷹也はゆっくりと立ち上がって冷蔵庫からお茶を取り出し、グラスに注ぐ。ついでに自分の分のビールを取り出し、それを持って清照が食事をしているテーブルに戻った。

　その時、テーブルの上で間抜けな着信音を立てた鷹也のスマホを清照が横目で覗いた。

「花井涼子？　……誰？」

「職場の同僚。この間の飲み会でちょっと喋るようになったっつうか」

　必要もないのに、何だか言い訳めいたことを口走る自分。

「ふーん。よく連絡取ってんの？」

「たまに本貸したりしてるだけ」

　事実それだけなのだ。会社で会えば以前よりは少し喋るようになった程度の小さな変化。

「べつに、気にすんなよ？　その子がいい子で、おまえが気に入って上手くいくんなら邪魔する気ないしさ」

「……本当かよ？」

「振られたら慰めてやってもいい」

「クソむかつくなー、おまえ」

　邪魔する気はない、か。今までだったら気にも留めない言葉が今は少し切ない響きを持つ。

「キヨさ、女の子と普通に付き合ってた事もあったよな。元々ソッチ……ってわけでもないのか？」

　そう訊ねると、清照がグラスのお茶を飲んでから鷹也を見た。

「いや、どーだろな。中学のとき好きになった子は普通に女の子だったけど。高校入って、おまえと会って──。べつに最初からどうの、って思ってたわけじゃないんだよ。普通に友ダ達チとして好きなんだと思ってたし」

　モグモグと旨そうに飯を食う清照の顔をじっと見つめた。

「自覚したのは、高二で鷹也に彼女できたとき。ヤキモチっつーかさ、彼女におまえ取られんのかと思ったらこうモヤモヤして……」

　清照が言葉を探すように天井を見た。

「でもな？　俺自身も、自分でオイオイ……って思うワケよ。そんな筈ねーだろ、って。たまたま女の子の友達多かったし、そん中で自分に気があるってなんとなく分かる子利用して付き合って。そりゃ、いろいろ試してみたわけよ」

　清照が鷹也を見て意味ありげにニッと微笑んだ。

「女の子、普通に可愛いと思ったし、エッチだってできるし。気のせいか……って思いつつも、おまえと彼女が一緒にいる時間増えんの耐えれなくて。だったら、彼女いてもとことん一緒にいてやろう、っておまえらのデートに無理矢理彼女連れで参加したり……今思えば、悪い事してたな」

　清照が、ハハッと笑った。

「大学入って、鷹也とも滅多に会わなくなって──、このまま普通に忘れるんじゃないかなって思ってた。大学でも女の子普通に寄ってきたけど、可愛いとは思うけどそれ以上興味持てなくてさ。たまたまゼミで知り合った男友達の中に、ソッチのヤツいて。──俺、誘われて寝たんだよ」

　その手の話もある程度覚悟はしていたものの、実際に清照から聞く言葉は衝撃以外の何物でもなく、過去の遍歴をどこか淡々と話す清照の姿が、今までにないほど遠く感じた。

「そっからは、簡単。ああ、そうなんだ……っていろいろ自覚して。でもどっか腹括り切れなくて、誘われりゃ男とも女とも寝てを繰り返してた。大学の頃、今ほど鷹也と会ってなかったのは、そういうワケ」

　話し終えた清照が少し自嘲気味に微笑んだ。

「もっといろいろ聞きたきゃ、洗いざらい話してもいいけど？」

「いや……十分」

　清照の話をすべて聞いたところで、鷹也がどうすべきかなんて答えは出そうにない。

「ごっそさん！　旨かった」

　清照が両手を合わせて、ごちそうさまのポーズをした。いつの間にか皿の上の料理は見事なほど綺麗に清照の腹の中に消えていた。

「ああ」

　清照が両手を伸ばして大きく伸びをすると、そのまま仰向けに寝転がった。

「あー、食った食った」

「牛になるぞ」

「ははっ。疲れてんだからちょっと休ませろよ」

　鷹也は黙って、空になった皿を重ねた。

「あー、俺やるって」

　起き上がろうとした清照の身体を鷹也が手のひらで制した。

「疲れてんだろ？」

　そう言うと、清照が身体の力を抜いて再び寝転がった。

　重ねた食器をキッチンのシンクに運ぼうと立ち上がると、清照が目を閉じたまま小さく呟いた。

「……やっぱいいな、鷹也のトコ。居心地最高！」

　そんな清照の言葉には答えず、黙ったまま片づけをした。部屋の中には点けっぱなしのテレビの音と、シンクの上を流れる水の音だけが響く。

「──勝手なヤツ」

　言いたいこと言って、人の日常にデカイ爆弾を投下しておいて。居心地最高とか呑気な事言ってんじゃねー。

「……」

　余程疲れていたのだろう。清照が小さな寝息を立て始めた。

　何があっても拒絶なんてできるわけはない。結局、鷹也にとっても清照の傍が一番居心地のいい場所なのだから。






３　恋は思案の他









恋は思案の他（ほか）……愛情・恋情というものは常識や理屈ではかれるものではないということ




　翌朝起きてリビングに行くと、清照はまだ眠っていた。あのまま眠ってしまった清照を無理矢理起こしてソファに寝かせた。昨夜腹に掛けてやったタオルケットは清照の胸の辺りで丸まっていた。

　遠くのほうで鳥の囀さえずりが聞こえ、鷹也はゆっくりと伸びをした。

「今日、休みって言ってたよな……」

　ぐっすりと眠っているようだし、このまま寝かせておこう。

　キッチンに行き、電気ケトルに水を入れセットした。ほんの数十秒で沸き立つお湯。カップにセットしたドリップ式のコーヒーの上からゆっくりとお湯を注いだ。

　部屋に広がっていく香ばしい香り。キッチンに立ったまま淹れたてのコーヒーを口にした。カウンタータイプのキッチンから、まだカーテンの閉められた薄暗いリビングを眺める。

　モゾと清照が寝がえりを打った。こちらに顔を向け、うっすらと目を開ける。

「ん……何時？」

「まだ七時ちょい過ぎ。俺仕事だから出るけど、キヨ好きなだけ寝とけ。なんなら奥のベッド使ってもいーぞ」

「……うん」

　再びモゾモゾと動いた清照が、ソファの背中のほうを向いた。丸まったタオルケットを掛け直して完全にもう一度寝る体勢だ。

　クスと小さな笑いが漏れた。出会った頃は、清照のこういう遠慮のないところが苦手だと思っていたはずなのに、今となってはそれが心地いい。その居心地の良さは、お互いがそうであるから。

　清照は意外にも距離感を重んじる。誰とでも仲良くやっているように見えて、懐を明かす相手は自分でしっかりと見極めているようなところがある。

　不思議だと思う。何が良かったのだろう。清照にとって、自分の何が──。
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「おはようございまーす」

　挨拶をして事務所に入ると、営業事務の花井涼子が事務所内のデスクを拭いていた手を止めて顔を上げた。まだ早い時間。出勤している社員もチラホラだ。

「おはようございます」

「あ。花井さん、ありがとう」

　ちょうど彼女がデスクを拭いてくれていた為、鷹也は慌てて礼を言った。

「あ。ねぇ。この間借りた本、今返してもいいかな？」

「え？　もしかして、もう読み終わった？」

「うん。一度読み始めたら止まんなくなっちゃって──」

　彼女が雑巾を置くと、自分のデスクから小さな紙袋を持って来て鷹也に手渡した。

「早いな。いつでも良かったのに」

　差し出された紙袋を受け取ると、彼女の視線が鷹也の首元に移った。それから顔をまじまじと見つめられる。

「ん？　何？」

　訝しげに彼女を見つめると、

「ちょっと……待ってて」

　と、彼女が自分のデスクの引き出しから何か取り出してこちらに戻って来た。

「はい、これ。貼っといたほうがいいかも」

　そう言って目を伏せた彼女になぜか絆創膏を手渡された。

「ここ。トイレ行って見て来たほうがいいよ」

　彼女が鷹也の顎の下辺りを指さして、置いてあった雑巾を手に鷹也に背を向けると再び作業に戻って行った。

　鷹也は訳も分からず手渡された絆創膏を見つめ、自分のデスクに鞄を置くと、首をかしげながら彼女に言われた通りにトイレに向かった。




　鏡を見た鷹也は、驚いて目を見開いた。

　顎の下側。自分で何気なく鏡を覗いた程度じゃ気付かないようなところにあるうっ血。

　不自然な位置にくっきりと残るこれが何であるかなど、そこそこ恋愛経験のある大人なら誰でも察しがつく。

「……つか、マジかよ」

　ちょうど鷹也を見上げる身長差の彼女だから気づいたのだろう。

「よりによって花井さんに指摘されるとか……」

　そう呟いて大きく溜息をついた。

　このところ、少しずつ話すようになって、以前より少しは距離が縮まったと思っていた矢先に。あの去り際の不自然な顔は、絶対あらぬ誤解をされている。

「あんの野郎……、なんもしねーっつったくせに。何が手は出さねー、だよ」

　これじゃある意味、寝込みを襲われたのと変わらない。

　鷹也が気付かないうちにこんな痕跡を残す犯人が誰であるかなど、今更推理せずとも簡単に分かってしまう。

「──いつの間に？」

　昨夜は早々に寝入ってしまった清照につられるように早めに寝た。思いのほかぐっすり眠れ、朝まで一度も目が覚めることはなかった。

「あいつ、爆睡してたくせに……」

　夜中に起き出して、どんなふうに自分に触れたのだろう。そんな清照の姿を想像するだけで、額に嫌な汗が滲む。鷹也は手にした絆創膏を急いでその痕の上に貼った。

　少し不自然ではあるが、この位置なら剃刀負けか何かのようにも映るだろう。

「……何考えてんだよ、マジで」

　こんなことをするなんて。今まで通りでいいと言ったのは清照のほうだ。




　彼女の機転のおかげで、顎の下の絆創膏について特に誰かに指摘されることもなく一日が過ぎた。

　もしあのまま何も知らずに仕事をしていたらと思うと恐ろしい。いい大人が何をしようと誰も気には留めないだろうが、営業と言う仕事柄、少しでも印象の悪くなる原因は排除しておきたいのが本音。

「藤倉ー」

「あっ、はいっ！」

　先輩の氷川に呼ばれて鷹也は慌てて席を立った。

「おまえ、永田物産からコピー機の発注受けたんだってー？　しかも二台とか。やるじゃねーか」

「あ、いえ。数カ月前から何度かインク詰まりで様子見に行ってたんすよ。もうかなり古いのもあるんですが、あちこちガタきてて、この際だから思い切って買い替える……って社長が」

　週に一度は納品などで訪れている得意先。社長の人柄のおかげか、そこで働く社員もいい人ばかりで、仕事で訪れるたび良くしてもらっている。

「永田社長、おまえのこと真面目で誠実だってかなり気に入ってるらしーぞ？　よかったなー」

「……マジすか」

　人づてに聞く自分の思いがけない評価は、嬉しいものだ。

「仕事教えた俺としても鼻が高いってモンだ。まー頑張れよー」

「はい。ありがとうございます！」

　地味な得意先回りに骨を折ることもあるが、こうして何かしら契約が取れたときそのすべてが報われる。

　チラと壁際のホワイトボードの営業成績表を眺めた。この仕事に就いたばかりの頃は下位をうろうろと低迷していたものだが、ようやく先輩たちに追いつける位置まで扱ぎ付けた。

「藤倉。今日、暇？　一杯どう？」

　氷川がニッと笑いながらグラスを傾ける仕草で訊ねた。

「あー……、えと」

　そういえば、清照はどうしただろうか。もしかしたらまだ部屋にいて鷹也の帰りを待っているかもしれない。

「今日は、ちょっと……」

「お？　何だよ、彼女かー？」

「いや。いないすよ。今日はツレと……」

「そっか。んじゃ、またーってことで」

　そう言った氷川が「おまえは暇だろ？　付き合え」と今度は隣の席の沼沢に声を掛けていた。「いいっすよー？」そう答えた沼沢と早速店の相談を始めた氷川の姿を見てほっと胸を撫で下ろした。




　帰りの電車は、いつも帰宅ラッシュにあたり混み合っている。

　満員に近い電車に揺られながら、次第に薄暗くなる空を眺めた。

　電車がカーブに差し掛かり、大きく揺れる。鷹也のちょうど前方、ドア付近にいる学生とおぼしきカップルが仲睦まじく手を繋ぎ、お互いを見つめ何やら囁き合っている。

　──〝普通は〟ああだよな。

　ごくごくありふれた珍しくもない恋人同士の風景。今まで特に気にも留めたことはないが、清照と同じ種の人間はこのたくさんの人の中、どれだけ存在しているのだろう。

　同性同士のそれに、偏見はないつもりでいたが、それがごく身近な人間である上に、その人物が自分に好意を寄せているという現実は、思いのほか鷹也の心を揺さぶった。

　次第に薄オレンジから藍色を濃くしていく空。空の色が自然に夜の闇に染まって行くように、そうした事実が鷹也の心を浸食していく。

　事実、鷹也はあの日から、清照の事ばかり考えている。

　アパートの前で足を止めると、二階の鷹也の部屋の玄関の横の小窓から明かりが漏れていた。

「あいつ。結局、一日いたのかよ……」

　コンクリートの階段を登り、部屋のドアに手を掛けた。

「ただいまー」

　鍵は掛っていなかった。ドアを開けると、奥の部屋からテレビの音が聞こえた。靴を脱いで、ビジネスバッグを抱えたまま部屋に入ると、清照がキッチンに立ち「おう！」とビールを掲げて微笑んだ。

「お。何だよ、メシ？」

　グツグツと煮え立つ鍋の音。清照の肩越しに鍋の中身を覗きこむ。

「当ててやる。カレーだろ？」

「ははっ。バレバレか」

　鍋の中で煮えている食材を見ればなんとなく察しはつく。

「けっこー、上手く出来そうな予感すんだけどな」

「つか。カレー失敗するヤツとか聞いたことねぇよ」

　清照も一人暮らし歴は長いが、不規則な勤務時間だというのもあり、朝食以外は社員食堂を利用しているため料理をすることは滅多にない。料理スキルに関しては完全に鷹也の方が上だ。

「ちょい、着替えて来るわ」

　鷹也はそう言い残すと、ネクタイを緩めながら寝室へ向かった。

　ジャケットとシャツを脱ぎ、ティーシャツに袖を通す。ふと背中に視線を感じて振り向くと、清照がいつの間にか部屋の出入り口のところに立っていた。

「……勝手に覗くな」

「いーじゃん。減るモンじゃないしさ」

　確かに減るものではない。こんな姿、今まで何度となく見せて来たものだ。なのにそんな些細な事も、清照の気持ちを知った今ではなんだか落ち着かない。

「つか!!　……そーいえばおまえ。これ!!」

　鷹也は、ハッと思い出したように自分の顎の下の絆創膏を指差しながら言った。

「あ……バレてたのか」

　清照がしまったというように舌を出した。

「〝あ……〟じゃねーよ!!　何してくれてんだよっ!!」

「気づかれるとはなー」

「職場の女の子に指摘されたんだよ。マジ恥ずかったっつーの！」

　そう言い捨てると、清照が俺をじっと見つめた。

「例の、花井さん？」

「そんなん……誰でもいいだろ」

　そう答えると、清照がドアにもたれかかり意味ありげに鷹也を見つめた。

「図星だ。彼女、鷹也のことよく見てるんだな」

「はぁ?!　たまたまだろ」

「その絆創膏だって彼女がくれたんだろ？　どうでもいい男にわざわざそんなんくれたりするかねー？」

「知らんわ!!　話逸らすなや。手ぇ出さないっつったの誰だよ」

　そう言うと、清照がニッと笑った。

「手は出してねーじゃん。だいたいキスなんて手ぇ出した内に入るかっての」

「入るわっ!!」

　それこそ、キスくらい誰とでもできる清照と自分とではその価値観が違う。

「堅いこと言うなよ。今まで通りでいいって言ったのは俺だけど、少しくらい意識してもらわねーと」

　清照がわざと部屋の出入り口を腕で塞いだ。

「腹減った。ソコどけや」

「俺にキスできたらどいてやるよ」

「──アホか。誰がするかよっ」

　そう答えると、鷹也は脱ぎ捨てたシャツを掴んで清照の腕の下をくぐり部屋を出た。

「キヨ。カレー見とけよ。焦げつくぞー」

　キッチンを通り抜け洗面所に行き、掴んだシャツを洗濯機に放り込んだ。

　何が、意識してもらわねーと、だよ。清照は何も分かっていない。あんな告白を受けたあと、いくら普通にしようと思っても何も意識しないで過ごせというほうが無理だ。

　それは、清照の想いに応えることができないと分かっていても。

「お。キタコレ。マジいい感じじゃねー？」

　いつの間にかキッチンに戻った清照が、鍋をかきまぜながら嬉しそうに微笑んだ。

「だから、カレー失敗するとかありえんしな」

　鷹也は清照の背後にある冷蔵庫から缶ビールを取り出した。

「メシよそっていいのかー？」

「おー。いいよ。サラダないけどいい？」

「ははっ。冷蔵庫、ほぼ空だったろ？」

「買い物行くのも面倒でさー」

「……だろうな」

　清照の格好を見ればわかる。仕事以外の時に掛けている眼鏡は普段のままだが、鷹也のクローゼットから勝手に出したと思われるよれよれのティーシャツと短パンを着て、髪はボサボサ、長い前髪を無造作にそこら辺にあった輪ゴムで留めている。

「なんで、輪ゴム？」

　思わず小さく吹きだした。鷹也の視線に気づいた清照がああ……と無造作に結ばれた前髪に触れた。

「や。なんか留めんのねーかなーって探したんだけど見つかんないからさ」

「洗面所に何かなかったかー？」

　鷹也はビールを片手に、洗面所を覗き込む。

「あー。あんじゃん。こっちのほうがマシじゃね？」

　鷹也が手にした黒い女物の髪留めを見て、清照が思いきり眉を寄せた。

「おまえ。本っ当、デリカシーねぇなー。鈍過ぎて引くわ」

　清照が呆れたように小さく溜息をつく。

「……は？」

「おまえの元カノの忘れものとか、さすがに使いたくないし」

　そう言われて、鷹也は手に握った髪留めを見つめた。

「それ。聡子ちゃんのだろ？　いつまで持ってんだよ。未練たらたらか？」

　今なら分かる。清照が鷹也のずぼらさを責めているのではなく、元カノの忘れものに嫉妬心をあらわにしていることくらい。

「……違げーよ。捨てるタイミング逃しただけっつーか」

　事実、未練があるわけじゃない。別れたのももう何年も前の話だ。確かに別れた当時はヘコみもしたが、あの頃の気持ちなんてとっくの昔に忘れている。

　鷹也は、手にした髪留めをポイとゴミ箱に放り込んだ。清照がそれを見て目を丸くする。

「……捨てることねーだろ！」

「はぁー?!　未練がどーのって言ったの誰だよ？」

「……悪かった。俺が口出すことじゃなかったよな」

　そう言った切り、清照が黙った。何ともいえない沈黙が流れる。無言で炊きたてのご飯をよそい清照に差し出すと、清照が黙ったままそれを受け取りルーをかけた。

「さっさとメシ、食うぞ。せっかく上手くできたんだろ？」

　鷹也が、清照の後ろ脛を軽く蹴った。

「……いてーな。その口と足癖の悪さどうにかなんないのかよ」

　ボソ、と眼鏡のブリッジを押さえながら清照が言った。長い付き合いの間、こんな言い合いや派手な喧嘩は何度もした。こんな空気のときの打開策だってお互いよく分かってる。

「お。普通に旨い」

　カレーを口に運びながら言うと、清照がニッと笑いながら顔を上げた。

「俺、もしかして天才じゃね？」

「調子乗んなや。作れて当たり前だかんな、こんなん」

「もちっと、褒めろよー。俺、褒められて伸びるタイプなの知ってんだろー？」

「十分伸びてんだろ。これ以上どこ伸ばす気だよ」

　実際、何をやらせても基本的に器用にやりこなしてしまうのは清照のほう。

　高校時代の部活のバスケも上手いのは清照だったし、勉強も、友達との付き合いも、何でも器用にこなしている。大学受験もすんなりだったし、就職も仲間内の誰よりも早く決まった。

「他に伸ばしたいとこ？　……そうだな」

「あんのかよ」

　そんな綺麗な顔して、何でも器用にこなして、誰もが羨やむ存在のくせして。

「鼻の下、とか」

「……意味わかんね」

「好きな奴に好きだって言ってもらって、思いっきり鼻伸ばしたいかな」

　清照がわざとこちらに意味ありげな視線を送る。鷹也はそれに気付かないふりをしてさりげなく視線を逸らした。

「落ちろ、俺に」

「あのな。ちょいちょいそこ触れて空気悪くすんのやめろや」

　鷹也がカレーを口いっぱい頬張りながら睨むと、清照がハハッと笑った。

「やめないよ。おまえはそのままでいいんだろーけど、俺は違うからな」

「あ？」

「ただの友ダ達チとして傍にいたいんじゃねーから」

　清照の真っ直ぐな視線に、また居心地の悪さを感じる。

「好きだよ、鷹也」

「……クソ、うぜぇ」

　真っ直ぐな清照の想いに、どう反応していいか分からない。

　結局いくら考えても堂々巡り。友達としての好意と、恋愛対象としての好意。それは似て非なるもの。




　夕食を済ませ、薄暗いベランダで煙草を吸っていると、カラカラ……と背後でサッシが開いた。

「俺にも一本」

　清照が鷹也に手を伸ばし、鷹也がポケットに突っ込んでいた煙草の箱を差し出した。静かに響くライターの音。火がついた煙草を咥え、清照が鷹也にそっとライターを返した。

「なんか、ベランダで煙草ってジジむせぇな」

「確かに。肩身の狭いどっかの親父みてー」

　清照の言葉に頷いてから、ハハッ、と笑った。

「明日、何時？」

「そんな早くないけど、そろそろ帰るわ」

「ん」

　そよそよと湿った生温かい風が吹き、清照の髪が揺れた。

「さっき、悪かったな」

「ん？」

「髪留め」

「……ん、ああ。べつにいいよ。おまえに言われなくてもいずれ誰かに言われてたかもだしな」

　この先、鷹也が清照以外の誰かと恋に落ちたとして、きっとその恋人にも同じ事を言われただろう。

「あれな───。自分で捨てろっつったくせに。いざおまえが捨てたらショック受けてんの、俺」

　清照がこちらを見ずに、煙草の煙を吐き出しながら言った。

「──いつかさ、」

「んー？」

「おまえにまた好きな子できて、その子と付き合うことになったとすんだろ？　そしたら、俺もあの髪留めみたいに何の迷いもなく捨てられんのかなー、とかな」

　清照の横顔からはその表情は読み取れない。

「……アホか、そんなことするわけねぇよ」

　そう答えると、清照が鷹也を見た。

「俺ら、もう二十六じゃん？　ずっと今まで通りってわけにはいかないんだよ。まだ早いかもしれないけど、いずれそれをハッキリさせなきゃいけない時が来るっつーかさ」

　鷹也は黙ったまま清照の言葉を聞いていた。優しく吹く風が鷹也の短い髪をくすぐる。

「おまえが次に女の子好きになったら、いずれその子との将来考えるかもしれない。結婚っつーのはさ、生涯守り抜く相手決めるってことじゃん？　学生ん時みたいな、彼女と友達半々なんて付き合いできなくなる。どうしたって、おまえが優先しなきゃなんないのはその彼女ってわけだろ？」

　そう言った清照が小さく息を吐いた。

「そしたらさ。……俺にはもう、勝ち目なんてないもんなー」

　鷹也は、黙ったまま煙草の先端から立ち上る煙を眺めた。

　確かに、そうだ。今すぐではないにしても、いずれ将来を考える時が来る。生涯寄り添いあう相手を決める時が──。

　家庭を持ち、家族が増え──、友達との時間は減って行くだろう。それが、普通の友達だったならそれでいい。けれど、違う意味を持って自分の傍にいたいと言っている清照にとって、それがどんな意味を持つか。

「おまえに大事な人できたら、俺、ちゃんと祝福できんのかなー？」

　ハハッと小さな笑いをこぼし、清照が眼鏡に触れた。

「そりゃあ、したいと思うよ？　正直言うとさ、今までも鷹也が幸せならそれでいいって思えた事もあれば、心の底でめちゃくちゃになっちまえばいいって思っちまった事もある。それ、友達としてどーなん？　って」

　清照が自嘲気味に小さく笑った。

「友達でいたいけど、友達じゃいられないんだよ。何もしないで、諦めんのだけは嫌だ。でも、鷹也に嫌われんのも怖い。バカみてーに毎日グルグルしてんの。おまえが、俺を好きになってくれたらいいのに──そんなことばっか毎日考えてるよ」

　清照のこぼした本音がツキンと鷹也の胸に刺さる。

　清照の気持ちが分からないわけじゃない。恋をする気持ち、誰かを大事に思う気持ちに性別など関係ない。

　誰でも迷う。その相手をどう愛していくか。傍にいて寄り添う愛もあれば、遠くから見守る愛もある。

　清照も迷っているのだ。自分がどうするべきかを、ずっと。

「──キヨ」

　夜空に輝く月を見上げたまま声を掛けると、清照が顔を上げる気配がした。

「……焦って答え出すことねーだろ？」

　それぞれに合った付き合い方がある。

　この先どう転んでも、鷹也が清照を嫌いになることはないだろう。だからこそ、終わりのない付き合い方を考える必要がある。双方が納得できる形で。

「おまえもだいぶテンパってんだろうけど、こっちも相当テンパってんだよ。もちっと時間かけて考えよーぜ」

　そう言うのがやっとだった。見つけられない答えを探してお互い彷徨っている。

　いまは、まだ、そうかもしれない。でも、ずっとこのままじゃない。いずれ、きっと何かが変わる。

「捨てたりしねーから、おまえのことは」

　捨てられる訳がない。清照のいない世界など鷹也のほうが耐えられないかもしれない。

　清照の望む〝気持ち〟に応えられる自信もないくせに、我儘だと笑われるだろうか。

「勘違いすんなよ？」

　清照に煙草の先を向けて、敢えて前置きをした。

「気ぃ持たせるつもりはねーけど。キヨの告白が衝撃過ぎて、最近おまえのことばっか考えてるよ。このクソヤロウ」

　それを聞いた清照が、驚いた顔をしてから白い歯を見せてハハッと笑う。

「……本当口悪いなぁ。クソヤロウ、って酷くねー？」

「うるせー」

「ま。あの告りは正直しくじったと思ったけど、結果オーライか」

「は？」

「俺、今、鷹也の頭一杯に出来てんだろ？」

　清照がニヤ、と笑った。

「……」

　しくじったのはこっちか。

　鷹也は小さく舌打ちをして、灰皿代わりに使っていた空き缶の縁で煙草の火を揉み消した。

「そろそろ帰ろっかなー」

　そう言った清照に持っていた空き缶を差し出すと、それを受け取った清照が静かに煙草を揉み消した。

「タクシー呼ぶか？」

「ああ、うん」

「ちょい、待てよ？　携帯携帯……っと」

　スマホを探しに部屋に戻ろうとした鷹也の前に、なぜか清照が立ち塞がる。

「何してんだよ、邪魔だっつーの」

　そう言うと、清照が鷹也の顔に手を伸ばし、顎の下に貼られた絆創膏をビッと乱暴に引き剥がした。

「──痛って!!」

　力任せに剥がされた絆創膏は思いのほか痛かった。目の端に薄く滲む涙。清照の顔がふいに近づく。

「だーぁあ!!」

　近づく清照の顔面を真正面から手のひらで押し返した。

　それでも尚、ググと近づいてくる清照の顔を、今度は渾身の力で押し返した。

「何しようとしてんだ?!　油断も隙もあったもんじゃねーな!!」

　噛みつく様に言うと、清照が鷹也を真っ直ぐに見つめた。

「……んだよ！」

　最近気づいた事。清照のこういう時の目はなんか、ヤバイ。

　もともと整った綺麗な顔つきをしているためもあるが、真剣な表情を向けられると思わず見入ってしまいそうになる。

「負けねーから」

「──は？」

「絆創膏女になんか、負けねー」

「……あのなぁ」

　鷹也は呆れたように息を吐いた。負けるも何も。何の話だ、ってやつだ。

「つか、そこどけや」

　そう言うと、ようやく清照がサッシの前に立ち塞がった身体を避けた。




「タクシー、五分くらいで来るってよ」

「お。サンキュ」

　清照が身支度を整え、いつも仕事用に持っているバッグを肩に提げた。

「またしばらく忙しーけど、時々寄るわ」

「おう」

　靴を履き、振り返った清照が鷹也の頭に手を伸ばす。その手が鷹也の頭をくしゃくしゃとかき混ぜた。

「やめろっつの！」

　慌ててその手を払いのけると、清照が残念そうに笑った。

「これくらいのスキンシップ受け入れろよ。鷹也だって分かんだろ？　好きな子に触れたい気持ちとかさー」

　もちろん分からないわけではないが。それとこれとは話が別だ。

「我慢してんだぜ？　ホントは押し倒してガッツリエロいことしたいのを」

「……気色悪い。思ってても口に出すな。怖えぇから」

　またむず痒い気持ちになって、清照の膝のあたりを乱暴に蹴った。

　このむず痒さはいつまで続くのだろう。繰り返し言われているうちに、ハイハイ…と右から左に聞き流すことができるようになるのだろうか。

「んじゃー、またな」

「早く帰れ、ボケ」

　背を向けた清照の尻を思いきり蹴ってやった。

「痛って!!」

「さっきの仕返しじゃ」

　鷹也が無理矢理剥がされた絆創膏のあたりをチョイチョイと指さしながら言うと、清照がクスと笑って、手を振り部屋を出て行った。

　結局、普段通りにと意識して振る舞っていながら、今までとは違った顔を見せてくる清照に戸惑いだけが色濃く残る。

　異性ならまた話は別だが、同性の親友に急に好きだと言われて、それを快く受け入れられる人間なんてこの世にどれだけいるのだろう。




　清照を見送ったあとキッチンに戻って冷蔵庫を開け、三本目の缶ビールを取りだしてから清照が作ったカレーの残りを鍋のまま冷蔵庫に入れた。明日の夕食もこれで足りそうだ。

　ビールを片手にソファに座って目を閉じた。さっきまで部屋にいた清照の気配が残っている。

　ピロリン、とテーブルの上のスマホが音を立てた。手を伸ばしてその内容を確認すると、メッセージの主はたったいま部屋を後にしたばかりの清照。

【原チャリ、明日仕事帰りに取り行く】

　清照のアパートは、鷹也のアパートから車で十分ほど。職場までは普段原チャリで通勤している。

「了解、っと」

　簡潔なメッセージを返して立ち上がると、風呂場に向かった。

「……寝よ」

　一人で考えていても落ち着かない。

　人が人を好きになる。その恋愛は自由だ。人の想いは常識や理屈だけで測れるものでもないのは分かっている。頭では分かっていても、それを自分に当てはめるとどうにも思考が混乱する。

　清照の好意に驚きこそあったが、嫌悪感はない。

　けれど。拒絶もできなければ、受け入れることもできない。自分が清照にしてやれることは一体何だろう？

「──はぁ」

　小さな溜息が漏れた。

　焦るな、などと言っておいて。結局、答えの出そうにない難問にいつまでも頭を悩ませているのは自分のほうだ。






４　魚心あれば水心









魚心あれば水心……こちらが好意を持てば相手も好意を持つものだということ。逆も然り。先方の出方次第で当方にも応じ方があるというたとえ




　午前の外回りを終えて事務所に戻ると、ちょうど同じように外回りから帰って来ていた沼沢と事務所の女の子たちが何やら盛り上がって話をしていた。

「戻りましたー」

　その横をすり抜け自分のデスクに戻ると、鷹也に気づいた沼沢がこちらにやって来た。

「藤倉ー、今日昼飯外行く？」

「……ああ」

「今さ、冬木さんたちと向こうの通りにできたカフェでメシ食おうって話になってんだけどおまえもどう？」

　そう訊かれて「あー…」と声を漏らした。どうやら冬木と沼沢のほかに、花井涼子たち営業事務の子も何人かいるらしく、皆が鷹也の反応を窺っていた。

「俺は──、遠慮しとくわ。昼、ガッツリ食いたい派だし。浜屋行くから」

　浜屋とは近所にある定食屋。

　気が進まないわけではないが、昼は大勢より一人のほうが何かと気楽だ。

「そっか……」

　沼沢たちがそう返事をして事務所を出て行くのを見送った。出入り口付近で沼沢たちと何か話していた花井涼子だけがこちらに戻って来た。

「浜屋、私も一緒していい？」

「……え？」

「私もガッツリ食べたい気分なんだ」

　そう言った彼女が白い歯を見せて微笑んだ。





＊　　＊　　＊






　あれから、彼女とはろくに話せずにいた。べつに何かを弁解する必要もないが、変な誤解をされているのでは……と思うと気になっていたのは事実だ。

　浜屋はどちらかといえば男性向けの店。普通の定食屋ではあるが、どのメニューもボリュームがある。店は近所の会社からやってくるサラリーマンや作業着姿の男性客で混み合っていた。女性客は彼女のほか、ほんの数えるほど。

「こういう店、平気？」

　お茶を片手に訊ねると、彼女がその大きな目をくるりとさせた。

「えー？　全然来るよ。女の子はカフェとスイーツにしか興味ないと思ってた？」

　そう言ってふふ、と笑う彼女をやはり可愛いと思った。

「や。そういうんじゃないけど……」

　これも彼女の気遣いか。とりあえず、普通に話せそうな雰囲気に鷹也はほっと胸を撫で下ろした。




「この間、おせっかいだったかな？」

　彼女が自分の顎の辺りを指差しながら訊ねた。

「いや。助かったよ。ありがとう」

　仕事中キスマークを隠しもしない営業マンの言うことなんて、信用できないことこの上ない。

　あのとき清照に付けられた痕も、もう完全に消えている。

「……彼女、いないんじゃなかったっけ？」

　花井涼子が鷹也に少し意地悪な視線を向けた。

「いや。いないのはホント。マジで！　あれは……その、事故っつーかなんていうか」

　必死に言い訳をしているような自分がみっともない。べつに弁解する必要はないのだが、変な誤解で嫌われることは避けたいなどとつい保身に走る。

「ふふ。ごめんね、意地悪言って。彼女いないっていってたくせに何よー、とか私が勝手に思っちゃっただけだから」

　その言葉にドキッとする。たぶん、彼女の言葉に深い意味はない。

　でもこうして関わりを増やしてくれていることに、少なからず何かを期待してしまうのは自惚れだろうか。

「あ。また何か本持って来ようか？　まだ貸してないシリーズ物もあるんだけど」

「本当？　じゃあ、借りちゃおうかなー」

「近いうち持ってくるよ」

　そう言うと、彼女が嬉しそうに微笑んだ。

「じゃあ、約束ついでに──、今度飲みに行ったりしない？」

「……え？」

　思いがけない飲みの誘い。それこそ深い意味などないのだろうが、こうしたことに慣れていない鷹也は些細な事にも狼狽えてしまう。

「俺と？」

「うん。二人が嫌なら誰か誘ってもいいし」

「や。俺はどっちでも──」

　それは、二人で？　それとも皆と？　どちらにしても、女の子にこうした誘いを受けることなど久しぶりのことだった。

「ちょっと、意外。花井さんって、自分から飲みに行こうとか誘わないタイプかと思ってた」

　鷹也が言うと、彼女が苦笑した。

「えー？　それ、どんなイメージなの？　誘うよ、普通に。藤倉くんこそ、そういうのいいわ、って言うタイプかと思ってた。今誘うのだって、本当はちょっと勇気要ったもん」

「……何で？」

「ほら。クールな感じするし」

　鷹也はその言葉に箸を止め、目を丸くした。

「ははっ、どこがクール？」

「んー？　何だろ？　ぱっと見、ちょっと取っつき難い感じあったし」

「ああ、それ。ただの人見知り」

「え？　営業さんなのに？」

「営業だって人見知りするよ。仕事だからそんなん言ってらんねーけど、普段は知らない奴に自分から話しかけるとか無理だし」

「そうなんだー?!」

　笑いながら両手を口元に当てる彼女の仕草をごく普通に可愛いと思った。

「ツレにも愛想ないとかよく言われる。あんま喋ったことないやつに〝素〟見せたりってできなくてさ。でも、まぁ慣れちゃえば普通に喋るよ」

「じゃあ今度飲むとき、そのへん暴いちゃおうかなー？」

「暴くほどの秘密持ってねーけど？」

「うそうそ、冗談。ただ仲良くなったらどんな感じなのかなーって興味あるだけ」

「ははっ。そりゃ、どーも」

　この間から思っていたが、彼女はとても話しやすい。この明るく柔らかな雰囲気がどこか鷹也をほっとさせる。




　花井涼子に飲みに行こうと誘われて、一週間。

　結局、二人で飲みに行くことになり、仕事上がり揃って職場を出た。

　職場から駅までは歩いて十分程度。駅の南側の大通りに新しくできた洋風居酒屋へと向かった。

「わー。けっこう混んでるねー」

　二人だったということもあり、混んでいた割にはカウンター端の空いている席にすぐに通してもらえた。店内は大勢の人で賑わっていて、少し暑いと感じるくらいだった。彼女を奥に座らせ、鷹也はスーツの上着を脱いで椅子に腰掛けた。

「とりあえず、何飲む？」

「んー。まずビールかな」

　清楚なイメージの彼女の意外なチョイス。そのギャップに笑みが漏れる。

「ははっ、カクテル系じゃないんだ？」

「いきなりビールって引く？　ごめんね。可愛い女の子じゃなくてー」

「そんなこと言ってないし。飲みっぷり期待できそーだなーと思って」

　そう答えて、タイミング良く通路を通りかかった店員にビールと適当なつまみを注文した。

「そーいや、けっこう飲めるって言ってたもんな」

「あ、でも。付き合い程度だよ？　強くないからある程度コントロールして飲んでる」

「それ、俺もだな。記憶失くすほど飲むとかは家飲みだけ」

　そう言って目の前のおしぼりを開けた。

「えー？　私、記憶失くすほど飲んだことはまだないなー」

　彼女が目をクルリとさせながら言った。

「そんな経験ないほうがいいよ。それ女の子絶対やっちゃダメなやつ！」

「あはは、それもそだねー」

　女の子は危険だ。そう思ったのと同時に、ふいに清照の顔が浮かんだ。男だって酔った勢いで何をされるか分かったものじゃない。




「はい、お待たせしましたー！　ビール二つ！」

「あ、ども」

　店員が運んできたビールを鷹也が受け取って、その一つを彼女に手渡した。

「とりあえず、お疲れー」

「うん。お疲れさまー」

　カチン、とお互いのグラスを鳴らし乾杯をした。

「んー!!　仕事の後の一杯最高!!」

　彼女が口の端に泡を付けながら言った。職場では決して見ることができない完全オフモードの彼女に自然と頬が緩む。

「ははっ。花井さん、意外に親父キャラ？」

「えー？　それ酷くない？」

「うそうそ」

　いまだ彼女の口の端から消えない泡。鷹也は彼女のほうに身体を向け、そっと腕を伸ばし彼女の口元の泡を指で拭った。

　瞬間、大きく目を見開いて動きを止める彼女。思わず触れていたことに気づいた鷹也は、慌ててその手を引っ込めた。

「あ、泡ついてて。……ごめん、つい」

「……ううん、こっちこそ」

　ほんの一瞬気まずい空気が流れたが、それを払拭するように彼女が笑った。

「あ。ねぇねぇ！　藤倉くんの友達の話とか聞かせてよ」

　彼女がすぐに機転を利かせて話題を変えた。こういうさり気ない気遣いにグッとくる。鷹也もその気遣いに応えるように話題を振り返す。

「花井さんは？　会社では誰が仲いいの？」

「そうだなー。会社では、冬木さんとか、美薗さんとかかな。よく飲みに行ったり──、ピラティスのお教室通ったり。藤倉くんは？」

「俺は──、学生時代のツレといることが多いな。特に仲いい奴は、高校ん時からの付き合いで」

「よく会ったりするの？」

「ああ。飲み行ったり──、男同士だからあんまどっか出かけるとかはないけど」

　そう答えると、彼女が楽しそうに相槌を打った。

「一番仲いい奴は、キヨっつって。かなりイケメンなんだけど飾ったとこなくていい奴で。あとは──、南っつって、俺らバスケ部のマネージャーで。今でももう一人村西ってやつとよく四人で飲み行ってる」

「藤倉くん。高校のときバスケやってたの？」

「うん。強いチームじゃなかったけど」

「高校どこ？」

「星せい城じょう。花井さんは？」

「津つ森もり。私、バレー部だったんだけど、よく星城に練習試合とか行ってたー！」

「え？　マジで？　もしかしたら当時どっかですれ違ってたりな？」

「ねー？　ビックリだ」

　思いのほか話が盛り上がり、酒も程良く進んだ。ほんのりピンク色に染まる彼女の頬。頬だけでなく、首から下も少し赤くなっているのがなんだか色っぽく見えて急に照れくさくなった。

　鼓動が少し早いのは、アルコールのせいだけではない。時折コツンと触れ合う肘。さりげなく腕に触れる彼女の細い手を意識する。

　自分は、こんなにも男だ。わずかに好意を持っている異性にほんの少し触れられたくらいで、鼓動が早くなる。彼女の夏らしいデコルテの開いたカットソーの隙間からチラ、と見えそうで見えない胸の谷間が気になってしまったりもする。

　ピリリリリ……、と聞き慣れたスマホの着信音が聞こえた。その音でハッと我に返る。

「あれ？　電話、藤倉くんじゃない？」

「あーうん」

　そう返事をして、椅子に掛けたスーツのジャケットの胸ポケットからスマホを取りだした。

　鳴り続けるスマホの画面に清照の名前。まるで見透かされているようだ。今の自分のヨコシマな性さがを。

「……もしもし？」

　小さく息を吐いて電話に出た。

『──何だ。もしかして外？』

　清照が訊ねた。電話越しに店内のざわめきが聞こえているのだろう。

「ああ。会社の子と、ちょっと飲んでて──」

　そう答えた瞬間、電話の向こうの清照が黙った。

「キヨ？」

『……もしかして絆創膏ちゃん？』

「いや。そーじゃねぇけど……」

　言葉を濁した。正直に言えないのは、清照に対する後ろめたさ。

『まー、いいや。外なら』

「何か用だったのか？」

『いや。部屋に居るんなら寄ろうかと思っただけ』

「そうか」

『邪魔して悪かったな。じゃあな』

　普段なら、どこで誰と飲んでいるんだとかあれこれ突っ込んで聞いてくる清照が、それをしてこないのは何か勘付いているからか。

「おう。またなー」

　電話を切ると、花井さんがこちらを見てニッと悪戯に微笑んだ。

「──もしかして。キスマークの彼女？」

「だから、それ違うし。彼女なんていねーし。さっき話したツレ」

　正直に話してしまえないのは、こちらにも後ろめたさがあるから。

　確かに清照は〝彼女〟ではない。でも、自分に気持ちがある男。こんな複雑な事情をどう説明しろというのだろう。

「ふふ。それ嘘だったら怒るからね」

「え？」

「それくらいには興味あるの。藤倉くんに」

　彼女がチラと鷹也を見つめてから目を伏せた。

「……やだな。私、何言ってんだろー？　酔ったかなぁ」

　そう言って両頬を包み込むようにして鷹也のいない壁のほうを向いた彼女の耳が少し赤くなっていることに胸がざわめいた。

「もう十時過ぎたね。そろそろ帰る？」

　彼女がまるで照れくささを隠すように、慌てた様子で腕時計を見ながら言った。

　これは、ちょっとヤバイ。彼女の言動をいろいろと勘違いしてしまいそうだ。

「そうだな。あんま遅くなってもアレだし……」

　そう答えて、鷹也はグラスにわずかに残ったビールを飲み干した。




　居酒屋を出て駅までの道を並んで歩いた。普段より湿気の少ない夜風が心地いい。

「今日、涼しいねー」

　彼女が言った。同じことを思っていたのかと思うと、なんだか彼女を身近に感じる。フワ、と軽く揺れる髪。揺れるスカート。

　彼女のことが気にならないと言ったら嘘だ。可愛い女の子に興味があると言われたらそれなりに嬉しいし、淡い期待もする。

　それは、鷹也が紛れもない〝普通〟の男だから。

　駅の構内を抜け、ホームに出ると思いのほか大勢の人たちが電車を待っていた。

「この時間でもけっこう混んでる」

「ああ。金曜だからかな」

「あ、そっか。そだよね」

　彼女の頬が、耳が赤い。そうさせているのはアルコールだと分かっているのに、それでも胸の奥がそわそわとする。

　時間通りにホームに入ってきた電車が目の前に停まった。ドアが開くと、鷹也は彼女を先に促し入り口付近に乗り込んだ。

　タタン、タタン……揺れる電車。その揺れに合わせて彼女の小さな身体も揺れる。女性らしい華奢な身体に可愛らしい顔。男なら誰でも自然に目が行く魅力的な容姿だ。

「今日、ありがと。楽しかったよ」

「うん。私こそ。また行こうね」

「ああ」

　次の停車駅で彼女は電車を降りて行った。電車がホームを歩いている彼女を追い越すとき、彼女が車内の鷹也に気づいて小さく手を振りながら微笑んだ。

　再び加速した電車が揺れる。真っ暗な窓の外を眺めながら思う。

　清照の気持ちを持て余し、彼女の些細な言動に心くすぐられて。ふわふわと流されるように漂う気持ちは一体これから何処へ向かおうとしているのだろう。
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　特に変わったこともなくただ過ぎ去って行く日常。

　仕事を終えていつもの電車に乗る。今日は久しぶりに雨が降った。ポツポツと窓に当たる雨。電車の速度が早くなるにつれ、窓に着いた雨粒の水滴がコロコロとまるで真珠の玉のように後ろに流れて行く。

　駅に着いて電車を降りホームを歩いていると、ふいにスマホが鳴った。ポケットからスマホを取り出し、その電話に出ようとしたところでその着信音が途絶えた。

「ん？」

　電話の主は清照。ホームを歩きながら鷹也は履歴を利用してすぐに電話を掛け直すと、耳元で響くのは話し中の音。

「おいおい、掛かんねーし……」

　スマホを耳から離して一度電話を切り、再び電話を掛け直した。

『あー、鷹也？　悪い、なんか電話一回切れて……』

「おー。速攻掛け直したら繋がんなくて。きっと同時に掛けてたんだな」

　そんなことが容易に想像できてなぜだか笑みが漏れた。

『鷹也、もう家？』

「や。今駅だから、もうちょいで着くけど」

『もし暇なら、飯食わないか？　いま、ジュラちゃんも一緒でさー』

　特に珍しい取り合わせでもない。南と清照も頻繁に連絡を取り合っている。

「──いいけど」

『んじゃ。そのまま駅で待ってて。南の車で迎え行くわー』

「おう」

　そう返事をして電話を切った。




　駅まで南が迎えに来て、三人で向かったのは鷹也の家の近所のラーメン屋。鷹也の家に集まった時、よくこうして皆で飲みに来る。

「お疲れー」

　それぞれのグラスがカチン、と重なる。

「今日はどうしたんだよ？」

　ビールを口にしながら訊ねた。

「や。今日こいつ職場に来ててさー。仕事してたらバッタリで驚いたわ」

　話が見えない鷹也に、南がウーロン茶を飲みながらこちらを見た。

「ほら、アタシ今度結婚すんじゃん？　だから式場とか探してて。そーいや、キヨのホテルあんじゃん！　って思い出してさー」

　そう南が言うと、清照が笑った。

「つか、忘れてんなよー。宴ウ会チで挙げてくれりゃそれなりにサービス出来んのにー」

「あはは、ごめんごめん！」

　南が隣に座る清照の腕をぺシ、と叩いた。

「下見ってことか？」

　鷹也は目の前の皿にのった餃子を箸で取りながら訊ねた。

「うん、そうそう！　今日、彼が仕事休みだったからちょこっとね。ちょっと寄るだけのつもりだったからキヨに連絡もしなかったんだけど、宴会場でバッタリ！　ね？」

「え？　つか、彼氏は？　……いいのかよ、俺らなんかと飯食ってて」

「いいの、いいの。仕事で部下がトラブったとかで下見終わってすぐ会社戻っちゃったから」

「……そっか。そりゃ大変だな」

　南の彼氏とは一度会ったことがある。たしか五つくらい歳上の、柔らかな物腰が印象的な大人の男だった。

「しっかし、ジュラちゃんが結婚とはねー」

　清照が感慨深げに言った。

「だから、その呼び方やめてっつってんでしょー？　ホント恥ずかしいのよ」

「何でよ。可愛いのに」

「可愛い、って……小さい子ならまだしも。この歳になって〝珠蘭〟はナイでしょー。アタシ、子供には絶対まともな名前付けんだから！」

「おいおい、それ聞いたら親泣くぞー？」

　鷹也が苦笑いをしながら言うと、南が「だってさー」と唇を尖らせた。

　いつものやり取り。この間交わした約束通り、南は何も知らないふりをしてくれている。

「はい、おまちどー」

　注文していたラーメンが運ばれてきた。

「あ。どうも」

　南がそれを受け取り「これキヨ」「んで、こっち藤倉」それぞれの注文したラーメンを目の前に置く。その間に鷹也が割り箸を二人に手渡した。

「さぁて！　食べよっか！　いただきまーす」

　パチン、と両手を合わせた南が「あ！」と言ってバッグの中をまさぐる。最近街でよく見る流行りの髪止めを取り出して、肩までの髪を束ねた。

「ありゃ？」

　苦戦している南を見て、清照が「貸してみー」と髪留めを受け取り、彼女の髪を手櫛で手際良く束ねた。

　ごく自然に、何でもない事のように女の髪に触れる。こういうところが清照の凄いところだ。鷹也が一生掛ってもすんなり出来ないようなことをあっさりと……しかもまるで本物の彼氏かのようにサラリとこなしてしまう。

「ありがと。なんかコレ買った時から噛み合わせ悪くてさー」

「不良品？　つか。あれだろ？　単に南が不器用だからじゃね？」

「うっさいなー」

　清照の指が南の髪をそっと梳く。それを見ていたら、なぜか鷹也の胸の奥がザワザワと疼いた。

「できた」

「あー、サンキュ。キヨも早く食べよ？　ラーメンはスピードが命!!」

　そんなやり取りをしている二人を眺めていると、清照が「ん？」とこちらを見た。

「どうした、鷹也。ボケっとしてると伸びるぞー」

　清照がラーメンを箸で掬いとりながらニッと笑った。

「わーってるよ……」

　なぜ、さっきほんの一瞬胸がザワザワとしたのだろう。鷹也は、その違和感を頭から払拭するように勢いよく熱いラーメンを啜った。

「……ゴ、ホッ、あ」

　気管に熱いものが入り込み、思わず咳込むと、南と清照が同時に箸を止め鷹也を見た。

「ちょっとー、藤倉大丈夫?!」

　南が慌てて、鷹也の目の前に水の入ったグラスをツツツ…と移動させた。

「何やってんだよー鷹也」

　清照が、笑いながらおしぼりを差し出す。

「……ははっ、悪りぃ。むせた」

「熱いの気をつけなよー、子供じゃないんだからさー」

　南がクスと笑いながら、思い出したように言葉を続ける。

「この間も、〝熊八〟でビール盛大に吹き出してさー。藤倉って、こういうとこほっとけないよねー」

「ああ。分かるわー、それ」

　鷹也はケホッ、と息を整えながら二人を小さく睨んだ。そういえば、昔から二人には同じような扱いをされている。

「バカにしてんのか？」

「褒めてんの、おまえがカワイイって」

　清照が南に気づかれないように意味ありげな視線を投げた。

「……クソが」

「藤倉、口悪いー！」

　カワイイとか全然柄じゃねぇっての。男がカワイイとか言われて喜べるとでも思っているのだろうか。全く、どこをどう見ればそう見えるのか教えて欲しいくらいだ。




　会計を済ませて南と店の外に出ると、南が鷹也をチラと見た。清照はたったいまトイレに行ったところだ。

「今日は、ごちそうさまね」

　南が財布をバッグにしまいながら言った。

「いーって、これくらい。今度はもっといいトコでちゃんとお祝いするし」

「ありがと。また式場とか日取りとか、ちゃんと決まったら連絡するからね」

「おー」

　そう返事をして、鷹也は店の入り口のすぐ横にある喫煙所に移動し煙草に火を点けた。

「……その後、キヨとは、どう？」

　南が店の出入り口付近を気にしながら少し声をひそめて訊ねた。鷹也は、ああ……と少し曖昧な返事を返す。

「すぐにはアレだよね……」

「まぁな」

　そう返事をしてフゥと煙草の煙を吐き出した。

「冗談とか、そういうんじゃないと思うよ？　今まで気にも留めてなかったけど、キヨが藤倉見る目、何か違うって気づいた。ほら、そういう発想自体なかったから気付かなかっただけで……藤倉見る目が特別優しい気がした」

　鷹也はそう言って笑った南を見つめた。

「アタシがどうこう言えることじゃないけどさ。二人には、そのまんまで居て欲しいな。どう転んでも、ずっといい関係で居て欲しい」

「ん」

　それは鷹也自身も望んでいること。

　カラカラカラ……引き戸を開けて、清照が店から出て来た。

「おまたせ」

「どーする？　まだ雨ちょっと降ってるし送ってこうか？」

　南が鷹也に訊ねた。

「俺はいいよ、すぐそこだし」

「キヨは？」

「俺もいい。鷹也んとこ泊まるし。──いいよな？」

「え？　あ……うん。べつに」

　急に言われて一瞬戸惑ったものの、特に断る理由もなく、断ることのほうが不自然であると思い生返事を返した。

「それじゃ、南。気をつけてなー」

「うん。ありがとー！　そっちも気をつけてねー」

「おー」

　そう言って南と店の前で別れた。

「入れよ」

　一本の傘を二人で差し、清照と並んで歩きだす。雨は小雨程度、水溜りに小さな波紋が広がる。

　ラーメン屋から鷹也のアパートまでは歩いて五分程度。時折、コツンと当たる腕と腕。大人用の傘でも、大の男二人で差すとなるとさすがに窮屈だ。

「狭いな」

「そりゃな」

　大通りを歩いていると、同じように肩を寄せ合い一つの傘を差しながら歩くカップルたちとすれ違う。鷹也はそのカップルの後ろ姿を見つめた。

「なぁ、キヨ」

「んー？」

「どっちもイケんなら、普通に女の子と付き合ったほうがラクじゃね？」

　鷹也の視線の先のカップルに気づいた清照が黙った。通りはそれなりに賑わっているのにポツポツと傘に当たる雨音がやけに大きく響く。

「それ、言うなよ。鷹也に言われなくても、さんざん考えたっつーの」

「……」

　そうだ。清照だってこれまでいろいろ考えて来たはずだ。考えた末での〝本気〟なのだ。

「……悪りぃ」

「気にすんな」

　どちらかが女なら、もっといろいろと容易かったのだろうか。そんなことを考えるのは無粋だ。愛情も友情も広い意味では同じ愛に違いないのに、同じ男だというだけでどうしてこんなにも事が難しくなってしまうのだろう。




「なー、鷹也コンビニ寄って」

　アパートからすぐのコンビニの前に差し掛かった時、清照が言った。

「いいけど、何だよ？」

「やー、ちょい小腹減ったっつーか」

「は?!　今ラーメン食ったばっかだろうが」

　しかも、大盛りで。確かギョーザやチャーハンも食べていたような。

「甘いの食いてーの」

「……女子かよ」

　なんて突っ込みも過去何回したことか。清照は昔から甘いものに目がない。清照がデザートを選んでいる間、鷹也は雑誌コーナーで手近な雑誌に手を伸ばした。

　べつに特に読みたいものがあったわけではない。ただの暇つぶしだ。

「おまちど」

「おぅ」

　ふと清照の提げた籠の中を見ると、プリンやらシュークリームやらの甘いものに加え、男物のボクサーパンツが数枚。それを見てギョッとした。

「──おい、一体何泊する気だよ」

「予備だよ、予備。明日朝早いから、そのまま出勤すんだよ。服は借りられてもさすがにパンツ貸してくれっつーわけにはいかねーし」

「ああ、なるほど」

　どれほど仲が良かろうが、さすがに下着の貸し借りは躊躇ためらわれる。

　コンビニを出ると雨は止んでいた。厚い雲はどこかへ遠ざかり雲の隙間から星が見えていた。

「明日っから朝食三連チャンで六時出勤」

「珍しいな、そこまで早いの」

「今さ、Ｊリーグのチームが泊まってんだよ。普段はレストランが朝食やるんだけど、一般の客と分けたいらしくて宴会ウチでやることになっててさ」

「へぇ……」

　ホテルの宴会課というものは、一般企業とは違う。特殊な客も多いらしく、話を聞く限り何かと大変なのだろう。

　アパートに戻るなり、清照はシャワーを浴びに風呂場に籠り、鷹也はその間にコーヒーを淹れておくことを命じられた。本当、遠慮なしというか、どこまでも自由というか。

　まぁ、そこが一緒にいてラクなとこでもあるのだが。

「つか。俺はおまえの彼女じゃねーっつの」

　考え事をしながらボソと呟くと、背後にボクサーパンツ一枚の姿の清照が立っていた。

「……うぉおわっ!!」

　驚いて飛び退くと、清照がシャワーで温まった身体から湯気を立ち上らせ、髪を拭きながらクスと笑う。

「おまえ、考え事してっと無防備この上ないな」

「るせーんだよ」

　鷹也はチッと舌打ちをしながら、ドリップ式のインスタントコーヒーをカップに置き、ゆっくりとお湯を注いだ。ジワと蒸れるコーヒー。ポタポタとカップに落ちる滴。香ばしい匂いがキッチンに広がる。

　その瞬間、清照の顎がそっと鷹也の肩に乗った。鷹也は電気ケトルを片手に不自然に身体をこわばらせる。

「……おい。何してんだ。熱湯ぶっかけんぞ、コラ」

「おお、怖っ」

「つか、身体離せや」

「ヤダ」

　ヤダ、って子供かっての。鷹也は小さく溜息をついて電気ケトルをカウンターに置いた。

「あのなー。だから、そっちの趣味はねーって」

「そうかなー？　意外と素質あるかもよ」

　清照がわざと耳元で囁く様に言った。ふっと耳にかかる清照の温かな息。そんな小さな刺激にザワと鳥肌が立った。

　清照の腕が後ろからゆっくりと伸びて鷹也の肩をそっと抱え込んだ。

「……ちょお！　マジやめろや」

　その腕から逃れようと鷹也がもがくと、清照がその腕にさらに力を込めた。

「速攻拒否んなよ。傷つくわー」

　シャワーを浴びたばかりの温かな清照の身体からその体温が伝わる。

「普通、拒否んだろーが」

　鷹也は知らないわけじゃない。清照の本気を。

　清照がもし本気を出したら、確実に跳ねのけられるか分からない。現に、一度抑え込まれて抵抗できなかったことがある。

　あの時は抑え込まれて無理矢理キスされた程度で済んだが、男に抑え込まれてある種の危機感や恐怖感を感じたのはあれが初めてだった。

「……おい、後ろ何か当たってんだけど」

　鷹也よりほんの少しだけ背の高い清照の硬いものが腰の辺りにグリ、と当たる。

「わざと当ててんだよ」

　小さく笑った清照の手が胸の辺りまで下りたかと思うと、その指が鷹也の服の上から小さな突起をくすぐる。

「……おまっ、マジふざけんな！　ぶっ飛ばす!!」

　身をよじって清照の腕を払いのけると、鷹也は飛び退く様に清照から距離を取った。

「おまえ、おかしいよ……」

　早くなる動悸を落ち着かせるように吐き捨てるように言った。

「おかしかねーよ。おまえが好きな子抱きてーって思う気持ちと同じだ」

　清照が眼鏡を押さえながら言った。

　その気持ちはもちろん分かる。だけど、清照は男であって。長年鷹也の心と身体に沁みついた常識とか、倫理観の類たぐいはそうそう簡単に自分の中で覆せるものではない。

「鷹也」

　清照が声を落として呼び掛ける。

「……何だよ」

「言ったろ？　おまえが本気で嫌がることはしない」

「……な、」

　すでにしようとしてんじゃねーか、と言いかけた言葉を飲み込んだ。

「初めっから無理って決めつけてんじゃねーよ」

　そう言うと、清照がゆっくりと近づいてきた。清照に鷹也を怖がらせる気はないのも分かる。無理矢理何かをしようとしてるわけではないことも。

　なのに、身体が本能的に後ずさる。

「つか。服着ろや。話すんなら聞いてやっから。……何だっけ、えーあ、そうだ。プリン食うんだろ？」

　この妙な空気を何とかしたかった。そんな鷹也の意図に気付いた清照が、小さく息を吐いて「分かった」と返事をした。

「着るもん、あっちで適当に見繕って来い」

　そう言って寝室を指差すと、清照はタオルを肩に掛けたまま寝室に消えて行った。そんな清照の背中を眺めながら大きく溜息をつく。

「……はぁ」

　ほんの一瞬の事なのに、とてつもない疲労感を感じた。鷹也自身、知らず知らずのうちに清照の行動に神経を尖らせていたのだろう。

「──ったくよ、」

　どうして今までのままじゃダメなのだろうか。

　鷹也にとって清照が大事で、相手もたぶん同じように思っていて。

　それで十分じゃないか。これからもずっと〝男友達〟のままで。




　寝室から戻って来た清照は、少しだけ気まずそうな顔をしながらも黙ってこちらにやってきてキッチンの冷蔵庫を開けた。

　鷹也はその間に淹れたてのコーヒーを手に、リビングのテーブルに移動した。

「なー。鷹也も食う？」

　清照が冷蔵庫からさっきコンビニで買ってきたばかりのプリンを取り出した。

「……ああ。半分くらいなら。食えなかったら残りやるわ」

「ん」

　そう返事をした清照が、両手にプリンを持ちこちらにやってきた。さっきの事を少しは悪いと思っているのか、その姿がなんだか叱られた小学生の子供が親の機嫌取りをする姿のように見えた。

　不甲斐ないと思う。鷹也自身、戸惑いはもちろんあるが、清照にこんな顔をさせたいわけではないのに。

「これ。けっこう旨いだろ？　何とかっつー有名な店とコラボしてんだってー」

　清照がプリンを口に入れながら言った。

「ふーん」

　そう気のない返事を返した鷹也の様子を清照が窺う。

「……だから、そういうのヤメロや」

　この微妙な空気感をどうにかしたくて、ゲシとテーブルの下で清照の足を乱暴に蹴った。その反動で清照がテーブルの足に脛をぶつける。

「──痛ってぇな！」

「俺じゃねぇし。おまえが勝手にぶつけたんだろうが」

「はぁあ？　元はと言えばそっちが蹴ったからだろーが！」

　そんなくだらない言い合いをしているうちに自然に戻って来るいつもの空気。そんな事実に安心してクスと笑うと、清照もつられるように笑った。

　腹はいっぱい。甘いものに満たされて、ほろ苦いコーヒーでそれを調整する。くだらないこと言い合って、最後には笑って──。

　思わず呟いた。

「……これで、いいじゃん。なぁ？」

　鷹也の言葉に、清照がこちらを見て少し切なげに笑った。

「……うん。って返事してやりたいとこだけどなー」

　清照が空になったプリンのカップを見つめながら言った。

「でも。そういうわけにいかねーのよ」

　まるで自分に言い聞かせるかのように呟いた清照の言葉に、鷹也は黙ったまま頷いた。

　分かっている。清照の覚悟は。十年近くいっしょにいて、ずっとその気持ちを抑えていた清照が、相当の覚悟を持って自分に気持ちを伝えたんだろうということくらいは鷹也にも想像できる。

「……さっきの話だけどさ」

「んー？」

「最初から、無理だって決めつけんのだけはやめてくれよ」

　そう言った清照の横顔を見つめた。

「何だってそうじゃん？　初めは怖い、って思うこともやってみたら何でもなかったり……。見た目まずそうに見えても食ったら案外旨かったとかあんじゃん？」

　何でも器用にこなし、何かに執着することなどないだろうと思っていた清照が初めて見せる執着心。

「だから。……余白残しといてよ。ちょっとチャレンジするくらいの余白をさー」

　そう言った清照がグシャグシャと頭を掻いた。それから床に仰向けに寝転がって顔を両手で隠した。

「俺、何かにこんなに必死になるのなんて初めてなんだよ。今まで欲しいものあっても、手に入れるのに必死になったことなんてなかったし……」

　清照の耳たぶがほんのり赤い。こんな清照を鷹也は今まで見たことがなかった。何をするにも余裕で、カッコいい清照のこんな余裕のない姿を。

「だけど、おまえだけは欲しい。みっともなくても、いいし。泣き落としで手に入るんだったらいくらだって泣くし、ダダだってこねるし──。そんくらい必死なんだってことだけ、ちゃんと分かってくれよ」

　そう言った清照の声がだんだんと頼りなく小さくなった。

「あー!!　恥ずっっ!!　何だこれ、自分で言ってて引くわ」

　清照がガバッ、と勢いよく起き上がった。普段見たこともないテンパった目で鷹也を見つめる清照のその余裕のなさに思わず笑いが漏れた。

「……おまえ、意外とカワイイな」

「──はぁ?!」

　清照がギョッとした顔で鷹也を見た。

　なんつー顔。

「ブッ!!　その反応。キヨだって変わんねーじゃん!!」

　そう言うと、清照が「は？」と不思議そうな顔をした。

「何がだよ？」

「分かったかよ。ツレにカワイイとか言われて死にたくなる男の気持ちが」

　思い知れ、俺の戸惑いを。

　思い知れ、俺の感じたむず痒さを。

　ハハハハハ、と思い切り声に出して笑うと清照が照れ臭そうに眉を寄せた。

「おまえなー」

　確かに、ダメだ無理だと、決めつけていても何も変わらない。お互い知る必要がある。その言葉、その行動。お互いそれをして、されて、何を思うかを。

　近づけるところまで近づいて、清照の気持ちにそれなりに寄り添って。それでダメならその時はその時だ。

「キヨ」

　少しだけ低めの声を意識して呼び掛けた。

「あ？」

「わーったから。何でもかんでも〝無理〟っつーのだけはナシにしてやる」

　清照が一瞬ぽかんとした顔をする。

「ちゃんと考える。俺なりに」

「あ……うん」

　清照が気圧されたように間の抜けた返事を返した。

「だーかーらー」

　大きく息を吸い込んで一息に言った。

「おまえの本気見せてみろや。その代わり、どーにもなんなくても文句言うなよ？」

　そう言うと清照が表情を緩ませ、鷹也が今まで見たこともないような嬉しそうな顔で笑った。






５　当たって砕けろ









当たって砕けろ……成功するかどうかは分からないが、とにかく思いきってやってみよということ




「本日は本当にありがとうございました」

「あ。いえいえこちらこそ」

　取引先との会食のあと、店の前で深々と頭を下げた。通りにはすでにタクシーが到着しており、相手がまさにタクシーに乗り込むタイミングを見計らってあらかじめ用意しておいた手土産を差し出す。

「これ、つまらないものですが……」

「やー。なんだか悪いね」

「いえいえ、ほんの気持ちですから。……また是非。お気をつけてお帰りください」

「いや、本当こちらこそ。これからもよろしく頼みますよ。はっはっはー」

　バタン、と後部座席のドアが閉まり、静かに走り去るタクシーを見送ってフゥと息を吐き出してから、氷川と顔を見合わせた。

　今夜は大口の取引先の接待会食。先輩社員の氷川の補佐として鷹也もその場に同行していた。

「やー。お疲れ、藤倉。いろいろありがとな」

「いや。大したことも出来ずにすみません」

「何言ってんだよー。おまえのその体育会系な真面目さが、あの世代には受けいいんだよ。マジ、いてくれて助かったわ」

　氷川がバシッと鷹也の背中を叩いた。

「……ありがとうございます」

　たいして役に立てたとは思わないが、先輩がそう言ってくれるのならそれはとても嬉しいことだ。

「藤倉も、駅だろ？　疲れたし、駅までタクシー使うか」

　ほどなくして空車ランプのついたタクシーが目の前に停まり、鷹也たちはそのタクシーに乗り込んだ。タクシーの車内、氷川とたわいのない会話を交わす。

「そーいや、来週から夏休みじゃんな」

「ですねー。氷川さん、どっか行くんすか？」

「んー。彼女と旅行。ちょっと北海道までなー」

「へー。いいですね！」

「……藤倉は？」

　そう訊ねられて苦笑いを返す。

「高校のとのツレと集まるくらい、っすかねー」

「いいじゃん。そういう友達大事だよなー。結婚したり、地元離れちゃうと会うのも年数回になっちゃうしさ」

「……ですね」

　ふいに清照の顔が浮かんだ。清照との付き合いも、もし鷹也が〝普通〟を選べばその程度の頻度になっていってしまうのだろうか。




「……耐えれっかな、それ」

　電車を降りて、アパートまでの道を歩きながら呟いた。アパート近くのコンビニの前に差し掛かったとき、見覚えのある黄色い原チャリが鷹也を追い越して、少し行ったところでブレーキを踏んで止まった。

「鷹也？　つか、今日遅くね？」

　運転をしていた清照が驚いたように振り返って片手でヘルメットのフリップを上げた。

「おー。仕事」

「ああ、残業？　ビビるわ、何でそんな気配ないんだよ」

「……」

　べつに気配を消してるつもりはねーよ、と言おうとしたがやめた。清照のようにどこにいても目立つような存在ではないのは自分でも分かっているつもりだ。

「ほっとけや」

　少し腹が立った。清照の姿にどこかほっとした自分に。




「鷹也。なんかメシないの」

　部屋に上がり込むなり清照が言った。

「はぁー?!　俺、さっきまで接待。飯は食ってきた」

「あ。それでか」

　スーツを脱ぎ、ネクタイを緩めながら寝室から着替えを持ってリビングに行くと、清照が冷蔵庫を開け中を物色していた。何か腹の足しになりそうなものを探しているのだろう。

「カップ麺系なら、そこのストッカーに何個かあるはずだけど」

　男の一人暮らしの必需品。常に何個かはストックがある。その言葉にストッカーのほうへ移動した清照を押しのけて冷凍庫を開けた。

「あと、冷凍庫に冷凍チャーハンならあるけど」

「お。それがいい。米食いてぇー」

　鷹也は着替えを小脇に抱えたまま冷凍庫からそれを取り出すと、袋ごとポン、と清照に手渡した。

「えー。俺自分ですんのー？」

　当然のように鷹也に甘えようとする清照の額を手のひらで軽く叩いた。

「当たり前だろーが。俺は飯食って来たっつってんだろ」

「ケチくさ。俺、疲れてんのにー」

　清照が不服そうに、鼻に皺を寄せた。

「そりゃ俺もだ。風呂入って来る。疲れててもレンチンくらいできんだろ？」

　そう言い残すと、鷹也は清照を放って風呂場に籠った。




　鷹也が風呂からあがると、清照がリビングのテーブルのところでテレビを見ながらチャーハンを食べていた。勝手知ったる──とはよく言ったもので、まるで自分の部屋のように寛いでいる。

「風呂、キヨも入るだろ？」

「あーうん。飯食ったらな」

　今夜も泊まって行く気なのだろう。テーブルの上には当たり前のように飲みかけの缶ビールが置いてあった。

「そーいや、来週集まるっていうの、水曜に決定でいいんだよな？」

　三本目のビールを開けながら清照が訊ねた。鷹也も冷蔵庫からビールを取り出して清照の向かい側に腰を下ろす。

「ああ。昨日、村西から連絡あった。キヨも休み取ったんだろ？」

「もちろん」

　清照の仕事柄お盆休みなどは最も忙しい繁忙期に当たるのだが、年に一度高校の時の仲間と集まるこの日ばかりは無理を言って休みを取っているようだ。

「どこで飲むって？」

「〝みのや〟に六時だってよ」

「了解」

「今年は何人くらい集まんだろな」

「いつも二十人くらいだろ？　今年もそんな変わんないんじゃね？」

　そう答えた清照の言葉に頷いて、鷹也は手にした缶をテーブルに置いてそのまま床に仰向けに寝転がる。

　清照がテーブルに頬杖をついたまま、チラと鷹也を見た。

「おいおい。そんな、無防備な体勢してていいのかー？」

「は？」

「おまえ、俺に本気見せろっつったの覚えてる？」

　清照がズリと距離を詰めて、座ったまま上から鷹也を見下ろした。

「……そういう意味じゃねぇよ」

「俺はそう意味も込みでって捉えてるけど？」

「メンタル的な意味でだよ」

「メンタルだけで恋愛できると思う？」

「……」

「そんな顔すんなよ。別におまえに酷いことしたいんじゃないしさー」

　清照の言うことも分からないわけではないが、生まれてこのかたストレートで生きて来た鷹也にはやはりそれを理解するのは難しい。

「んじゃ、視覚を奪うってどうよ？」

　清照がまるで名案でも思いついたかのように弾んだ声で言った。

「──はぁ?!」

「俺のこと〝男〟って思うから抵抗あんだろ？　それ取っ払っちゃえば、何か変わるんじゃないか？」

　そう言いながら清照がさらに距離を詰め、鷹也を組み敷く様な体勢を取った。

　そのままゆっくりと体勢を低くする。

「ちょ……、冗談よせよ、マジ」

　鷹也は慌てて清照の胸の辺りを手のひらで押し返した。

「無理、って言わないんじゃなかったっけー？」

「……ぐっ、」

「一回だけ。とりあえず今日はキスだけでいい」

「はぁっ?!」

　キスがどうとか。こんなことは一生言われることがないはずだった。まして自分と同じ男なんかに。

「……おまえ、マジ最悪だな!!」

「ものは試しだって」

「おまえなぁ……っ!!」

　清照の目がふいに緩んで、柔らかく微笑んだ。

「大丈夫。思いきり気持ち込める」

「……だ、だからっ、そういう問題じゃ……」

　言い返そうとした言葉はすべて清照に塞がれ、清照が掛けている眼鏡が鷹也の鼻に食い込む。

「鷹也。目、瞑って」

　チュ、と再び優しく重なる唇。二回、三回、繰り返されるついばむようなキス。

　そのうち清照の舌が鷹也の口内に侵入し、ゆっくりと鷹也の歯をなぞる。

「……んっ、……っ、」

　以前のように、突き飛ばしたりはしなかった。前回の無理矢理なのも含めれば、清照にキスをされるのはこれで三度目。慣れた……というわけではもちろんないが、最初の時ほどの衝撃はない。

　ゆっくりと絡みつく熱い舌。混ざり合う唾液。こうして目を閉じてさえいれば、相手が清照だということを忘れてしまう程度に少しずつではあるが興奮のようなものが高まっていく。

　思ったより冷静だった。キスによって与えられる快感は、その相手が女だろうが男だろうが実のところそう大差はなくて。

　ただ、少しカサついた唇の感触と、柔らかさが違う程度で、嫌悪感とかの前に久しぶりのその行為とそれに刺激された欲のようなものに流されてしまっていた。

　清照の手が、首筋をなぞり次第に胸のほうへと移動する。服の上から、そっと乳首を擦られ、その刺激にハッと我に返る。

「……ん…、ちょっ、」

　ようやく抵抗らしい抵抗をして、清照の身体を押し返した。

「キヨ……、も……よせって」

　勢いで遠くへ手放しそうになっていた理性を再び手繰り寄せるように大きく息を吐いた。

「どう？　吐き気するほどダメだった？」

　まだその目に欲情の光を残した清照が、眼鏡越しに鷹也の様子を窺いながら恐る恐る訊ねた。

「……」

　言えるか。──ダメじゃなかったなどと。積極的にではないにしても、清照に施されたキスにあやうく流されそうになったなどと。

「聞くな、んなこと」

　吐き捨てるように言った。

「ちゃんと答えねーと、こっちに都合よく解釈するけど？」

「……」

「分かってないようだから言ってやる。鷹也、絶対俺の事好きになるよ」

「……ぁ？」

　何だそれ。思い切り真面目な顔で、わずかに自信をみなぎらせたその綺麗な顔で。こんなセリフを堂々と言い切れるとか、一体どういう神経してんだ。

　ただし、イケメンに限る……って、よく聞く話ではあるが、清照なら女にこれをしてもきっと許されるんだろうな、と思ったらなんだか妙に笑えてきた。

「……嫌じゃなかったろ？　おまえそういう顔してた」

「黙れっての」

　たとえその通りだったとしても、こんなことを清照の口から聞くなど、それこそ穴があったら入りたいくらいの羞恥。

「つか。いつまでやってんだよ！　そこどけや!!」

　ガツン、と清照の腹を握った拳で殴ってから、その身体を押しのけて起きあがった。

　清照が、クスと小さく笑いながら鷹也を見つめた。

「なんでー？　俺としたい、ってヤツけっこう多いんだけど」

「だからっ!!　それ、ソッチの奴だろ!!」

「や。女の子にもそこそこモテるしー？　ソッチのやつじゃなくても〝新木になら抱かれてもいい気がするわー〟なんてけっこう言われちゃったりすんのよー？」

「……」

　全く何の自慢だ。そんなこと言うやつ、どこの誰だよ。と突っ込みたい言葉を飲み込んだ。

「じゃ、もう一回だけキスしてみよっか」

「はぁあ?!　だから何でそーなんだよ」

「いーじゃん、キスくらい減るわけでもないし。べつに最後までヤらしてって言ってるわけじゃないし」

「アホか！　減る減らねーの問題じゃねぇ！　調子に乗りやがって〝もう一回詐欺〟かよ?!」

「あー、何それ、面白い。オレオレ詐欺的な？」

「……うるさい。マジ殴るぞ」

　なんつー、会話だ。キスがどうの、ヤるのヤらねーの。

　男同士でする会話とは到底思えない。

「──ったく。ここ片しとくから風呂でも入って頭冷やして来いや」

　清照の頭を軽く叩いて、立ち上がった。その瞬間、清照が鷹也の手首を掴む。

「あ？」

「……次はもっとうまくやる。鷹也がその気になるように」

　清照が言った。

「──どこに情熱注いでんだ、アホ」

　呆れたようにそう答えると、清照が意外にも照れくさそうに立ち上がりそのまま風呂場へと消えて行った。

　清照が本気なのは、頭で分かっている。

　さっきのキスも、鷹也の様子を伺いつつ、どことなく遠慮がちな感じで……しかもあの清照の手が小さく震えていたことにその本気度が窺える。

「──益々分かんなくなるわ」

　本気を見せられている以上、鷹也自身も本気で答える必要がある。

「……はぁ」

　食器を洗い終えて、キュッと水道の蛇口を閉めた。

　結局のところ、〝男と女の恋愛〟と〝男と男の恋愛〟のどこに差があるのだろう。

　好意を持てば一緒にいたいと思い、その相手を大事にしたいと思う気持ちにはさほど変わりがないような気がする。

　──が、友情と恋愛はやはり近いようで遠い。





＊　　＊　　＊






「──は？」

　沼沢が箸で掴んでいたおかずをポロと落とした。

　同期ということ以外にたいした付き合いもなく、休憩時間が重なった時、たまに昼飯を食いに行く程度の同僚に妙な質問をされれば、こんなふうになるのもおかしなことではない。

「恋人と友達の、違いって、何を今更……?!」

「ははっ、悪い。妙な事聞いて」

「何それ、藤倉だって恋愛くらいしたことあるだろー？」

「ま。あるけど……」

　目下、愛とは？　恋愛とは？　友情とは？　というテーマにて絶賛迷走中。

　自分では手に負えなくなって、藁にもすがる思いで他人に意見を求めたりする程度には、清照の事を真面目に考えている。

「藤倉、固いよなー、そういうの真面目に考えるとこ」

　確かに、常日頃から合コンのことばかり考えている沼沢よりは固いつもりだ。

「何それ。食指が動くかどうかって話ー？」

「まぁ。そんなとこ」

　沼沢がうーん、と言いながら少し考えるように腕を組んだ。

「俺の場合、女友達と恋人にしたい子の違いっつったら、エロだな」

「は？」

「要は、その子と〝セックスしたいか〟ってことじゃね？」

　おおよそ、昼の牛丼屋でするような話ではないため思わず苦笑いを返した。

「……正直なのはいいけど場所と言葉選べや」

　鷹也の言葉に沼沢がニッと笑う。

「どうでもいいやーって子は抱きたいとか思わねーじゃん？　まぁ、そんでも、できなくはないけど。好きになったら知りたくて、触れたくて。その子の全部自分のもんになんないかなって思ったりしねぇ？」

「……まぁ、分かるな。それは」

「結局、そこなんじゃねーの？」

　そもそもこの男に相談したのが間違いだったような気がしないでもないが、取り繕った意見よりはある意味好印象でもある。

「つか、藤倉。誰の話してんの？　……あ、もしかして花井さん？」

　思いもよらない名前が彼の口から飛び出して、鷹也は飲みかけのお茶を吹き出しそうになった。

「──はぁ？　何言ってんだ、おまえ」

「この頃、仲いいじゃん。二人で飲みに行ったりもしてんだろー？」

　誰情報だよ、それ。と突っ込もうかと思ったが、べつに人目を避けていたわけではないし、二人でいるところを誰かに目撃されていたとしても不思議はない。

「や。違うよ。飲みに行ったのだってたったの一回だし」

　実際そうなのだ。あのとき、少し意味深なことを言われたような気はするが、なにしろ酒の席でのことだ。冷静になってみれば、聞き間違いだったってことも考えられる。

「でも、花井さん的には藤倉に気があんじゃねぇの？　女子が誘ってくるなんて相当じゃね？」

「──や、だから。そういうんじゃねぇって」

「じゃあ、今の相談何だっつー話になんじゃんか」

「だから、彼女のことじゃなくて……」

　やはりこの男に相談したのは間違いだったかもしれない。変な誤解を受けて面倒な事になりそうだ。

「何だよ、花井さん、好みじゃねぇとか？　贅沢言うなよー？　彼女、けっこう人気あるんだぜー」

「……知ってるよ」

　その手の話題に詳しいわけではないが、社内の男性社員どころか取引先にも評判がいいということくらいなんとなしに耳に入って来る。

「イイじゃん。花井さん可愛いし、優しいし。ついでに巨乳だし」

「──は?!」

「おまえ、気づかなかった?!　制服着てたって分かるじゃん。身体小さいけど、あの身体にしては胸デカイぜ」

「……おまえな」

　こういうとき、一体なんと返事をすればいいのだろう。確かにそういったことを気にしてしまうのは男の性さがだが、彼女が他の男連中にそんな目で見られていると思うと少しばかり腹が立つ。

　お茶を口に運びながら、沼沢が腕時計を見た。

「やべっ、俺もう行かないと。悪りぃ、一緒に頼むわ」

　そう言うと沼沢が小銭をテーブルに置いて、慌てた様子で店を出て行った。

「……」

　参考になったような、ならないような。鷹也は小さく溜息をついて残った牛丼をすべて口の中にかき込んだ。





＊　　＊　　＊






「おー。んじゃ、またなー」

「おう。気をつけてな」

「おーよ」

　夏休み……いわゆる盆休みに高校時代のバスケ部の連中と集まった帰り。鷹也たちの世代の部員は三十人弱。とりたてて強いチームでも弱いチームでもなかったが、和気あいあいとしたムードのもと、同学年の部員は皆仲が良かった。

　その流れで卒業後も付き合いがあり、夏に集まるのは毎年の恒例行事。今年も二十人近くが集まり、懐かしい昔話なんかで盛り上がりながら、二次会でカラオケに流れ込み、ようやく解散したところだ。

「つか、大竹髪やばくねー？」

「アイツん家、代々ハゲ家系らしーぜ。自分で将来スキンヘッドだっつってた」

「ははっ、マジかー」

　気分良く飲んで、皆くだらない話を続けながらそれぞれの家路につく。

「それじゃ、俺らもここでー」

「おう、またなー」

　交差点に差し掛かり、またここで皆がそれぞれの方向へと散らばって行く。鷹也と清照は同じ方向だ。

　繁忙期で休みの取りにくい清照も、毎年この日だけ必ず休みを取っているのはそれだけこの仲間が大事だということなのだろう。

「あ。そーいや、南は？」

「彼氏が店まで迎えに来てたぜ。俺、挨拶したけど」

「そっかー、あいつも人の嫁んなるんだなぁ」

「なー？　でもいい嫁になりそうだ」

「確かに」

　深夜零時をまわり、通りに車通りはあれど人影はほとんどない。

「鷹也、どうするー？　このまんま帰る？　それとも泊まってく？」

　清照が訊ねた。ここから清照の実家が近い。今でこそ顔を出すことはないが、高校時代はよく部活の帰りに寄ったものだ。

「そーだなぁ。部屋、あのまんま？」

「あー。変わってないよ。今日帰るって言ってあるから布団も用意してくれてるし、普通に寝れるはず」

「んじゃ、泊まるかなー」

　皆と会った後だからなのかもしれないが、ふいに高校時代によく立ち寄った清照の部屋が懐かしくなった。




　清照の家は、古い造りの一軒家。兄弟も多く、年頃になった清照の部屋がない、ということで彼の両親が大きな庭に清照専用の部屋を建てた。深夜に家族の眠る玄関を開けずにすむというところがとても便利で、そこが部の連中の溜まり場のようになっていた。

　溜まり場と言っても素行の悪いやつはいなかったし、清照の両親も祖母も気の良い人たちで、集まっている皆をにこやかに受け入れてくれていた。

「うわ……懐かしー」

「……だろ？」

　清照の家の前に立ち止まって辺りを見渡した。

「何か、ちょっと変わった？」

「いや。ここ新しい街灯ついたくらい」

「あの部屋、今も使ってんのか？」

「やー。俺、家出てから母ちゃんが片付けたから普段は物置みたいんなってる。それでもたまに帰ることもあるからさ、そういうとき泊まれるくらいには状態保ってくれてるよ」

「ははっ。いい、母ちゃんだな」

「俺も、そう思うわー」

　子供の頃は母親のありがたみなど分からないものだが、家を出て独り立ちすると改めてそれを実感する。

「あー、ちょい待てよ？」

　清照がポケットの中から鍵を取り出した。慣れた手付きで部屋の鍵を開ける。

「暑ちぃかなー？」

　そう言って部屋に入った清照に続いて、鷹也もそこに足を踏み入れた。

「お。涼しい。エアコンついてんじゃん、さすがキヨの母ちゃん」

「ホントだ。佐和子、よくやった」

「相変わらず、母ちゃん呼び捨てかよー」

「おまえだって、昔呼んでたろーが」

「あ、そうだったわ」

　鷹也は部屋の中をぐるりと見渡した。昔、壁に貼りつけていた有名バスケ選手のポスターは剥がされ、そこだけ色褪せなかった壁が少しだけ浮いて見えた。

　六畳ほどのプレハブ小屋。以前置いてあったパイプべッドはなくなっている。

「ここベッドあったよなー？」

「ああ。俺、ここ出るとき撤去した。あれあると物置けねーし。随分殺風景になったけど、たまに寝る分には困んねーしな」

「ははっ、充分だ」

　当時のものはほとんど片付けられていたが、懐かしさは変わらない。

「あ。鷹也、風呂とかどうする？　シャワーだけでも浴びるか？」

「俺はいい。明日も休みだし、家帰って浴びりゃいいし」

「んじゃ、俺だけちょい浴びてくるわ。あ、これお茶な？」

　そう言って清照が来る途中コンビニで買い込んだ菓子や飲料などをビニール袋から取り出した。それから積み上げてある衣装ケースの中から適当なティーシャツを何枚か取り出し、ポイと投げて寄越した。

「あ。着替えんならどれでもいいから」

「おう。サンキュ」

「んじゃ、行ってくる」

　清照が部屋を出て行ったあと、家主のいなくなった部屋をまじまじと見渡す。

「……本当、懐かしいな」

　この部屋の匂い。清照が当時ハマって読んでいた漫画が今も雑然と部屋の隅に積み上げてある。

　その懐かしい漫画を手に取り、ペラペラとめくった。

　古い紙独特の匂い。当時、清照に借りて読んだものだ。鷹也はその漫画の途中に古いメモのような紙と写真が挟まれているのに気づいて手を止めた。

　写真は、高校時代……たしか二年の冬の遠征試合のときに二人で撮った写真。

　仲間内にカメラ好きのやつがいて、そいつが撮ってくれたものだ。

　メモのほうには、鷹也の字。〝ここ、ヤバくね？〟という文字と泣いた顔文字。

「……ははっ」

　この漫画で鷹也が好きだったシーンだ。

「こんなもん、何でまだ取ってあんだよ……」

　じんわりと胸に熱いものが込み上げる。一体いつから、どんな思いで清照は自分を見つめていたのだろう。そんな事を考えたらなぜだか急に胸が痛くなった。




「雑魚寝でいいだろ？」

　風呂から上がった清照とともにテーブルを端に寄せ、部屋の隅に清照の母親が用意しておいてくれた布団を敷いた。

「何か、アレだな。こういうの合宿思い出すな」

　そう言ってゴロンと布団に寝転がった。

「おまえ、明日何時？」

「十一時だから、十時前には起きると思うけど」

　そう答えた清照がそっと眼鏡を外して枕元に置いた。

「んじゃ、そんとき起こして」

「おー」

　すでに時計は深夜二時をまわっている。普段、比較的規則正しい生活リズムを刻んでいる鷹也にとって、久々の夜更かし。さっきから生欠伸の連発だ。

「電気消すぞー」

「俺、消すわ」

　そう言って鷹也は、部屋の電気の紐にさらに延長してつけてあるマスコット付きの紐を引っ張った。ここによく泊まりに来てた頃、清照はベッド。鷹也は床に布団。

　この紐を引っ張って電気を消すのは決まって下に寝ている鷹也の役目だった。

　もうあのベッドはない。すぐ隣に寝転がっている清照とのこの距離は、少し新鮮だった。

「なんか、変な感じ」

「……だな」

　昔と違う距離感に違和感を覚えているのはどうやら鷹也だけではなかったようだ。

「新鮮っちゃー新鮮だけど……この距離は俺的にちょいキツイな」

　清照が暗闇でハハッ、と笑いながら言った。その〝キツイ〟の意味がわからないほど鷹也も鈍くはない。ここに来たのは失敗だったか、とほんの少し後悔した。

「心頭滅却すれば何チャラ……って言うだろ？」

「修行かよ」

　音のない部屋。真っ暗に近い視界。小さな息使いや、布擦れの音さえやけに響いて聞こえる。

「キヨ……」

「んー？」

「さっきさ、」

「うん」

　言いかけた言葉を飲み込んだ。

「──悪りぃ、やっぱいいや」

「は？　……何だよ、それぇー」

　今更、過去の清照の想いなど掘り起こしたところで意味がない。鷹也が向き合わなければならないのは〝今の〟清照の気持ちだ。

「鷹也……」

　今度は清照が鷹也に呼び掛けた。

「んー？」

「困らしてごめんな」

　そう言った清照の指先が、そっと鷹也の指先に触れた。

「──全くだ」

　その指からさりげなく逃れることもできたのに、鷹也はそこから逃げることをしなかった。しばらくそのままでいると、やがて、少しずつ少しずつ位置をずらして清照の指が鷹也の指に絡まる。

　不思議な気持ちだった。女の指とは違うごつごつとした固い指。なのに、それを気持ち悪いと思うことはなく、自然に受け入れることができた自分に戸惑う。

　暗闇で静かに擦れる指先。ただ、指先が触れているだけなのに、妙に胸が痛くなる。

　今、清照はどんな顔でこの指に触れているのだろう。

　どんな想いを胸に抑え込んでいるのだろう。

　真っ暗な天井を見つめていた鷹也は、ゆっくりと身体を横に起こし、清照のほうを見た。ようやく暗闇に慣れた鷹也の目には、こちらを静かに見つめている清照の顔がはっきりと映っていた。

「鷹也……好きだよ」

　清照が呟くように言った。

　いつもなら「何言ってんだ、アホ」なんて毒づいて、その言葉をかわすことができるのに、今夜は込み上げてくる何かが胸につかえて言葉にならなかった。

「好きだよ、……好きだ」

　あまりに真っ直ぐで熱のこもった清照の目から視線を逸らせなかった。

「……キヨ」

　ふいに掴まれた腕。近づく清照の顔。その距離十センチを切った。たぶん、こんなにも近くで清照の顔を見たのは初めてのことだ。

「──おまえ、マジ、イケメンなんだな」

　緊迫した空気をどうにかしたくて鷹也がそう言うと、清照の顔がふっと緩んだ。

「今更かよ。けっこう評判よ？」

「いや。知ってっけど……普通こんな至近距離でツレの顔見ることねーだろ」

「もっと違う顔、見せてやってもいーけど？」

　そう言った清照の目にさらに熱がこもる。

「鷹也」

　清照の顔がさらに近づいた。避けるという選択肢ももちろんあったはずなのに、鷹也は近づいてくる清照の唇をそのまま受け止めてしまった。

「……ん、っ、」

　音のしない真っ暗な部屋。口内に与えられるヌルリとした熱い感触と、それを拒むことをせず、受け入れている自分に戸惑いながらも、時折やってくる何かとてつもなく大きな感情に流されそうになる。

　ハァ、と次第に上がるお互いの息。生々しく響く口の端から漏れる卑猥な水音と、布擦れの音。

「……は、ぁ、」

　息継ぎの隙すら与えてもらえないほど、清照の熱い舌が口内をうごめくと、鷹也の身体の中の何かが高まっていく。

「……ちょっ、待っ……やめ、」

　清照の手が穿いていた短パンの隙間からスルリと腹の下に伸びた。腰をくねらせ、その手から逃れようともがく鷹也と、それをさせまいとする清照。

「……どこ触ってんだよっ、おまえっ!!」

「どこ、って口で言わせんの？　何ソレ、やらしい」

「違うわっ!!」

　あくまで、声を落としてのやり取り。他人の家の庭で大声を出して平気なほど常識を欠いてはいない。

「触るだけ」

「……ちょ、マジ、やめろっ」

「大丈夫。少し勃ってる」

　そりゃ、勃つわ、健康な成人男性ならば。物理的刺激を与えられれば、それが誰の手によるものでも。

「お願い、手でさして？」

「……ふざけんなっ!!」

　そうこうしている間にも、清照の手は鷹也のそれに柔らかな刺激を与え続ける。

「……ん、やめろ、マジでっ……」

　清照の緩やかな手の動きに、次第に高められていく。

「鷹也。こっち見て」

「アホ……んなん見れるか!!」

　必死で抵抗するも、身体が思うようにならない。薄明かりの中、清照の顔が見えた。初めてみるような嬉しそうな顔。見ているこっちが恥ずかしくなるほど愛おしそうに鷹也を見つめている。

　───恋をしている男の目。

「……なんつー顔、してんだよ」

　そう呟いた瞬間、清照の唇が鷹也の口を塞いた。

「……ん、」

　また、流されそうになる。清照の、溢れる想いと劣情に──。

「……つか、待てやっ。もー、マジでッ!!」

　必死で清照の身体を押し返すと、鷹也は大きく息をついた。

「何でだよ」

「何でじゃねーよ、何勝手に事を先に進めようとしてんだよ」

「……言ったじゃん。次はその気にさせるって」

　確かにそう言われたのは覚えているが、なにしろ事が早急すぎる。

「せめて段階踏めっての!!　俺は生まれてこの方、男とちちくりあった経験はねぇんだよ!!　つか、これでも相当な譲歩してんだぞっ!!」

　何も威張って言うことではないのは分かっているが、鷹也にとってこれが現時点でなんとか清照を受け入れられるギリギリのライン。精一杯の譲歩だ。

「何事も勢いだと思うけどなー？」

「軽く言うな、アホ」

「だから、別に最後までしようとしてるわけじゃない。鷹也の気持ちイイことのサポートしようかなーって」

　清照が含みを持たせた笑顔で言った。

「いらんお世話だ」

　何か、損した気分だ。一瞬でも、清照の一途さとか想いにほだされそうになった自分に同情する。

「もう寝るぞ。こっち近寄んなよ」

　鷹也はそう吐き捨てるように言うと、清照に背を向けた。

「はいはい……おやすみ」

　それきり清照は何もしてはこなかった。鷹也の嫌がることはしない、という清照の中のルールをギリギリのラインで守ってくれているのだろう。

　しばらくすると、隣で静かな寝息が聞こえ始めた。鷹也はそれに安心してようやく目を閉じる。

「……鷹也」

　ふいに呼ばれてハッとして振り向いたが、相変わらず隣からは規則的な寝息が聞こえ、それが寝言であるということに安心して再び目を閉じた。

　寝言とか、どんだけ頭ん中、俺でいっぱいにしてんだよ。

　今夜はやけに胸が痛む。この胸の痛みは罪悪感か、はたまた──。






６　暗中模索









暗中模索……手掛かりのないまま、いろいろと試してみること




　久しぶりの残業を終えて、いつものように駅までの道を歩き、ザワザワとした構内を抜けてホームに向かう。階段を登り終えたところで、見覚えのある後ろ姿を見つけ目を凝らした。

　顎より少し長いくらいのストレートの黒髪。あの後ろ姿は花井涼子だ。

　声を掛けようかとも思ったが、思いのほかホームが混み合っていた。人を押しのけて彼女に声を掛けるわけにもいかず、鷹也はそのまま列の後ろに付いた。

≪まもなく下り列車がまいります。白線の内側まで下がってお待ちください……≫

　アナウンスが聞こえ、電車がゆっくりとホームに入って来た。ドアが開くのと同時に、列の前のほうから人が次々と車両に乗り込んで行く。

「花井さん」

　出入り口付近に先に乗り込んでいた彼女に声を掛けると、彼女が驚いたような顔で鷹也を見つめた。彼女は定時に仕事を終えている。

「え？　藤倉くん？　今、仕事終わったの？」

「ああ。明日までに見積もり出さなきゃいけないのあって。花井さんは？」

「うん。ちょっと駅ビルで買い物。来月、友達が結婚するの。そのお祝い探しに」

「へぇー、そうなんだ」

　彼女と普通に話せたことに安堵した。この間、沼沢に余計な事を言われたせいか、自分の中でどことなく彼女を意識してしまっていた気がする。

　電車が走り出して、スピードが加速するとやがて規則的なリズムを刻む。

　少し走ったところで電車が大きく揺れ、彼女が鷹也の胸の辺りに倒れ込んできたところを身体で支えた。

「……ごめん」

「や。平気？」

　先程より近くなる彼女との距離。彼女のつむじがすぐ目の前に見えて、鷹也は慌てて視線を上へと逸らした。

　フワと間近で香るシャンプーの香りは紛れもない女の子のもの。そこにドキドキする自分に少しほっとする。

　最初から無理だと決めつけない努力をして清照を受け入れつつも、そっち側に引っ張られていくことをやはり怖いと思う自分がいる。

「藤倉くん、ごめんね。なんか、近くて」

　彼女がほんのり顔を赤らめながら言った。何度か電車が揺れ、立っていた位置が少しずつずれて満員に近い電車で身動きが取れなくなってしまったようだ。

「いや。平気。その体勢、きつくない？　寄り掛かっていいよ」

「うん。ありがと……」

　余程体勢がきつかったのか、彼女が遠慮がちに鷹也に体重を預けた。本当に寄り掛かっているのかと思うほど軽く感じる。

「ごめん、重くない？」

「いや。全然」

　重くはないが、これ以上の密着は少し危険だ。次第に早くなっていく鼓動を彼女に気づかれてしまいそうだ。

　ガタンとまた電車が大きく揺れた。この区間はカーブが多く、時折揺れが激しい場所がある。

「キャ、」

　と、小さく声を漏らした彼女の顔が鷹也の胸の辺りにぶつかった。

「平気？」

　そう訊ねると、彼女が慌てて顔を離した。それから、ハッとしたかと思うと申し訳なさそうに鷹也を見つめた。

「藤倉くん、あの……ごめん。グロスが……ここ」

　そう言われて彼女の視線の先を見た。ちょうどスーツの胸ポケットの上辺りに小さな染みができている。

「あのっ、スーツ預っていいかな？　クリーニング出しとく」

「いや。いいよ、これくらい」

　幸い、ほんの少し当たった程度だ。これは事故だ。彼女が悪いわけじゃない。

「でも……」

「気にしなくていいよ」

　そう笑いかけると、彼女が申し訳なさそうに頭を下げた。

　そうこうしているうちに比較的大きな停車駅で多くの乗客が降りた為、車両内に少し余裕ができた。

「花井さん、こっち」

　そう言って鷹也は彼女の腕を引き、出入り口のほうへ促した。

「次、降りるだろ？」

「……ありがとう」

　彼女が少し照れくさそうに微笑んだ。やはり、普通に彼女は魅力的だ。男性社員に人気なのも頷ける、と今更ながらに思う。

　次の停車駅が近づいて電車が緩やかに減速を始めた。

「ねぇ、ここの駅前に新しいダイニングバーできたの知ってる？」

「へぇ、そうなんだ」

「けっこう流行ってるみたいなんだ。今度、行ってみない？」

「ああ。俺でよければ」

「よかった！」

　彼女が嬉しそうに笑い、少し耳障りなブレーキ音と共に電車が停まった。

「それじゃ、また明日」

　彼女が小さく手を振りながら電車を降りた。

「ああ。気をつけて」

　ドアが閉まり、電車が再び走り出しても尚彼女は手を振っていた。こんな子が、彼女だったら──なんて、少し前の自分ならきっと想像していた。

　彼女からの誘いだって、きっと鼻の下を伸ばしていたに違いない。

　彼女には興味がある。そこはかとなく感じる好意を嬉しく思い、彼女のことをもっと知りたいとも思う。ただそう思うと決まって頭の中に清照の顔がチラつく。

　──俺は、今、何をどうしたい？




　八月も最終週。日中はまだまだ刺すような日差しで猛暑が続いているが、吹く風がどことなく涼しくなり、セミの声も暑苦しいクマゼミやアブラゼミの鳴き声に交じり、時折ツクツクボウシの声も聞こえるようになった。

　今日は金曜。つい先週末行われた店舗のセールのヘルプで、休日出勤だった日曜の代わりの代休。週初めは仕事が立て込んでいたため、ようやく代休を取ることができた。

　昼前にのそのそと起き出して一通りの家事を済ませていると、ふいにスマホが音を立てた。

　テーブルの上で一瞬光るその画面には、ＬＩＮＥのメッセージ。

【今夜、何か予定あるかな？　もしよかったら、前に言ってた居酒屋さん行ってみない？】

　メッセージの主は花井涼子。彼女がどういうつもりで自分を誘うのか、その誘いに特別な意味があるのかどうかは分からないが、彼女のような子に誘われるのはやはり男として嬉しいし、その誘いを断る理由も見当たらない。

　鷹也は少し考えてから、文字を打ち込んだ。

【いいよ。仕事定時で終われそう？　七時に駅で待ち合わせにしよう。都合悪ければまた連絡して】

　そう簡単な返事をしてスマホをテーブルの上に戻した。

「……大概だな、俺も」

　清照にあんなことを言わせておいて、彼女の誘いも断らない。

　どちらとも適度な距離を保っていたいなどと思うのは、やはり欲張りか。

「……どぉすりゃいいんだよ、なぁ」

　誰もいない部屋で、呟いた。

　結局、自分は〝普通〟の男だ。女の子に誘われれば嬉しいし、その誘いに応じてしまう、ごく普通の。




　約束の時間より十五分ほど早く駅に着いた。駅の南側の大きなオブジェの辺りにいると彼女にメッセージを残し、他に特にすることも見当たらず、駅の前を行き交う人たちを眺めていた。

　七時前ということで、仕事帰りと思われるスーツ姿のビジネスマンや、部活帰りの高校生などの姿も目立つ。

　駅の構内からこちらに向かってくる彼女の姿を見つけた。彼女はオブジェのすぐ脇に立つ鷹也に気付くと、ぱっと顔を輝かせて胸の前で小さく手を振った。

「藤倉くん。ごめんねー。待たせちゃったかな？」

「いや。俺も今来たとこ。言ってた店、すぐそこだったよな？」

「うん。そこの交差点曲がってすぐ」

　そう言って二人で並んで歩きだした。





＊　　＊　　＊






　店はまだオープンして間もないということでかなり込み合っていた。入り口近くにはテーブル席が十卓ほどあり、少し照明を落とした店の奥にはカウンターバーがあった。

「すみません。只今大変込み合っておりまして、三十分ほどお待ちいただきますが、よろしいですか？」

　出迎えた店員が感じのいい笑顔で言った。

「はい。大丈夫です」

「ごめんね。予約しとけばよかったかな？」

「いいよ。三十分くらいたいした時間じゃないし。花井さん、そこ座ってな」

　店の入り口近くに並べられた待ち合い席の空いているところに彼女を座らせた。

「雰囲気いい店だね」

「ああ」

　彼女に言われて改めて店内を見渡した。カウンターの中ではシェイカーを振る若い店員が数人。若い女の子たちの視線を集めているようだ。

　時折、店の奥のほうで上がる黄色い声。

「なんか、奥盛り上がってるねー」

「ああ。カウンターのバーテン見て女の子たちが……」

　ふとカウンターのほうを見ると、その若いバーテンの中でもひときわ目を引く背の高い男。その男と談笑している見覚えのある後ろ姿に鷹也は思わず目を凝らした。

「……キヨ？」

　確かに清照だ。眼鏡こそ掛けていないが、鷹也が清照の姿を見間違えるはずはない。知り合いだろうか。カウンターに立つ男とは随分親しげに見える。

　もともと清照は社交的な性格だ。昔から知り合いは多かったし、誰とでも親しげな様子も特に珍しいことではない。なのに、なぜかそこから目を離すことができなかった。

「藤倉くん？　どうかした？」

「あ……いや、なんでも」

　背中を向けている清照から目を離すことなく返事をした。

　笑っているのだろうか。清照の肩が揺れ、バーテンが清照の頭に手を伸ばして髪をクシャクシャとかき回した。

「藤倉くん」

　花井涼子に軽く肩を叩かれ、ハッと我に返る。

「呼ばれたよー」

　そう言った彼女が、にっこり笑いながら席を立った。

「二名様、奥のお席にご案内しますねー」

　そう店員に促され、後を追うように奥の席へと移動した。

　清照に声を掛けようかとも思ったが、彼女と一緒であるという事実に後ろめたさを感じて敢えてそれをしなかった。

　深い意味はない飲みだとしても、自分と彼女が一緒にいるところなど、清照が見たいと思うはずがない。不快にさせるか、傷つけるかのどちらかだ。




　その後は清照の事は頭の隅に追いやって、せっかくの酒の席を楽しんだ。彼女とたわいのない話で盛り上がって、思いきり笑い合う。気遣い屋で話題も豊富な彼女と過ごす時間はとても居心地がいいものだった。

「ちょっと藤倉くん、大丈夫ー?!　ハンカチ使う？」

「や。いい。平気」

　彼女の鋭い突っ込みに思わずビールを吹き出した鷹也は、慌てて手元にあったおしぼりで口元を拭った。

「藤倉くんってさ、よく吹き出すよね？　思ったより笑い上戸っていうか……こんなこと言ったら怒られちゃうかもだけどカワイイ」

　似たようなことを、つい最近南たちにも言われた気がする。

「それ、嬉しくないからな」

「ふふっ。いいじゃない、褒め言葉のつもりだよ？」

「だから、嬉しくないって」

　お互いの顔を見合わせて笑う。彼女との時間は楽しい。だから普通に笑える。

　こんな姿が、傍からみたら恋人同士のように見えたりするのだろうか……と思うと満更でもない気持ちになる。

「あ。俺、ちょいトイレ」

　そう言って席を立った。通りすがりに掴まえた店員に場所を聞き、カウンターの後ろ側を通ってトイレに向かう。

　ふと見ると、カウンター席にはもう清照の姿はなかった。清照と親しげだった背の高いバーテンの姿も。

　ほっと小さく息を吐き、薄暗い通路の角を曲がると、トイレの目の前に立つ人影が二つ。瞬間、鷹也はその影の正体に気づいて慌てて通路の角に姿を隠した。

　二つの影は、さっき見た清照とバーテンの男。角からトイレまではほんの数メートル。少し奥まったこの場所は店内の喧騒も届きにくく、二人の会話も容易に聞き取ることができる。

「なぁキヨ、久しぶりに遊ぼうぜー。つか、今夜このあとどうよ？　俺ら、相性抜群だったろ？」

　聞こえて来た男の言葉に鷹也は息を飲んだ。

　清照の性癖を知る前だったなら、意味の分からない会話だったかもしれない。だが、それを知っている今は、その言葉が何を意味しているか理解できる。

「もう。そういうのやめにした。言ったろ？　俺、好きなやついんの」

　あしらうような軽めのトーンで発せられたこの声は、確かに聞き間違うことのない清照の声。

　この場にいてはいけない。たぶん聞いてはいけない会話なのだと分かっていても、鷹也はその場を離れることができなかった。

「それって、あれだろ？　前から言ってるノンケの男だろ？　──もう何年だっけ？　そんな不毛なことして一体何になるんだよ？　苦しいだけだろ」

「……るせーよ」

「俺とやり直さないか？」

「バァカ。やり直すも何も、俺らそんなんじゃねぇじゃん」

「よく言うよ。おまえのこと身体で慰めてやったの誰だっけ？」

「んなの、同意だろ？　俺らのセックスに意味なんてない」

　二人の会話に鷹也は言葉を失った。

　分かってはいたことだった。

　清照からも、大学時代にそういう相手がいたことは聞いていたし、頭では理解しているつもりだった。でも、その相手がこんなにも身近なところにいて、清照と今もこうして繋がっている事実に得体のしれない感情が湧きあがって来る。

「そうつれないこと言うなよ。いいじゃん、前みたいにヤりたいときヤるだけの関係だって」

「離せよ。今日は、おまえが店出したっつーから、昔のよしみで顔出しただけだ。友達だからな」

「キヨ。ちょい、待てって」

　鷹也は二人がこちらに来る気配に気づいて慌ててその場から離れた。

　敢えてカウンターの前は通らずに、入り口付近まで遠回りをしてから席に戻る途中でドン、とすれ違いざま店員にぶつかった。

「あ。すいません……」

「いえ。大変失礼しました。お客さま、大丈夫でしたか？」

「ええ。大丈夫です」

　やけに早くなる鼓動。

　思いきり動揺している。リアルを伴った清照の過去に。

　席に戻ると、今度は彼女が入れ違いに席を立った。一人残された席で、グラスの中に半分ほど残ったビールを一気に飲み干した。

　そのあとも席に戻って来た彼女とたわいのない話をしながら一時間ほど飲み、店を出た。

　鷹也が店を出るときにはすでに店内に清照の姿はなく、背の高いバーテンは、カウンターの中で相変わらず女性客の視線を集めていた。




「藤倉くん、平気？」

　少し足元のふらつく鷹也の身体を、花井涼子が支えた。

「ああ。ごめん、平気」

「大丈夫？　今日、かなり飲んでたでしょー？」

「ははっ、ちょっと飲みすぎたかもな」

　基本的に外で飲むときは、自分の許容量というものを考えて飲むようにしている。酒はほどほどに嗜む程度。人に迷惑をかけるような飲み方はしない主義だ。

　特に、さほど親しいとも言い切れない、ある程度の距離感が必要な相手との席では。

「花井さん、ここから家近いんだっけ？」

「あ、うん。歩いて五分くらいかな。ここ渡って大通り真っ直ぐ行ってちょっと入ったとこ」

「……じゃあ、送るよ」

　そう言うと彼女が驚いた顔をした。

「あ。迷惑？　なら、家分からない程度の近所まででいいけど」

　そう言ったのは彼女を一人で帰すのが心配だったから。いくら通りが明るいとはいえ、時刻はもう午後十時をまわっている。こんな夜遅くに女の子を一人で帰すわけにもいかない。

「……迷惑じゃないけど、いいの？」

「もちろん。心配しなくても送り届けたらすぐ帰る」

　これは下心ではない。男として当然のことだ。

　彼女の言葉通り、大通りを歩いてしばらく行ったところに彼女の住んでいるマンションがあった。

「それじゃ、ここで」

　そう言って彼女に手を振って踵を返した瞬間、足元が縺もつれた。

「ちょっ、藤倉くん?!」

　驚いた彼女が後ろから小走りでやってきて、鷹也の腕をとった。

　カッコつけるもんじゃない。慣れない事をすると、このザマだ。

「……悪い」

「歩ける？」

　心配そうに鷹也の顔を覗き込む彼女。今夜も頬がほんのりとピンク色に染まり、柔らかなシャンプーの香りがする。

「平気平気」

「……あのっ。も、もしよかったら、ちょっと寄ってく？」

　彼女がクイ、と小さくマンションの上階を指さして言った。その瞬間、彼女の頬が真っ赤になる。

「ええと……、あの。変な意味じゃなくって。酔い落ち着くまで……って意味。コーヒーでも飲んで少し休んで行かない？」

「あー…、いや。ありがたいけど……」

　その厚意はありがたいが、時間は深夜。しかも年頃の女の子の家に──それはさすがに躊躇われる。

「変な事しないし！　途中で何かあったらそれこそ心配で、落ち着かないしっ!!」

　彼女が両手をパタパタさせながら真っ赤な顔で言った。

「──ふっ、は」

　そんな彼女の姿に思わず吹き出してしまった。

「変な事しないし、って。ははっ……花井さん、それ女の子のセリフじゃねぇから」

「あ、そっか」

　思いきり頬を赤らめながら、女の子の彼女から言い出すには恥ずかしいであろう言葉で精一杯自分を気遣ってくれた彼女の気持ちを踏みにじるような真似をするのも無粋な気がした。

「じゃあ、コーヒー一杯だけ。最長三十分。それ以上の長居は決してしません。もちろん、何もしません」

　右手を上げてまるで宣誓のように誓うと、彼女が照れ臭そうに微笑み返し、その笑顔に鷹也の心臓がドクンと跳ねた。




　正直、彼女の申し出に助けられた。普段より飲み過ぎたせいで、思いのほか酔いがまわっていたからだ。

　部屋に入ってからそのことを正直に話すと、彼女が「ふふ…」と笑って俺の目の前にオレンジジュースを置いた。

「果汁の入った飲み物、アルコールの分解にいいんだって。百パーセントだから少しは効くかもよ」

「へぇ、そうなんだ……」

　鷹也はグラスに注がれたオレンジジュースを飲んだ。それが本当なら早いトコ効いて欲しい。

「……何か、迷惑かけてごめん。本当すぐ帰るから」

「いいよ。迷惑なんて思ってないもの」

　そう言って嬉しそうに笑う彼女に、またドキッとした。

　彼女から視線を外し、少し遠慮がちに部屋を見渡した。白を基調とした部屋と家具。カラフルなビビッドカラーの小物や観葉植物が所狭しと置かれていて、まさに女の子の部屋という感じがする。部屋の中は女の子特有の甘い香りに包まれていて、それが異性の部屋であるということを強調しているようで正直落ち着かない。

「植物、好きなの？」

　何か会話をしていなければ、変に意識してしまう。無理矢理話題を探して、会話の糸口をつかむ。

「うん。最近ちょっとハマってて」

「あそこの、サボテン？」

「うん。多肉植物って言っていろいろ種類があるの。思いっきりこうトゲトゲしててサボテン！　って感じのもあれば、こんな感じでプニプ二したフォルムのものとか……。あ！　これが、特にお気に入りでね……」

　彼女が手の届くところにある寄せ植えポットを手に取りながら、鷹也にそれを見せた。彼女のほうも相当気を使ってくれているのだろうということが分かる。

　そういったさりげない気遣いが、彼女の魅力を更に引き立てている。

　彼女に対して好意はある。率直に言えば。

　こんなに可愛くて、気遣いができて、魅力的な彼女に惹かれない男なんていないだろう。

　彼女からのそこはかとない好意も感じる。何度か二人での飲みに誘われて、彼女が自分に見せる反応などを冷静に観察しつつも、それがただの自惚うぬぼれではないという決定打が欲しいというのが男として正直な気持ちだ。

　彼女の気持ちは、もしかしたら本物なのかもしれない。彼女がいくら誰にでも優しいからと言って、さすがにどうでもいい男をこんな深夜遅くに自分の部屋にあげたりはしないだろう。

「藤倉くん？　どうしたの、気分悪い？」

　ほんやりと考え事をしていた鷹也の目の前に彼女の手のひらがヒラヒラと舞う。

「もう少しジュース飲む？　それとも背中とかさすったほうがいい？」

「あ。いや……平気だよ、ごめん」

　時計を見ると、部屋に上げてもらってから既に二十分が経とうとしていた。

「あ。俺、そろそろ……」

　慌てて立ち上がろうとしたその瞬間、痺れた足が縺もつれて近くにいた彼女を巻き込む形で床に倒れ込んだ。

「……きゃっ!!」

「あ、ごめ……!!」

　鷹也と彼女が思わず発した声はほぼ同時。どうにか彼女を踏みつぶさないようにと必死に腕を伸ばしたのが、結果彼女を組み敷くような体勢になってしまった。

「……」

　ドクンと大きく心臓が跳ね上がる。

　上から彼女を見下ろす自分と、自分を見上げる彼女。どちらからともなく視線が絡み、その距離が縮まる。

　彼女の瞳に、何かを期待するような小さな光。その瞳の奥に、男の顔をした自身の顔が映る。

　美しい花の香りと蜜に引き寄せられる蝶のように、まるで吸い込まれるかのように次第に顔を近づけた。彼女が俺の頬にそっと手を伸ばし、そのまま静かに目を閉じた。

　彼女の柔らかそうな唇、長い睫毛。紅潮した頬。甘い香りに自分の中の男が刺激される。

　酔って半分ぼんやりとした頭の中でどこか安心していた。自分が普通の男であるということに。目の前に魅力的な女性がいて、その女性に当たり前に欲情する自分に。

　彼女の唇に、自分の唇をそっと押し付けた。とても柔らかな唇。甘い香りに頭がクラクラする。

　彼女は鷹也を受け入れた。最初は遠慮がちに……そして、次第に鷹也の欲に応えるように。

　何度かキスを交わし、彼女の耳元に顔をうずめ、そのまま唇で首筋をなぞる。鎖骨のくぼみに小さなキスを落としながら、服の上から彼女の胸に触れる。ピク、と彼女の身体が小さな反応をみせた。拒まれなかった手のひらはさらに彼女の服を託し上げ下着に手を掛ける。

「……ん、」

　彼女が小さな声を漏らした。その声に煽られるように下着のホックを外し、直にその脹らみに触れる。柔らかな胸を手のひらで包み込み、その先端に触れた。

「……ぁ、」

　甘い吐息が彼女の口から零れ、さらに欲情に煽られた鷹也はその先を口に含む。

「……ゃ、あ…」

　その瞬間、彼女が恥ずかしそうに顔を隠した。顔を赤らめて、潤んだ瞳で鷹也を見つめているその顔に、ほんの一瞬違う顔が重なった。

　鷹也はハッとして、その手を止めた。

「……藤倉、くん？」

「……」

　彼女が不安そうに鷹也を見つめる中、鷹也は身体を起こし彼女の胸から手を離した。

「──ごめん」

　一気に酔いが醒めるのが分かった。頭がまるで凍りつくように芯から冷えて行くような感覚。鷹也は慌てて彼女の服の裾を元の位置に戻し、彼女を抱き起こした。

「……ごめん、俺。酔ってこんな……」

「待って。どうして……謝るの？」

　彼女が鷹也の腕を掴んだ。

「私、嫌じゃないよ？　藤倉くんになら……」

　鷹也は、彼女の細い手をもう片方の手で優しく引き剥がした。

「ごめん。何もしないって言ったくせに……、今日は帰るよ」

　乱れた服の彼女を残したまま、鷹也は混乱した頭で慌てて彼女の部屋をあとにした。




　そこからはもう夢中で、鷹也は通りでタクシーを掴まえて逃げるようにアパートへと帰った。真っ暗な部屋。電気をつけるのも億劫で、そのまま寝室のベッドに倒れ込んだ。

「……何やってんだ、俺」

　酔っていたとはいえ、何もしないと約束した彼女に何て事を──。

　そこにお互いの確かな気持ちが伴っているならまだいい。少なくとも、彼女は鷹也を拒んではいなかった。

　だが、自分の気持ちがよく分かりもしないうちに、ただその場の雰囲気に流されて彼女を抱こうとするなど最低の行為だ。

　それよりもさらに鷹也を戸惑わせた出来事があった。彼女を抱こうとしたとき、鷹也の顔を見つめる彼女に、清照の顔が重なったのだ。

　俺を見上げてその瞳を濡らす彼女の顔が、清照に見えた。もっと言えば、清照にそんな顔をさせているのは鷹也自身ではなくて、あの店にいた背の高いバーテン。

　あの男に組み敷かれている清照の姿を想像して、胸の奥がジリ、と焦げ付くような思いにとらわれたことに驚いた。

「……どうなってんだよ、もう」

　清照が過去に付き合った女だってすべて知っている。今のいままで、清照がどんなふうに彼女たちを愛すのかなんて想像したこともないのに。

　たった一度。ついさっき会ったばかりの、背の高いあの男が、過去に清照とそういう関係だったということを知り、それに動揺する自分。

　清照は、あの男に抱かれていたのか？　はたまたあの男を抱いていたのか？

「……」

　嫌悪感とかではない。言葉ではうまく言い表すことができない焦燥感。

　ただ、鷹也の知らない清照を知っている男の存在に嫉妬に近い感情をほんの一瞬でも持った自分に対する驚き。

「……くそ、」

　頭の中がぐちゃぐちゃだ。




　その夜、鷹也は夢を見た。懐かしい高校時代の夢。

　南や村西、見知った顔がみんないて。もちろんその中に清照もいて。

　学校帰りにどこかの公園でバスケをしていた。

　そこへ、遠くから誰かが近づいてきて清照に手招きをする。夕日が逆光になっていて、その誰かの顔は見えない。ただ分かるのは背の高い男だってことだけ。

　清照は、バスケをしていた手を止め、皆の輪から抜けるとボールを放ってその男の元へ歩いて行く。

「……キヨ？」

　誰だよ、ソイツ？　そう訊ねようとしても鷹也はなぜか声を発せない。次第に遠ざかって行く清照とその男の後ろ姿。

　清照は一度もこちらを振り返らなかったが、隣を歩く背の高い男だけが一瞬こちらを振り返った。

　その男の顔には見覚えがあった。あのときのバーテンだ。

「キヨ!!」

　男が清照の肩を抱き、次第に二人の背中が遠ざかる。

「キヨ!!」

　何度も清照の名を呼んだ。

　そいつは、誰だよ？　どこ行くんだよ？

　追い掛けたいのになぜか足が鉛のように重くてちっとも前に進めない。

　聞きたいことはたくさんあったはずなのに、鷹也はただひたすら清照の名前を呼ぶことしかできなかった。




　ハッと目を覚ますと、異常なほど汗をかいていた。額の汗を拭い、起き上がって辺りを見渡した。ぐちゃぐちゃのベッド。着ている衣服は昨夜のまま。

　どうやら、帰ってきてそのまま倒れ込むようにして寝てしまったらしい。

「……暑っち」

　鷹也はぐっしょりと濡れたポロシャツを脱ぎ、それを洗濯機に放り込んだ。そのまま全裸になり、風呂場に籠る。

「冷てっ、」

　ザァアアアアア……と流れ出るシャワーの冷たさに一瞬飛び退いてから、次第に適温になったシャワーを頭から浴びながら、今朝見た夢を思い出した。

「……」

　男に肩を抱かれ、去っていく清照。

　今まで考えたこともなかったが、清照が友達として傍にいる日常が決して永遠ではないということを思い知る。

「……俺が、おまえ受け入れられなかったらああなんのかよ」

　ずっと頭のどこかに引っ掛かっていたこと。考えないようにしていた現実をみたような気がした。

　身体を流れ落ちる湯が、渦を巻いて排水溝に吸い込まれていく。

「……つか、おかしいだろ。どっち気にしてんだ？」

　いろいろとダメな気がする。すでに。

〝普通〟である鷹也が気にすべきは、昨夜途中で放り出した花井涼子のほうであって。彼女を気にして思い悩むならまだしも、なぜか清照のほうを気にしている。

　認めたくはないが、あの最初の衝撃の夜からずっと、鷹也は清照の事ばかり考えている───。




　休み明け、職場で会った花井涼子は普段通りだった。あの夜の事など、まるでなかったかのように。

　それが彼女の気遣いだということくらいは分かる。お互い気まずい思いをしないようにという配慮なのだろう。そんな彼女の優しさが沁みる。

　デスクでの仕事中、時折目が合うことがあるが、彼女は瞳をクルッとさせて優しく微笑んでくれる。──つくづくいい子だと思う。

「お疲れ様です。お先っす」

「お疲れ様でーす」

　定時を迎え、事務所の真ん中で華やかな笑い声をあげている営業事務の女の子たちの姿を尻目に職場をあとにした。




　タタン、タタン……、タタン、タタン。

　電車に揺られていると、スーツの中のスマホが鳴った。

【もうすぐ着くわー。いまコンビニ。何か買ってくか？】

　メッセージの主は清照。今日は久しぶりに早上がりらしく、帰りに寄ると今朝電話があった。

【ビールねーから買っといて。鍵はいつもんトコ。先着いたら入ってて】

　そう素早く返信をしてスマホをスーツのポケットに戻した。清照に会うのは、あの店で見掛けて以来。と言っても、あれは見掛けただけだからまともに会うのは二週間ぶりだ。

　電話をくれるのはいつも清照のほう。初めからそうだったわけじゃない。就業時間がおおよそ決まっている鷹也に対して、不規則な勤務の清照。鷹也から連絡を入れても、結局つかまらないことが多く、自然と清照からの連絡を待つようになった。

　結果、それ以来ずっと、清照が自分たちの縁を繋いでくれている。

「ただいまー」

　ネクタイを緩めながら靴を脱ぐと、「おー。おかえり」と、奥のリビングから清照の間延びした声が聞こえた。

「お疲れ。キヨ早かったな」

「スタンバイ速攻終わらせたしな」

　清照がニッと笑ってＶサインをして見せた。

「今日飯何にするー？」

「肉焼く。おまえちょい上のホットプレート出しといてくんねぇ？」

　鷹也はキッチンの吊り戸棚を指さしてから、寝室に行って着替えを済ませると再び戻って来た。

「鷹也、ほんっとマメだよな」

「はぁ？　肉と野菜適当に切って焼くだけだろーが」

「俺、それすら面倒だもん」

「俺だって一人ならやんねーよ」

　一人分の飯を作るのと、誰かの為に何か用意するのではそのモチベーションも全然違う。

「つか、キヨ、そっち片しといて。んで、食材以外の必要なモン用意しろや」

「はいよー」

　そう返事をした清照がテーブルの上を片付けホットプレートをセットすると、今度はキッチンにやってきて皿や箸、茶碗などを用意し始めた。

　こうしたことも珍しいことではない。清照のほうも慣れたものだ。

　そういった意味でも清照といるのはラクだ。付き合いが長い分、煩わしい説明をする必要もなければ、気を使う必要もない。

「そーいやさ。鷹也、金曜何してた？」

　そう清照に聞かれた瞬間、ザクッと野菜を切っていた包丁が鷹也の指先を掠めた。

「──痛てっ」

　ほんの少し掠めただけかと思ったが、指先に血が滲む。

「おい。何やってんの、珍しい。絆創膏いるか？」

「ああ。頼む」

　清照が慣れたようにテレビボードの引き出しを開けて絆創膏を手にこちらにやってきた。

「手ぇ貸せ。貼ってやる」

　清照が鷹也の指先に絆創膏を貼りつけた。この男は相変わらず、こういうことをサラリとやってのける。それから「よし！」と言って鷹也の髪をクシャクシャとした。

「──で。おまえ、金曜出かけてた？　ここ寄ったんだけどいなかったからさー」

　金曜は、花井涼子と例のダイニングバーに飲みに行った日。そして清照を見掛けた日。指を切るなどという初歩的ミスをしたのは、金曜というワードに少なからず動揺したからだ。

「出掛けてた。会社の子と、富士見駅んとこにできたバーに」

　そう答えると清照が驚いた顔をした。

「は？　マジー?!　俺も、そこ居たんだぜ。大学んときのツレの店でさ。なんつーんだ？　友達と共同経営っつうの？　昔から店やりたがってたやつでさ、ちょい顔出しに」

「……知ってる」

「は？」

　鷹也の言葉に清照がまた驚いた顔をした。

「何それ、居たの知ってて何で声かけねーの」

「や。なんとなく。カウンターの店員と親しげだったし、こっちも会社の子と一緒だったし」

「……だから、その店員が大学ん時のツレ。あ、つーか、おまえは誰といたの、その店」

「だから、会社の子」

　濁したその言葉に清照の顔が曇った。それから清照の視線が鷹也の指先の絆創膏に移る。

「──もしや、絆創膏ちゃん？」

「……」

「くっそ！」

　清照が、鷹也の背中を拳で叩いた。

「はー、ヘコむ。確かに好きにしろって言ったけどー。俺、こんな必死にアプローチしてんのに、おまえはそーゆーことしてんだ？」

「──妬いてんのか？」

　そう訊ねると、清照が鷹也のティーシャツの首元をグイと掴み、鷹也の背中を冷蔵庫に押しつけた。

「妬くだろ、普通。耳の穴、かっぽじってよーく聞けや!!　俺は、おまえが好きなの。惚・れ・て・ん・のー！　そこんとこ、分かってんのかっつーな？」

　鷹也は黙って清照の腕を掴んだ。

「……キヨだって、男といたろ？」

「だからあいつは───」

　そこまで言いかけて、清照がハッと鷹也を見つめた。

「……何か知ってんの？」

　清照が鷹也の首元を掴んでいた手を緩めた。

「悪い。偶然聞いた。おまえと、そのバーテンがトイレ前で話してるとこ……」

　その言葉に清照が目を見開いた。

「あれは、もう終わって──」

「それも知ってる」

　清照はあの男の誘いをキッパリと断っていた。その行為は気持ちが伴ったものではなく、しかもとっくの昔に終わったことだとも。

「じゃあ、何なんだよ」

「知らねぇよ!!」

「──は?!」

　自分でもよく分からない。何に対してこんなに胸の中がモヤモヤとするのか。

「……分かんねぇよ。ただ、腹がたった。俺の知らないおまえを知ってる奴の存在に……なんつーか、モヤモヤした気持ちんなって」

「……あ？」

　ダメだ。

　自分でも分からないこの感情を、どうやったって清照に伝えられる自信がない。

「もういい。飯食おうぜ、飯」

　鷹也は清照の手を引き剥がして、包丁を持ち直す。

「キヨ。冷蔵庫から肉出してくれや」

　振り返ってそう言うと、清照が後ろから包丁を持った鷹也の腕を掴んだ。

「待てって。ちょい、まずこれ置け」

　清照の腕の力が思いのほか強くて、鷹也は言われるまま包丁を置いた。

「鷹也。いまの……さ」

「何でもねぇよ」

「何でもなくないだろ。こっち向け」

「向かねぇ」

「向け、って」

　清照が無理矢理鷹也を自分のほうへ向かせた。

「──鷹也、それ嫉妬？」

「は？　何言って……」

「悔しかったんだろ？　あいつが、おまえの知らない俺を知ってんじゃないかって──。それって、立派な独占欲。……嫉妬ってやつじゃねぇの？」

　清照が鷹也の手を掴んだまま、フッと小さく微笑んだ。

「……」

　清照が、自分を好きでなくなる日──。

　今はこんな自分を好きだと言っていても、それが永遠に続くわけじゃない。いつか清照に似合いの相手を見つけて、自分の元を去って行くかもしれない。

　あの男といる清照を見て、そんなことを想像した。不安に駆られてそんな夢まで見た。

　この感情が何なのか、名前をつけるとしたらそれが何にあたるのかは分からない。でも、嫌だと思った。

　清照が離れて行くのは──。

「じゃあ、ついでにもう一個聞くけど。鷹也こそ、絆創膏ちゃんとどーなってんの？」

　ふいに話をすり替えられて鷹也はギク、とした。

「べつに……どうもねぇよ」

　そう答えた瞬間、清照がムスっとした顔をして鷹也の鼻を思いきりつまんだ。

「嘘だな」

「……何がだよ」

「おまえ、嘘つくと鼻ピクピクすんの。自覚ねぇの？」

　そう言われて、鷹也は慌てて両手で自身の鼻を隠した。そんな癖、今まで誰にも指摘されたことはない。

「ふーん」

　清照が何かを見透かすかのように、鷹也をまじまじと見つめる。

「この間、飲みに行ったんだろ？　……で？　真面目な鷹也のことだから彼女送って──」

　そう言いながら清照がハッと顔色を変えた。

「まさか……と思うけど、部屋上がり込んでヤッちゃったりしてないよな？」

　鷹也は意識的に視線を動かさないよう、ひたすら鼻を隠し続けた。

　清照は、昔から読みが深いというか、異常に勘が鋭いところがある。当たらずもがな、かなりそれに近い状態だったことを指摘され、鷹也の額に脂汗が滲んだ。

「どうなんだ？」

「……してねぇよ」

　してしまいそうだった。

　でも、できなかったのはおまえのせいだ、とは口が裂けても言えない。

「俺は、嫉妬するよ？　おまえがたとえその子と飯食いに行っただけだとしても」

　清照が言った。

「鷹也は、平気だった？　俺が〝女の子〟じゃなくて〝男〟とそういうことしてたって知って。おまえと同じ〝男〟と……さ」

　これが他人の事だったのなら、簡単に認めてしまえる。

「……しょうがないって頭じゃ分かってんだよ。おまえは、昔からそうだったんだし」

　清照が昨日今日自分の気持ちや性癖に気づいたわけではない。

　いろいろ考えて悩んで──、その結果、今の清照がある。

「なんか、頭ぐちゃぐちゃで……。俺にはそんな権利ないのも分かってんだよ。おまえの気持ちに答え出せてもいないのに」

　だけど。

　清照が他の男とそういうことをしていた過去を心のどこかで認めたくないと思う。なんと自分勝手な感情なのだろうと、自分で自分が嫌になる。

「……なぁ、鷹也」

　清照が鷹也の両肩にポン、と手を置いた。それからその手のひらを顔のほうへ移動させて、顔面を挟みこむ。顔を両側から圧迫されて、たぶん清照から見た鷹也の顔面は不細工なことこの上ない。

「もし、さっきのが本当なら……俺は嬉しいけど？」

　そう言って清照が目を細めて笑った。

「少しモヤモヤしてくれたことも、腹立ったって言ってくれたことも全部。すべてをいっぺんに受け入れようとしなくていんだよ。ノンケのおまえに、そんなハイスペックなこと望んじゃいねぇし」

　そう言った清照が両手を鷹也の顔から離して、そっと鷹也の身体を抱き寄せた。強引では決してなく、包み込むようにそっと。

「もう、あんな事しない。おまえだけいればいい……。だから、いつか俺に振り向いて……」

　そう呟く様に耳元で言った清照の言葉尻が震えていることに気づいて、鷹也の胸にとてつもなく熱い感情が込み上げてきた。だが、それを清照に気づかれまいと必死に感情を抑え込む。

「ほら。飯食おーぜ、腹減ったー」

　清照がそんな空気を変える明るい声で、鷹也の額をぺシッと音を立てて叩いた。

「……痛てぇ」

「当たり前だ。痛くしてんだよ、痛く」

　ハハッ、と笑ってリビングに戻ろうとした清照の腕を咄嗟に掴まえた。

　てんで敵わなくて悔しい。清照のこういう懐の大きさとか、さりげない優しさとか。

　腹立たしいほどの男前っぷり。女でなくても惚れるわ、マジで。

「キヨ」

　そう名前を呼んで、清照の襟首を掴んだ。

「……何だよ？」

　怪訝な顔で鷹也を見つめる清照をズンズンと壁際まで追い詰めて、わざと壁に身体を打ちつけた。

　ゴン、と清照の頭が壁にぶち当たり、その一瞬の隙、不意打ちで唇を重ねた。それから乱暴に襟首を離すと、何事もなかったかのようにキッチンのカウンターに戻って再び野菜を切る。

　清照のほうを見ると、やつが放心状態でズズズ……と壁を背に床に座り込んでいた。

「ボケっとしてんなや、アホ。飯……食うんだろ？」

　乱暴な鷹也の言葉にハッと我に返ったような清照が、こちらを見て顔を赤らめた。見たこともないほど真っ赤になっている。

「……ぶっ、」

　イケメン片ナシ。なんつー、間抜け顔。

「……お、おま、……いま何した?!」

　パクパク口を開けながら清照が訊ねた。

「知らねー」

　ちょっと理解できたかもしれない。ツレをカワイイとか思ってしまうその気持ち。普段、何事も余裕で飄々としている清照の思いきりうろたえた顔。

「ははっ」

〝鷹也。絶対俺の事好きんなるよ──〟

　いつか清照に言われた言葉。今はまだ、そのラインまで到底辿り着けている気はしない。けれど、その言葉はあながち間違いではないのかもしれない……なんて事を思った、初秋の候。






７　落花流水の情









落花流水の情……人がお互いに相手を慕う気持ちを持っていることのたとえ




　仕事を終え、電車に揺られながら物思いにふける。混み合った車内。目の前に立つ学生風のカップルが必要以上に顔と顔を近づけ、コソコソと何か話しながらまるでスリルを楽しむかのようにキスをする。

　そんなことに目くじらを立てるような歳ではないが、公共の場でのマナーくらいはわきまえて欲しい。見てるこちらが恥ずかしくなる。

「……」

　彼らには彼らの世界がある。今になって思えば、学生時代の恋愛はある意味世界の全てだった。

　社会人になるとやるべきこと考えるべきことが山積みで、いつの間にか恋だの愛だのといったことが最優先事項ではなくなり、次第に後回しになる。

　恋はしたいが暇がない、エネルギーがない……そうして恋愛から遠ざかっていく。

　アパートに帰って、一人分の飯を用意し、一通りのやるべきことを終えて眠りに着くのが日常。

　ベランダで煙草を吸いながら、夜風にあたる。昼間の気温も少しずつ三十度を切り、秋の気配が色濃くなっている。随分風が冷たくなった。

「夜は、寒いくらいだな……」

　そんな独り言を吐いて、夜空を眺めた。星が綺麗だ。明日も天気がいいのだろう。

　あれからも鷹也は結局、清照のことを考えている。最初はただ衝撃でしかなかった清照の告白も、やつの想いを知るたびに少しずつその想いにほだされつつある。

　清照が、鷹也にとって大事な人間であることには変わりはない。

　だが、清照の想いを知ったからと言って、自分も同じように清照を想うことなどできるのだろうか。

　清照とのことを考える───というのは、すなわち清照を友達としてではなく、いわゆるそういう対象として見れるかどうかということ。

　ただ、傍にいるだけではなく、清照は〝それ込み〟の付き合いを望んでいる。

　付き合う、ということは、たぶん普通の男と女のような身体ありきの付き合いを意味するのであって、当然のことながら、〝そういうこと〟が不可欠になるのだろう。

　煙草を咥えたまま部屋に戻り、ドサッとソファに座った。それからテーブルの上のスマホを手にし、画面をタップする。

　画面を見つめ、手を止めた。

「……っ」

　男同士でのセックスの仕方など、一生検索することなどないと思っていた。

「──この先、見んの怖ぇえ」

　煙草を口から離し、はぁ……と大きく息を吐いた。モワ、とゆっくりと部屋を漂う煙。

　画面をしばらく見つめてから、目を逸らす。生生しいことこの上ない。清照は今までどんな男たちと身体を重ねて来たのだろう。

「どんなふうに、すんだろな……」

　というか、どっちだ？　抱くほう？　抱かれるほう？　以前、どっちも、的な事を言ってた気もしなくもないが、どっちもって何だ？

　考えれば考えるほど未知すぎてわけが分からなくなる。

「……つか、腹立つ。何でこんなことに頭悩ませなきゃなんないんだよ」

　力任せに煙草の火を揉み消してソファに仰向けに寝転がった。

　腹が立つのは自分自身にだ。清照との事を考えるといい、キスまで許しておいて、さらには自分から仕掛けることもできるくらいには、好意を認めることができるのに。この後に及んでまだ悩んでいる。

　──戻るか、踏み込むかのギリギリのラインで。
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「つか。何でこの店なんだよー！」

　清照が、店の前で大袈裟に溜息をついた。

「何でー?!　いいじゃん!!　新しい店、来てみたかったのよー。ね、村西？」

　南が、隣に立つ村西に同意を求めた。

「おお。俺も初だもん。結構人気の店なんだろー？」

　村西も仲のいい友人の一人。昔からよくこのメンバーで集まっている。

　この店とは、清照と関係のあった男がいる例のダイニングバー。今夜は南の結婚祝いを名目とした飲みで、彼女たっての希望によりこの店で飲むことになった。

　清照的には、あの男がいる店ということで鷹也に気を使う部分があるのだろう。最後まで少し不服そうに唇を尖らせていた。

「藤倉は、ここ来たことあんの？」

　村西が鷹也に訊ねた。

「ああ。ちょっと前にな」

「店予約してくれたの藤倉だもんね？」

「ああ。まぁな……」

　花井涼子とここを訪れたとき、店が混雑していたことを思い出し、今回は前以て予約を入れておいたのだ。店に入り名前を告げると、すぐ奥の席へと通された。

「こちらのお席になります」

　若い女性店員に案内されたのは、お洒落なパーテーションで仕切られた奥の座席。赤いエナメル質のソファ席で南がそれを見た瞬間「うわー！　かわいい!!」と珍しく女子らしい反応を見せた。

「主賓、奥へどーぞ」

　清照が、南を奥へと促す。その横に清照。南の前に村西。清照と鷹也が向かい合う座り位置ももはや定位置。




「何、飲もっかなー？」

　南と村西がメニューを見ている隙に、清照が鷹也に目配せをした。清照が何を気にしているのかは想像がつく。鷹也はフッと笑ってそれを流した。べつにあの男に関わるなとか言ってるわけではない。

　清照には清照の友達付き合いというものがあるのだし、それをどうこう言うつもりはない。

「俺、ビールでいいわ」

「俺も」

　鷹也と村西が言った。

「じゃあ、アタシはちょっと女子らしくカクテルとかいっちゃおっかなー！」

　そう言って南が嬉しそうにメニューを眺める。

「どんどん飲めよ。どーせ俺らの奢りだ」

「ふふ。んじゃ、遠慮なく」

「そもそも。南が遠慮することなんてあったっけ？」

「何よそれー。藤倉失礼」

「とりあえずカンパリから行くかな」

「とりあえず……って、どんだけ飲む気だよ」

　いつものやり取り。そんなことをしている間に、清照が通りかかった店員を呼びとめて適当なつまみとドリンクを注文した。

「んじゃ、あらためて。結婚おめでとー!!」

　それぞれのグラスをカチンと重ね、皆で南への祝福の乾杯をした。

「南、そーいや名字何になんの？」

「江え藤とう」

　それを聞いて南を除いたメンバーがそれぞれに顔を見合わせて吹き出した。

「ふはっ。江藤朱蘭って芸能人みたいだなー」

「もー、言わないで。私も思ってるんだからー」

　口ではそんなふうに言っている南も、表情はとても嬉しそうで、幸せそうなのが見て窺える。友人の幸せはやはり嬉しいものだ。

「結婚式とかどうすんだよ？」

　村西が南に訊ねた。

「あー、それね。まだいろいろ見て回ってるとこ。この間、キヨんとこ行って来たの」

「あ、そっかー!!　キヨんとこなら知人割引的なのも利くんだろー？」

　村西が言うと、清照が大きく頷いた。

「そりゃな。南の為ともありゃ、それなりにサービスもしまっせー」

　清照が綺麗な顔に不似合いな揉み手をしながらニヤと笑った。

「ははっ。キヨ、顔がゲスいな」

「ゲスい、言うな。売り込んでんだよ」

「そりゃ、そうだよな。結婚式一件決まりゃ、相当な売上になるだろうし」

　鷹也が言うと清照が、「それ！」と言ってうんうんと頷いた。

「まー、そういうのもあるけど。何かいいじゃん？　自分の職場でツレの結婚式できるなんてさー」

「え。その場合、キヨどうすんの？」

　南が興味深げに訊ねた。

「は？　ジュラちゃんもしかして、俺呼ばない気じゃないよな？」

「やー、そうじゃなくって！　式出るのか、仕事すんのかなーって思って」

「なんなら、両方やってやってもいいけど？」

「ははっ、それある意味見物だね」

　たわいのない話をしている間に、注文した料理が次々に運ばれてくる。

「失礼いたします」

　料理を運んできた店員を見上げた清照が「あ」と声を発した。鷹也たちがその声に顔を上げると、例の背の高いバーテンの男がにこやかに微笑んでいた。

「よ、キヨ！　来てんなら声掛けろよ」

「……ああ、悪い」

「え？　何？　知り合いー？」

　南が興味深々と言った様子で清照に訊ねた。

「ああ。大学のときのツレ。染そめ谷や。一応ここのオーナー」

「どうも、染谷です」

　そう言って頭を下げたその男は、近くで見ると清照に負けず劣らずの美形。どちらかというと甘いマスクの清照とは真逆のクール系。以前にここを訪れたときに女性客の多くがこの男がカウンターの中でシェイカーを振る姿に色めきたっていたことにも頷けた。

「キヨから噂は聞いてるよ。皆、高校の同級生で仲がいいんだって？」

　そう言った染谷が順に皆の顔を見渡したあと、チラと鷹也に視線を移した。

「……キミが、鷹也くん？」

　その男の目はまるで鷹也を値踏みするかのような不躾な視線を寄越した。

「──ああ」

「キヨの一番の親友なんだってね。俺も大学んときはこいつと一番仲良かったんだよね。よろしく」

　そう言いながら、染谷が敢えて仲の良さを見せつけるかのように清照の肩に手をやった。

「……どうも」

　鷹也がそう答えるのと同時に、清照が染谷の手をサッと払いのけた。

「つか、おまえ邪魔。いまツレと楽しくやってんだよ。こんなとこで油売ってないで仕事戻れや」

「うわ、酷っ！　ちょい挨拶しただけじゃんよー」

　大学時代、清照と仲が良かったというのはどうやら嘘ではないらしい。二人のやり取りを見ているだけで、その親密さは十分に伝わってくる。

「挨拶とかいいからその分サービスしてくれよ」

「ははっ。んじゃ、あとで何か持ってくるわ」

　そう言った後、染谷が清照に顔を近づけ、皆には分からないよう鷹也に意味ありげな視線を向けたまま何か耳打ちをした。その瞬間、清照が染谷を睨みつける。ハハッ、と笑った染谷が清照の肩をポンポン、と叩いてからにこやかに言った。

「それじゃ、皆さんごゆっくり」

　小さく頭を下げて再びカウンターへと戻って行く染谷の背中を鷹也は黙って見送った。




「すっごいイケメン～～!!　なんか彼、ちょっとホストっぽくない？」

　南が染谷が去ったのを確認すると、少し興奮気味に言った。

「ああ。あいつ昔それ系のバイトしてたことあるから」

「あー!!　やっぱり!!　そういう雰囲気があるもんね」

「──チャラチャラしてんのかと思ったらここの資金稼いでたらしーけど」

　清照が言った。

　染谷を良く知る清照。鷹也の知らない清照を知る染谷。

　まただ。また胸の奥がチリッとする。

「お。鷹也、グラス空じゃん。次何飲むー？」

　清照が鷹也のグラスを見て言った。

「ん、ああ。じゃあもう一杯ビール」

「南と村西はー？」

「俺もビール」

「あ。アタシもー」

　南が手を挙げて答えた。

「ついでにつまみも追加すっか」

　清照が通りがかった店員を掴まえて、ドリンクとつまみを何品か注文する。それからはまた皆でたわいのない話で盛り上がった。

「俺、ちょいトイレ」

　そう言って鷹也が席を立ち、カウンター前の通路を抜け、奥側の通路を曲がると、ちょうどトイレの筋向かいの従業員専用口と思われる場所から出て来た染谷と鉢合わせた。

「ども」

　小さく頭を下げてその横を通り抜けようとすると、その通路を染谷の長い腕で塞がれた。少し前に流行った壁ドンのような格好だ。まさか男相手に自分がされる側になるとは、と苦笑する。

「……何か？」

　鷹也が自分よりやや背の高い染谷を見上げると、染谷が口の端を上げて不敵に微笑んだ。

「鷹也くんだっけ。……その気ないんならキヨの事解放してやってくんないかな？」

　その言葉に鷹也は訝しげに染谷を見つめた。

「どういう意味だよ？」

「あんた、ノンケだろ？　キヨと今後どうこうとか考えれんの？」

「……」

　初めてまともに顔を合わせたときから、薄々思ってはいたが、やはり気のせいではない。染谷は明らかに鷹也に敵意を持っている。

　纏う雰囲気こそ柔らかいが、その柔らかな言葉の端々に棘がある上、特に鷹也に対しての態度に挑戦的なものを感じる。

　もしかしたら……染谷にとって清照のことはただの遊びではなく、終わっていない〝今〟なのかもしれない。

「キヨの気持ち、知ってんだろ？　受け入れらんねーなら、バッサリ切ってやんなよ。友達とかぬるい事言ってあいつのこと縛りつけんなって言ってんの」

　染谷の低い声が更に低くなる。

「──べつに、縛りつけてるつもりは、」

　そう答えてからハッとした。今のこの状態は、事実、清照を縛り付けていることになるのだろうか。

「……つもりはなくても、あいつは囚われちまうんだよ。あんたのなにげない言葉や行動に一喜一憂してんの。あんたが解放してやんなきゃ、そこから動けないんだよ」

　そう言った染谷が大きく息を吐いた。

「俺なら、キヨの気持ち汲み取ってやれる。だから早いトコ振ってやってくんない？」

　そう染谷が言った瞬間「染谷さーん、カウンターお願いします」ホールの女性店員の一人が染谷を呼びにやって来た。

「つーことで、よろしく」

　染谷がポン、と鷹也の肩を叩きフロアへ戻って行った。




　用を足しカウンターの前を通ると、染谷が相変わらずカウンターに座る女性客の注目を集めていた。

　そんな染谷が顔を上げて鷹也に視線を送った。まるで念押しでもするかのように。

「……くそ」

　鷹也だって清照を苦しめたいわけじゃない。男女の恋愛も同性同士の恋愛も、相手を大事に思う、大切にしたいと思う、傍にいたいと思う。そういう根本的なものはたぶん同じ。

　けれど、大きな相違点はその〝覚悟〟。男女の恋愛ならば何でもないこと一つ一つが大きな障害となって立ち塞がる。清照の気持ちに応えるには、それらを乗り越えるだけの覚悟がいる。

　中途半端なことをしている自覚はある。だが、容易く答えが出るような単純な問題ではないのだ。

「あれー？　藤倉遅かったじゃん。アタシもトイレ行こっかなー、場所どこ？」

「ああ。ここ真っ直ぐ行って、奥にカウンターあんだろ？　その前通って左に入ったとこ」

　鷹也が指さした方向を目で追った、南がフンフンと頷いた。

「コケんなよー？」

　清照が声を掛けた。南がニッと笑ってトイレの方向へと歩いて行った。

「どうかした？」

　清照が鷹也の顔色を窺いながら訊ねた。

「いや、何も。もう一杯くらい行っとく？　おまえもなんか頼むか、村西」

　そう言って隣に座る村西に向かってドリンクメニューを広げた。

「藤倉、飲む気満々じゃん」

「一応、祝いの席だしな。当人便所行ってっけど」

　ハハッ、と笑うと村西と清照もそれにつられるように笑った。

　そう。苦しめたいわけじゃない。

　清照を大事に思う気持ちだけはこんなにも明白なのに、どうしてその先にあるものがいろいろと難しくなってしまうのだろう。
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「おい、ちゃんと靴脱げ、靴!!　──ったく。おまえ、酒強くないんだから妙な飲み方すんな、って言ってんだろ、いつも」

「……サーセン」

　清照に抱えられるようにして部屋に帰り、リビングのソファに倒れ込んだ。セーブはしてたつもりなのだが、いろいろと考えていたらいつの間にか自分の酒の許容量を越えてしまっていたらしい。

　ダメだ。考え過ぎるとろくなことがない。

「キヨ、水……」

　ソファに寝そべったまま片手をあげると、

「はいよ」

　驚くべきジャストなタイミングで、水の入ったぺットボトルが手のひらに乗せられた。さすが清照。まさに、あうんの呼吸とでも言うべきか。

「どーしたよ？」

　清照が鷹也を上から覗きこみながら訊ねた。

「何がー？」

「何か様子おかしーじゃん」

「……」

　なぜだろう。清照はなぜそういう鷹也の些細な変化に気づくのだろう。

　自分が隠すのが下手なのか、はたまた清照が鋭いのか。どちらにしろ、自分の細かな異変にさえ気づいてくれる清照の存在にいつも救われている。

　察して貰えている、ただそれだけで安心できる。自分を見守ってくれているやつがいる、そう思うだけで心強い。

　今なら分かる気がする。

〝おまえが彼女だったらいいのに──〟なんて、今となれば無神経この上ない言葉をつい酔ったはずみで吐いてしまった気持ちが。

「キヨ……」

「んー？」

「いろいろ悪りぃな」

　染谷の言う通りだ。自分はやはり清照を自分の傍に縛り付けているのかもしれない。

「はー……。もうよく分かんね」

　自分が何をしたいのか。清照に何をしてやるべきなのか。

「染谷に何か言われた？」

「……何で」

「あいつ、俺が鷹也好きなの知ってっから」

　そう言うと、清照がソファの肘当てのところに座った。

「気にすんなよ。俺は好きで鷹也の傍にいんだよ。そんでもし、最終的におまえが俺以外を選ぶんならそれはそれで仕方ないって思ってるし」

　そう言って清照が笑った。

「……おまえは、それでいいのかよ？」

「良かぁないけど──、仕方ねぇじゃん。そもそも普通に受け入れられるなんてハナから思ってなかったわけだし。墓場まで持ってこうと思った秘密、うっかり落としちまった俺が悪いんだし。やれるだけやって、ダメならしゃあないじゃん。な？」

　清照がハハッ、と笑って鷹也の足を軽く叩いた。

「俺はただおまえが好きで。苦しめたいわけじゃないからさ……」

　同じだ。

　鷹也も清照の事を大事に思っているだけで、決して清照を苦しめたいわけではない。

「……いっそ、おまえとそうなったらラクなのかもな」

　何でも分かりあえる清照をそういう意味で好きになれたら。

　そうボソ、と呟いた言葉に清照が切なげな表情を見せた。

「そうだよ。俺を、好きになれよ……」

「……」

　好きだよ、普通に。友人としてならば、これ以上ないほどに。

「なぁ、鷹也」

「んあー？」

「この間さ、なんで俺にキスした？」

「……は？」

「何か思うことあったんだろ？」

　ほんの一瞬ではあったが、あの時確かに自分から仕掛けた。

「……分かんね。ただ、応えてやりてぇ、って思ったんだよ」

　酔っているからか普段なら言えないような素直な言葉が口をついた。

　アルコールによって脳内で分泌されたドーパミンが堅い心をほぐす。普段無口なやつが饒舌に話しだしたりするのに近い感じだ。

「ゲイだからっておまえのこと嫌いになんかなれねーんだよ。……けど、いくら応えてやりたくても男同士の付き合い方なんて未知だし、はっきり言って怖ぇえし……。おまえと、そういう……なんて、考えるだけで……アレだし」

　頭の中で思っていることをとりあえず言葉にしてみる。

「おまえと、これからも付き合って行きたいって思う気持ちに変わりはないし、おまえがどっか別のやつのとこに行くのは腹が立つ……けど、そんなんでおまえの気持ちに応えてることにはなんねぇだろ？」

　結局、ただの我儘なのだ。傍にいて欲しいくせに、清照の望みには応えてやれる自信も覚悟もない。

「……ははっ。バカだな、鷹也」

　清照が鷹也の頭に手をのせて、そっと髪を撫でながら言った。

「それで、充分なんだよ」

「……」

「ちゃんと俺の事考えてくれてんだろ？」

「……」

「言ったろ？　ハイスペック望んでねーって。すぐに答えなんて出るわきゃないんだよ。俺だって、腹括るまで何年も悩んだんだっつーの」

　そう言って額に触れる清照の手は驚くほど温かくて心地良かった。

「酔ってるとこ、つけこんでいいか？」

　清照が鷹也の短い髪を指で梳きながら訊ねた。

「……んあ？」

　清照が立ち上がって鷹也を見降ろした。

「だらしない顔しやがって……」

　そう言ってなぜか嬉しそうに微笑んだ清照の顔が徐々に近づく。ゆっくりと近づく清照の顔をただぼんやりと眺めていた。

「鷹也……」

　ギシ、と軋むソファ。目前まで迫った清照の顔を避けることはしなかった。

「……嫌なら蹴飛ばせよ？」

　唇にかかる熱い息。嫌だとは思わなかった。

　慣れ、というのも多少あるが、もっと何か別の感情が時折胸の中に湧きあがる。この感情の正体が分かれば、俺は答えを出せるのだろうか？

「キヨ」

　思わず名前を呼び、清照の首に腕を伸ばした。その瞬間、清照の身体が動きを止めた。

「……鷹也。何だよ、おい。んなことされたら期待すんだろ？」

　そう訊ねた清照の声が少し震えていた。普段飄々としてなんでもスマートにこなしてしまう器用な清照の自信のない声。

　こいつのこんな顔を知っているのは、きっと自分だけ……そう思いたい。

「──好きだよ」

　清照の口から発せられるこの言葉を何度聞いただろう。最初は衝撃でしかなかったこの言葉が、次第に心地よい響きを持つ。

「それな……マジな顔して言われるとちょいグッとくるんだよ」

　そう呟くように言うと清照がフッと笑った。

「グッときたついでに、流されてくんねーかな？」

「何だよ、泣き落としでもすんのか？」

「いーよ。おまえが手に入るんだったら往来で大泣きしてやる」

「そりゃ、見物だな」

　クスと笑い、触れる唇と唇。このまま流されてしまってもいい、と思った。

　酔って正常な判断能力が鈍っている今なら、普段なら踏み越えられない境界線を飛び越えることなど、きっと何でもないことのような気がした。

「つか。キヨどっちだよ？」

「……何が」

「ヤるとき、どっち側なんだよ？　よく分かんねーけど、男同士だと、なんつーか……あんだろ？　上とか下とか。なんだっけ……」

　そう言うと、清照が驚いた顔をした。

　その手のことをネットで調べてはみたが、正直よく分からなかった。便利な世の中だと思う。人に聞けない大概の事はある程度ネットで調べられる。

「え……、ちょい、待て。何？　それって……」

「は?!　……流されてくれっつったの誰だよ？」

「いや。言ったけど……、え？　……ええっ?!」

　うろたえている清照の顔がやけに新鮮だった。

「そういう意味じゃねーんなら、今のナシな」

　清照を押しのけて起き上がろうとすると、身体を手のひらで押し返された。

「ややや。ナシはなしだって!!」

「は？　……どっちだよ」

「すんに決まってんだろ!!　俺が、どんだけおまえと……!!」

　珍しく顔を赤らめてムキになっている清照の必死さに笑いが漏れた。

「んじゃ、俺に抱かせろや」

　清照を見上げて言った。清照の目が大きく見開かれる。

「男抱くの初めてだから、やり方さっぱりわかんねーけど」

　そう言うと、清照がなんとも言い難い表情を浮かべた。

「鷹也さ、……マジ？」

「冗談でこんなこと言うかよ、アホが」

　答えが出ないなら、動いてみるしかない。

　何だってそうだ。人生には実際にやってみなければ分からないことのほうが多い。

「女抱くのとたいして変わんないと思うけど……。大丈夫、俺が教える」

　鷹也の肩に添えられた清照の手が震えていた。

「ここじゃヤりにくいからベッド行こうぜ」

　そう言ってソファから起き上がると顎で清照を寝室へ促した。

「……おまえ、急に変わり過ぎだろ」

「勢い大事だろ」

　どこかで誰かに言われたセリフ。素面しらふで親友を抱ける度胸はまだ今の鷹也にはない。




　寝室に入るなり、清照をベッドの上に座らせシャツを脱いだ。

「おまえも脱げよ」

　鷹也が言うと、清照も潔くティーシャツを脱ぎ捨てた。

「何か、アレだな。珍妙っつーか、なんつーか」

「……確かに」

　大の男が、今まさに裸でナニしようとしてるとかマジで笑えない。

「男同士でもムードとかいんの？」

　そう訊ねたのは酔っているとはいえ、何か話していないとこのどうしようもない空気に耐えられそうにないからだ。

「そりゃ、少しは……」

「それはおまえに任せるわー」

「はぁ？　丸投げ?!」

「だって分かんねーもん、俺」

「何が〝もん〟だ。かわい子ぶりやがって」

「んじゃ、おまえがかわい子ぶってみろや」

「はぁあ?!　そんなん無理だわ、女じゃあるまいし」

　そう言ってからお互い顔を見合わせて吹き出した。

「これ、無理あんだろー？　全然そういう雰囲気になんねーじゃん」

　鷹也の言葉に、清照の腕がすっと伸びて鷹也の胸の辺りに手のひらを添えた。

「……のわりにバクバクいってっけど？」

　鷹也も腕を伸ばして清照の胸に手のひらを添えた。清照の心臓の鼓動が異様に早い。緊張しているのは自分だけではないのだ。

「おまえもな」

　そう言ってお互いフッと笑うと同時に、どちらからともなく近づく顔と顔。鷹也が清照の顎に手を掛けて唇を寄せると、清照が鷹也の顔を両手で包み込んだ。

　チュ、と触れあう唇。男の唇は、やはりちょっとカサついていて、弾力に乏しい。

　それでも嫌だとは思わなかった。たぶん、それは清照だから。他の男に同じことをされたら、間違いなく吐き気をもよおす。

　そういえば、最初に清照にキスされたとき、あまりの衝撃の大きさに渾身の力でこいつを突き飛ばしたっけ。なんてことを思い出しながら、随分と気持ちに余裕ができてる今の自分に驚いた。

「……鷹也」

　キスの合間に清照が鷹也の名を呼ぶ。触れるだけのキスが次第に深いキスに変わって行くとともに、身体の中で熱い何かが高まって行く。

　口の端から漏れる水音。零れる声。

「……んっ、ぁ」

　清照の顔が、興奮で紅潮していくのが分かる。

　知らなかった。こんな顔をするやつだったなんて。

　キスを交わしながら、清照の胸に手を這わせた。脹らみのない平坦な胸。それなりに鍛えられた厚みはあるが柔らかさとは無縁の胸。存在意味があるのかどうかさえ分からない小さな突起を指で擦ると、清照の身体がビク、と震えた。

「これ、感じんの？」

　そう訊ねると、清照が真っ赤になった顔を腕をクロスさせて隠した。

「ちょおー、何だよ。隠すなって」

　その顔をもっと見たいと思い、清照の腕を掴むと、清照が必死でそれを拒む。

「おまえ、変わり過ぎだ。マジ……」

「そうか？」

「俺が仕掛けたときは、狼狽えてカワイかったのに」

「自分が仕掛けるのは案外楽しいもんだな」

　今までの恋愛は、男だからというのもあり、自分から仕掛けるのが当たり前だと思っていた。相手の女の子もどちらかといえば受け身で積極的なほうではなかったし、それが当然であったからこそ、逆の事をされた時の戸惑いも大きい。

「つか……冷めねぇの？」

　清照が恐る恐る訊ねた。

「んー？」

「ほら。どうみても男だろ、俺」

　清照が、チラと自分の身体に視線を移した。

「そうだな。……間違いなく男だ」

　清照の言わんとすることはなんとなく察知できた。敢えてそう言ったのは、鷹也の覚悟を確かめているのだろう。

　清照の手が、鷹也の下着の隙間から下腹部に伸びた。そのまま清照の温かな手のひらが鷹也を包み込む。今度は自身の身体がビク、と震えた。

「……触っていい？」

　そう訊ねた清照に、鷹也はクスと笑った。

「つか。すでに握ってんじゃねぇか……」

「そりゃ握るよ。好きなやつの、気持ちよくしてやりたいじゃん」

「抵抗感、半端ねーんだけど」

　付き合っていた女にさえ、滅多に握られたことはなかったのに、男に、まして親友にこんなことをされているなんて最早、悪夢としか言いようがない。

「手のひらも、男も女もたいして変わんねーだろ？」

「そりゃ、そうだけ………どっ！　……っあ、ちょっ、」

　一瞬変な声が出そうになって、慌てて口を押さえた。

「大丈夫。ちゃんとヤル気にはなってる」

　清照が嬉しそうに微笑んだ。

「……おまえの手技がやらし過ぎんだよ」

　何というか、今まで味わったことのないような高揚感。同じ男だからなのだろうか、清照の手は鷹也のココというポイントを見事についてくる。

「……ちょい、待て、マジ」

　次第に高められていく興奮とともに、清照の顔も更なる興奮によって紅潮していく。

「──キヨ、待て。これめちゃ辛れぇ」

「だな。待てよ、俺も準備すっから」

　何を、と訊ねるのは無粋なことだろう。この先のことは想像が精一杯で皆目見当もつかない。すべてを清照に任せるしかないのだ。

「鷹也、ちょい座って。俺、そこ跨る」

「──は？」

「少し重いけど我慢しろな」

　そう言った清照が下着をずらして鷹也の腿に跨った。

　まるで知らない顔。こんな欲に煽られた清照の顔を鷹也は知らない。

　そこからはもう訳が分からなくて、何がどうなったのか正直あまり覚えていない。鷹也を飲み込んだ清照の身体は、とても熱くて狭くて──。

　それより何より自分の身体の上で激しく乱れた清照の顔が、ずっと頭を離れなくて。そんな清照の姿と声に煽られるように無我夢中で親友を抱いた。
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　翌朝目覚めると、すでに清照が起きていて風呂場からシャワーの音が聞こえていた。

「……ふぁ、あ」

　鷹也は大きな欠伸をし、水を入れた電気ケトルを台にセットしてスイッチを押す。

「……」

　初めて男を抱いた。

　男、というより清照を、だ。清照でなければそういう気持ちにもなれなかっただろうし、清照でなければやはり無理だったのだと思う。

　越えることを恐れていた自身のモラルというラインを、酒に酔った勢いに任せて越えてみた。

　だからといって世界が劇的に変わるわけではなく、いつものように朝が来て、いつものように日常が始まる。

　越えてしまったラインは、こんなにも簡単に飛び越えられるものだったのかと少し拍子抜けしたような気持ちになった自分に驚いた。

「あれー？　鷹也。……あ、悪りぃ、シャワーの音で起こした？」

　少し乱暴に洗面所の引き戸が開いて清照がタオルで髪を拭きながらボクサーパンツ一枚でこちらにやってきた。掛けている眼鏡がうっすらと曇っている。

「いや。自然に目ぇ覚めた。コーヒー淹れるけど、飲むか？」

「おー、サンキュ。砂糖たっぷり入れてー」

「子供かよ」

　清照の裸を見て、ちょっとドキッとする自分にも驚く。清照の裸など今まで幾度となく見て来たというのに、今更どうなってんだって話だ。

　昨夜の清照は、言ってしまえばまるでどこか知らない男のようだった。

　──あんなふうに……いや。今、考えるのはやめよう。思い出すだけで自身の身体に今すぐにでもよからぬ変化が起こりそうな気がする。

　できるだけ平静を装ってコーヒーを淹れた。当の清照は、普段とさほど変わりなく鷹也の服を勝手に物色したあと、リビングに戻って来るとテレビをつけた。

　朝の情報番組では、ちょうどお天気お姉さんが各地の今日の天気を伝えている。

「俺、最近この子お気に入りなんだよねー」

「……何だっけ、ナントカ優香ちゃん？」

「可愛いよな。鷹也も好みだろ、こういう子」

「まぁ。嫌いじゃないな……」

　ごく普通の男同士の会話。

　昨夜自分たちの間にあった事など、つい忘れてしまいそうなほど自然な会話だ。

「ほら」

　淹れたてのコーヒーの入ったカップを手渡すと、清照が「おおサンキュ」と言ってそれを受け取った。

「おまえ、今日何時？」

　今日は土曜。鷹也は土日休みだが、清照は仕事だ。

「俺、十時」

「メシ、食ってくか？」

「や。いいわ。一回家帰るし」

「そか」

　なんというか、普通だ。清照は特に顔色を変えることもしない。

　こんなもん──、なのだろうか。本当は、身体は大丈夫かとか、聞きたいことはたくさんあったはずなのに、清照があまりにも〝普通〟でそこに触れていいのか分からずに結局言葉にはできなかった。




　コーヒーを飲み終えた清照が「ごっそさん」と言ってソファから立ち上がった。

「俺片すからそこ置いとけ」

「ん。じゃ、そろそろ出るわ」

　そう返事をした清照が手荷物を纏め、玄関へと移動し靴を履いた。

「行って来る」

「おー。頑張って働け」

「言われんでも働いてるっつーの」

　そう言ってニッと笑った顔は、いつもの清照の顔だった。

「ははっ」

　笑い返した鷹也に、清照が振り返った。そしていつになく真剣な表情で鷹也を見つめた。

「鷹也」

「ん？」

「昨日の……なかったことにしてもいいからな」

「──は?!」

「だから、昨日のアレは、なかったことにしてもいい」

　鷹也はそう言った清照の顔を凝視した。

「……何だよ、それ」

　思わず鷹也は清照の腕を掴んだ。清照はただ静かに言葉を続けた。

「一度寝たくらいでおまえとどうこうとか思ってない。酔って勢いでやっちまったけど、時間経って冷静になったら後悔するかもしんねーし、そんなんでおまえ縛るのヤだし。とにかく。忘れてもいいから……」

　そう言った清照は鷹也の手を振り切るようにして玄関を出て行った。

　静かに閉まるドア。

「──はぁ?!　……なんっ、」

　清照の言葉に、怒りに近い感情が湧きあがった。確かに昨夜は酔っていた。鷹也がその酔いを利用して清照と事に及んだのは否定しない。

　だが、決していいかげんな気持ちで行動に移したのではない。清照との関係にいい意味で変化をもたらせれば、と思ってのことだ。

〝──なかったことにしていいから〟

「アホか……何のために」

　そんな言葉を言わせたかったんじゃない──。鷹也はガンッと勢いよく玄関のドアを蹴りつけた。






８　隔靴掻痒









隔靴掻痒（かっかそうよう）……物事が思うようにいかずもどかしいこと




「お疲れ様ー。つか、藤倉まだ帰んないの？」

　午後六時の終業時間。先輩社員の氷川が鷹也のデスクを覗きこんだ。

「あ。氷川さん、お疲れです。……見積りまだで」

「岩田興産のヤツ？　新事務所のデスクとかほとんどウチに任せてくれてんだってな？」

「ありがたいんすけどね。金額が金額なんでだいぶ値切られてまして……」

「俺、ちょい見ようか？」

　そう言った氷川がサッと見積書に目を通した。

「ああ、このデスク、ホクヨのじゃないとダメなのか？　リオンのほうが掛け率アレだし融通利くんじゃ……」

　そう言われて改めて見積書を見直した。

「あー…、そっか。その手もありますよね」

「少しは、ヒントんなった？　ダメだぜ、頭堅くしてちゃ。臨機応変に考えないと」

「……ですね。つか、すいません、いつも」

「藤倉は真面目過ぎるとこあるからなー。まぁ、そこがいいトコなんだけど。とりあえず、頑張れよ。んじゃ、お先な」

「ありがとうございます」

　氷川が「なんのなんの」笑いながら鷹也の肩をポンと叩いて事務所を出て行った。氷川はとても面倒見がいい。手厳しいことも言うが、鷹也が心から頼れる先輩社員だ。

「うっし、やるか！」

　頬を軽く両手で叩いて気合いを入れ直した。プライベートで何が起ころうとも、仕事は手を抜かない。それが社会人としてあるべき姿。




　９月下旬、日に日に秋の気配が濃くなりつつある。リリリリリ……道端の草むらから聞こえる虫の声。日が沈むと急激に吹く風も冷たさを増す。

　部屋のベランダで風に当たりながら煙草に火をつけた。

〝なかったことにしてもいいから──〟

「アホかっつうの」

　清照はどこまで自分を抑え、鷹也の気持ちを優先するのだろう。ご丁寧にあんな言葉で鷹也の逃げ道まで用意して。

「本気で行くからとか捨て身の覚悟だとか言いやがったくせに、今更怖気づいてんじゃねぇよ……」

　清照の気持ちは痛いほどに感じる。その想いにほだされつつあるのも事実。

　清照とそうなったことを後悔しているわけじゃない。今まで考えたこともなくて「無理」だと思っていたことが「無理ではない」と分かった。

　もしかしたら、清照が望む付き合いができるようになるのかもしれない。

　けれど──。

「……くそ」

　まだそこまでの覚悟ができていない。男と付き合うということ──、しかも相手は清照だ。興味本位やただの遊びで付き合うのとはわけが違う。

　いわゆる〝普通の男〟が手にするであろう、将来結婚して家庭を持ってという〝ごく普通の幸せ〟をすべて捨てられる勇気が自分にあるのだろうか。

　何かを越えた、と思ってもまた次の越えなければいけない問題が次から次へと湧き上がるのかもしれない。

　そういうことも含め、清照を選ぶ、清照と共に生きる覚悟が自分にあるのか──？

「……マジ、分かんねぇ」

　煙草を咥えたまま、俯いてグシャグシャと頭を掻いた。

「いろいろいっぺんに考え過ぎなんかな……」

　そう言ってはみたものの、本来真面目な性格の鷹也は物事をいいかげんに扱うことが苦手だ。

　今は、まだよくても、いずれ考えなければならない時がやってくる。どんな時でも清照に対して不誠実なことだけはしたくない。

　そのためには、考える必要がある。

　自分の今。ある程度先を見据えたこれからの事。




　ピリリリリ……

　部屋の中でスマホが鳴った。鷹也は慌てて煙草を片手に、サンダルを脱ぎ捨て部屋に戻った。

「はい。もしもし」

『あ。藤倉、仕事終わったー？』

　その声に、鷹也は手にしたスマホを少しだけ耳から離した。このやたらテンションの高い声は南だ。

「おう、南か。どうした？」

『近くまで来てるんだ。ちょっと寄っていい？』

「……いいけど、珍しいな」

　南とは付き合いが長く、皆で飲むときなど部屋に来ることはあるが、彼女が一人で鷹也の部屋に寄るということは滅多にない。

『あと五分くらいで着くから』

「おう。車いつもんトコな？」

『りょうかーい！』

　そう言って彼女からの電話は切れた。
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「──で？　どうしたんだよ。あ、砂糖いるっけ？」

「あ、うん。大丈夫。ありがと」

　鷹也は淹れたてのコーヒーをソファに座る南の前に差し出した。南はカップを受け取り、コーヒーを一口飲んだ。

　鷹也は冷蔵庫からお茶を取り出してグラスに注ぐ。コポコポ、という小さな音が部屋に響いた。

　南がカップを両手で包み込むようにしながら、何か言いたげに鷹也を見た。

「……何だよ」

「あ、うん。まわりくどいの苦手だから、ズバッと聞くけど──、」

　そこで南が言葉を切った。鷹也はその隙に、南の対角の位置に腰を下ろした。

「キヨとさ、何かあった？」

「あ？」

　訝しげに南を見ると、彼女が慌てて胸の前で手をヒラヒラとさせた。

「あ。ごめん!!　無理に聞き出そうと思ってるわけじゃないから、言いたくないことなら言わなくてもいいんだけど……、今日キヨに会ったらなんか死にそうな顔してて」

　南の言葉に鷹也はテーブルの上に置いたグラスのお茶を飲んだ。

「今日さ、──えっとね。結局彼と相談した結果、キヨのホテルで式挙げようって話になってね？　ブライダルの人と話したついでに、キヨんとこちょっと寄ったのよ」

「うん」

「そしたら、何か様子が変で……。あのキヨが、よ？　藤倉と何かあったのかな、って。ごめん、ただのお節介なんだけど──」

　南がボソボソと話し出した。

「聞いても話してくんないからさ。よく分かんないんだけど……ボソッと〝取り返しつかないことしたのかも〟みたいな事言ってたのが気になって──」

　鷹也はそう言った南の言葉を黙って聞いていた。

〝取り返しのつかないこと〟って何だ。それは、あの夜の事を言っているのだろうか。清照は、もしかして自分とそうなった事を後悔しているのだろうか。

「……」

　南が心配そうに鷹也の顔を覗きこんだ。鷹也はンンッ、と喉を鳴らしてから、敢えて何でもないというように微笑んだ。

「いや。ちょっと……な。南が心配するようなことじゃねぇよ」

「……そぉなの？」

「なんか、難しくてな」

　そう言ってグラスに手を掛けた。

「俺がよかれ、と思ってやったことが……あいつに違う受け止められ方しちまったのかもしんねー」

　そう答えると南がカップを持ったまま鷹也を見つめた。

「藤倉はさ、その──。キヨのことどう思ってんの？」

「……俺？」

「うん。もちろん嫌いじゃない、ってのは分かるし。たぶん友達としてなら好きだよね？　あんたたちほど仲いい友達っての、そうそういるもんじゃないし」

　南が確認するかのようにゆっくりと言葉を発した。

「──そうだな。好きだよ、友達としてなら即答できるくらいに」

　鷹也の答えに南が安心したように小さく息を吐いた。

「だよね。──でも、考えるよね、いろいろ」

　南がまるで自分に言い聞かせるかのようにコクコク、と頷いた。

「ああ」

「私もさ、考えたんだー。前に藤倉から話聞いてから」

　そう言うと南がその間を繋ぐようにコーヒーを飲んだ。

「自分が、その立場だったら──って。友達にそんな告白されてさ、好きだって思えても、今まで自分の中にあった常識とかそういうの考えちゃうと受け入れられるもんなのかな……ってさ」

　そこで再び南が言葉を切り、鷹也はそんな南を見つめた。

「ほら、もううちらもそこそこの歳じゃない？　将来のこととか考えるし。普通の人がごく当たり前のように手に入れるであろう結婚とか、家庭とか、そういう将来のこととか……全部ひっくるめて考えなきゃなんないんだもんね。藤倉の戸惑いとか、いろいろ他人事じゃない気がしてさ」

　南は昔からこういうヤツだ。他人のことでもまるで自分のことのように真剣に考えてくれる。部の仲間からの信頼も厚く、彼らの相談事などにもよくのっていた。

「……おまえ、いい奴だな」

　そう言ってクスと笑うと南が眉を寄せた。

「今更ー?!」

「ははっ、そういうとこ好きだなーって思ってな」

「何の告白よー?!　そりゃ、私も藤倉好きだけどー」

　そう少し茶化すように答えた南が、真面目な顔をした。

「……それ。キヨにも言ってあげられるといいのにね」

　南が、穏やかな顔でふふと笑った。

「──だな」

　気持ちがないわけじゃない。もしかしたら、そうなれるかも……という可能性もゼロじゃない。

　けれど、鷹也にはまだそこまでの覚悟が出来ていない。





＊　　＊　　＊






「お疲れ様でしたー」

「お疲れですー」

　六時過ぎに残務処理を片付け、久しぶりに定時に仕事を終えた。事務所の社員たちが次々に退社していくその波に紛れ、職場を出た。

「藤倉くん！」

　後ろから名前を呼ばれて振り向くと、そこには花井涼子の姿。鷹也はそのまま立ち止って彼女が近づいてくるのを待った。

「お疲れさま。今日は早いね」

「ああ。久々かも、この時間に会社出んの」

　彼女とはあの一件以来、仕事絡みの会話を交わすだけだった。べつに避けていたわけではないが、あんなことがあった後ではやはり少し気まずいものだ。

　こうして話し掛けてくれるのも、きっと彼女なりの気遣い。たぶん鷹也に気を使わせまいとしているのだろう。

「……」

　とはいえ、やはり気まずい。鷹也が黙って歩き出すと、彼女が横に並んだ。

「最近、かなり涼しくなってきたね」

「……ああ、うん。確かに」

　ここで話題を膨らませるとか、気の利いた言葉でも言えればいいのだろうが、鷹也にそんな度量はない。

「この間、またあのバー行ったの。冬木さんと」

「ああ。そうなんだ？　俺もちょい前に行ったよ。……えっと、さ。前話した高校の時のバスケ部のマネージャーが今度結婚するんだ。そのお祝いなんだけど、そいつがあの店がいいって」

　何とか言葉を繋いだが、たどたどしいことこの上ない。

「へー？　お友達結婚するんだね、おめでとう」

　彼女が笑顔で言った。

「ああ。……うん、ありがと」

　こういうとき、どうしたらいいのだろう。あの時のことをきちんと謝ったほうがいい気もするが、わざわざ蒸し返すこともやはり躊躇われる。

　言葉を繋ぐことが難しくて、ただ黙って彼女の隣を歩いた。

「最近は、何か読んでる？」

　話題を振ってくれたのはまたしても彼女のほう。

「あー。ここんとこ忙しくて……。あ、でも北野さんの新刊は買ったよ。もしよければ先貸す？」

「えー？　いいよぉ、藤倉くん読んでからで。ゆっくり貸してもらうから」

「そんなこと言って、読むのいつも早いじゃん」

「──それは、」

　彼女が言葉を切った。何か言いにくそうにこちらを見る。

「ん？」

「話したかったからだよ、藤倉くんと。接点作ろうとしてただけ」

「──あ、」

　情けない。もっと何か気の利いた反応ができないものかと心底思う。

「藤倉くんのこと、いろいろ知りたかったの。話してみて楽しいって思ったし、それ以上に興味湧いたから。じゃなきゃ、二人きりで飲みに誘ったりしないよ？」

「……そっか」

　やはり彼女の言動は、気のせいや自惚れではなかったか。間の抜けた返事を返すと、彼女がフッと笑いながらそっと鷹也の腕に触れた。

「もぉー！　酷いなぁ、その気のない返事ー！」

「……そういうんじゃ、」

　言いかけて、その先を言い淀んだ。彼女には、それが気のない返事に聞こえた──その事実にハッとする。

　もし、清照とのことがなかったとしたならば、こんな最高のチャンスに気のない返事なんてしていなかったはずだ。

　見た目も好みで、性格も申し分なくて──惹かれる要素しかないような彼女を目の前に、今までの自分ならばこんな反応はありえない。

「私──、あの夜、嫌じゃなかったよ。藤倉くんとなら……そうなってもいいって思うくらいには藤倉くんのこと好き」

　彼女の真っ直ぐな告白に、鷹也は手のひらをギュッと握りしめた。

「──あのさ、花井さん」

　そう呼びかけた声が少しだけ上ずった。それから大きく息を吸い込んでから静かに言葉を発した。

「俺、嬉しかったよ。いろいろ話せたことも、飲みに誘ってくれたことも。もし、花井さんが俺のこと好きだったら──なんて考えて、心の中でちょっと浮かれたりもした。……けど、」

　彼女の好意を嬉しいと思ったのは事実。少し惹かれたのも事実。今までの自分ならば普通に好きになっていた。

　そうしてそんな事実を、きっとバカみたいに浮かれて清照に報告していた。

　あの時の清照の告白さえなければ、きっと。

「──けどっ！」

　もう一度言って、ふと見つめた彼女の顔が少しだけ曇った。

　けれどそのまま言葉を続けた。彼女の真っ直ぐな気持ちに対して、鷹也なりの誠意を見せる必要がある。

「俺、先に考えてやんなきゃなんないやつがいるんだ。そいつのこと大事に思ってて──でも、中途半端にしてて……」

　自分の気持ちさえ、測りかねているのにそれを言葉で上手く伝えることができない自身が何とももどかしい。

「そんな状態で、花井さんにあんなことしようとしたのはホント、申し訳ないって思ってる……」

　鷹也が上手く言えない苛立ちを誤魔化すようにガシガシと頭を掻くと、彼女が口を開いた。

「それでも、私は良かったよ？」

　彼女が鷹也を見つめて言った。

「──え？」

「藤倉くんが、その気もないのにああいう事できる人だなんて思ってない。真面目な人だもん。酔った勢いだとしても、私は嬉しかった」

　彼女が照れくさそうに顔を赤らめながら、けれどキッパリと言った。

　女の子に何を言わせているんだろう。こんなことを、女の子の口から言うのに一体どれだけの勇気がいるだろうか。

「……俺が、ダメなんだ」

　鷹也は彼女を真っ直ぐ見つめて言った。

「花井さんみたいな子のこと、曖昧な気持ちでどうこうしたくない」

　そう言ってから、改めて大きく息を吐き出した。こんなにいい子を傷付けたくはないし、汚したくもない。

「さっき大事なやつのこと中途半端にしてる、って言ったろ？　ちょっと前、そいつに好きだって言われて──。近くにい過ぎて、そいつのことそんなふうにみたことなくて……でもすげぇ、大事なやつで。どう応えてやりゃいいのかってずっと考えてはいたんだけど。なかなか答え出せなくて──」

　正直に言った。清照のことを。

　ただ、彼女の気持ちを考え、清照が男であることは伏せて。それ以外のことは正直に。

「……あいつのこと、まず一番に考えてやりたい」

　その結果、どんな未来が待ちうけていようとも。

「それが、まず俺が一番にやらなきゃいけない事なんだって思ってる」

　そう言うと、彼女が鷹也を見つめて少し切なげに微笑んだ。

「もー、藤倉くんてば鈍いんだから」

　彼女の目には、うっすらと涙が滲んでいる。

「それって。もう答え出てるようなもんじゃないかな？」

　そう言われて鷹也は彼女の顔を見つめた。

「……」

「どっちが先とか後とか関係なしに。優先したい、って思うほうが藤倉くんの心を占めてる人なんじゃないかなって……違う？」

　情けないことこの上ない。よりによって、自分に好意を寄せてくれている彼女に大事なことを指摘されるとは。
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　あれから、清照とは会っていない。南から清照が死にそうな顔してたなんて聞いたあと、心配になって連絡を入れてみたものの、仕事中でつかまらなかったり、ＬＩＮＥを入れても【仕事超絶忙しい】などといったそっけない返事が返って来るだけ。

　清照の仕事は、鷹也のような一般企業からは内情が読めない職種だ。それなりに繁忙期閑散期はあるだろうが、受ける案件によって忙しくなる時期も大変さもまちまちだ。

　もうかれこれ三週間。

　平均すると最低でも週に一度は会っている計算になる清照と〝会わない〟ということのほうに違和感を感じる。

　ベランダの手すりにもたれ、咥えた煙草を口から放し、ふぅと息を吐き出した。細く長い煙が次第に淡いピンク色から濃い藍色に変わる空に溶けていく。




　遠い昔、部活帰りにこんな空を眺めながら清照と話をしたことを思い出した。

　昔から、女の子たちに騒がれてモテるくせに、特定の彼女がいなかったことを不思議に思って清照に訊ねたことがある。

『何でおまえ、彼女作んねーの？　よりどりみどりじゃんか』

　すると、清照は笑いながら答えた。

『おまえといるほうが楽しーしな』

　あの時はその言葉の真意に気づきもせずに、気付かないままずっと清照を傷つけて来た。

　無自覚というのは、相手の気持ちを想い測ることができないぶん罪深い。

　フワ、と冷たい風が吹き、空の色が益々濃い藍色に変わる。

〝──なかったことにしてもいいから──〟

　想いを知ったところで結局、罪深いのではないだろうか。自分はまた無意識に清照を傷つけているのだろうか。

「つうか、なんであいつ俺が好きなんだろ……」

　社交的な清照と違って、どちらかと言えば人見知りの自分。常に周りに人が溢れ賑やかな清照に対し、一人でいることも苦ではない自分。

　タイプは正反対。けれど、なぜか気があった。一緒にいるのがラクで、自然と隣にいるようになった。

　考えてみれば、いつも頼ってばかりだった。清照の優しさや面倒見の良さに甘え、いつの間にか本当の意味で心を開けるのは清照だけになっていた。

　小さく溜息をついて、煙草の先に積もる灰を見つめた。その長くなった灰が、風が吹いた勢いでポロとベランダのコンクリートの上に落ちた。

「ダセーとこしか見せてないのにな……」

　自分のどこに、清照に好きになってもらえるような要素があったのだろう。
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「藤倉ー！」

　昼に一度社に戻った際、事務所内で氷川に呼び止められ振り向いた。昼過ぎだというのに、珍しく事務の女性社員たちが電話対応に追われている。

「あ、氷川さん。お疲れです」

「おつかれー。急なんだけどさ、おまえ明日の夜なんか予定ある？」

　氷川にこういった予定を聞かれる時には仕事がらみの何かがあるときだ。面倒な事ではなければいいなと思いながらも、返事をした。

「いや。特にないっすけど……何か？」

　そう答えると氷川が「うしっ！」と小さなガッツポーズをした。

「ちょい、付き合ってくんねー？」

「……どこにですか？」

「プリンスホテルのパーティー」

「──は？」

　そう答えながら、一瞬違うことを考えわずかな期待を募らせる。そのホテルは清照の勤務先である。

「明日さ、神尾建設さんの創立記念何周年？　とにかくパーティーあるらしいんだわ。今日ちょっと寄ったらちょうどその話してるとこで、古田部長に『氷川くんもよかったらおいでよー』なんつって言われてさ。断んのもナンだし『俺なんかいいんすかー』なんて返事したものの一人じゃちょっとさ……」

「はぁ」

　神尾建設は取引先の建設会社。とてもアットホームな社風で、特に古田部長に同じ年頃の息子がいるということで、一取引先の若手社員である鷹也たちにも良くしてくれている。

　実際、鷹也自身もいろいろと気に掛けてもらっていた。

「おまえ、まえ神尾建設行ってたろ？　藤倉元気かー？　なんていまだに聞かれるぜ。二川課長も顔出すって言ってたけど、あの人確か明日東京だったろ？」

　なるほど。それで鷹也に白羽の矢が立ったいうわけだ。確かに勝手のよく分からない場所に一人で向かうのは心許ない。

「……そういうことなら」

「サンキュ！　助かるわー！」

　氷川が鷹也を拝むように顔の前で両手を合わせた。

「なんか、大規模なパーティーらしいから、ちょっと顔出して古田さんに挨拶したら引き上げようかとは思ってんだけど」

「分かりました」

「とりあえず、七時な。六時キッカリに終わってここ出ればいい時間に着けるだろ」

「ですね」

　氷川の頼みをきいたのはもちろん仕事だから。ただそれ以上に、その会場が清照の職場であるという事が鷹也の心を突き動かした。

　ホテルでの大規模なパーティーといえば、宴会場で行われるのが常。もしかしたら、その宴会で働く清照に会えるかもしれない、などと考えるあたり自分自身の気持ちの変化にも戸惑った。

　会えるのが当たり前、傍にいるのが当たり前。そう思っていた。

　実際は、どちらかがその努力をしなければ会うことも声を聞くことさえも難しいという現実。清照が今までどれだけの努力をして、縁を繋いでくれていたかということを思い知る。




　翌日、神尾建設の創立記念パーティーに顔を出した氷川と鷹也は、人混みの中で溜息をついた。

「つか、誰が誰やらだよ」

「……本当ですね」

　ホテルで一番大きな宴会場を貸し切っての大規模な立食形式のパーティー。下請の会社や取引先らしい人物も大勢いて、最も早はやお目当ての古田部長さえも探し出すことが困難な有様だった。

「とりあえず、早いトコ古田さん探して挨拶したいとこだな」

　そう言った氷川の言葉に大きく頷いて、鷹也は会場内を見渡した。会場のバーカウンターの辺りに、以前担当していた頃の見知った女性事務員を見つけた。

「氷川さん、あれ。富岡さんじゃないすか？」

「あ、本当だ。あの人なら古田さんどこにいるか知ってそうだな」

　人混みの間を縫うようにしてバーカウンターに向かうと、そこでワイングラスを受け取ったばかりの彼女に氷川が声を掛けた。

「こんばんは、富岡さん。いつもお世話になってます」

「あらー？　氷川くんじゃない。あらま、藤倉くんも！　久しぶりねぇー！　オリオン事務機のイケメンツートップじゃない」

　イケメンでは、確実にないが。鷹也はそれを曖昧な表情で聞き流して挨拶をした。

「ご無沙汰しております。お元気ですか」

「相変わらずよぉー！」

「あの、富岡さん。今日、古田さんは……」

　氷川が訊ねると、彼女が会場内を見渡した。

「さっきねぇー、社長とステージのほうにいたんだけど……。あ！　いた。あそこあそこ!!」

　彼女が指さした先に古田部長の姿を見つけた。しかもちょうど、社長の姿はなく、普段顔を合わせてる事務員たちと話をしているところだ。

「ありがとうございます！　それじゃ、失礼します」

　氷川と共に彼女に礼を言って、そそくさとその場を去った。




「……ふぅ。とりあえずミッション完了、ってとこだな」

　古田部長に挨拶も済ませ、会場内でドリンクをサービスして回るスタッフからビールの入ったグラスを受け取った。それから改めて会場内を動き回るホテルのスタッフたちに目を向けた。

　確かではないが、さっき清照に似たスタッフを見たような気がする。

「せっかくなんで、何かつまみますか？　俺、取ってきますよ」

「おお。サンキュ」

　鷹也は会場の中央にある料理カウンターに移動し、適当な料理を何品か皿に取って氷川の元へと戻った。

「うぉ、豪華ー!!」

　氷川が皿の上の料理を見て目を丸くする。

「腹減ってたんで、けっこう盛ってきちゃいましたよ」

「ははっ。空きっ腹だとついなー」

　その時、氷川のスマホが鳴った。

「あ。課長だわ。着いたのかも」

　氷川が「悪い、抜けるわ」とジャスチャーで鷹也に合図をして会場を出て行った。

　そんな氷川を見送りながら会場の中を見渡す。ちょうど会場の隅の出入り口付近で客と思われる女性と何やら話をしている清照の姿を見つけた。

「あ」

　普段とは全く違う姿。いつも掛けている眼鏡はない。長めの前髪は整髪料で整えられ後ろにすべて流してあり、黒のタキシードを完璧に着こなしている。

　手のひらを上に向け、女性を会場の外へと案内していく。館内の施設の場所でも聞かれていたのだろうか、ドアを開けて女性の案内を終えるとすぐに会場に戻って来た。

「──カッコいいな、あいつ」

　改めて見ると、本当に容姿端麗。歩く姿、立ち居振る舞いまでも凛としていて品がある。

　声を掛けようかとも思ったが、清照は忙しそうに宴会場の中を歩き回り、その都度お客に声を掛けられその対応に追われていた。

「……忙しそうだな」

　気づけ、とばかりに敢えて意志を込めた視線を送ったが、結局清照が鷹也に気づくことはなかった。

　当たり前だ。これだけの人混みの中、しかも鷹也がここにいることを知る由もない清照がその存在に気づくはずもない。

「気づけ、バーカ」

　ボソ、と呟いた。清照の視線が自分に向かないことがこれほどまでに腹立たしいと思ったことがいまだかつてあっただろうか。

　胸の奥に立つさざ波のようなザワザワとした感情。このざわつきの正体が何かなんて本当はとっくに気付き始めている。

「藤倉、お待たせ」

　電話で席を外していた氷川が戻って来た。

「あ、課長は？」

「いま、あっちの社長と古田さんと話しこんでる」

「戻って来ちゃっていーんすか？」

「や。なんか、オッサン同士で盛り上がってるし」

「ははっ」

　中年同士の盛り上がり。さぞかし賑やかなことだろう。

「藤倉、どうする？　俺、課長帰るまで付き合うけど。つか、立場的に担当の俺がさっさと帰んのもなー」

　氷川が苦笑いをしながら頭を掻いた。

「ですね」

「おまえ、もしアレならいいぞ？　無理矢理付き合わせちまったし」

「じゃあ……俺はもう少し飲んだら帰ります」

「せっかくだしな。食いたいもん食ってから帰んないとな」

　氷川がニッと微笑んだ。




　結局、一時間ほどで鷹也は会場を後にした。大宴会場を出てすぐのところにあるトイレから出て来ると、そこから少し先の廊下に立つ清照の姿が視界に入った。

　宴会場の料理も全て出尽くし、会場内はすでに落ち着いていた。会場内をしきりに動き回っていたスタッフたちもごく少数に減り、清照も例にもれず職場の同僚らしき女性とにこやかに何か話をしている。

　時折、厳しい顔をして会場内の動向を外から見守っている様は決して仕事に手を抜いている感じはない。

　清照が、話をしていたスタッフの女性の頭にポン、と手のひらをのせた。相手の女性がにわかに頬を染める。

「……」

　清照は、誰にでも気安いところがある。あんなのは見慣れた光景のはずなのに、鷹也の胸がチリと痛む。

「──アホらしい」

　胸が痛いとか、何だよ。

　これじゃまるで……、そこまで考えて自らの思いにハッとした。

　その思いに戸惑い、慌てて清照のいるほうに背を向けて歩き出した。

　途中、清照に名を呼ばれたような気がしたが、それを無視して歩き続けた。気のせいだ。清照の立っていたところからは随分と距離があったし、後ろ姿の鷹也に気づくはずもない。

　長い廊下を歩いて、ロビーへと抜ける階段を下りる途中で、

「鷹也！」

　上から清照の声が聞こえ、顔を上げた。周りにいた客たちが清照の声に動きを止め、清照は思わず上げてしまった自分の声の大きさに、一瞬しまった……という顔をしたものの、息を切らしながら慌てて階段を駆け下りて来た。

「何してんの?!」

　清照が驚いた顔で鷹也を見つめた。

「おまえがいま担当してる宴会、うちの取引先のなんだよ。……ちょっと顔出してきたとこ」

　そう答えると、清照が大きく息を吐いた。

「何でいんの知ってて声掛けないんだよ」

「仕事中だからに決まってんだろ。なんか忙しそうにしてたし」

「……にしたってさ」

　清照が何か言いかけたが、ハッとしたようにタキシードの袖口をめくり腕時計を確認した。

「早く、戻れよ。仕事中だろーが」

　つい、口調が荒くなった。きっとさっき感じたモヤモヤを未だ胸の奥に閉じ込めたままだからだ。

「仕事、忙しいんだろ。早く戻れって。ここんとこ顔見てなかったけど、思ったよか元気そうで安心したわ。……じゃあな」

　そう言うと鷹也は敢えて清照を見ずにヒラヒラと手を振って階段を下り切った。

「鷹也!!」

　頭上で清照の声が響いたが、鷹也は振り返りはしなかった。




　ホテルを出てベルマンの前を通過すると、勢いで停まっていたタクシーに乗り込んだ。バタン、とドアが閉まってからハッとする。

「……」

　鷹也のアパートはホテルから徒歩十分程度。タクシーを使うほどの距離ではない。

　──どんだけ動揺してんだっての。

　心の中で呟いて大きく息を吐いた。

「どちらまで？」

　タクシーの運転手が訊ねた。

「……近くて悪いんですが、」

　鷹也はそう前置きをして行き先を告げ、シートにもたれて目を閉じた。




　アパートの部屋に着いて靴を脱ぐと、鷹也はそのままリビングに向かい電気も点けずにソファに倒れ込んだ。

「……なーにやってんだ、俺」

　清照はただ仕事をしていただけ。女性スタッフの頭に触れたのも、清照にとってはたぶんたいして意味のないスキンシップ。

「……分かってんだよ、んなこたぁ」

　分かっているのに、胸の奥のモヤモヤがおさまらない。

「──これ、やべぇな」

　いよいよ自覚しなければならないのかもしれない。自分の胸の奥に芽生えつつあるその気持ちに。

　鷹也はソファに倒れ込んだまま目を閉じた。目を閉じると瞼に浮かぶのは、清照の顔。さっき見たタキシード姿、妙にキマッていたな、などと思い出してはそのこっ恥ずかしい思考に辟易する。

「ほんと、シャレになんねー……」

　いつの間にか、芽吹いた想い。

「これじゃあまるで、俺がキヨを好きみてぇじゃねーかよ」

　そう呟いた声が、音のない真っ暗な部屋に響いて消えた。

　そうなれたらいい。

　そう思っていたことが現実に近づいているのに、素直に認められないのは、得体のしれない怖さから。

「キヨ……」

　好きだと言われて、自分の気持ちも次第にそれに近づいて。

　身体を繋げて、そういうことさえ受け入れられることが分かっているのに。

　友達、から一歩踏み出してしまったばっかりに、ただ、会いたいんだ、って簡単な言葉がどうして言えなくなってしまうのだろう。






９　一日三秋









一日三秋（いちじつさんしゅう）……思慕の情が非常に強いこと




　思えば、今まで付き合った彼女に自分のほうから「会いたい」と言ったことはなかった。

　もちろん、相手の事は好きだったし、大事にしていたつもりだが、心のどこかで自分の気持ちを押し付けてしまうことを格好悪いことのように感じていた。

　あの日、わざわざあのホテルに行ったのは清照に会える可能性があるかも、と思ったから。

　それはすなわち、自分が清照に会いたかったという極めてシンプルな理由だ。

　久しぶりに何の予定もない休日。ベランダに布団を干しながら、ぼんやりと空を見上げた。日差しはすっかり秋めいて、天気のいい日は外にいるほうが過ごしやすい。

　先ほどまで寝ていて、つい今しがた起きたところだ。太陽はすでに一番高い場所にきている。

「腹減った」

　そう呟いて部屋に戻ると、キッチンに行き冷蔵庫を開けた。

「……は、」

　見事に空っぽ。残り一本となった缶ビールと干乾びつつある酒のつまみが片隅に残っている程度だ。

「あとで買い物でも行くか」

　バタン、と冷蔵庫の扉を閉め、電気ケトルに腕を伸ばした。

　少し固まりかけたインスタントコーヒーをスプーンですくってカップに入れ、すぐにお湯を注ぐと香ばしい香りが立ち上る。

　かれこれ一カ月ほど清照に会えていない。

　いつ休みかと、連絡を入れるもことごとく返事がない。仕事中の清照をつかまえるのは極めて難しいため、それなりに掴まりそうな時間帯を選んで電話をかけているが相変わらず連絡がつかないのだ。

「シカトとはいい度胸だっつーの……」

　あのパーティーの夜、声を掛けなかったことを咎とがめるような事を言ったくせに、鷹也の連絡に返事もなしとは、どちらが酷いのかという話だ。

　業を煮やして清照の部屋の前で帰りを待ったりもしてみたが、マンションのドアの前で人を待つというのは、一度や二度ならまだしもさすがに近隣住民に不審がられることに気づき断念した。

　ここまで来ると避けられているのでは？　と思う。本来清照はマメなほうだし、鷹也が何かしら連絡を入れれば折り返し連絡がくるのが常だった。

「……どうなってんだよ、マジ」

　何かしたかと考えてみるも、最後にまともに会ったのが、あの身体を重ねた夜。これが拒絶かと思うとさすがにヘコむ。

〝──なかったことにしても、いいから〟

　清照に言われた言葉が何度も何度も頭をめぐる。

　なかったことになんて出来るわけがない。少なくとも鷹也の心の中では。

　食べ終えた夕食を片付けて、ソファに寝転がり天井を見上げた。

「キヨの、アホ……クソ、ボケ……」

　まるで子供の喧嘩のような陳腐な言葉を並べて、清照に精一杯の悪態をつく。拳を高く上げてから、ゆっくりと腕を降ろし、自らの額の上に置いた。

「……会いてぇ、」

　知らなかった。会えない時間にも想いが育つということ。

「……とか、アホかよ!!」

　半ば逆切れのように静かな部屋ひとり乱暴な声を発した。

　と、その時。

　ピリリリリ……と、テーブルの上のスマホが震え、鷹也はその音に反応して勢いよく起き上がった。乱暴にスマホを掴むと、その画面には久しぶりに表示される清照の名前。瞬間、心臓がドクンと跳ねた。

「──もしもし」

　慌てて電話を取ったことを悟られないよう、努めて落ち着いた声を発した。次の瞬間電話の向こうでゴトという重く鈍い音と、バサバサ……と何か物が落ちる音がした。

『……ぁ、…やべぇ……』

「もしもし、キヨ？　……何やってんだ？　久しぶりに電話掛けて来たと思ったら……。つか、今の音なんだよ？」

　少し恨みがましい言葉だったか、と一瞬思ったがこの際どうでもいい。

『あ──、鷹也？』

「はぁ？　何言って……誰だと思って電話掛けてんだよ」

『……ははっ、鷹也だ』

「は?!」

　少し様子が変なのは気のせいだろうか。電話越しの声がいつもより渇いて聞こえる上に、さっきから会話が成り立っていない。

「おい、キヨ?!」

『……ゴホッ、ゴホゴホ、…おぇっ、あ、』

　耳元で聞こえた盛大な咳と、えづきに鷹也はほんの少しだけスマホを耳から離した。

「──どうした、風邪でもひいてんのか？」

『……ゴホン、ゴホゴホゴホッ、ゲェ……』

　返事の代わりに聞こえる苦しそうな咳。どうやら体調が悪いのは間違いないらしい。

『鷹也……頭痛てぇ。……超しんどい』

「──熱は？」

『……ある』

　渇いた声で清照が答えた。

「分かった。すぐそっち行くからとりあえず布団入って寝てろ！」

　鷹也は乱暴に電話を切って上着を羽織ると、財布と車のキーだけをポケットに突っ込んで慌てて部屋を飛び出した。

　滅多に乗ることのない車のエンジンを掛け、近所のドラッグストアの駐車場に車を停めた。風邪薬やスポーツドリンク、口当たりのよさそうな食べ物を適当にカゴに放り込みながら、小さく息を吐いた。

　久しぶりに連絡してきたと思ったら、風邪ひいてるとか何だよ。心の中で呟いた。

「……」

　そういえば、清照は二年ごとのサイクルで大きな風邪をひいている。なんてどうでもいいようなことを思い出した。

　基本タフなのだが、ああいうサービス業というのは勤務時間も不規則な上に、拘束時間も長い。疲れが溜まって体調を崩すタイミングがたまたまそんなサイクルを生み出しているのだろう。

　忙しくて連絡できなかったというのは案外、嘘ではないのかもしれない。

「……はぁ、」

　これじゃ、連絡してこなかったことを責められやしない。体調崩して弱った清照を責め立てるほど鷹也も鬼畜ではないつもりだ。





＊　　＊　　＊






　清照の部屋の前に着くと小窓から明りが漏れていた。鷹也はほっとしてドアノブに手を掛けた。鍵が掛かっているかとも思ったが、軽く引くとドアが開いたので、そのまま黙って部屋に上がり込んだ。

「キヨー？」

　そういえば、清照の住むこの部屋の中に入るのは久しぶりだ。清照の部屋に比べると鷹也の部屋の方が少し広い上、交通の便もいいことから清照が鷹也の部屋を訪れることのほうが圧倒的に多い。

　入ってすぐのところにあるキッチンのシンクには、カップ麺の容器や使いっ放しのグラスがそのままになっている。

　キッチンの反対側にある洗面所には、溜まった洗濯物が山積み。

「……荒れ放題だな」

　そう呟いて、キッチンのカウンターの上にドラッグストアのビニール袋を置いた。

「キヨー？」

　小さく声を掛けながら擦りガラスの引き戸を開けて部屋を覗くと、ベッドには確かに清照の気配。布団が人ひと形がたに盛り上がっている。

　寝ているのだろうかとそっと近づくと、ゴホッ、ゴホッという激しい咳とともに布団が動いた。

「……大丈夫か？」

　トントン、と肩の辺りを手のひらで叩くと清照がゴロンと寝がえりを打って布団から半分だけ顔を出した。

「……れ？　鷹也……？」

　そう答えた声は、なぜか少し驚きを含んでいてマスクをしているせいもあるがさっき電話で聞いた声よりさらに掠れて聞こえた。

「何で……？」

「何でじゃねーよ。おまえが呼んだんだろうが」

　そう答えると、ああ……とそれを思い出したかのように小さく頷いた。余程身体が辛かったのだろう。鷹也に電話を寄越したことすらうろ覚えのようだ。

　熱があるせいだろう、目のまわりが少し赤くなってまるで泣いているかのように見える。

「ポカリ買ってきた。飲むか？」

　そう訊ねると正気のない目をした清照が頷いた。

「熱何度？」

「……三十九度越えてる」

「は、マジか!!」

　鷹也は思わず清照の顔を凝視した。そりゃ、正気もなくなるわけだ。

「……やべぇ、俺死んじゃうかもな」

「死ぬかよ、アホが」

　呆れながら清照の額に手を添えると、確かに熱い。だが、軽口を叩ける程度の元気は残っていることにほっとしてその手を離した。

「薬買ってきた。飯は……？」

　そう訊ねると、清照がフルフルと首を横に振った。

「……さすがに食えねーか」

　この高熱だ。食欲など湧くはずもない。そう納得してドラッグストアで買ってきたゼリー飲料の口を開けて、清照に差し出した。

「一口だけでもいいから飲め。薬飲むなら腹ん中、少しでも入ってたほうがいいだろ」

「ん」

　清照がそれを受け取って、していたマスクを外した。

「少し起きるか？」

「うん」

　鷹也はベッドの傍らから、起き上がろうとする清照の身体を支えた。

「……うえ。頭グワンってする」

「それだけ熱ありゃ当然だわ。とにかく薬飲んで寝ろ」

「うん」

　そう返事をした清照がゼリー飲料を半分ほど飲んで鷹也に返して寄越した。それ受け取りキャップを閉めると、今度は用意しておいた薬を清照に手渡し、水の入ったペットボトルの口を捻る。

「……悪いな」

　そう言って力なく笑った清照に

「慣れてるよ」

　と、笑い返した。

　聞きたいこと、言いたいことはたくさんあったはずなのに、そんなことはどうでもよくなった。何かあったら清照はこうして自分を頼ってくれる。ただそれだけのことが妙に嬉しかった。そんなことを思ったのは初めてのことだった。

　永遠なんてない。人と人の繋がりなんて、努力を怠ればあっけなく途切れてしまう。

　清照が繋いでくれていた縁にずっと甘えっぱなしでいた事実に、鷹也はもう気づいている。

「明日仕事か？」

　そう訊ねると清照は首を振った。

「タイミングいいな」

「……だろ？」

　清照が再びマスクをつけ身体を倒し、鷹也はそのうえに少し乱暴に布団を掛けた。頭の上まで布団を掛けられた清照が少し不服そうに顔を出し言った。

「優しくしろや」

「してんだろ、充分」

　鷹也がニッと笑いかけると清照もやつれた笑顔を返した。

　タイミングがいいんじゃない。清照の事だ、たとえ数日前から体調が良くなかったとしてもきっと今日まで必死で持ちこたえたのだろう。鷹也の知っている限り、清照が仕事に穴をあけたことはない。

「ゆっくり寝ろ」

　そう言ってベッドから離れようとすると、清照が咄嗟に鷹也の手首を掴んだ。

「……もうちょいいて」

「何甘えてんだよ、子供かっての」

「……ははっ、」

　掴まれた手が熱い。その熱が、そこに確かにいる清照の存在をより強く実感させる。

「……会いたかっ……」

　まるで無意識の言葉のように呟いた清照が静かに目を閉じた。その言葉に胸の奥から込み上げる熱い感情。

「……っ、」

　ああ、そうだ。この感情の正体に鷹也はもう気づいている。

　清照の瞼がピクピクと動き、やがて鷹也を掴んだままの手からゆるゆると力が抜けていった。

「……も、だよ」

　そう小さく返事をして清照の手を布団の中へしまい、汗で張り付いた額の髪を指でかき分ける。額の汗をタオルで拭い、清照を起こさないようにその額に冷却シートをそっと貼り付けた。

　乱雑だった部屋を簡単に片付けたあと、静かな寝息を立てて清照が眠る姿を見つめた。規則正しく上下する布団。そっと手を伸ばして清照の額に触れた。

　つい三十分ほど前に貼り付けたばかりの冷却シートがすでに生ぬるくなっている。

　ゲホッ、ゲホッ、ゲホゲホ……。時折眉間に皺を寄せ、咳込んではまた眠るの繰り返し。

「……辛そうだな」

　傍にいてやることはできても、何かできるわけじゃない。それでも一人にするよりはマシだ。

　思えば、自分が風邪を引いた時も清照が必ず傍にいてくれた。どんなに仕事が忙しかろうが、遅くなろうが必ず。

　ちょっとウザイくらいに世話を焼いてくれて──、でもそんな清照の存在に妙に安心することを思い出した。

　──俺も、おまえにとってそうなれてるのか？

　心の中で清照の寝顔に問いかけた。

　ゲホッ、ゲホゲホ……ゲホッ、ゲホ。静かな部屋の中に清照の咳だけが響いている。




　モゾ、とふいに頭が揺り動かされたことで鷹也は目を開けた。

「……ん、」

　ハッと顔を上げると、清照がベッドの上で身体を起こして鷹也を見下ろしていた。どうやら付き添っているうちにベッドにもたれ眠ってしまったようだ。

「悪い、起こした？」

「や。こっちこそ、悪りぃ。知らんうちに寝てた……。つか、おまえまだ寝てろや」

「や……うん。だいぶ汗かいたから着替えようかと」

　そう言って眼鏡を掛け、立ち上がろうとした清照の身体を鷹也は慌てて腕で制した。

「だーっ!!　寝てろ、っつってんだよ。着替え持って来てやるし」

「や。便所も行きてぇの──」

　そう言いかけた清照の言葉に「あ、そ」とその手を引っ込めた。

「しゃあないな。さすがに便所は代わってやれねぇ」

「だろ？」

　眼鏡のブリッジを押さえ、ニッと笑い返した清照の顔色がさっきより良くなっていることにほっと胸を撫で下ろした。

「ほれ。着替え。早くそれ脱げや」

　トイレから戻って来た清照に用意しておいた着替えを乱暴に投げつけた。清照がそれを片手でキャッチし、少し恨めしそうな視線を投げる。

「だーかーらー。手荒いっての。いろいろ雑なんだよ、雑！」

「うるせー。文句言うな」

　眠る前に比べると、随分口調もしっかりしているし文句をいう余裕すら出て来たようだ。清照が脱いだシャツをヒョイと投げて寄越したのを、鷹也は黙ってキャッチした。

「ん」

「今度は何？」

「熱測れ。んで、そこ座れ」

　ズイ、と体温計を差し出すと清照が黙ってそれを受け取り言われた通りにベッドに座った。清照がトイレに行っている間に準備しておいた熱い濡れタオルを片手に清照の前に立つと、それを顔面に押し付けた。

「……ぶっ、な？」

「汗拭くなら濡れタオルのほうがスッキリすんだろ」

　汗でべたついた顔を乱暴に拭くと、幾分すっきりとした清照の顔が覗く。そのままタオルで首や肩を拭いてやると、ちょうど脇に挟んだ体温計がピピピ、と音を立てた。

「お。三十八度五分」

「少し下がったな。さすがに薬効いてんのか」

「確かにさっきよりだいぶラク」

　その言葉にほっとして、そのままタオルを清照の身体に滑らせると、清照が「ちょい待てや」と鷹也の腕を掴んだ。

「何ナチュラルに人の身体拭いてんの」

「は？　ついでだろ、ついで」

「や。おかしいだろ、これ。自分でやるし」

　そう言ってタオルを取り上げようとした清照の動きを読み、鷹也は清照の手を上手くかわした。

「……勘弁しろよ。……こういうの、なんつーかさ、」

　清照がガシガシと頭を掻きながら俯いた。言いたいことは分からなくもない。

　鷹也自身もこうしていることに照れ臭さとかそういう感情がないわけじゃない。むしろ、照れくさ過ぎて逃げ出したいくらいだ。

　清照の表情はあまり分からない。マスクをつけているせいでその表情が読み取りにくい。

「……特別サービスだよ。しんどいときくらい、甘えさせてやる」

「なんだ、それ。さっきは甘えんなとか言ったくせにさー」

「忘れたわ、そんなん」

　タオルを滑らせた清照の背中に、小さな鳥肌が立った。さっきまで熱かったタオルが冷めかけている。

「寒いか？　こんなもんでいいか、服着ろや」

　ベシ、と肩を思いきりを叩くと清照が顔を歪めて鷹也を見上げた。

「だから、雑だって！　俺、病人。もっと優しく扱ってくんねー？」

「十分優しくしてやってるつもりだけどな」

　そう言って笑うと、清照が鷹也をじっと見つめた。

「──確かに優しいよ。今日は気味が悪いほどに」

「はぁ？　気味悪いとか、失礼だなおまえ」

「優しくされると嬉しいけど、なんか……辛れぇ」

　そうボソ、と呟いた清照の言葉に鷹也は何と答えていいのか分からず黙り込んだ。

「──アホか。なんで辛いんだよ」

　向き合おうとして。受け入れようとして。何とかして清照の気持ちに応えてやれないだろうかと思い悩んで、事に及んだ結果〝忘れてもいいから──〟などと、すべてをなかったことにされそうになったこちらの気持ちなど考えもしないくせに。

　いや。そうじゃないのは分かってる。こんなのは言いがかりだ。あの言葉は、清照が精一杯鷹也を思いやって言った言葉。

　縛られることはない。よく考えろと、鷹也が何をどう選ぶか……その選択肢を残しておいてくれただけのこと。それは清照の優しさだ。

「──キヨ」

　そう呼びかけると、清照が黙ったままベッドの上に放り投げられた着替えのシャツに袖を通した。

「キヨ」

「……んだよ」

　清照がベッドに座ったまま鷹也を見上げた。

「〝忘れてもいい〟なんて言うなよ……」

　そうボソリと言うと清照の目元がピク、と動いた。

「そんなこと言わせるために、おまえとあんなことしたんじゃねーっての」

　鷹也の言葉に清照の目が大きく見開かれて、そのまま真っ直ぐな視線がぶつかる。ここで誤魔化して逃げてはいけないと思った。どんなにまとまらない言葉でも、清照に伝えなければいけないことがある。

　小さく息を吐き出してから、言葉を発した。

「……すんげー先の事とか、よくわかんねーけど。何年経ってもおまえが傍にいてくれんの、……俺も望んでんだよ」

　ただ、傍にいて欲しい。傍にいたい。

　この感情が何なのか。言葉にするのは難しい。

　愛なのか、恋なのか、それとも友情なのか。どこに分類すべきかは分からない。

「ただ──、傍にいてくれってんじゃダメか？」

　いつか時が来たら、この気持ちをきちんとどこかのカテゴリーに分類することが出来るようになるのだろうか。それすらよく分からないが、望んでいることはただひとつ。

「おまえのこと、大事に思ってんだよ。しばらく顔見れねぇとアホみてーに寂しいし、会えねーのはキツイ」

　そうぶっきらぼうに言うと、清照が少し驚いた顔をしてからフッと表情を緩めた。

「それ。友達と変わんねーじゃん、結局」

「──だから！」

　自分の中でもまだとっ散らかっている気持ちを相手に上手く伝えようなどということがどれだけ難儀なことか思い知る。

「あ──、クソっ!!　なんて言やぁいいんだよ!!」

　もどかしさから、グシャグシャと髪を掻いた。

　友達、だけどそれだけじゃない。それ以上。けれど、それを言葉で括るのは難しい。

「……鷹也」

　清照が目元を赤くしたまま不安そうに鷹也を見上げている。

　そうだ、まだ熱があるんだったこいつ。そんなことを急に思い出して、体調の悪い病人相手に何をモダモダしているのだと自己嫌悪に陥る。

「いいよ、無理することねーって」

　清照が笑いながら言った。でもその顔はどことなく辛そうで明らかに自分を気遣っていることが見て取れる。

「──だからっ!!」

　思わず清照のシャツの胸ぐらを掴んだ。

「……」

　どうしていつもそんなふうに人の事ばかりを気遣う？　好きだって言ったじゃねぇか。本気でいくっつったじゃねぇか。

「……そういうんじゃねぇ」

　絞り出すように言った。清照の胸ぐらを掴んだままグッと腕に力を入れ、自分のほうへと引き寄せた。

　黒い眼鏡のレンズ越しに映る清照の目が、戸惑いに揺れる。鷹也は反対の腕を伸ばして清照の顔から眼鏡をそっと引き抜いた。

　そしてそのままゆっくりと顔を近づけ、カサついた不織布のマスクの上から清照の唇の位置に自分の唇を押し当てた。

　ほんの数秒。乾いた布越しに伝わるお互いの温かな息。

　言葉で上手く伝えられる自信がないのなら、せめて伝われ──と願った。

　この感情に名前がつけられないとしても、確かにそこに存在している気持ち。

「……鷹、也？」

　清照の声に、咄嗟に掴んだシャツを乱暴に離し、引き抜いた眼鏡を清照の顔の目の前にズイと差し出した。

「……こんなこと出来る程度には、充分ほだされてんだよ。何年俺のこと見続けてきたんだよ、分かれよそれくらい!!」

　照れくささを誤魔化すように、吐き捨てるように言った。まるで八つ当たりだ。

　自分の気持ちを言葉で言えないからと、それを清照のせいにして。

　狡いのは分かっている。自分はどこまでも清照に甘えて──。

「鷹也」

　清照が立ちつくしている鷹也の腕を掴んだ。手のひらがまだ随分と熱を持っている。

「……俺、まだ相当熱あんのかな」

「──は？」

「今の、聞き間違いとかじゃねぇよな？」

「おまえ、……結構疑り深けぇのな」

「だってさ、」

「聞き間違いじゃねぇよ」

　何か言いかけた清照の言葉を遮るように、キッパリと言った。今度は聞き間違いなどと言われないように、清照の目を真っ直ぐに見据えたまま。

「……ははっ、」

　清照の顔がふにゃ、と緩んだ。

「だらしねー顔してないで、さっさと寝ろや。また熱上がるぞ」

　そう言って清照の額を軽く指で弾くと清照が「痛っ」と額を両手で覆った。

「だから、優しくしろってー」

「してるわ、充分」

　清照が脱ぎ捨てたシャツを拾い上げ、ベッドから離れようとした鷹也の腕を清照が再び掴んだ。

「さっき。甘えてもいいっつったよな？」

「は？　言ってねぇし」

　わざととぼけてやった。何とも言えない微妙な空気の戻し方を鷹也は他に知らない。

「嘘だろー？」

　清照がガックリと肩を落とした。一見スカしたように見えて、イケメンで通ってるやつの子供みたいな姿。失礼だが、カワイイとか思ってしまうあたりはやはりほだされている証拠か。

「嘘だよ。一つくらい我儘きいてやってもいい」

　何とも上から目線の物言いだ。自分でも素直じゃない自覚はある。

「──で？　何して欲しいんだ？」

　そう訊ねると、清照がチョイチョイと指で鷹也を手招きした。

「あ？」

「そこ立って」

　言われた通りベッドの傍に立つと、清照が立ち上がって鷹也の肩に頭を預け、そのまま背中に腕をまわした。

「身体……熱っちぃな」

　まだ熱のある清照の身体をそのまま抱きとめた。

「そりゃ熱あるもん」

　背中にまわった清照の指先が小さく震えていた。見た目派手で、女にもモテて、恋なんてきっと思い通りで……そんなふうに思っていた親友が、こうして抱きあったくらいで手先震わせてるとか、どんなギャップだよ。

　十年近く傍にいて、ずっと清照を見て来たはずなのに、自分は今まで一体こいつの何を見て来たのだろうか。

　悔しいと思った。清照の想いを知らずに過ごしてきた過去の自分が。

　いや……、実際どうなのだろう。もっと早くにこいつの想いを知ったとして、今と同じ気持ちになれたかは正直自信がない。

「……もうちょっとだけ、このままいてくんねー？」

　清照が言った。「ん」と短い返事を返し鷹也は了承の意味で清照の背中をポンポンと叩いた。

「んじゃ、一分百円な」

「──高けぇ!!」

「嘘だって」

「性格悪りぃ」

「ははっ」

　過去などやはり意味がない。いま、この瞬間、こいつを大事に思う気持ちこそがすべてだ。

　ただ。もし過去に戻れるとしたら、今の自分のまま過去の清照をこうして抱きしめてやれたらと思う。

　大丈夫だ、ちゃんと想いは報われるぞ──。そっと教えてやろう。

「あー、クソ。風邪ひいてんのがマジ悔しい……」

　清照がボソ、と呟いた。

「は？」

「こんなんじゃなかったらガッツリキスでもしてんのに」

　心底残念そうに清照が言ったので、思わず小さな笑いが漏れた。

「さっきしたじゃねーか」

「あんなマスク越しので満足できるかよー」

「……我儘だな、おまえ」

「んじゃ、もう一回。風邪うつすのヤだからマスク越しで我慢するし」

　清照がニヤと微笑んだ。

「はー?!　調子に乗んなや、アホ」

「あー。ダメだ、また熱出るわ。キスさしてくんなきゃ死ぬかも」

「勝手に死んでろ」

「冷たいなー、鷹也はマジで！」

「ごちゃごちゃくだらねーこと言ってないで早く寝ろっつーの」

　まるで子供みたいなことを言う清照の頭をググ……と掴んで、無理矢理ベッドに押し倒すと、そのまま強引に布団を被せて押さえ付けた。

「……苦しいわっ!!」

　ぷはっ、と清照が布団から顔を出した。

　その瞬間を狙い、清照の希望通り不織布のマスクの上から一瞬だけ唇を押しあててやると、清照が大きく目を見開いて顔を真っ赤にした。

「……お、わっ?!」

　やはり不意打ちには弱いらしい。

「明日仕事だし、もう帰るわ」

　そう言うと清照が少し不服そうな表情を見せた。自分の気持ちより人のことを優先しがちな清照にしては珍しい反応。

「……朝までいてくんねーの？」

「だから。明日仕事だっつってんだろ」

「えー？　いま完全にそういう流れだったじゃん」

「どんな流れだよ。その代わり、明日仕事終わったら飯作りに来てやる。食べたいもん考えとけ」

　そう言って清照の髪をわざとグシャグシャとかき混ぜると「ちょおー」と言って清照が鷹也の手を軽く払いのけた。

　口元はムスっとしているくせに、その目が思いきり細められ緩んでいるのが分かる。

　そんな顔すんな。たかが、飯を作りに来てやると言ったくらいで。今までもこれくらいのことは当たり前にしていたのに、鷹也が気づかなかっただけで清照はいつもこんな顔を見せていたのだろうか。

「冷蔵庫に、簡単に食えるもん買ってきてあるから。腹減ったらそれ食えな」

「ん」

　清照が大人しく返事をした。

「鷹也。帰り気をつけろよ」

「おー」

　そう返事をして上着を掴むと、清照の部屋を後にし、車に乗り込んだ。

　深夜一時過ぎ。大通りは人気もなく、車もほとんど走っていない。

　ポツポツポツ、と車のフロントガラスに小さな水滴が落ちた。深夜に天気が崩れると言っていた。

「……降ってきやがった。明日の朝は冷えそうだな」

　ひと雨ごとに秋が深まる。そうして季節が流れて、冬が来て春が来て夏が来て──。

　何度季節が巡ろうとも、この先ずっと清照が傍にいてくれることを、変わらず寄り添っていられることを、次第に雨脚の強まる真っ黒な空に願った。






10　目は口ほどに物を言う









目は口ほどに物を言う……目つきは口から発せられる言葉と同じくらい相手に気持ちが伝わってしまうということ




　街路樹の枯れ葉がカサカサと足元を渦巻く十一月。仕事帰り、南に呼び出されて駅からほど近い馴染みの洋食屋へと立ち寄った。

「いらっしゃいませー。お一人ですか？」

「あ、いや。待ち合わせで……。あ、いた」

　店に入るとすでに南がいて、窓際の席から鷹也に向かってヒラヒラと手を振った。

「早かったね」

「最近、仕事暇なんだよ。おまえは何よ？　珍しくね？」

「さっきまでキヨのホテルにいたの。ブライダルの打ち合わせの帰りなんだー」

　なるほど。やけに幸せオーラ纏ってると思ったら。鷹也は南の顔を見て納得した。

「打ち合わせって、大変なのか？」

　テーブルの端に置かれたメニュー表を手に取り、それを広げながら訊ねた。

「うーん。細々したもの決めなきゃだから、大変っちゃー大変かな。披露宴の招待客のリストアップやら席順、衣装に会場に飾る花の種類まで……」

「彼氏は？」

「さっきまで一緒だったんだけど、仕事忙しいみたいで。抜けて来てたから戻ってったとこ」

「なるほど、俺はその穴埋めっつーわけだ？」

「当たり！」

　南が、鷹也の顔目掛けてバン！　と銃を打つマネをした。

「メシ頼んだ？」

「や。まだ。でもすでに決まってる」

「んじゃ、頼んでいい？　腹減った」

「うん」

　鷹也は軽く手を上げて近くにいた店員を呼びとめメニューを指さした。

「この煮込みハンバーグ。んでライスで。あとビール……でいいか？」

「あー。アタシ今日はお酒パス。このオムライスだけで。食後に紅茶ください」

「んじゃ、ビールは一つで」

　注文内容を復唱した店員が、ペコリと頭を下げてその場を去って行った。

「今日、車か？　珍しいな、南が飲まないの」

「あー、うん。それもあるんだけど……」

　南が言葉を言い淀んだ。

「ん？」

「アタシ、もしかしたらできたかも」

　そう言われて一瞬思考が停止した。ここですぐにピンとくるのが察しのいい男なのだろうが、聞き慣れない言葉に反応が遅れる。

「……へ？」

「だーかーらー。遅れてんの、アレ。もしかしたら……ってこと」

　そこまで言われてハッとした。

「は?!　……マジか？」

「まだ病院には行ってないんだけど、検査薬は陽性反応出たからほぼ……、ね」

　ふふふ、と笑う南の顔は、見たこともないほど嬉しそうに緩んでいる。

「つか。今できてたら、結婚式のときは……」

「あはは。お腹大きいかもねー」

「マジか……」

　正直、南の結婚話だけでも驚きだったというのに、その彼女が母親になるかもしれないとは。

「ちょっとフライングだけど、いいタイミングだったかもね、って彼が──」

「マジか……」

　馬鹿の一つ覚えのように同じ言葉を繰り返す鷹也に南が小さく吹きだした。

「藤倉、さっきから『マジか』ばっか！」

「や。だって、驚くだろ……」

　皆あの頃と同じではない。ちゃんと大人になって、いつの間にか社会的にも〝大人〟と呼ばれる括りに属していることを実感する。

　南も数ヵ月後には、人の妻となり、母親になる。そうして変わっていくのだ。身近な友達も、それ以外の人間も。

「おめでと。……なんかちょいヤベー」

　自然と目頭が熱くなる。運ばれてきたビールを掲げて、南の手元にある水の入ったグラスにカチンとジョッキを重ねた。

「あはは、こういうのって感慨深いもんー？」

「ああ。思ったよりくるな」

「私も、藤倉が誰かと結婚したり子供できたり……ってなったら同じこと思う気がするなー」

　そう言ってから南が、ハッとして鷹也の顔を見つめた。

「あ。ごめん、今のは……」

「分かってるよ」

　南の言葉に悪気がないことは分かっている。清照とのことを知っている彼女にとって、ただ純粋に自分の幸せを願っているという意味での言葉なのだろうということは。

「その後、──キヨとは？」

　南が少し遠慮がちに訊ねた。

「ああ。ちゃんと考えてる。なんか……思いのほかほだされてんだよな、俺」

「ふふ……それ、分かんなくもないな」

「マジに来られたらさー、気持ちも動くってのな」

　真っ直ぐに向かって来たと思ったら、結局俺を気遣い悩んでいるいじらしい姿を知ってしまったら尚更。

「そうだね。それが仮に友情の延長にしたってさ、藤倉は結局キヨのこと好きだもんね。嫌いになれるわけないし、藤倉とキヨが一緒にいないなんて想像もつかないもん」

「……わっかんねーな、人生って」

　そう言うと、南がクスと笑った。

「藤倉とキヨがどんな答え出そうと、どんな関係になろうと──。私は、応援してるから」

　南が曇りのない真っ直ぐな目で鷹也に言った。

「心強ぇえな、そりゃ」

「でっしょー？　大事にしなよ、私の事も」

「してんだろー。でもな、それ今後は旦那にしてもらえな」

「あはは。されてますー、すでに」

　お互いに顔を見合わせて笑った。南のように、その人にとってかけがいのない人と出会い、やがてその相手と家族になる。そんな王道な幸せもあれば、そのカタチはさまざま。人それぞれ違った幸せの見出し方もあるはずだ。

　結婚はできないが、大事に思うことはできる。子供は望めないが、気持ち次第でより絆を深めることはできる。

　模索していくしかない。自分たちの答えを──。




　アパートに着き、二階までコンクリートの階段を登ると、鷹也の部屋のドアにもたれかかるようにスマホを操作する男の人影。足を止めると通路に落ちていた小石がジャリ、と音を立てた。

　鷹也の足音に気付いた清照がふと顔を上げて、ドアから離れる。

「よぉ」

　こうして顔を見るのは清照が風邪をひいて寝込んだ一週間ほど前。

「おう」

「病み上がりにこんな寒いとこ立ってんな、アホ」

　十一月とはいえ、夜はもうかなり冷える。薄手の上着しか羽織っていない清照を横目で見た。

「仕事ちょっと早く上がったからさっき南に電話したんだけど、もう別れたっつーからこっちで待ってたほうが早いかなーと思って」

　ニッと笑った清照の顔が普段通り元気そうなことに安心した。

「……体調は？」

「もう全然」

「そりゃ、よかったな」

　部屋の鍵を開けると、清照がさも当たり前のように先に中に入った。

「南、元気だった？」

　清照が荷物を置いて、上着を脱いだ。それを無造作にソファの上に放り投げる。鷹也は一瞬顔をしかめ、その上着をダイニングの椅子に掛けた。

「キヨのほうが会ってんじゃねーの？」

「今日は会ってないんだよ。南来てるって連絡貰ったには貰ったんだけどさ、仕事抜けらんなくて……」

「ふーん。……あ、ちょい着替えて来るわ」

　そう言い残して寝室へと向かった。極めて当たり障りのない会話ではあるがいつも通り自然に話せていることにほっとする。

「メシは？」

「ん。社員食堂で軽く食ってきた」

　そう答えた清照がドサッとソファに座った。

「何か飲むか？」

「酒以外ならなんでもいい。つか、寒みぃから温かいもんくれよ」

「んじゃコーヒーでも淹れるわ」

　鷹也はキッチンに入り電気ケトルを手に取ると、水を入れ台にセットした。清照がソファに座りながらテーブルの上のリモコンに手を伸ばしてテレビをつけた。

　静かな部屋に、テレビから流れる笑い声が響く。

　結局、俺たちは一体何になれたのだろう。友達以上……ではあるが、恋人と呼べるほどの関係でもない。

　そんな名前に意味がないことは分かっているが、清照はそれをどう思っているのだろう。グツグツと沸き始めたケトルの中の湯を眺めた。

「なー、鷹也」

　ふいに呼びかけられて、顔を上げた。その瞬間、カチとスイッチが切れてケトルの湯が沸きあがる。

「ん？」

「来週の土曜、おまえ何か予定あり？」

「──いや。何で？」

「久々の週末休みなんだ。どっか行かね？」

　突然の清照からの誘いに少しそわそわした気持ちになった。基本、平日休みの清照と土日休みの鷹也の休みがかち合うことなど滅多にない。夜飲みに行くとか、お互いの部屋を行き来することはあってもどこかへ出かけるなどということはここ数年なかったことだ。

　忙しいと言っていた仕事がいくらか落ち着いたのだろうか。

「ああ。いいけど……どこ行く？」

「やー。分かんねーけど、どっか」

　清照が適当に答えた。

「無計画かよ」

「うっせー。これから考えんだよ、デートプランを」

　むず痒いその言葉にハハッと苦笑いをした。デートとか、男同士で多少気色悪い響きではあるが、清照とどこかへ出かける自体は案外悪くない。

「ほら」

　コーヒーの入ったマグカップをテーブルの上に置くと同時に、キッチンのカウンターの上に放置したままの鷹也のスマホが鳴った。

　腕を伸ばしてスマホを手に取ると、そこには同僚の花井涼子の名前。普段、彼女との用件のやり取りはＬＩＮＥが主だ。

　彼女が電話を掛けてくるなどということは滅多にない。何か仕事絡みの用件かと思い、慌てて電話に出た。

「──もしもし、」

　清照の手前、その場で話すのも……と思い、煙草を手に取りさりげなくベランダへ出た。

『あ。私、花井だけど──ごめんね、遅くに』

　たいして遅い時間でもないのに、こういう気遣いが彼女らしい。

「いや。いいけど。どうかした？　花井さん電話掛けてくるなんて珍しいから……」

『あー、うん。ごめん。ちょっと仕事の事で』

　彼女とはあれきり二人で会うようなことはしていない。相変わらず、本の貸し借りなどはしているが、お互い同僚としての普通の付き合い。ぎくしゃくせずにすんでいるのは彼女のおかげだ。

「うん。何？」

『明日、藤倉くんキハダ産業さん納品あったでしょ？』

　そう訊ねられて「あーうん」と短い返事を返した。

『キハダさん、明日棚卸で昼間は事務所閉めちゃうらしくて、人いないらしいの。納品、夕方三時過ぎにお願いしたいって言われてたのすっかり忘れてて……』

「あ。そうなんだ」

『本当ごめんね。私、明日、朝から課長と出ちゃうから今夜中に伝えとかなきゃって思って。思い出してよかった』

「……了解！　わざわざありがとう」

　そう礼を言うと彼女がほっとしたように電話の向こうで小さく息を吐いた。

『……あれ？　藤倉くん、もしかして外？』

　彼女が訊ねた。

「あ、よく分かるな」

『分かるよー。電話だと音の響きが違うじゃない？』

「んー、確かに」

　鷹也はさっきスマホと一緒に持ってきた煙草を咥え、火をつけた。

『あ。もしかして……例の子とデート中だった？』

「いや……違うよ。家のベランダで一人煙草」

〝例の子〟について多少誤解はあるが、わざわざそれを彼女に説明する必要もない。

『前に行ってたさ、……ちゃんと考えて、その子に伝えられた？』

　更に彼女が訊ねた。

「あ──、いや。うん、まぁ思ってることはそれなりに」

　そう曖昧に返事を返すと彼女が、クスと笑った。

『それならいいけど。──藤倉くんがうまくいってくれないと、振られた私としては立場ないじゃない？』

　少しおどけたように彼女が言った。これもきっと彼女なりの気遣い。些細な言葉にさえいたたまれないような気持ちになる。

「……いろいろごめんな。花井さん」

『もうー、やだ!!　そういうのナシねって前も言ったじゃないー。同期としてこれくらいの会話、挨拶みたいなもんでしょー？』

「──うん。そだな」

『じゃあ、さっきの件よろしくねー』

　彼女が明るい声で言った。

「わざわざ、ありがと」

　電話を切ってスマホを部屋着のポケットの中へ突っ込んだ。清照とのことがなければ、彼女に普通に惹かれていたかもしれない。好きになっていたかもしれない。

　けれど、こうして清照といることが、自身が辿るべき運命だったのだろうと今なら思える。

　背後で音がして振り向くと、清照がニッと笑ってカラカラ……とサッシを開けた。

「俺にも一本くれー」

「や。悪りぃ、これ最後の一本」

「げ。マジかー」

　そう言った清照が隣に立ち、横からヒョイと鷹也の吸いかけの煙草をつまみ取った。

「横取りとはいい度胸だな、オイ」

「ははっ、いーじゃん別に。間接煙草っつうな」

　笑った清照が鷹也から奪い取った煙草を咥えた。

「アホ」

　呆れたように清照を横目で見ると、清照が煙草を咥えたまま鷹也に寄りかかった。

「いまの電話、絆創膏ちゃんだろー？」

　その言葉に答えはせず、清照をチラと見た。相変わらず勘が鋭い。だからこそわざわざ外で話したというのに。

「……べつに仕事の電話だよ」

「どうなってんの、彼女と」

　清照がドン、と尻をぶつけて来た。そのままベランダの手摺りを指でコンコン弾きながらでたらめなリズムを奏でる。

「どうもねぇよ。だいぶ前に好きだって言われたけど、断わったし」

　答えた瞬間、でたらめなリズムを奏でていた清照の指先が止まった。

「はぁ?!　なんで?!」

　鷹也は小さく息を吐いてから、今度はこちらから清照にドンと身体をぶつけ返した。

「何でとか、分かんだろーがよ。空気読めっつーか、ここ数カ月にわたる流れで察しろやボケ」

　肝心な事を伝えてもいないのに、それを察しろなどと全くもって都合のいい話だが、言葉であれやこれや説明せずとも、自分の想いが多少なりとも清照に伝わっていればいいと思った。

「それって──、俺のせい？」

「や。違うな」

「じゃあ、何だよ？」

「〝せい〟じゃなくて。〝為〟っつうか──、な？」

　例え結果が同じでも、その響きは全く違う意味を持つ。

　清照のせいではない。清照のために鷹也自身が選んだことだ。

「俺は、俺の意志で動いてるっつーこと」

　誰かがどうだとか、どうしたとか。それがきっかけになったのだとしても、今の自分は自分の考えで清照と向き合っている。

「つか。人の煙草パクんなっつーの」

　清照が咥えた煙草をつまんで、横から奪い返した。清照があっけにとられたように鷹也を見つめる。

「んだよ。おまえが先にやったんじゃねー？」

「──そだけど、」

　小さく煙を吐き出すと、その煙が風に舞って夜の闇に溶けて消えた。ポロ、と煙草の先の灰がコンクリートの上に落ちるのを二人同時に目で追った。

　清照が顔を上げて、鷹也の肩をグイと掴んだ。そのままゆっくりと顔が近づく。

「……そういうの期待すんだろー、マジで」

　唇と唇が触れあうギリギリのところで、清照が小さく呟いた。

「期待すんなとは言ってねぇ」

　小さく笑うと清照の唇が、自分の唇にそっと重なった。同じ煙草の匂いがふっと鼻を掠める。

　薄暗いベランダ。夜の闇に隠れてのキス。背徳感に興奮を煽られる。清照が鷹也の顔を両手で挟みこみ、そのキスが次第に深いものへと変わる。

「……んっ、む、」

　手に持ったままの煙草が気になり、うっすら目を開けると清照と目が合った。

「……何、目ぇ開けてんだよ」

「鷹也の顔見たいから。つか、そっちこそ」

　唇と唇が触れないギリギリの距離。お互いが声を発するたび、温かな煙草の匂いの息がかかる。

「煙草持ってんだよ、まだ」

　そう答えると、清照が顔を離して鷹也の手にした煙草をつまんでコンクリートの上に落とし、それを足で踏みつけた。

「あとで拾えよ、それ」

　そう言うと、清照が呆れたように小さく笑った。

「分かったから、ちょい集中さして」

　再び清照が鷹也の顔に手を添えた。そのまま強引に唇を塞がれる。

　食われる。そんな表現が一番似合うような──。

「おまえ、必死過ぎ……」

　はぁ……と息継ぎの途中に清照の唇を指で押し返した。

「必死にもなる。普段どんだけ抑えてると思ってんだよ……」

「知らねーわ、そんなん」

　再び唇が重なる。

　これで何度目になるだろう。初めてのとき強烈に感じた抵抗感。いつの間にか気にならなくなっている。それどころか──。

「……ちょ、ま……、のぁっ」

　更に喰らいついてくる清照の顔を今度は力ずくで押し返した。

「何逃げてんだよ」

「あのな。場所考えろや。ここ外だっつーの」

　裏通りに面した人目につきにくいアパートのベランダとはいえ、外は外。こんな場所で、男相手のキスに、気持ちよくなりかけてるとか洒落にならない。

「鷹也」

「あ？」

　鷹也の肩の上に、清照がコツと額をぶつけた。そしてそのまま身体を預けてくる。

「……これって付き合ってんの？」

　そう訊ねた清照の声がほんの少し震えていた。

「さぁな。好きに解釈すれば」

「……なんか、もう。コレ、夢じゃねぇよな」

　ボソ、と清照が呟いた。

「ははっ。夢じゃねーよ、残念ながら」

　清照の漏らした言葉とはその意味合いが違ってはいるものの、鷹也自身にとってもまた今のこの状況は、想像だにしていなかった夢のようなもの。

　服越しに伝わる清照の体温。その身体を受け止めるように背中にそっと手をまわすと、外の冷気を纏った清照の手がスルと服の中に滑り込んだ。

「……っ」

　思わずビク、として身をよじるが、清照の手はゆっくりと鷹也の胸を這い、腹をなぞる。

「──だから、ここ外だっつってんだろ……っ」

　力が抜けそうになり、不安定な体勢をどうにか立て直そうとベランダの壁を背に手摺りを握る手に力を込める。まるで追い詰めるかのように身体を寄せてくる清照の硬さが鷹也の下半身に当たる。

「……オイ、当たってんだよ」

「わざとだよ」

「どけ。つか、中入る。寒みぃ」

　足を上げて清照の腹の辺りを軽く蹴ろうとすると、その動きを読んだ清照がそれを難なくかわした。

「俺があっためてやるし」

「……どこでそういうサムイセリフ覚えてくんだよ」

「るせーな。サムイこと言いたくなるくらい身体は素直なの。おまえとのキスだけでこんななっちゃうくらいな」

　開き直るように言った清照が、鷹也の手を掴んでその硬くなったところへと導いた。

「……」

　同じ男。それが何を意味するのかなんてことは、もちろん分かっている。

「……やっぱキモいとか思う？」

　清照が恐る恐る訊ねた。その声は少し熱を帯びているにも関わらず、やたら不安そうで掠れて聞こえる。

　結局、いつだって清照は自分の欲望や想いを抑え鷹也の事を考えているのだ。そんな姿がたまらなくいじらしく思えた。

「……違げぇよ。そうじゃねぇことに戸惑ってる」

　手のひらに伝わる熱。今にもはち切れそうにはりつめる清照のそれに鷹也自身も興奮を煽られている。

　鷹也は清照の首の後ろを少し乱暴に掴み一瞬唇を重ね、ぎこちなく身体を離しながら言った。

「──とりあえず、中入るぞ。さすがに外でナニするほどの奔放さは持ち合わせてねーから」

　カラカラとサッシを開けて振り返ると、清照が照れくさそうに鼻に皺を寄せた。

「俺は、どこでもできるけどー」

　そう言ってニヤと笑い眼鏡のブリッジを押さえた清照を「このど変態が」と、手の甲で小突いた。




　そのまま寝室に移動して、お互い着ているものを脱ぎ捨てた。さっきベランダでしてたそれとは比べ物にならないほどの激しいキスを交わし、お互いの息が次第に高まって行く。

　軋むベッドの上。清照が鷹也の上に跨り、自分の下着を引きずりおろす。鷹也は手のひらで熱くなった清照のそれを包んだ。

「鷹也……ヤベぇ、いま触ると……」

「……俺、他人の握んの初だわ」

　張りつめたそれは少し触れただけで弾けてしまいそうなほど硬さを増している。

「……っ」

　普段の清照からは想像もつかない切羽詰まったような余裕のない表情。

　この十年想像だにしなかった。清照とこんなことをする仲になろうとは。

　と、同時に妬けた。自分の知らないところで、こいつのこんな顔を見て来た男がいたということ。

　過去に関係があったというあの染谷という男もきっと、こんな清照の姿を知っているのだ。

「キヨ」

　いつの間にか芽吹く独占欲。清照の想いなど知りもせず、無意識に傷つけて来たはずの、何とも今更な感情に自分でも呆れてしまう。

　そんな何とも自分勝手な感情を誤魔化すように、清照を押し倒した。

　ギシギシ、とベッドが軋み、清照が鷹也を見上げる。そのまま姿勢を低くして、清照の腹に唇をつけた。

　硬さを保ったままのものを指で弄びながら口に含む。そのままゆっくりと舌を動かすと清照が身体をよじった。

「……ちょっ、鷹也、やめ……」

　清照の身体が反応し、口の中でドクンと脈打った。

「……っあ、く、」

　そう呻いた清照から溢れたものを喉の奥に流し込み唇を拭った。

「どうよ、俺の舌技」

「──死ぬわ。つか、テクの問題じゃねーんだよ。おまえに、ってのがもうヤバイ……」

　そう答えた清照が、恥ずかしそうに両手で顔を隠した。

「なぁ。顔隠すとか今更だろ。ほかに隠すとこあんじゃねーの？」

「……るせーな！」

　ガバッと勢いよく起き上がった清照が足で鷹也の腹を蹴り、その反動で今度は鷹也がベッドに仰向けになる。

「そういう鷹也はどうなんだよ」

　清照の手が鷹也の下着に掛った。ほんの一瞬で形勢逆転。慌てて鷹也はそれを制す。

「ちょお、待てや」

「俺だっておまえのしたいし、欲しい。……だからこのまま上乗っていい？」

　そう言った清照が眼鏡を外しながら鷹也の上に跨った。

　下から見上げる清照の程良く締まった身体の陰影が、なぜかとても艶めかしく映る。

「……鷹也。好きだよ」

　清照の身体が鷹也の上に落ちる。

　身体の触れているところ、繋がっているところ、全てが熱い。その熱さに気持ちまで飲み込まれる。

「……今、言うなっ、」

　なんつータイミング。そんな顔して、そんな目で言われたら、もうすでにグラグラでなんとか踏みとどまっている気持ちなんて、いとも簡単に動かされてしまう。

「──俺に、堕ちろ」

　清照がこれ以上ない熱っぽい目で鷹也を見つめる。

　目は口ほどに……なんて言葉を聞くが、まさにそれだ。清照の目からその熱い想いが伝わる。

「……っ、」

　最初はただ、戸惑いしかなかった。嫌悪感も全くなかったわけじゃないし、告白も何もかもなかったことにしてしまおうかとも思った。

　それでも、そうすることができなかったのは一人の人間として清照の事が大事だったから。もしも、こいつの想いに応えることができるなら、それを叶えてやりたいと自分からも歩み寄った。

　何でも分かっていると思っていた清照の、ひた隠しにしてきた想いを知るたびに心動かされていながら、それでも〝普通〟を捨てきれない自分の中の常識にしがみつき、最後の最後で言うべき言葉を言ってやれない情けない自分自身。

　──こんな俺でも、おまえはいいのか？

　ただ黙って見つめ返す鷹也に、清照がそっと身体を寄せた。触れあう肌、心地良い温もり。清照の柔らかな髪が頬をくすぐり、すぐ耳元で静かに声が響いた。

「……ごめん、鷹也。俺、ダメだわ。どんどん欲張りになる……。気持ち言えて、こうして鷹也が向き合ってくれてんのが嬉しくてたまんねーのに、もっともっと……って歯止めが利かねぇよ」

　胸が痛い。

　これほど、誰かに想われたことがあっただろうか。

　これほど、誰かの想いに、心熱くなったことがあっただろうか。

　鷹也はその腕を伸ばし、震える清照の肩をギュッと抱き寄せた。

「……バーカ。知ってんだよ、おまえが欲張りなことくらい」

　発した声が震えた。

「今更驚くかよ。思いきり欲張って、いつもみたいに図々しく俺の気持ち根こそぎもぎ取ってきゃいーだろ？」

　その言葉に清照がこちらを見た気配がした。

「……それじゃ、意味ねーじゃん。無理矢理じゃ意味が……」

「アホか。無理矢理じゃねぇだろ。俺がいいっつってんだよ。おまえの好きにすりゃいーんだよ」

　長年積もり積もった清照の気持ちに、どう応えてやればいいのかなんて見当もつかない。だったら清照の好きなように。

　まぁ、どこまで応えてやれるかは未知ではあるが。

「優しくしろとか、言うなよ？　おまえは女じゃねぇし、女みてぇに扱う気はないからな」

　清照が身体を起こして、フッと笑った。

「んじゃ、さっそく欲張ることにするわ」

「おわ、っ?!」

　そのまま鷹也の肩を掴み清照が後ろに身体を倒したため、必然的に体勢が逆転する。

「女じゃねぇから。優しくしなくていいから。思いっきり欲望ぶつけろよ。……鷹也のそういう必死なの見てみたい」

　清照がそう言って鷹也をグイと抱き寄せ、耳元で、もう我慢できねぇし、と囁いた。

「……ふ、は」

　思わず笑うと清照が照れ臭そうに、鷹也の鼻をグイと引っ張った。

「笑うな」と清照がキスをし「このどエロが」と鷹也がキスで応える。

　何度も何度もキスを交わした。それこそ唇が擦り切れてしまうんじゃないかというほどに。零れる声。軋む身体。滴る汗。湧き上がる欲望。

　いつか言えるだろうか。心の奥に小さく育ち、いつの間にか大きくなっている確かな思いを。

　もう少しだけ時間を──。この想いを、ちゃんと言葉で言える覚悟ができるまで。






11　水魚の交わり









水魚の交わり……水と魚が切っても切り離せない関係であるように、離れることのできない親密な間柄のこと




「ぶっ、くくくく……、超マジウケたわー!!」

「……いつまで笑ってんだよ、鷹也ぁ」

　肩を震わせ笑う鷹也の腕に、清照の手加減ありのパンチがヒットする。

「ほら。機嫌直せって」

　温かい缶コーヒーを差し出すと、隣に座る清照がそれを黙って受け取った。

　週末、久しぶりに休日が重なった清照と郊外へドライブに出かけた。ちょうど山々が秋色に色づき始めるこの季節、絶好のドライブ日和だった。

　せっかくの遠出に、少し変わったことにチャレンジしたいと鷹也をパラグライダー体験に誘ったのは清照のほう。

　実際講習を受け、いざインストラクターとともに飛行体験を……という段階で怖気づいたのも清照のほうだった。

　とはいえ、そこで引っ込みもつかず結局飛ぶには飛んだのだが、終始余裕のない表情で、とてもそれを楽しめたという状態ではない清照の姿を思い出すたびに、笑いが込み上げる。

　帰り道の途中立ち寄ったドライブインで、黄色や赤に色づき始めた木々を眺めながら休憩──で、今に至る。

「……ぶっ、ふふふ」

「おまえ、マジしつこい!!」

「や。ジワる……」

　そう答えた鷹也の脛を清照が蹴った。本気でふくれ面をしている清照の顔が余計に可笑しさを煽る。

「そもそも誘ったのおまえじゃん」

「だーかーらー！　面白そうだなーって思ったんだよ。昔みたいに、ちょっとはじけてみんのもいいかなーってさー」

　清照が照れ臭そうに鼻に皺を寄せながら鷹也を睨んだ。

　実際、清照のその思い付きは鷹也自身にも都合が良かった。

　久しぶりにバカをやってた頃に戻ったつもりで、男同士で……しかも清照とだからこそ楽しめるようなことができれば……と考えていた。

　社会人になってから、遊びと言えば飲みがメイン。それはそれで悪いわけではないが、こうして思いきり〝遊ぶこと〟を意識することは久しぶりの感覚だった。

「俺は楽しかったけどな。いろんな意味で」

　ぬるくなった缶コーヒーを飲み干しながら言うと、清照が舌打ちをしながらまた鷹也の脛を蹴った。

「……痛てぇな！　オイ」

「マジ、むかつく」

　本気でふくれた顔をしている清照が妙に可愛く見える。

「いーじゃん。俺は楽しかったっつってんだしー。こういうのはやっぱキヨとじゃねぇとな」

　そう言ったのは本心。他の誰でもない、清照とだからいいのだ。

「最後、おまえも楽しそうだったじゃねーか」

「本当、最後だけな。いや、マジ土壇場であんな恐怖味わうとは」

「そうは言っても飛べたろ」

　サワサワと風が吹く。眼下に広がる黄金色の草原の草が大きく揺れた。

「鷹也が大丈夫っつったからだよ」

　清照がコーヒーを飲み干して立ち上がった。

「敵わねーんだよな、おまえのそういうとこ」

　そう言った清照が空になった缶を鷹也にグッと押しつけた。

「何だ、ソレ？」

　訝しげに眉を寄せると、清照が何かを思い出したようにクスと笑った。

「おまえさ、昔から妙に度胸あんじゃん？」

「……そぉか？」

「背ぇ高くてガタイもそこそこで、おまけに無口。滅多に動じないっつーかさ。高校んときの部活でもさ、おまえが〝大丈夫〟っつったら大丈夫みたいなとこあったもんな」

「んなのハッタリだっつーの。自己暗示みたいなもんだ」

「鷹也にとってはそうかもしんねーけど。俺ら、けっこう心強かったんだぜ」

　不思議な気持ちだった。自分では何げなく発していたつもりのその言葉が、少なからず清照の役に立っていたとは。

「いまも、そーゆうとこあんだよな。俺にとっては」

　清照が笑いながら言った。

「はぁー？」

　そうはぐらかしたのは照れ隠し。

　同じだった。今日だって、好奇心はあれど、怖いと思う気持ちがなかったわけじゃない。ただ、清照が傍にいる。それだけで何でもできるような気がしてた。それは学生時代から変わらない全く根拠のない自信と妙な安心感。

「自分でもよく分かんねーけど、おまえじゃなきゃダメなんだよ」

「……俺も、かもな」

　そう小さく呟いた鷹也の言葉に、清照が「ん？」と不思議そうな顔をした。

　思い返せば、いつだって清照が傍にいた。今となっては、清照がそばにいない、以前のことなど思い出せもしないほどに。

　清照にとって、鷹也でなければならない理由があるように、鷹也にとっても清照でなければならない理由がある。

「唯一無二……か」

　その理由をはっきりと言葉にすることは難しい。それでも鷹也にとっても清照は〝特別〟な存在。

　そう、切り離すことのできない特別な──。

「そろそろ帰る？」

　清照が大きく伸びをして言った。

「おう」

「帰り、鷹也運転な」

　清照が、ポケットの中の車の鍵を取り出すと、それをヒョイとこちらに投げてよこした。鷹也は慌ててそれをキャッチする。チャリ、と鷹也の手の中に鍵がおさまった。

「……何でだよ」

「俺を思いっきり笑った罰」

　ニヤ、と笑った清照が、停めてある車に向かって走り出した。

「んだよ、それ」

　手にした空のコーヒー缶を近くにあったゴミ箱に突っ込んで清照の後ろ姿を追い掛けた。久しぶりに後ろから眺めた清照の軽やかなフォーム。高校の頃と全然変わってない。

　昔、こうしてよく清照の背中を追い掛けた。いつも仲間に囲まれて、鷹也の前を歩いていた。そんな清照の姿が妙に眩しかったことを思い出した。

「……おまえがいたから輝いてたんだな、あの頃」

　清照の想いを知って、当時は気付かなかったことにふと気付くことがある。

　どうして気付いてやれなかったのだろう。あのころも今も、清照は何も変わってはいないのに。

「鷹也ぁー、遅せぇー!!　身体なまってんだろ、このオヤジが」

　清照がすでに到着した車の傍から叫ぶ。

「うっせーな！　オヤジとか言うな、まだ若いっつーの」

　そう叫び返して、全力疾走すると、清照に飛びかかってヘッドロックをかました。

「ちょお、痛てぇ!!　ギブギブ……っ!!」

「ははっ」

「ほんと手荒いな、おまえは」

「言ったろ。優しくしねーって」

「たまには優しくしろや。泣くぞ」

「泣けや」

「酷でぇ」

「はははっ」

　やはり格別に心地よい。こうした清照との時間。

　バカやって、笑って、飯食って、飲んで。この関係に名前などきっと必要ない。

　ただこうして笑っていられたらいい。このままずっと──。




　穏やかな日常とは、あっという間に過ぎていくもので、気づけば暦は十二月。街を歩けばどこもかしこもクリスマスムード。

　日が落ちれば、キラキラとした派手なイルミネーションが夜の街を鮮やかに彩る。

「花井さーん、こっちでいいのー？」

「あ。そこ右であとは道なりです」

　沼沢の問いに、花井涼子が答える。

　今夜は職場の若手社員での忘年会。営業事務の女子社員達の希望で、店は例の染谷のバーに決まった。

「藤倉くん、どうしたの？　何か浮かない顔してるけど」

「……いや、そんなことないよ」

　あの店に顔を出しづらい事情など、職場の連中が知る由もない。

　清照とは、それなりに順調というか──、まぁ単純に友達だったころと大差ない付き合い。

　踏み出してしまえば、何かが大きく変わってしまうような気がしていたが、結局それほど大きな変化が訪れるわけでもない。

　至って平穏。その極致。

　ただ、果てしなく先の事は考えないようにしている。男同士で付き合ったその行く末に、待ち受けているものは──？

　今はまだいい。世間一般的に〝彼女のいない〟男同士でつるんでいることがさほど不自然な歳でもない。

　これがあと五年経ったら。十年たったら。清照との関係を世間的にもはっきりさせなければならない時がくる。

「おい、藤倉！　どこ行く気だー？」

　沼沢に声を掛けられて振り向いた。いつの間にか一人店を通り過ぎようとしていた。

「あ。悪りぃ、ぼーっとしてた」

「おいおい、頼むわー」

　沼沢にドン、と背中を叩かれ皆に続いて店に入った。

　店に入るとすぐさま奥の階段から二階へと通された。以前、何度か来たことがあるが、二階があることに気づきもしなかった。

「二階とかあったんだな」

　そう言うと、隣にいた花井涼子が「二階は十名以上の予約だけなんだって」と小声で教えてくれた。

「俺、ここ初だわ。すげーお洒落……」

　後ろにいた先輩の氷川が店内を見渡して呟いた。

「ここ、お料理もお酒も美味しいんですよー」

「花井さん、来たことあんの？」

「はい。何度か。でも二階は初めてです。──あ！　氷川さん奥どうぞ。藤倉くんも」

　彼女に促されて、氷川と共に奥の席に座った。

　営業事務の女子社員六名に営業の男性社員五名がそれぞれ思い思いの席につき、幹事の沼沢がその場を仕切り始めた。そんな沼沢を花井涼子がサポートする。

　相変わらずの気配りぶり。それを自然に嫌味なくできるのが彼女の凄いところだ。

「花井さん、ほんと動くなー」

　隣に座った氷川が言った。

「ですね」

「彼女、店に異動になるっぽいよ」

　氷川が声を落として言った。

「え？」

「前に大掛かりな異動の噂あったろ？　あれ、年明けに辞令出るらしい」

「……マジですか。え、他には……？」

「まだ確定じゃないけど、沼沢も店に異動かも、って」

「それ、誰情報ですか？」

「二川課長」

　直属の上司からの情報ということは、でたらめな噂でも何でもなくある程度正確な情報なのだろう。

「ほっとした？」

「え？」

「藤倉、異動嫌がってたろ」

「あ──いや。嫌って言うんじゃないですけど、いままで積み上げてきたもの崩してまた一からってのが惜しいような気がしてて……」

　そう答えると、氷川がグラスを片手に静かに微笑んだ。

「──そうだな。俺もおまえ余所に取られんのは惜しい。つか、課長もねー、同意見みたいでさ」

「……ありがとうございます」

　尊敬する先輩からの思ってもみなかった温かな言葉。鷹也は氷川に向かって深々と頭を下げた。

「何か浮かない顔してるから、イイこと教えてやっただけだよ。他言すんなよ？　まぁ、藤倉がそんな奴じゃないって分かってるけど」

「はい。もちろんです！」

　新人の頃は、厳しいことも散々言われた。課長にも氷川にもどれだけ迷惑をかけたか分からない。それでも地道に、真面目に仕事をこなしてきた。目立った功績はなくとも、積み上げてきた小さな努力を見ていてくれる人がいる。それは今後の仕事において大きな糧になる。

「さーて、仕事の話はおしまいな。こっから張り切って飲もうぜー」

　氷川が、カチンと大袈裟にグラスを重ねた。ふと気付くと、沼沢と事務の女の子たちが何やら盛り上がっている。

「はい」

「沼沢ー。ソコ、何盛り上がってんのー？　何の話？」

　氷川が、沼沢に声を掛けた。

「氷川さーん！　聞いてくださいよ。みんな酷いんすよー！　俺に彼女ができない理由聞いたら、もう山ほど出てくる出てくる……」

「あはは。そりゃそーだろーな。おまえ、チャラいし、仕事超適当だしー」

　氷川の言葉に、その場にいた女の子たちがウンウン、と頷いてクスクス笑った。

「おい、藤倉。一緒に笑ってないでフォローフォロー!!」

　沼沢がクイクイ、と手のひらを上に向けて頂戴のジェスチャーをする。

「いや、無理だな」

　あっさり切り捨てると「藤倉、バッサリ言ったー」他の男性社員がヤジり、またそこで大きな笑いが起こった。

　そんな皆の盛り上がりを横目に、静かに席を立ち用をたす為一階へと降りた。店内は相変わらず満席に近く、カウンターには若いイケメンバーテン目当ての若い女性客が陣取っていた。

　なるべくそちらに視線を向けないようにして、カウンターの前を通り過ぎた。べつに何がどうというわけではないが、あの染谷という男とできることなら顔を合わせたくはない。

　この混雑ぶりではさすがに気づかれるはずもないと、ほっと息を吐いたその時。階段のすぐ手前のテーブルに料理を出し終えた染谷と目が合った。

「どーも」

　染谷が鷹也に声を掛けた。正直この男のやけに美しく余裕な表情が苦手だ。

「ども」

　軽い会釈だけでその場を去ろうとした鷹也の肩に染谷が手を掛けた。

「あんた、正気？」

　そう言われて振り向いた。

「……何がだよ」

「キヨとの事だよ」

　染谷はすでに清照とのことを知っているのだろうか。

「あんた、ノンケだろ？　気まぐれで適当なことすんな、ってんだよ」

　染谷のほうは清照に未練があるようだったし、元々染谷と清照は友達だ。何かしら連絡をとって清照がそれを伝えた可能性も高い。

「適当……って何だよ。べつに、遊びであいつと一緒にいるんじゃねぇよ」

　そう答えると、染谷がその綺麗な顔を歪め鼻で笑った。

「は。遊びじゃねぇ、って？　それマジで言ってんの？」

　鷹也を小馬鹿にしたように大袈裟に笑う。

「俺は──、そういうの信じねぇ」

「は？」

「ノンケの言うことなんて信じないって言ってんだよ。おまえらはなぁ、いつだって裏切る。〝本気だ〟なんて言葉吐いといて、飽きたらすぐそっちへ戻ってくんだよ！　おまえは、この先ずっとキヨと一緒にいてやれんのか?!」

　染谷がそこで言葉を切った。

「急に結婚だ、家庭だ、が恋しくなってそっち側へ戻ってく奴を俺は腐るほど見てきてる。おまえが、そうじゃないなんて誰が言えんだよ？」

　染谷が珍しく口調を荒げた。……が、店内が騒がしいおかげで悪目立ちせずに済んだのが幸いだ。

「──俺は、違う」

　そう答えた言葉がなぜか震えた。まるでずっと目を逸らしていた小さな傷口を思い切りえぐられたような痛みが胸を突く。

「俺は、本気だ」

　軽はずみな気持ちではもちろんない。

　清照を大事に思う気持ちだって本物だ。

「──〝違う〟？　どこが?!　あんた、ちゃんと分かってんの？　キヨと一緒にいるってことがどういう事か。家族に言えんのか？　下手したら家族失うんだぜ。そういう現実含め、ちゃんと分かってんのかって言ってんだよ」

　染谷が冷えた目を鷹也に向けた。

「……分かってるよ、ちゃんと」

　そう答えて染谷を睨み返した。これ以上この場に居たくはなかった。

「それじゃ」

　鷹也は染谷を振り切るように二階への階段を駆け上がった。




「……くっそ、」

　アパートに帰ると、部屋に入るなりリビングのソファに向かって鞄を投げつけた。

「……はぁ」

　あれからいくら酒を飲んでも酔えなかった。ある意味染谷の言葉が鷹也が目を背けていた事の核心を突いていたからだ。

　清照の気持ちに応えたいと思い、清照とこのままずっと一緒にいられたら……と思う今の気持ちに嘘はない。

　だが、五年後、十年後、果たして同じ気持ちでいられるだろうか。そんな不安が時折頭を掠めるのは否定できない。

　それは、何も男同士に限ったことではない。相手が女であっても、その気持ちが永遠であるなどとは言い切れない。昨今の夫婦離婚率がそういった現実を物語っている。

「──情けねぇ、マジ」

　染谷の言葉にこんなにも心を乱されている自分。イライラとした気持ちを誤魔化すように、スーツのジャケットを脱ぎ捨て、ポケットから転がり落ちた煙草に火をつけた。

　真っ暗な部屋。外の街灯から漏れるわずかな光と、咥えた煙草の先端の赤い炎だけが辺りを照らす。

「怖ぇえ……」

　いつかまた、清照を傷つける日が来るのではという思い。

　大事だからこそ怖い。

　怖いからこそ、清照に伝えるべき大事な言葉が未だ言えずにいる。

　たとえ、気持ちが変わらずいられたとして。あと数年後、適齢期を迎えた息子に両親は問うだろう。

『そろそろ結婚は？　誰かいないの？　どうする気なの？』──と。

　ごく平凡な両親に、妹。そのへんのどこにでもいるような普通の家族。大事な人だ、と連れ帰ったのが男。しかも高校の時から付き合いのある同級生。

　両親はどんな反応をするだろう。

「……はぁ、」

　溜息と共に、ゆっくりと煙を吐き出した。

　両親は、ごく普通に鷹也が女性と結婚し子供に恵まれ──、そんな息子の未来を望んでいることだろう。

　鷹也自身、少し前まではいつかそうなるであろう未来を少しも疑ってはいなかった。

「家族かぁ……」

　人は一人で生きているのではない。そういう現実を思い知る。清照と生きていくことで自分が人に何か言われることは構わない。

　けれど、両親や妹……家族のことを考えると、胸が痛まないわけじゃない。

　吐き出した煙がゆっくりと立ち上っては消えていく。

「ダセぇ、こんなんで揺らぐとか」

　心の奥に引っ掛かって──でも、外れなかった棘の正体をあの男に暴かれてしまった。

「……ただ、大事にしてぇだけなのにな」

　ただ傍にいたい。ただ傍にいて欲しい。

　それだけのことなのに、同性同士だというだけで、何もかもがややこしく、難しくなってしまうのは何故なのだろう？




　──バタン！

　ふいに玄関のドアの閉まる音がして、顔を上げた。

「鷹也ー？　いんのー？」

　玄関の電気が点いた。

　リビングと玄関を隔てるドアが閉まっているせいで、少し籠ったような清照の声が響く。ヒタヒタと近づく足音。鷹也は慌てて煙草を揉み消し、部屋の電気をつけた。

　と、同時にリビングのドアが開いて、清照が顔を出した。

「何だよー、いんじゃん。電気ついてないのに玄関開いてたからさー、泥棒でもいんじゃねーかと思ってさー」

　そう言って不思議そうな顔をしている清照に、何でもないというように笑い掛けた。

「や。悪りぃ。ちょい考え事してて……。つか、今日来るっつってたっけ？」

「電話したっつーの、何回も。全然出ねぇしー」

　清照が唇を突き出して少し咎めるような視線を向けた。

「マジか」

　鷹也はゆっくりと立ち上がり、スーツのポケットに入れっぱなしだったスマホを取り出した。履歴を見ると、確かに何度も清照からの着信が残っていた。

「ああ。今日職場の忘年会で、店騒がしかったし気づかんかったわ」

「鷹也んとこも忘年会かー。俺も出るほうにまわりてぇ」

「ははっ、それ無理だろ」

　清照のいる宴会という部署は年末のこの時期、近隣企業の忘年会の予約で大忙しだ。

「仕事忙しいんだろ、また」

「うん。今、超ぉー、忙しい!!　マジ死にそう」

　清照が着ていたダウンジャケットを脱ぎ、思い切り感情の込もった声で言った。

「大変だな。忙しいなら、こんなとこ寄ってないで真っ直ぐ帰りゃいーのに」

　鷹也が言うと、清照が小さく溜息をこぼして「分かってないなー、おまえ」といってその脱いだジャケットを投げて寄越した。

「寒い、鷹也。何か温かいもんねーの？　つか、エアコンもついてないってなんだよ？　こんな寒い中考え事ってどんなだよ」

　清照はソファに座るなりエアコンの電源を入れ、さも寒そうに両手を擦り合わせた。

「コーヒーくらいしかねーけど」

「いーよ、それで。なる早な」

　更にテレビをつけて、ソファにもたれ、まるで自分は動く気がないようだ。

「人使い荒いんだよ、おまえ」

「今更だろー？」

「まぁ、そうだけど」

　クスと笑いながら鷹也はキッチンに行き電気ケトルをセットした。

「ついでに風呂も沸かしてー。明日休みだし泊まってくから」

「あのなー。俺はおまえの嫁さんじゃねーんだよ」

「あ。いいね、その響き！」

　清照が名案だとばかりに、顔を輝かせる。

「よくねぇわ、アホ」

　と、返事をしつつあれこれ世話を焼いてしまうのは、結局のところ嫌いじゃないのだ。この遠慮のない清照の言動が。

「アホアホ言うなよ、ほんと口悪いな」

　清照がこうだから、自分も遠慮することなく素のままで接することができる。口が悪いなどと言われているが、それは清照や南など気の置けない人間に対してだけだ。

　沸き上がったお湯でコーヒーを淹れる。そこに思いきり砂糖をブチ込んでやった。決して嫌がらせではない。清照は甘いコーヒーしか飲めないのだ。

「ほれ」

　目の前にカップを差し出すと、清照がそれを受け取って口をつけた。

「甘過ぎねぇー？　今日の！」

「文句言うな。嫌なら自分で入れやがれ」

　こんな物言いが出来るのもやはり相手が清照だからだ。




　風呂掃除を終えて湯張りボタンを押してリビングに戻って来ると、清照がいつの間にかソファに座ったままの姿勢で眠っていた。

「……本当、勝手なやつ」

　そう小さく呟いて清照の隣に座り、寝顔を眺めた。

「眼鏡くらい外せ、っての」

　掛けっ放しの黒縁眼鏡をそっと引き抜き、テーブルの上に置いた。清照はピクリとも動かない。余程疲れているのだろう。

「家でゆっくり寝りゃいいのに……」

　そう呟きつつも、今日清照が来てくれたことにどこか安心したような気持ちになっている。

　なぜか心が休まる。ただ、傍にいてくれるだけで。

　今までの恋愛が上手くいかなかった理由がなんとなく分かった気がした。相手と一緒にいて、こんなにも心安らぐ感覚を味わったことがなかった。

　少しずつではあるが、日に日に育っていく想い。認めざる得ない。清照と一緒にいるという、その特別感を。

〝──そういう現実、ちゃんと分かってんのかよ？〟

　染谷に言われた言葉がいまだ耳の奥にこびりついている。

「……分かってんだよ、おまえなんかに言われなくても」

　ワハハ、と笑い声が聞こえてくるテレビの画面を睨みつけながらグッと唇を噛みしめた。

　清照のために、できることはなんだろう？

　そんなことをウダウダと考えながら次第に重くなる瞼を閉じた。




　ふと目を開けると、視界に入ったのは天井。目の前が少しぼやけて何度か瞬きを繰り返すと、そこに清照の顔が覗いた。

「あ。起きた？」

　頭がゴロと揺れて、それが清照の足が動いたことによるものだと気づくのに数秒かかった。

　つうか、何で膝枕？　そんな事を思いながら寝転がったまま清照の顔を覗き込んだ。

「やべぇ、寝てたのか」

「や。先寝たの俺だしな。起きたら鷹也俺に寄り掛かって寝てんだもん。寝にくそうだったから……」

「で、何でこの体勢よ？　アホだな。動けねぇじゃん」

　そう言うと清照が嬉しそうに笑った。

「そりゃ、俺的にオイシイから。膝枕バンザイってね。好きなやつの寝顔間近で見れるとか最高じゃん？」

「……アホ」

　それくらいのことで、そんな嬉しそうな顔すんな。しかも恥ずかしげもなく〝好きなやつ〟などと。

　鷹也は照れ臭さを誤魔化すように勢いよく身体を起こし、ソファに座り直した。

「つか、何時？」

「十二時半過ぎ」

　軽く一時間ほど眠り込んでしまったらしい。

「疲れてたのか？」

　清照が訊ねた。

「や。ちょい飲み過ぎただけ」

「たいして強くねーくせに飲みすぎんなっつってんのに」

　清照がフッと笑って、鷹也の頭に手をのせ、クシャクシャと髪をかき混ぜた。

　温かい……。

　何気なく触れた清照の手はとても温かかった。今夜はなぜか、その温かさが妙に沁みる。

　ポン、と鷹也の頭を軽く叩いた清照がゆっくりと立ち上がった。

「風呂入ってこようかなー」

　そう言ってその場を去ろうとした清照の腕を、なぜか咄嗟に掴まえてしまった。清照が少し驚いた顔をして振り返り、小首をかしげる。

「鷹也？」

「……」

　なぜこんなことをしたのか、自分でもよく分からなかった。ただ、今この場から清照が去ってしまうことがほんの一瞬惜しいと思った。

「何だよ。どうかした？　あ、鷹也先入りてぇの？　だったらいいぜ、俺後でも」

「……」

　黙ったままの鷹也の手を清照が包んだ。その手をほんの少し握り返すと、清照が不思議そうな顔をして鷹也の顔を覗き込む。

「ははっ、何だよー。やけにカワイイじゃん。具合でも悪いのかー？」

「……」

「鷹也？」

　清照が反対の手で、再び鷹也の頭の上に掌をのせ、ゆっくりと髪をかき混ぜる。

「ったくー。だんまりとか子供かー？」

　そう言いながら、手を止めることなくずっと鷹也の頭を撫で続ける。その手の温かさを感じているだけで、不思議と涙が出そうになった。

「……っ、」

　いつも甘えてばかりだ。清照の底なしの温かさに。

「鷹也ぁー、何だよ。どうした？」

　──ごめん。甘えてばかりで。

　言葉でも、態度でも、清照は全身で鷹也を好きだと伝えてくれているのに。それを分かっていながら、未だ中途半端な答えしか返せない臆病な自分で。

「珍しくカワイイと、襲っちゃうぞー？」

　清照の手はずっと鷹也の頭を撫でたまま。

「あんなことや、こんなことや。おまえがドン引きするくらいのエロいことしちまうからなー」

　このふざけた言葉が、清照の気遣いだということくらい分かる。

「あ。風呂一緒に入っちゃう?!　あ。それがいーわ。な？」

　わざと茶化すように言って、楽しそうに鷹也の服を脱がせに掛かる。

「よかねぇ……」

　うちの小狭い風呂に男二人でとか、マジどんな拷問だ。せっかく張ったお湯がすべて流れ出てしまう。

「お。やっと喋った」

「……うるせー、早く風呂入ってこいや」

　掴んでいた清照の手を乱暴に振りほどいた。

「げ。何だよー。カワイイタイムもう終わりー?!」

「……だから、うっせーって言ってんだよ」

　そう言って、清照の足を軽く蹴った。わざと乱暴な言葉で言ったのも、敢えて蹴ったのももちろん照れ隠し。相変わらず鷹也はちょっとおかしくなった空気を元に戻す方法を他に知らない。

　素直じゃないのは分かっている。

　それでも、自分も清照も男同士。友達の延長線にある今のこの関係に似合うやり方が鷹也には思い付かない。

「マジで一緒に入る気ねぇの？」

　清照がニヤと笑いながら訊ねた。

「……ねぇよ！」

　そう返事をすると清照が、ハハッと笑った。

「本当、つれないな、鷹也は。……まぁ、そこがいいんだけど」

　そう言った清照が、リビングと風呂場のある狭いホールを隔てるドアの前で足を止め振り返った。

「鷹也」

　呼び掛けられて、鷹也は顔を上げ清照を見つめた。

「……傍にいるから」

「……」

「何考え込んでんのか知んねーけど。……おまえが、いいっつった以上、傍離れねぇから」

　そう言い残すと、ドアを閉めて出て行った。

「──はっ、」

　敵わない。清照は何でも分かってしまう。

　いつだってそうだ。鷹也が何か悩みを抱えていても、それを無理に聞き出すようなことは決してしない。ただ、静かに察してくれる。

　こんなに自分を理解してくれている人間、世界中どこを探したっていないだろう。

　ソファに座ったまま、テーブルの上にあった煙草に火をつけた。フゥ、と息を吐き出し部屋に立ち上る煙をぼんやりと眺めた。

　それから清照の飲み掛けの冷え切ったコーヒーを一口飲んだ。

「おっえ。甘過ぎて気持ち悪りぃ……」

　煙草を咥えながら、キッチンに向かい、そのマグカップを水ですすいだ。それから寝室に向かい、清照がうちに泊まるときによく着ているスウェットを用意する。

　風呂上がりにパンツ一丁でそのへんフラフラされて、また風邪でもひかれたら厄介な事この上ない。──なんて思考がすでに、嫁さん染みていると苦笑した。

「……やべぇな、マジ」

　これから先、清照以上の存在など見つかる気がしない。

　そんな事をふいに悟ってしまった年の暮れ。






12　足下から鳥が立つ









足下から鳥が立つ……身近なところで思いがけない事が突然起きること。また急に思い立って慌しく行動を起こすこと




　ワハハ、と笑い声の漏れるやたら時間の長い正月番組をぼんやりと眺めながら、炬燵こたつの上のミカンに手を伸ばした。

「ねぇ、鷹也。晩御飯食べてくでしょー？」

「……んぁ？　ああ。食う」

　母親に声を掛けられて、気のない返事を返した。

　たいして距離があるわけでもない実家に帰るのは、まさに盆と正月程度。生まれ育った実家だというのに、妙に落ち着かない気分になるのが不思議だ。

　母親が「寒い寒い」と言いながら、鷹也の入っている炬燵の向かいに座った。そして派手なシニアグラスを掛けながら手にしたハガキの束をテーブルに広げ始める。

「あんた知ってたー?!　小学校んとき一緒だった、奈津子ちゃん!!　去年、結婚したんだってー!!　キレイになっちゃってお母さんもービックリしたわ。ねぇ、見てコレー」

　母が年賀状を見て鷹也の肘をグイグイと突いたので、面倒臭そうに母のほうを見た。

「……誰ちゃんだって？」

「奈津子ちゃんよ!!　あんたが小学校のとき好きだった子!!　凄く仲良かったじゃなーい」

　つか、何でそんな事知ってんだ。

「何だ、それ。いつの話してんだよ」

「ほら、これあんたの分」

　母親が、家族別に仕分けた年賀状の束から、鷹也宛ての分を手渡して寄越した。

「みんな、アレねぇー？　大きくなったっていうか、大人になったわねー」

　母が年賀状を眺めながらしみじみと言った。

「当たり前だろ。俺、もう二十六だぜ。そりゃ結婚してるやつだっていて当然だろ」

　ミカンの筋をちまちま取っていると、母がそれを取り上げて口に入れた。

「おいー！」

「ケチくさい子ねー、いいじゃない一個くらい」

　べつにケチくさいわけじゃないが、息子の剥いたミカンを横取りするとか我が母親ながら大人げない。

「鷹也はー？　彼女いないの？」

　嫌な予感がした。実家に帰るたび、必ずといっていいほど聞かれるこの質問。

「まぁ、男だしー？　二十代のうちは存分に遊んでいいけど、三十過ぎたら真面目に考えてよねー」

　まさにあと数年もすれば、彼女はできないのか、結婚はまだかと、言い出しそうな勢いだ。

「……はいはい」

　こういう時は素直に返事をしておくに限る。ここで母親を刺激するとろくなことにならない。

「紗さ枝えは？」

　さりげなく話題を変えた。紗枝は六つ年下の妹。まだ大学生だ。

「お友達と初詣行ってる。夕方には帰るって言ってたから、あとで駅まで迎えに行ってやってよ」

「わーった」

　話題を逸らすことができてほっとした。清照と付き合っているなどと言ったら、母親も父親もたぶん卒倒するだろう。今はまだ、隠しておくに限る。

「つまんねーな、正月番組も」

　ボソ、と呟いてミカンを口に放り込んだ。

　清照はもちろん仕事だ。年末年始は当然ホテルの繁忙期にあたる。クリスマス前に久々に飲みに行って以来、たまに電話は掛かってくるが、会ってはいない。

　毎年、この時期はこうだ。年末年始はしばらくの間会えない日々が続く。

　今まではそれを寂しいと思うことはなかった。当然だ。ツレにしばらく会えないからと言って、寂しがるとかそれこそ気色悪い。

　今年はそれが、少し違っている。

　ピリリリリ……と、その辺に放り投げたままのコートからくぐもった音が聞こえた。ゆっくりと炬燵から這い出して、コートのポケットをまさぐりスマホを取り出した。

「──もしもし」

　電話に出ると、その電話の向こうがやけに騒がしい。きっと職場から掛けてきているのだろう。

『おー！　鷹也、明けおめー！』

「おう。ことよろー」

『んだよー？　テンション低っ!!』

「……おまえが高過ぎんだよ」

　といいつつ、清照の元気そうな声に安心する。

『だってほとんど寝てないんだよー、昨日。夜中にロビーで大晦日の蕎そ麦ば配ってさー。ちょい仮眠取って、朝食ヘルプで今までぶっ通し』

　こんな電話も毎年恒例。毎年元旦の挨拶は、清照が仕事の合間にこうして電話を掛けてくるのだ。

「ははっ、倒れんなよー？」

『夕方仕事終わるから、速攻帰って寝るわー』

「ん。そうしろ」

　本当は食事でも作りに行ってやれればいいのだが、正月だけは家族で、という両親の希望だけは叶えてやらなければならない。普段、滅多に実家に寄りつかず、好き勝手やらせて貰っているだけに、そこはさすがに両親を尊重してやるべきだと思っている。

『鷹也、実家いつまでいんの？』

「今日、晩飯食ったら帰る。昨日からいるし、長いこといても落ち着かねーし。キヨは？」

『俺、明後日昼までで──、四日が休みだから。仕事終わってその足で実家顔出してーって感じ。次の日も昼間は姉ちゃんとこのチビの相手しなきゃなんないんだけど、鷹也が暇なら夕方くらいから会えねぇ？』

　そう言われて、それを少し嬉しいと思う自分の心の変化になんともむず痒い気持ちになる。

「おう。いいけど」

『んじゃ、決まりな。また連絡するわ』

　そう言った清照からの電話はあっさりと切れた。

　スマホをテーブルの上に置いて、ミカンの皮をゴミ箱へ放り投げると、そのままゴロンと仰向けに寝転がった。

「……暇だな」

　清照の気配のない日常は。

　ここには清照の気配がまるでない。アパートに帰れば、どこかしらにその気配が残っているというのに。

「つか、その発想がマジキモいな」

　ボソと呟いて苦笑した。寂しいとか、柄でもねぇ。

　落ち着かなくて、起き上がりスマホに手を伸ばした。掛け慣れた番号を表示してダイヤルボタンを押す。

『──もしもしぃ？　藤倉？』

　こちらもテンションの高い声。

「おーす、南」

『もー。何それ。明けましておめでとー』

「おう。おめでと。今年もよろしくー」

『ふふ。何よ退屈そうな声出してー。今、実家？』

「まぁな。年賀状サンキューな」

『一度たりとも返事は貰ったことないけどねー』

　そう言われて苦笑いをした。年賀状などここ何年も書いた試しはない。

「だから、毎年こーやって電話してんだろー」

『あはは。知ってる。意外と義理堅いんだよねー、藤倉』

　べつに義理堅いとかそういうことではない。ただ単純に、自分にとって大事な友達だからという極めてシンプルな理由だ。

『キヨは仕事ー？』

「ああ。毎年恒例のやつらしい。さっき電話あったけど」

『あー、大晦日の夜からぶっ通しってやつ？』

「仮眠は取ったらしいけどなー。南は、体調どうよ？」

『それがさー、いよいよつわり来ちゃってー』

「げ。大変だな」

　新年早々のたわいのない世間話。いつもなら用件のみで終わるはずの電話が妙に切り難く、珍しく長話をしてしまったのはやはり寂しさのせいだったのだろうか。
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「はー、食った食ったー」

　隣を歩く清照が厚手のダウンジャケットの上から腹を撫でながら満足げに言った。今夜は雲ひとつない晴天。星が良く見える。

「おまえ、よく入んなー、あんだけ」

　今年初の清照との飯。手近なところで簡単に済ませたいという清照の希望で、近所の馴染みのラーメン屋で腹を満たし、外に出た。

「今日、昼間、チビにパワー吸い取られてっからなー」

　昼間に実家で甥や姪の相手をさせられていたらしい。

「上のチビが、今年小学校入ってさー。ますます生意気な口聞くようになって、それがまた可愛いっつーかさ」

　フフ、と思い出すように笑った清照の吐く息が白い。少し懐かしいと思った。部活帰り、たわいのない話の延長で弟や妹の話をするときの清照の顔はこんな感じだった。面倒見が良く、弟たちにも懐かれていたし、部の後輩たちにも懐かれていた。

「チビだチビだと思ってたら、けっこう力とか強くなっててなー。ちょい成長感じたわー」

「……そか」

　年末は温かな日が続いていたが、年明け急に気温が低くなった。冷たい風に頬がピリリと凍みる。

「な。鷹也。ちょい付き合って」

「あ……う、ん？」

　交差点に差し掛かり、目の前の信号の青がチカチカと点滅をはじめ、走り出した清照に並ぶように足を速めた。

　信号を渡り切ったところで、清照が鷹也のアパートとは逆方向へと足を向けた。

「どこ行くんだよ？」

「んー？　この先に神社あったろ？　俺、初詣まだなの」

「あ。なーる……」

　年明けの国民行事というべきか、鷹也も実家近くの神社へ大晦日の夜家族で出掛けて行った。

「鷹也、行った？」

「ああ。元旦に家族で」

「仲いいなぁー」

「紗枝が行くってきかねーから。ウチ、実家からすぐ近くの神社徒歩五分だしな」

「お？　紗枝ちゃん帰って来てんのか。元気ー？　大学生だっけー？」

「無駄に色気づいてる」

「ははっ。それ、年頃の娘にやきもきする親父みてー」

「俺も思った」

「歳離れてるとそうなるかもなー」

　ピュウウウ、と冷たい風が吹いて、二人同時に肩を竦めた。この時期の夜の北風はさすがに骨身に凍みる。

「おわー、寒みぃ、マジ。早足で行こうぜ」

「おうよ」

　大通りから一本中へ入ると、周りの建物に遮られて幾分か温かく感じる。

「出店とかまだ出てっかなー？」

「やー。どうだろ。三が日過ぎてっと微妙かもなー」

　ようやく神社の鳥居が見えて、まばらではあるが人通りもある。信号待ちをしながら遠巻きに神社の様子を窺った。

「電気ついてるけどー、出店はマジ微妙な雰囲気だな」

「ああ。人も思ったほどじゃねぇし」

「あんまデカイ神社じゃねーし、しゃーないか」

「まぁ。いいや。お参りだけできれば」

　信号が青に変わり、二人並んで歩き出した。

　予想通り、年始の参拝者のためにイベント用のライトなどが設置され、普段よりは明るくなっていたが、出店はやはり撤収した後のようだった。

「残念ー!!」

　清照ががっくりと肩を落とした。

「まー、しゃあないわな」

「チョコバナナ食いたかったのに」

「つか。おまえのその食欲どっから来るわけ」

　境内までの石畳を歩いて行くと、ちらほらと人とすれ違う。参道を囲む木々が風に煽られザワザワと揺れる。

「やー。マジ寒みぃ」

　白い息を吐き出しながら両手に息を吹きかけると、清照がこちらを見てクス、と笑った。

「鷹也、昔から寒いのダメなー」

「……悪りぃかよ」

　ようやく本殿に辿り着き、参拝の列に並んだ。列といっても数組の家族連れや友人同士、といった人たちが並んでいる程度だった。

　清照がダウンのポケットの中の小銭をチャリチャリと鳴らし、鷹也もコートのポケットにたまたま入っていた小銭を手のひらに取り出した。

「またお参りすんの？」

　清照がニッと笑った。

「や。せっかくだし」

「欲張りだな」

「いーんだよ。願い事も数打ちゃ当たるだろ」

「ははっ、なんだそれ」

　チラ、と互いに目配せをして賽銭箱の中にそれぞれ小銭を投げ入れた。同じタイミングで二礼二拍手。鷹也は目を閉じ、心の中で祈った。

　清照が顔を上げるのを待って

「んじゃ、行くか」

　と、声を掛けた。

「ずいぶん長い願い事だったな」

「そりゃー、いろいろ叶えたいことあるしさ」

　そう言って清照が悪戯な表情を浮かべる。そこは追及するのをやめた。逆に追及されるのも苦しい。

　来た道を同じように戻った。冷たい風が吹き、参道を囲む木々が大きく揺れた。石畳の上に転がった小石が時折ジャリと音を立てる。

「うおー。マジ寒い」

「ははっ、鷹也そればっか」

「うっせーな」

　そう言い返すと清照がポケットの中から何かを取り出して「ほい」と鷹也に差し出した。

「んあ？」

「いいから」

　清照から手渡されたものは使い捨てのカイロ。その優しい温もりが鷹也の手のひらを温める。

「おまえ、こんなん持ち歩いてんのかよ」

「たまたまな」

「ジジイかよ」

「誰かさんがやたら寒がるからだろが」

　その言葉にチラと清照を見ると、奴がニヤと笑った。俺の為かよ、と突っ込もうとした言葉を飲み込んだ。それはそれでむず痒い。

「もう一個オマケしてやるわ」

　清照が自分の首に巻き付けたマフラーを解いて、それを鷹也の首に巻きつけようと両腕を上げた。鷹也はそれを咄嗟に腕で制した。

「いーわ。んなことしたら、キヨが寒いだろうが」

「いいんだよ、俺がしたいんだし。黙ってされてろや」

　清照がそう言いながら微笑んだ。

「……っだよ」

　何だ、この恋人扱いみたいなやつは。嬉しくないわけじゃないが、なんかこう……ますますむず痒い。

「過保護かよ」

「ははっ、まぁな」

　神社を出て、通りに面した歩道を歩く。

　思い出す。これまでも何度か清照がこうしてマフラーやら手袋やら貸してくれたことがあった。今まで単に気付かなかっただけで、いつだって清照はこうだったんだということを、最近事あるごとに思い出す。

　歩道を並んで歩いているうちに、ふと何気なく隣を歩く清照の視線の先に目をやった。その視線の先では、前を歩く若いカップルとおぼしき男女が仲良く肩を寄せ合い歩いている。

「……」

　ああいうのを見て清照は何を思うのだろう。

「な。ここ先渡っちゃおーぜ」

　清照が目の前の点滅をはじめた信号を見ながら、鷹也のコートの袖口を引っ張った。だが、それはほんの一瞬の事で、袖口からふっと清照の手が離れる。

　自分たちが、普通の男女のカップルだったなら、ここで堂々と手を繋いで歩くことだってしてやれるのに。

　信号を渡り切ったところで、アパートまでの近道にあたる細い路地に入った。路地は閑散としていて人通りはない。

　鷹也は隣を歩く清照の手をそっと取り、そのまま自分のコートのポケットに突っ込んだ。

「……何してんの鷹也」

　清照が驚いた顔で鷹也を見つめる。清照の手はこわばっているようだった。

「手ぇ冷たそうだから、あっためてやってんだよ」

「……鷹也。これ、傍から見たらさ、」

　そう言いかけた清照の言葉に

「誰も見ちゃいねぇよ」

　と被せるように言うと、その瞬間こわばっていた清照の手から一瞬力が抜けた。鷹也が握った手に力を込めると、清照がその手を握り返した。

「──ははっ、何のサービスだよ、これ」

　鷹也から視線を逸らし、少し俯いた清照の耳が赤い。

「そーだな。……お年玉、的な？」

　何だろう。ただ……清照のために、清照の喜ぶことをしてやりたい。それがたとえ、世間から見て異様な事であっても。

「ははっ、新年早々いいもん貰った」

　へらっ、と笑った清照の顔が赤いのはたぶん寒さのせいだけではない。

「つか、何マジ照れしてんだよ。うつるわ」

「なんかもー、やべぇもん、俺。絶対叶わないと思ってたことが次々現実になってくしさ……新年早々こんなだと今年の運早々に使い果たしちゃううんじゃねーかな、とかさ」

　清照がまた俯いた。冷たい風が吹き、清照の髪が風に舞う。

「大袈裟な。──こんなんおまえ、昔付き合ってた彼女と平気でしてたじゃねーか」

「や。うん、そうなんだけど……」

　ズッと鼻をすする清照。照れくさそうに顔を歪めたやつの吐く息がまた白く立ち上る。

「全然違げーじゃん？　本当に好きなやつとすんのとさ」

「……だから、大袈裟なんだよ」

　たったこれくらいで、そんな顔されたらますますほだされる。

　何だってしてやりたくなってしまうだろーが、と心の奥で毒づいた。

「なー、鷹也」

「あ？」

「真面目な話……ホントに俺が傍にいていいのか？」

　清照が遠慮がちに訊ねた。

「何を今更」

「だってさ、」

「だってもクソもあるかよ。──いいんだよ」

　清照の気持ちを受け入れようと、決めた。

　どんな形であれ、清照を大事にすると。

「今年も、よろしくな。つか、今年だけに限らずだけど」

　そう言うと、清照がなぜか泣きそうな顔をして笑った。

「──よし！　つーことで……」

　ポケットから手を取り出して、その手をブンブンと振りまわした。その勢いで、繋いでいた手が離れる。

「サービスタイム終わり」

「何だよ、スーパーのタイムセールみたいだな」

「ははっ」

　男同士。それも友達の延長線上の今の俺たち。甘過ぎず、苦過ぎずくらいがちょうどいい。

「ふー、マジ寒かった！」

　アパートに着くと、まるで二人競うように一気にコンクリートの階段を駆け上がった。

「とりあえず、風呂入りてぇー」

「俺はビール飲みたい。つか、しくった！　コンビニでデザート買えばよかったー」

「また食うのかよ」

「別腹だろ、デザートは」

「女子かっつーの」

「それ、偏見だからなー」

　ドアを開けると、これまた小競り合いをするように我先にと部屋に入る。ドン、と肩がぶつかりお互い小さく睨み合う。

「痛てぇ」

「こっちのセリフだよ」

　いつものやりとり。

　きっとこの先もずっと特別なことは何も必要ない。隣にはいつも清照がいて、こんな毎日がずっと続けばいい。

　くだらないことで笑って、くだらないことで喧嘩して。そんな毎日がずっと──。





＊　　＊　　＊






「それじゃ、失礼します」

「はーい。ご苦労様です」

　取引先への納品を終え、台車を後部座席に積み込んだ。強い北風が吹き、両手を擦り合わせながらバックドアを閉めた。

「うぉー、寒っ！」

　そう呟いて車に乗り込み、風で乱れた髪をさっと手櫛で整えエンジンを掛ける。

　年が明けすでに一カ月が過ぎた。社内は年明け早々に大規模な人事異動があり、各部署とも今までになく新鮮な顔ぶれとなった。

　仕事は順調。変わったことと言えば、今まで以上に担当の取引先が増えたこと。忙しく大変にはなったが、それだけ任されることも増えやりがいにも繋がっている。

　ピロリンと間抜けな音がして、ポケットの中のスマホに手を伸ばした。

【今日、仕事終わったら行く。たぶん８時半過ぎ】

　清照からのメッセージ。こちらも至って順調。相変わらず、清照がウチに来たり、たまに飯を食べに出かけたり……その関係に大きな変化はないが、自分たちにとって結局それが一番居心地のいい距離感なのかもしれない。

【了解。飯はうちで食え】

　用件のみの返事を返す。べつに清照の為、というわけではない。どうせ自炊の身だ。一人分も二人分も大差ない。

　スーツの袖口を指でそっとずらし腕時計の時刻を確認した。

「──っと。そろそろ次行かねーと」

　小さく呟いてシフトレバーを操作し、そのままゆっくりと車を出した。




「っし、と」

　グツグツと沸き立つ鍋の火を止め、カウンターの上をさっと片付けた。リビングの壁掛け時計をチラと見、ダイニングテーブルの上に必要な食器などを用意した。

　午後八時半。そろそろ清照が帰る頃だ。

　ソファに座り、煙草に火をつける。ぼんやりとテレビを眺めていると、急に外が騒がしくなった。

　ピーポー、ピーポーと繰り返すサイレンが徐々に近づいてくる。この手のサイレンはあっという間に遠ざかって行くものだが、今夜はそれが違っていた。大きな音のサイレンが、ピタッと止まる。

　どうやら比較的近所に急患がいるらしい。

「……結構近いな」

　ソファから立ち上がって、サッシを開けてベランダに出てみたが、その救急車は目視できるほど近くに停まってはいなかった。

　ピュウウウ、冷たい風が吹く。今夜はこの冬一番の冷え込みだと、今朝テレビのお天気お姉さんが言っていたのを思い出した。

「うぉお、マジ寒っっ!!」

　煙草を咥えたまま、小さく身震いをして慌てて部屋に戻った。

　ふと見ると、キッチンのダウンライトの電球が一つ切れている。

「替え、あったっけなー？」

　リビングのチェストの引き出しの中を探し、お目当ての電球を取り出してダイニングセットの椅子を移動させてその上に立った。

　電球を替えて椅子から降りると、古い電球が手から滑り床に落ちた。

「……危ね」

　幸い落ちた電球は割れることなく、コロコロと床を転がっただけで済んだ。その電球を拾い上げ、再び部屋の壁掛け時計を見た。

「遅せえな、あいつ」

　八時半過ぎには着けると言っていた清照がまだ来ない。




　あれから一時間近く。時刻はすでに九時半をまわっている。

「マジ、遅せぇ」

　そもそも仕事上がりに寄る、ということだし当然仕事が少し長引いたという可能性もある。──が、清照は時間に正確で、遅れるならその旨の連絡を寄越す性格の男だ。少し、心配にはなる。

　さっきからスマホを握りしめたまま、もたもたと考えているのは、もしも仕事中だとしたらその最さ中なかにくだらない電話を掛けたくないという鷹也なりの気遣い。

【まだ仕事か？】

　とりあえず、邪魔にならない程度にＬＩＮＥのメッセージを残した。──が、数分もすればまたそわそわと落ち着かない気分になる。

「……連絡くらい寄越せっての。飯食っちまうぞ」

　キッチンに放置された鍋は時間が経ち、すっかり冷たくなっている。それでも相変わらず何の連絡もない清照に業を煮やして、とうとうスマホを手に取り電話を掛けた。

　静かに繰り返される呼び出し音に耳を澄ませる。

　何度目かのコールの後≪……只今、電話に出ることが……≫と、いよいよ留守電のメッセージに切り変わったことに落胆した瞬間、ブツッ、と音がして

『……もしもし？』

　電話の向こうで聞き慣れない女の声がした。鷹也は突然の思いがけない出来事に、一瞬言葉に詰まる。

「あ……の、えと。こちら新木清照さんのお電話では……？」

　そう訊ねた瞬間、電話の向こうの空気が少し緩んだ気がした。

『もしかして、タカくん?!　鷹也ってあのタカくんよね？』

「……え？」

　過去に鷹也をそう呼んだ人物。思い当たるのはただ一人。

『キヨの──、仲良かった藤倉鷹也くんでしょ？』

「──は、い」

　清照の電話に出たのは、高校卒業以来声を聞くことも会うこともなくなっていた清照の母親だった。

　電話を切るなりコートを引っ掛け、財布と鍵だけをポケットに突っ込んだ状態ですぐさま通りに出てタクシーに飛び乗った。

　行き先は、ここから車で十五分ほどの市民病院。

『清照、タカくんのとこに向かう途中で、事故にあったのよ……救急車で運ばれていま、市民病院に』

　清照の母親がそう言った瞬間、頭が真っ白になった。

　──事故？　清照が？

　ふいにアパートの近所で鳴っていた救急車のサイレンの音を思い出した。もしかしたらあれは……その思考と可能性に、急に鷹也の手が震え、心臓が早鐘を打つ。

　電話の向こうで清照の母親が何か聞いてきたような気がしたが、その言葉はほとんど鷹也の耳を素通りしていった。

　辛うじて耳に残ったのは〝事故〟と〝病院〟その二つの言葉だけ。

　自分でもかなり動揺している自覚があったため、敢えて車を使わずタクシーに飛び乗った。

「すいません、少し急いでもらえますか」

　信号が青に変わるや否や、そうタクシーの運転手に告げた。

　事故って何だよ？　恐ろしい想像が頭の中を支配する。

　震える両手を握りしめたまま、額に押し当てて清照の無事を祈る。

「……くそ、」

　傍にいるっつったじゃねぇか。

　まだ大事な事は何一つ言えてない。初めて、怖いと思った。清照を失うという本当の意味での怖さを知った。

「……消えたりすんなよ」

　握りしめた手が、指先が、そこに血が通っていないかのように冷えていく。

　無機質な無線の音だけが響く静かなタクシーの中、たった十五分ほどの道のりが鷹也にとってやけに長く──まるで永遠のように感じた。






13　思う念力岩をも通す









思う念力岩をも通す……物事は必死になって行えばどんなことでもやってできないことはない。岩のように大きな障害があったとしてもその壁を乗り越え必ず成就させることができるということ




　時間外の受付窓口で清照の名前を告げ、息を切らしながら慌てて病室に駆け付けた。

「キヨ!!」

　ガラッと勢いよく病室のドアを開けると、頭に包帯を巻かれた清照が驚いた顔で鷹也を見つめた。

「鷹也、声デカイ。……まぁ個室だからいいけども」

　そう言って眼鏡のブリッジを押さえながら笑う清照の顔を見た途端、鷹也は全身の力が抜け、床にへなへなとへたり込んだ。

　タクシーの中で、想像していた。ありとあらゆる最悪の事態を。そうならなければいいと考えれば考えるほど、その思考がマイナス方向に持っていかれてどうしようもなくなった。

　苦しくて、苦しくて、ただ会いたくて。生きて再びその顔を見られるだけで他にはもう──。そんな願いがあっさりと叶えられたことに力が抜けた。

「……っ」

　ほっとした。清照がただそこに笑っていることに。

　安心した。またこの笑顔を見られたことに。

「鷹也、ここ椅子あるから座れって。起こしてやりてーけど、俺怪我してっから無理なの。自力でこっち来いな」

　そう言われて、よろよろと立ち上がりベッドの端に立った。清照がそっと手を伸ばし、鷹也はその手を恐る恐る握り返す。

　温かい。清照の温度だ。そう思った瞬間、胸の中に熱いものが込み上げてくる。それと同時にギュッと清照の手を握ると、清照が反対の手で鷹也の手を包んだ。

「……死ぬかと思った」

　渇いた声で言うと、清照がハハッと笑った。

「死ぬかよ、バイクでコケたくらいで」

「……違げぇよ、俺が」

　我ながら、情けない声が出た。

　清照に何かあったら──そう思っただけで、生きた心地がしなかった。冗談でもなんでもなく、本気で心臓が止まってしまうのではと思った。

「鷹也、手震えてる」

「……たり前だ」

「ごめん。心配した？」

「……したに決まってんだろ」

　そう答えると清照が鷹也の腕をグイと引き寄せた。その反動で鷹也の腿がベッドの縁に当たる。

「事故っつっても大したことないんだよ。交差点でちょっと接触して、ビックリした俺が慌ててハンドル操作誤ってすっ転んで怪我してーって感じで。派手に転んだからバイクもメットも吹っ飛んで、慌てた相手の人が速攻救急車呼んでくれて。頭も打ってたから大事をとって……まぁ念のための入院っていうか……」

　そんな清照の言葉に心からほっとした。

「ビビった……。あんまり遅せぇから電話したらおまえの母ちゃん出るし。事故で入院とか……聞いた瞬間、頭真っ白でおばさんの言葉全く耳に入んなくて」

　清照に掴まれたままの腕。次第に手の震えがおさまって行く。

「ごめん。速攻連絡しなきゃって思ったんだけど、着いてすぐ診察やらなんやら……でバタバタしてて」

　そういった清照が申し訳なさそうに小さくなった。

「ん」

　鷹也はベッドの縁に体重を掛け、清照を抱き寄せた。独特の消毒臭。清照の柔らかな髪が頬に触れた。

「……鷹也？」

　清照の手が、おずおずと上に伸び鷹也の肩を撫でた。

「──よかった。おまえが消えなくて」

　心の底からの言葉。嘘偽りない本心。もし、このまま清照を失ったら──？　そんなことばかりをタクシーの中で考えた。

　こんなところで失ってたまるか。そう思った。

　まだ、何も言えてない。まだ何も始まっていないのに。

「ごめんな、マジで心配掛けて」

　清照が鷹也の背中をそっと撫でた。

　その手の温もりだけで、安心する。

　改めてその想いを自覚した。自分の気持ちをこんなにも大きく揺さぶるのはこの世で間違いなく清照ただ一人。

「──キヨ」

「んー？」

　呼び掛けると清照が返事をした。

「キヨ」

「ん？」

「キヨ……」

　こうして名前を呼べる。ここに存在しているという確かな温もりを感じられる。

　ただそれだけのことが、どれほど幸せな事か。

「……だから、何だよ？」

　清照が鷹也の肩を抱きながらクスと笑った。

「……だ」

　清照の気持ちを知りながら、最後の最後、覚悟が決められずにずっと言えなかった言葉を言ったが、胸が詰まって上手く声にならなかった。

「だから、何だっての」

　清照が身体を離して鷹也の顔を覗きこんだ。

　誤魔化すのはやめた。逃げるのもやめた。男には決めなくてはならないここぞという時がある。

　だから、伝えなきゃいけない。ちゃんとした自分自身の言葉で。

「おまえが──、好きだよ」

　意を決して言った。

「──だから、二度とこんな思いさせんな！　勝手に危ない目にあったり、勝手に傍離れたらブッ殺す!!」

　鷹也の言葉に、一瞬清照がぽかんとする。

「は？　ちょい待って？　俺、どっちにしろ殺されんの、おまえに？」

「……るせーな。細けぇことはいいんだよ!!」

　照れ臭さなのか何なのか、急に目頭が熱くなる。

　ただ、傍にいてくれればいい。

　ただ、笑ってくれていればいい。

「鷹也」

　清照が、ほんの少し瞳を濡らしながら微笑んだ。

「──ま、いっか。鷹也に殺されんなら」

　清照がニッと笑った。その瞬間、

「あ。痛ててっ……」

　清照が情けない顔をしながら口元を押さえた。その瞬間、二人の間の空気がふっと緩む。

「派手に怪我してんな、マジ」

　清照の顔にそっと手を添え、その切れた口の端に指を滑らせる。

「見た目だけなー」

「消毒してやるよ」

「え、何ソレ？　オヤジみてー」

「……うっせーな！　黙ってされとけや」

　ゆっくりと顔を近づけ、清照に唇を重ねる。清照の唇はやっぱり少しカサついていて、でも柔らかくて温かくて心地いいと思った。

「……ん、っ」

　次第に深くなるキス。初めて沸き上がる衝動。鷹也自ら、これほどまでに清照に触れたいと思ったのはたぶん初めての事だ。

　病衣越しに手のひらに伝わる清照の体温が心地いい。清照の口の中はほんの少し血の味がした。

　もっと触れていたい。直に触れたい。この場で押し倒してしまいたいと本気で思った。

「……キヨ」

「そんな目すんなよ。うっかり嬉しいとか思っちまうじゃん」

　俺は今どんな目をしているのだろう？　きっとだらしない顔をしている。目の前の清照が愛しくてどうしようもないという、傍から見たら酷くみっともない顔を。

「嬉しがっとけや」

「アホか。ここ病院。んで俺、怪我人」

「あ。そうだった……」

　そこでようやく離れがたい唇を離す。お互いふっと吹き出してコツンと額を重ねた。

「つか。なんで個室？」

「や。病棟の消灯時間過ぎてるから、強制的に」

「他の患者への配慮ってヤツ？」

「だろうな」

「おばさんは？」

「明日朝からパートあるとかで、俺が元気なの確認したらさっさと帰った。昼過ぎに必要なモン持ってまた来るってよ」

「ははっ、そか」

「……」

　しばし流れる沈黙。自分の気持ちも露呈してしまった手前、この沈黙がまたむず痒い。

「なー。誰もいねぇし、さっきのもう一回」

　清照が鷹也の手を引いた。

「あのな……病院だ怪我だのってストップ掛けたの誰だよ？」

「んなこたぁー分かってるよ。せっかく鷹也に好きって言われたのに押し倒せないとか酷い拷問、我慢してんじゃんかよー！　キスくらいさせろよ」

「キスだけで終わるのは拷問じゃねぇのかよ」

　ボソ、と言った瞬間、腹の虫がグググ……と間抜けな音を立てた。

「すげぇ音」

　清照が笑い、鷹也はムスと唇を尖らせる。

「飯食ってねーんだよ。せっかくの飯、お前のせいで台無しだわ」

「あ、そか。やっべー、俺も腹減って来たわー」

「もういい、帰って飯食う」

「はー?!　んだよ、ソレ?!」

　今度は清照が不満げに唇を尖らせた。まるで子供みたいな顔。こんなふうにコロコロ表情を変える分かりやすい清照が、想いをひた隠しにしてきたいじらしさを思うとまた胸が熱くなる。

「退院したら、また何か旨いもん食おーぜ」

　そう言って、清照に顔を近づけ、唇と唇が触れるその寸前のところでわざとその動きを止めた。

「……意地悪いな、焦らすなよ」

「素直に欲しいって言えや。つか眼鏡邪魔」

　フッと同時に小さく吹き出して静かに唇を重ねた。今度のキスは血の味はなく、ただひたすら清照の味がした。




　それから二、三日して清照は退院。頭の傷や腕の傷は擦り傷程度でたいしたことはなかったのだが、やはり原付で派手にすっ転んだというだけあって足には捻挫があり、松葉杖が必要ということで、大事をとって一週間ほど仕事を休んだ。

　その間、清照の部屋に鷹也が通い、身のまわりの世話をしている。

「おーす。飯たいしたもん残ってなかった」

　仕事帰りに清照の部屋に寄った。久しぶりの残業の後、飯を作る余裕もなく、今夜はコンビニで飯を調達した。コンビニ袋の中身は弁当の他に、ビールに菓子、清照の好きなデザート類も忘れてはいない。

　ソファで寛いでいる清照の目の前に袋を差し出すと、清照がそれを受け取ってその中身を見た。

「塩カルビ弁当と中華丼、どっちがいい？」

　コートを脱ぎ、そう訊ねると清照はすでにデザートを取り出し目を輝かせている。

「おー！　何コレ？　初めて見た、超うまそー」

「デザートじゃねぇよ。弁当どっちかいいか聞いてんだろーが！」

「塩カルビ」

「……聞こえてんのかよ」

　鷹也はコンビニの袋を奪い取って弁当を取り出すと、それをレンジに突っ込んでからスーツのジャケットを脱いだ。

　想いが通じ合ったからといって、特別何かが変わるわけでもない。至って普通。その付き合いに不満があるわけじゃない。今までと変わらない距離感に安心すらする。

「腹減ったー」

「うっせーな。今弁当あっためてんだろーがよ」

　レンジの扉を開け、温めた弁当を清照の目の前に置いた。それからテーブルの上の缶ビールのプルタブをご丁寧に開けてやる。

「おー。甲斐甲斐しいなー」

　清照が嬉しそうに目を細めた。

「……シバくぞ、ボケ。こんなのは期間限定だっつーの」

　いつものやり取り。なのに、今はそれがまだ少しむず痒い。

　ピンポーンと珍しくインターホンが鳴り、怪我で動けない清照の代わりに鷹也が玄関に出向く。勢いよくドアを開けると、

「わぁ！　藤倉、やっぱいると思ったー」

　と、ドアの隙間から南が顔を出した。

「……おお、どうしたよ？」

「ちょっとキヨの様子見に。つかねー、暇だか何だかしんないけどさー。見舞いに来いとかってうるさいのよー相方が」

　そう言って南が靴を脱ぎながら、「はいコレ」と手にした小さなケーキの箱を鷹也に押し付けた。

「あ。お構いなくね。すぐ帰るからー」

「……何だよ。ゆっくりしてきゃいいじゃん」

「あーうん。下に智樹さん待たせてるから。今日、衣装合わせの帰りで、これからご飯行くんだー」

　ふふ、と笑う南の幸せそうな笑顔につられるように笑い返した。南の結婚式も気づけばもう再来月に迫っている。

「身体は平気かよ？」

「うん。順調順調！　赤ちゃんも元気に育ってるって産科の先生が」

「そっか」

　部屋のドアを開けるなり、清照が南に気付きこちらに向かって嬉しそうに手を振った。

「おー、ジュラちゃーん！」

「だから、その呼び方ヤメロって言ってるよね？」

　清照と南のお決まりのやり取りにクスと笑いが漏れる。こんな姿を見れるのも、あの事故が大おお事ごとでなかったからだと思うと、心底ほっとした気持ちになる。

　人と人との繋がりが、決して永遠でないように、人の命も永遠ではない。いつどこで何が起こるかなんて誰にも分からない。だからこそ、後悔のないようにしなくてはいけない。

　今目の前にいる大事な人が、いつも笑っていられるように。

「原付で事故るとか、ほんと気を付けなよねー！　聞いた瞬間、心臓止まるかと思ったもん」

　南が清照の肩を軽く叩きながら言った。

「ははっ、悪い悪い」

「藤倉もビックリだったでしょー？」

　南が鷹也に同意を求めるように訊ねた。明るい南が加わると途端にその場の雰囲気が賑やかになる。

「ああ、そりゃもう」

「こいつ、病院着いた途端へたり込んだしな」

「……余計な事言ってんじゃねぇ」

　ニヤと笑った清照を睨みつけてムスと唇を尖らせると、それを見た南がアハハ…と楽しそうに笑った。

「でも、元気そうでよかった」

「おう。わざわざサンキューな」

「よく言うよ。自分で呼んどいて」

「ははっ」

「ごめん、キヨ。下に彼待たせてるから、またゆっくり来るね」

「えっ、もう帰んのー?!」

「うん。顔見にきただけだもん。あ。ケーキ買ってきたから二人で食べて。今度快気祝いしようよ、藤倉主催で」

　そう言った南が鷹也の腕を掴んだ。

「はー？　なんで俺が」

「んじゃ、またね。キヨ」

　実に慌ただしく南が部屋を後にするのを追い掛けた。

「待てって。下まで送る」

「えー？　いいよーぉ」

「妊婦階段からコケさせたらシャレになんねーだろ。おまえ、ただでさえコケるし」

　思えば、南にこういう気遣いをするのはいつも清照のほうだった。

「信用ないなぁ」

「今までが今までだけにな。……冗談、心配だからな」

　憎まれ口ではなく、素直にそう言うと、南が驚いた顔でしばらく鷹也の顔を見つめていた。

「藤倉、何かちょっと感じ変わった……？」

　アパートの階段を下りながら、南が探るように訊ねた。勘のいい南のことだ。清照とのことを誤魔化しても無駄だろう。

「悟ったんだよ。こういう当たり前の毎日は、実は当たり前じゃないんだってことを」

「それ、事故の事言ってる？」

「まぁな。清照が傍にいんのも、おまえがいんのも……実は奇跡みたいに幸せな事なんじゃねーかなーってな」

　そんな鷹也の言葉に、南がなにかを悟ったように意味ありげにふふ、と笑った。

　これだけ多くの人が生きている中、縁あって出会えた人たちとの繋がりこそがまさにその奇跡というやつ。

「──だね、うん。もしかして……それはつまり、キヨとイイ具合にまとまったって解釈しちゃってもいいわけ？」

　南が少し悪戯な、けれど確信に満ちた表情で訊ねた。

「まー、そんな感じらしい」

　そう答えると、南が大袈裟に驚いた顔をしたあと、そのからその顔をくしゃくしゃに緩めて鷹也の背中をバンと叩いた。

「そっかー!!　そっかーぁ!!　藤倉らしい答えだね」

　余程嬉しいのか、テンション上がってとび跳ねながらポカポカと鷹也の背中を叩く南に苦笑いを返す。

「コラ、おまえ妊婦だろーが」

「妊婦が嬉しくて跳び跳ねちゃいけないなんて決まりないもーん！」

「嬉しいのはありがたいけど、やめたれ。彼氏心配そうに見てっから」

　アパートの駐車場に停めてある唯一エンジンの掛ったままの車をクイと顎で指して、車に向かって軽く会釈しながら言うと、南がハッとしてから照れくさそうに笑った。

「もう行けよ。またゆっくり会おうぜ」

「うん。それじゃまたねー」

　南が鷹也に向かって手を振った。彼氏の待つ車のほうへ歩き掛けた南が、何かを思い出したように振り向いた。

「藤倉ー」

「んー？」

「キヨ、甘やかし過ぎないほうがいいよー？」

　南のその言葉に鷹也は小首を傾げた。

「昨日もＬＩＮＥしてたんだけど。バラしちゃうとキヨに怒られちゃうかもだけど。足、けっこう回復してるらしいよ」

「──あ？」

「藤倉が甲斐甲斐しく世話してくれるのが余程嬉しいんだろうねー。お幸せにっ！」

　そう言い残すと、南は楽しそうに笑い、ヒラヒラと手を振りながら待たせていた車の助手席に乗り込んで去って行った。

「……」

　頭の中で南の言葉を反芻した。

　いやいやいや。

　昨日寄った時も、トイレ行くのが辛いとか言っていた清照に肩を貸してやったし。風呂だって足を曲げるのが痛いだのって、鷹也が付き添ってやった。

　あれは演技だったってことか？

　そう思った瞬間、フッと笑いが込み上げる。

「……しょーもねー、マジ」

　緩む口元を手で押さえながら、階段を登った。

　構われたくて怪我が治ってないフリをするとか、くそ可愛い過ぎんだろ。……などと思うようになってしまった自分に呆れて苦笑した。

　部屋に戻ると、清照がキッチンのレンジの前で腕組みをしていた。どうやら鷹也の分の弁当を温めてくれているらしいが、背中を向けている為、戻って来た鷹也の存在には気づいていない。

　そんな清照の背後にそっと近づいてその肩に顎をのせると、不意を突かれた清照が「うぉあっ!!」と驚いて飛び退いた。

「……び、びっくりさせんなよ」

　その素早い反応に南の言っていたことが事実であることを確信した。

「足、全然平気そうだな」

　そう言ってニヤと笑うと、清照が気まずそうに視線を逸らせた。

「けっこう歩けんだって？」

　そう訊ねると、清照が小さく舌打ちをした。

「……南のヤツ」

　口元を歪めた清照の耳が赤い。

「──何だよ」

「いや、べつに？　俺にあれこれしてもらうのそんな良かった？」

　責めてるわけではない。清照がどんな反応をするか楽しみたいだけだ。

「もっと、あれこれしてやろうか？」

「嘘だ。絶対しねぇくせに」

「素直に言えばしてやんねーこともねぇよ？　何する？　まずは弁当食わしてやろうか？　風呂で身体隅々まで洗うか？　なんならもっとすげーことしてやる？」

　清照の顔が、みるみる赤くなる。

「……おまえ、最っ悪!!」

「変な想像してるおまえのが最悪だ」

　そう言いながらゆっくりと清照に顔を近づける。

「してないって。顔近づけんな」

「何で」

「……」

　黙り込んだ清照の唇に軽いキスをしてからすでに温まった弁当をレンジの中から取り出した。

　弁当を持ったまま清照の前を素通りし、テーブルのところに腰を下ろすと、清照が何か言いたげに顔を歪めた。

「──ちょ、勘弁しろよ」

　少し怒ったように乱暴に歩きながらこちらに近づいてきて、そのまま鷹也の向かいに座る。南の言った通り、足はほとんど大丈夫なようだ。

「何が？」

　弁当の蓋を開けながら口に割り箸を咥え、それをパキ、と割る。

「鷹也、ちょいキャラ変わってねぇ？」

「は？」

「だってさ。俺がおまえに初めてキスしたとき、おまえ俺の事思いっきり蹴っ飛ばしたんだぞ？」

「……当たり前だろが。どんだけ衝撃受けたと思ってんだ」

　思ってもないやつに、思ってもないことをされて──。

　なのに。それが今では、ほだされまくって自分から清照に触れてしまうくらい気持ちが大きくなっている。

　人生最大のミラクル。全くもって理解不能。

「キャラなんて変わってねぇよ。……ただ、おまえが知らなかっただけだろ」

　全てを変えたのはあの事故の夜。本当に失いたくない物、本当に大切なものの正体に気づけた。

　大事なものはいつも手の中にあるわけじゃない。

　何かの拍子に、突然失ってしまうこともある。だから、出来るときに出来ることを。

　思ったときに、思ったことを。

「元カノとかにも、こんなんだったワケ？」

「は？」

「……だから、急にキスしたりとか」

「教えねぇ」

　そう答えてニヤ、と笑うと清照が髪をぐしゃぐしゃとかき混ぜて「うぁあ!!」と訳の分からない奇声をあげた。

「なんかイメージと違うし!!　前カノとかにも同じ事してたと思うとなんっか腹立つー!!」

　清照が箸で乱暴に弁当を突きさした。

「コラ。弁当刺すなや。食えっつーの」

　こんな些細なことで嫉妬心を燃やす清照がアホ可愛いとか思う辺り、自分でも呆れてげんなりする。

「な？　マジ、してたの?!」

「……うっせーな」

　敢えて否定しない。これも清照の反応をみたいから。

「ぬぉお……イメージがっ!!」

「だからどんなイメージ持ってんだよ、俺に」

「や、分かんねーけど。少なくともこういうんじゃない気がすんだよ」

　訳の分からないことを喚いている清照を横目に、黙々と弁当をかき込んだ。

　確かに、昔の彼女にそういうことをしていたかといえば、そうでもない。どちらかと言えば、カッコつけていたくて、肩に力が入り過ぎてそういう雰囲気に持っていくことすら苦手だった。

　相手が変われば、想いも変わる。すなわちその相手に対する愛情表現も。今までは清照のほうからそういう事を仕掛けてくることが当たり前で、それをのらりくらりとかわしたり受け入れたり、受動的だった。

　能動的欲が出たのは、はっきりとした想いを自覚している証拠だ。

「新鮮でいいだろが？　長い付き合いでも知らねーことはまだまだあるってことじゃね？」

　そう言うと、清照がフッと笑った。

「それ。暴き甲斐あんな」

「だろ？」

　清照が缶ビールを飲み干して、ふぅと後ろに手をついて感慨深げに天井を見上げた。

「本当……夢みたいだな。諦めなくて良かった」

　清照がしみじみと言った。

「粘ったな、随分」

「そーだよ。十年だぜ、十年!!　俺ってマジ一いち途ず」

「……墓場まで持ってくつもりだったんだろ？」

「まぁな。……でも今思えば、あの時うっかりボロ出して正解だったな」

「ははっ」

「まさかこんな展開来るとはなー」

「本当になー」

　お互いそれぞれの想いを胸に顔を見合わせて笑った。

「よく言うじゃん。想いが強ければいずれその願いは叶う、的なさ。アレ、ホントなんだな」

「ああ……」

　確かに、強い思いは何かしら人の心を動かしたり、結果何かを成し遂げさせたりする目に見えないパワーのようなものがあるのかもしれない。

「さて。飯も食い終わったことだし、片づけはおまえな」

「はー?!　俺、怪我人!!」

「元、怪我人だろ」

　そう言ってニヤリと笑うと、清照がぐっと言葉に詰まった。

「分かったよ！　やるよ、やりゃいーんだろ?!」

「そりゃそーだろ。嘘ついてた罰だ」

「酷でぇ」

「は？　どっちが」

　ムス、としながらテーブルの上のゴミを片付ける清照を眺めて鷹也は思わずクスと笑う。

「……マジ、やべぇ。重症かも」

　ボソと呟くと清照が不機嫌な顔で振り返った。

「何だよ？　なんか馬鹿にしてんだろー」

「してねぇよ」

　マジ、重症だ。ブチブチと何か文句を言いながらゴミを片付け、尻を掻きながら歩く清照を後ろからねじ伏せてしまいたいとか日に日に加速する気持ちの変化に苦笑いが漏れる。

　ゴミを片付け、ついでに、と風呂を入れに行って戻って来た清照がテーブルを挟んだ向かい側に座った。

「キヨ」

「んー？」

「怪我治ってんなら、手加減しねぇから」

　そう言うと清照が、その意味を測りかねているのか怪訝な顔をした。

「……何の？」

　そう訊ねた清照のほうへ投げだした足を伸ばし、下半身を足の先で刺激する。その瞬間、清照がハッとして鷹也を見た。

「ソレ的なやつな」

　想いをはっきりと自覚して、それを告げてから清照の入院と療養が続き、それらしいことはお預けのままだ。

　清照がその意味を理解し、照れ臭そうに笑う。

「望むところだね」

　清照がズリと腰を浮かせて、鷹也の方へ近づいた。鷹也自身もほんの少し清照のほうへ身体をずらす。

「風呂入る前にチュウでもしとく？　なんなら最後までしてもいいけど」

　さっきまでとは別人のように急に表情を変えた清照に苦笑いを返した。

「……スイッチ入ると、途端に淫乱だな、おまえ」

「そりゃ。いつでも鷹也とシてぇもん」

「アホか、こっちがもたねぇっつうの」

「何言ってんだよ。二十代の健全な男子のセリフじゃねぇよ、ソレ」

　床に付いた手と手が重なり、そっと指が絡まる。どちらからともなく身体を寄せ、引きあうように唇を重ねた。

「鷹也、好きだよ……」

　何度となく聞いたこの言葉。聞き慣れたはずの言葉が、さらに熱と感情を増して耳に響く。

　心地いい。耳元で甘く響く低音も。唇から伝わる湿り気も。触れた指先から伝わる体温も。

「俺も、好きだ」

　この先、何度この言葉を言うのだろう。その回数はなるべく多いほうがいい──。

　電気がつけっ放しの明るい部屋。テレビからは、流行りのバラエティー番組で観客がドッと爆笑する音声が聞こえてくる。

「……っ、」

　ムードって何だっけ、なんて事がキスを交わす合間に頭を掠めたが、それよりも今目の前で激しく自分に欲情の目を向けて来る清照のむき出しの本能に目が離せなくなる。

　上半身裸の清照が鷹也の膝に跨るようにして、シャツのボタンをひとつひとつ上から順に外していく。

　首に、鎖骨に、胸に、いくつも落とされるキス。その優しい刺激が心地いい。次第に下に移動する清照の唇。時折、生温かい湿った舌でべロリと腹を舐められ身体をよじると、清照が楽しそうに鷹也を見上げた。

　カチャカチャ、と自らズボンのベルトを外し、清照がそれを補助して着ているものすべてを剥ぎ取られる。しっかりと変化をきたした鷹也のものを清照がふわと包み込んで口に含んだ。

　ヌルとした感触。卑猥な水音。正直な身体は嫌でもそれに反応してしまう。

「……すげぇ、ガッチガチ」

「……るせーよ。つか、咥えながら喋ん……なっ、っ」

　そうかろうじて声に出すと、清照がわざと強くそこを吸い上げる。

「……っ、おまえエロ過ぎてタチ悪りぃ」

「それ褒め言葉だろ？」

「──っ、」

　食われる。いや……実際喰われているのか。

「鷹也。俺も気持ち良くしてよ」

　清照の手が、鷹也の手を引いてそこへと導く。

「指、……あっさり入った」

「んァ。……欲しいって言ってんだよ、おまえのソレ」

　欲しがってるのはたぶん鷹也のほうだ。清照の色香を含んだ切れ切れの声に、いままで経験のないほど激しく欲情した。

「ふ……ァ、」

「鷹也、もっと引き寄せて……」

「ァ、すげぇ入ってく……」

「うん。……来……たっ、」

　──止まらない。

　清照とのセックスはこれが初めてではない。なのにまるで初めて身体を繋げたときのように、迫りくる未知感。清照の身体に自身を突き立てるたび、熱いものが胸の奥に込み上げた。

「キヨ……」

「ふ、ァ、ァ……あっ、アア」

　甘く響く清照の嬌声。鷹也の身体にしがみつく清照が背中に爪を立てる。

　どうしてもっと早く気付かなかったのだろう。こんなにも一途で溢れんばかりの清照の想いに。

「鷹也、……激し……」

「こんくらいでへばんじゃねぇよ」

「つか……、今までと全然違……っ、じゃ……ん」

　途切れ途切れの呼吸。額に、こめかみに、滴り落ちる汗。

「本気……見せてやろうと思ってな」

「……ははっ、怖ぇえな」

　身体を離した清照が息を整えながら小さく笑った。

「嫌いになるか？」

「──バァカ。俺の執着心ナメんなよ？」

「……ははっ、それこそ怖ぇえ」

　なんて答えを返しつつ、清照の一途な執着心に感謝した。

　清照の粘り強い想いがなければ、鷹也はこれほどまでに相手を愛おしいと思う気持ちを知らずに過ごしていたかもしれない。

　身体の奥からまるで泉のように湧き上がって溢れる気持ちを、一生知らずに過ごしていたかもしれない──。

「鷹也っ、も、やば……」

「俺もっ、……っ」

　限界を迎えた清照の身体が大きく震え、ほとんど声にならないような熱い息を吐き、達したのと同時に鷹也も清照の熱い身体の中で果てた。

　一度では飽き足らず、二度三度と身体を繋げ、これでもかというほどお互いの身体をむさぼり合った。

　汗まみれの清照の額にそっと唇を押し当てると、清照がなぜか泣きそうな顔で微笑んだ。その泣きそうな顔の理由が今なら分かる気がする。

　気持ちを自覚して初めてのセックスは、想像以上に満たされて、幸せで、正直涙が出そうだった。

　触れたい、抱きたい、そのすべてを自分のものにしたい。お互いが心からそう思って、その身体を求め合うことに、これほどの幸福感を味わうことになろうとは。

「マジ、ヤバい。良過ぎておかしくなりそうだ。つか、なってる俺」

　清照が放心したような蕩けた目で言った。

「俺も、こんなアホみたいにヤリてぇとか思ったの初だわ」

「は？」

　自分でも驚く。目の前に横たわる清照の蕩けた目をみているだけでまた──。

「もう一回しとくか？」

　鷹也が言うと、清照がさすがにぎょっとした顔をした。

「嬉しいけど……死ぬわ、さすがに」

「はは」

　気持ちも身体も両方繋ぎ合わせて初めて、こんなにも満ち足りるのだと知った。

　清照も同じように感じてくれていたらいい。鷹也が感じているこの満ち足りた気持ちを、今、まさに感じてくれているのなら──。







　風呂上がりの心地よい熱の残る身体を拭いて部屋に戻ると、テーブルの上の煙草を手に取った。先に風呂から出た清照がベッドの上で寛いでいる。

「おまえもいる？」

「や、いい。水取って。冷蔵庫にある」

　そう返事をした清照が身体を起こし、ベッドの上に胡坐をかいた。冷蔵庫から水の入ったペットボトルを取り出して清照に手渡し、自分は煙草に火をつけた。

　べッドに座る清照の半乾きの髪を指でそっと掬った。

「髪、伸びたな」

「ん。前髪がやべぇ。そろそろ切んねーと」

　不思議だと思う。今まで清照の髪がどうだとか、外見的な変化を特に気にしたこともなかったというのに。

　昔、付き合っていた彼女が髪を切ったことにも気づかず、機嫌を損ねたことがあったことなんかを今更ながら思い出した。

　結局、そんな彼女たちを大事にしているつもりで本当の意味で好きにはなれていなかったのかもしれない。

　好きになれば、相手に関心が向く。それこそ外見的な変化も含め、彼女たちの次第に離れていく気持ちに気づくなど容易いことだったのだ。

　ギシ、とベッドの縁に座り、ぼんやりと煙草の煙を吐き出した。

「ありがとな」

　清照のほうを見ないで言った。

「ん？」

「俺を、諦めないでくれて」

　同じ相手を、しかも長い月日をかけてただ静かに想うことは並大抵のことではない。何年もの間、その想いを殺してただ傍にいることにどれだけの覚悟が必要だったのだろう。

　後ろにいる清照の手が鷹也の背中に触れた。

「バカ。それこっちのセリフだよ。……ありがとな。応えてくれて」

　清照の手が後ろから伸びて、鷹也の身体を抱きしめた。背中に伝わる心地よい体温。首筋をくすぐる自分と同じ匂いを纏った髪。

「俺、もー、何もいらねぇよ。おまえがいれば、それでいい……」

　清照が背中で呟いた。その声が驚くほど湿って震えていることに気づかぬふりをした。

「……はは、欲無さすぎだろ、それ」

「──っ、」

　背中越しに清照の小さな嗚咽が聞こえた。

　清照が、泣いたのは何年ぶりのことだろう。

　こいつを泣かせるのは、この先ずっと嬉し涙だけにしてやれたらいい──そんなことを思いながら、鷹也は天井に立ち上る煙を眺め、自身の目尻にうっすら滲む涙をそっと拭った。






14　朝雲暮雨









朝雲暮雨（ちょううんぼう）……思い合い深い仲であること




　盛大に咲いた桜の花びらの影も見えなくなったよく晴れた春の日。

「おめでとう、ジュラちゃーん!!」

　迎えた南の結婚披露宴の余興で、高校時代のバスケ部の連中数人で最近流行りのダンスグループの完全コピーをやり遂げ、最後の決めポーズまでばっちり決めて祝いの言葉を贈った。

「もーぉ!!　その呼び方やめてって言ってんじゃん」

　真っ白なウェディングドレスに身を包んだ南がお決まりのクレームをつける。会場から大きな拍手と笑いが沸き起こった。

　会場のメインテーブルで幸せそうに微笑む南。新郎新婦の誘導、料理出しなどのサービスを会場責任者である清照が担当している。

「南、リラックスしてんなー」

　隣で円卓を囲む村西が笑いながら言った。反対側の隣は清照の席。仕事も兼ねているとはいえ、友人である清照の席は絶対に作ると南が譲らなかったそうだ。

「そりゃ、そうだろ。キヨが付きっきりでサポートだしな」

　気心知れた友人が常に傍にいるということはとても心強いことだろう。友人という立場でありながら、仕事で南をサポートする事を優先したのは何とも清照らしい選択だ。

　真っ黒のタキシードに身を包み、新郎新婦をサポートする清照の姿は凛としていて、思わず見惚れてしまう。

「こうやってみると、キヨかっけぇな」

「ホント。普段のキャラがチャラいだけになー。ギャップ半端ねー」

「ああ、言えてる」

　昔からの仲間が口々に言った。

「おまえら、二次会行く？」

「おー、行く行く!!　南の大学ん時の女友達結構かわいくねー？　俺、あのピンクのワンピの子狙ってんだよね」

　村西と仲がいい木村がそう言い、皆でさりげなくそのテーブルを見た。

「いやいや。あれはハードル高けぇだろ。絶対男いるって」

　村西が笑いながら言った。

「やっぱ、そう思うー？」

「ああ。ありゃいるわ、絶対」

　鷹也も村西の言葉に同意した。

「まぁ、声掛けるだけ掛けてみろよ。ダメでもともとってやつでさ」

「おまえら絶対無理だって思ってる顔だな」

「ははっ。まだ分かんねーじゃん」

　男友達ならではの軽い会話。ほんの少し前までだったら、鷹也自身も木村と一緒になって友人席の女の子たちの品定めをしていたかもしれない。

「つか。藤倉、何一人で涼しい顔してんだよー。おまえも彼女いなかったろー？　もうちょっとガツガツしろや」

「俺、いるし」

　そう答えると、村西と木村が目を見開いた。

「はぁー?!　いつの間に?!　どこの誰だよ？　会社の子?!　紹介しろやー、その友達でいいから」

「無理」

「何それ、冷てぇー!!」

　紹介しようにも、相手が清照じゃ……と思い、小さく笑った。もし、本当のことを話したらこいつらはどんな反応をするだろう。

　いつかその時が来るかもしれないが、今はまだ言うつもりはない。男同士で付き合うということ、すなわち今まで当たり前にあった生活の一部に秘密を持つことだ。

　言えないというわけじゃない。

　でも、知らないほうがお互いに幸せな事もある。




　披露宴がお開きになり、招待客が会場を去ったロビーの片隅で煙草を吸っていると清照が〝仕事〟を終えて戻って来た。

　仕事仕様にキメた髪はそのままだが、タキシードを脱ぎ、黒縁の眼鏡に戻った清照はいつもの清照だ。

「悪い、待ったか？」

「いや。そーでもない」

「仕事。もういいのか」

「片付けとか全部任せて来た。二次会は普通に〝友人〟として楽しみたいじゃん？」

「はは。確かにな」

　返事をして煙草の火を揉み消した。

「あ。それ俺の？」

「ああ」

　そう言われて清照の分の引き出物の袋を手渡した。

「村西たちは？」

「二次会まで時間あるから一回帰るって」

「そっか」

「そーいや。俺、南にまともに会ってねぇや。写真撮ったくらいで」

「あ。控室行ってみるか？」

「それ、アリなのか？」

「ありあり。行こうぜ、こっち」

　清照がロビーの横の宴会場へと続く階段を登って行くのを追いかけた。

「美容室、別にあるんだけど、あいつ妊婦だから会場に一番近い小さい宴会場を俺が押さえたんだよ。何かあった時休めたりするほうがいいかと思って」

「へぇ」

　さすが、清照。細かいところにまで気が回る。こんな男に大事にされるやつは幸せだろうな……などと思った瞬間、それが自分であるという事実に気付き、途端に照れくさくなって小さな咳払いをした。

　控室に行くと、すでにドレスを脱いでワンピースに着替えた南が鷹也と清照を出迎えた。新郎である智樹さんが気を利かせて

「煙草行くんで、ちょっとお願いします」

　と控室を出て行った。

　控室の中には、さっきまで南が身にまとっていたウェディングドレスが掛けられている。大きくなったお腹を隠すのに最適なハイウエストから裾にかけてボリュームのあるスカートが広がるデザイン。小柄で目鼻立ちの整った南にとてもよく似合っていた。

「身体、平気か？　疲れたろ？」

　そう訊ねると南が椅子にもたれてフゥと小さく息を吐いた。

「うん。ちょっとねー。でも楽しかった！」

　それから思い出したように、ふふ、と笑う。

「余興!!　アレみんな凄かったねー!!　よく踊れたじゃん」

「ああ。アレな、けっこう練習した。な？　鷹也」

「ああ。清照の口利きで、空いてる宴会場の片隅貸してもらってな。ガッツリ練習できたからなかなかの出来だったろ？」

「うん！　ビックリするくらいの出来だった」

　南が大袈裟に拍手をしながら言った。

「それ、言い過ぎな」

「あはは、褒めすぎたか」

　鷹也の突っ込みに、南が小さく舌を出した。変わらないやり取り。だが、今日が彼女の晴れの日だと思うと、本当に感慨深い。

「ジュラちゃんも、きれいだったぜ、マジ」

「馬子にもナントカってやつでしょー？　惚れたー？」

「惚れた惚れたー」

「あー、キヨ酷い。感情こもってないー!!」

　清照と南のやり取りも相変わらず。こういうのは、いつまでたっても変わらないで欲しいと思う。

「あ、そうそう!!」

　南が、パンと何かを思い出したように手を打った。

「来てくれてちょうど良かった！　二人に渡したい物あったんだよねー」

　そう言った南が立ち上がって、荷物置きになっているテーブルの上の紙袋からゴソゴソと何かを取り出した。

「はい。コレ」

　南が楽しそうに清照と鷹也、それぞれに同じ包みの小さな箱を手渡した。

「……何だよ、これ」

　鷹也が戸惑い気味に訊ねると、南がそれぞれの手の上の箱をコンコンと指で突いた。

「まーまー！　ほんの気持ちっていうかね」

「開けていいのか？」

「うん。もちろん」

　二人同時にその包みを開け、箱の中身を見た。小さな箱の中に入っていたのは、スクエア型のシルバーにデザインが施されたカフスボタン。チラ、と見た清照の手のひらにも同じデザインのもの。どうやら揃いのようだ。

「カフス……？」

「うん。前に旦那さんにもプレゼントしたことがあって。この間、お祝いに二人にお高いおねだりしちゃったじゃん？　ささやかなお礼、っていうか……ね？」

　南が俺たちの顔を見比べて、微笑んだ。

「アホか。おねだり、ってアレ結婚祝いだろーがよ」

　ご祝儀とは別にお祝いは何がいいかと訊ねたら、新居で使う新しい空気清浄機が欲しいと言われ、少し前に二人でそれを贈ったのだった。

「まー、そうなんだけどー。だから、ささやかなお礼、って言ってんじゃん。安物だから、気負わず受け取ってよ。てゆーか、返されても困るし！」

　南が、両手を広げて拒絶のポーズをする。

「なんていうかね？　上手い事まとまったキミたちに私からのお祝いよ」

　南が、ふふふ、と嬉しそうに笑った。

「──え、っていうか何？　何でジュラちゃんが、それ知ってんの?!　俺、まだ話してねーのに」

　清照が驚いた顔をして、南と鷹也の顔を交互に見つめている。

　──が、〝まだ〟という何気ない清照の一言を聞き逃さなかったのは鷹也も同じだ。

「──は？　ちょい待てや。〝まだ〟って何だ、まだって……」

　俺たちに挟まれた南が、悪戯な笑顔をそれぞれに向けた。

「ごめーん。藤倉。……相談受けてたの、あんたからだけじゃなかったんだよねー」

　そう言って南が小さく舌を出した。

「はぁあ?!」

「え？　……ってことは、鷹也も南に?!」

「つーことは、キヨも、か!!」

　清照と顔を見合わせてから、二人同時に南に視線を向けた。

「えへへー。……というワケなんですわ。黙っててごめーん」

　南が少しおどけて言った。

　何ということだ。二人そろって南に相談を持ち掛けていたとは。

「おまっ……！　とんだ狸だな!!」

　鷹也が殴り掛かるようなポーズをすると、南がキャーと笑いながら頭を抱えた。

「それ言うなら女優って言ってよー！　私だってビックリしたわよー!!　でも、事が事なだけに、私が迂闊にどうこうできないじゃん!!」

「え、じゃあ。ジュラちゃん、全部知ってて俺らの相談乗ってたわけ?!」

「だーかーらっ!!　ほら、男同士だし、デリケートな問題だし。私が勝手に事をどうこうするわけにはいかないじゃない。要は、二人の問題なんだもん。私はただ上手く行けばいいなって見守ることにしたの!!」

　南が唇を尖らせて俺たちを見据えた。

「女って、怖ぇえな……」

「マジ、それな」

　鷹也の言葉に清照が実感をこめてうんうんと頷く。

「だって。私が間に入って変なことになってほしくなかったんだもん！　あんたたちのこと大事なんだもん。しょうがなかったの!!　結果、上手く行ったんだからいいじゃない」

　開き直るように堂々と言った南に、俺たちは顔を見合わせて苦笑いをした。

「──ったく、最悪だ」

「……だな」

　これはあくまでも褒め言葉。

　余計なことはせず、自分たちを見守ってくれたのは彼女なりの精一杯の友情であり気遣い。

「南らしいっちゃー、らしいか。……サンキューな」

　そう言って鷹也が南の頭にポンと手をのせると、彼女が照れくさそうに微笑み返した。

「つか。俺、ゲイじゃなけりゃ南に惚れてたかもなー」

　清照の言葉に南が、顔をしかめた。

「えー？　それは困るなー」

「俺は南は無理だわ」

　鷹也の言葉に、南がもっと険しい顔をする。

「ちょっとー藤倉!!　私も無理だけど、それはそれで失礼!!」

「……南はやっぱ、友達じゃねぇとな」

　鷹也が笑いながらそう言うと、南がニッと笑い返した。

　男とか、女とか。関係ない。恋愛とは違う、それでも愛しく大切なもの。

「うん！　私もそれが一番いいなー。何よりもしっくりくる!!」

「だな」

　清照も大きく頷いた。

「つか、なんでカフス？」

　清照が、カフスを手に取り南に訊ねた。

「んー？　恋人っぽくさ、ペアで何かあげたいなーって思ってて。でも、男同士だし、あんまり目立ってもアレでしょ？　さりげなーい感じのってなかなか思いつかなくて。ほら、キヨもタキシードの中シャツだし、藤倉もスーツだからシャツ着るじゃない？　だから、どうかなーって、勝手に」

　南なりに、俺たちの為にいろいろと頭を悩ませてくれていたということだ。そんな思いに胸が熱くなる。

「ありがとな、南。──って、もう南じゃねぇか」

「もう！　そこはそのまんまでいいよ。二人に違う呼ばれ方したらそれこそ変な感じ」

「あれだな。もう、ジュラちゃんで固定するしかねぇな」

　清照がまるで名案だとでもいうように自信ありげに言った。

「だ・か・ら！　それだけはやめてー」

「ははっ、そう嫌がんなよー」

　そんな二人のやり取りを眺めて、幸せだと思った。

　大事な人がいて、そのどちらも幸せそうに微笑んでいて。そんな小さな幸せこそがこの世で何よりも大切なものなのかもしれない。




　二次会もお開きになり、会場の前で南や村西たちと別れた。フワ、と吹く四月の夜風が心地いい。

「南、本当に幸せそうだったなー」

　清照が立ち並ぶ通りのビルの隙間から見える夜空を見上げながら言った。

　愛する人と結ばれ、これからの人生を共に歩いて行くということ。南にとって新しい人生のスタートにふさわしい心から幸せそうな笑顔に、こちらも幸せな気持ちになった。

「ああ。旦那見る目が乙女だった」

「ははっ。あの二人仲いいもんなー。傍から見てても分かる」

「今度は赤ん坊だな。新婚早々忙しくなんだろーな」

「また、生まれたら遊び行こうぜ」

「ああ」

　二人で並んで通りを歩く。その速度も響く靴音も、なんて言うかしっくりくる。

「つか。この荷物で歩きとかちょいキツくねー？」

　手には披露宴の引き出物や、二次会のゲームの景品などを提げている。

「確かに。タクシー掴まえるか」

　そう言った清照が車道に近づき、こちらに向かって走って来るタクシーに向かって手を挙げた。

　ほんの一瞬、バランスを崩した清照に咄嗟に手を伸ばす。

「……っぶねぇ」

「悪い。この間捻挫したとこ、たまーに痛むことあって」

　清照が、はは……と笑った。

　実際、車道からは距離があったし、さほど危ない状況ではなかったがどうしても敏感になる。あんなことのあった後では。

「マジ、勘弁しろや。あんな思いはもうたくさんだっつーの……」

　そうボソと呟くと、清照が鷹也の肩をそっと抱いた。

「……俺、もしかしてけっこう愛されてる？」

「……」

　そう少し茶化して訊かれて言葉に詰まった。ここで素直に、認めてしまえればいいのだが、プライドとかこれまでの付き合いとか、いろんな思いがそれを阻む。

「黙んなよ、ヘコむ」

「打たれ弱いな」

「ナイーブなんだよ、俺は」

「どの面がそう言うこと言うんだっつーの」

　結局誤魔化してしまう自分は、我ながら意気地がナイ。

　それでも。

　愛しているとか、そんなむず痒いセリフをいつか誰かに言うのだとすれば、その相手はやはり清照がいい。




「おい。そのまま寝るとスーツとんでもねーことになるぞ」

　ソファに寝転がった鷹也の膝を風呂上がりの石鹸の香りを纏った清照の手が叩いた。

「や。どうせクリーニング出すし」

「風呂あいた。鷹也もさっさと入って来いや」

　そう言った清照がキッチンへ行き冷蔵庫を開けた。

「おー」

　返事をしてゆっくりと起き上がると、ネクタイを解いた。清照はまるで自分の家にいるかのように当たり前のように冷凍庫から棒付きアイスを取り出し、それを咥えた。

「なんか、今更だけど。……自分ん家感半端ねぇな、おまえ」

　友人でいた頃と、付き合うようになってからと、清照が鷹也の部屋に来る頻度はさほど変わっていないのに、益々その存在がこの部屋に馴染みつつある。

「そうだなー。自分の部屋よりこっちにいる時間長いかも」

「ははっ。キヨ、もう部屋いらねんじゃね？」

　そう言って笑うと、清照がアイスを咥えながらチラと鷹也を見、ドカッとソファに座ったかと思うと鷹也の膝の上に足を投げ出した。

「んじゃ、一緒に棲む？　鷹也がいいなら、速攻引っ越してくるけど？」

「は？」

「〝は？〟って何だよ。チラッとでも考えたことねぇの?!」

「……ない」

　即答すると、清照が「酷でぇ!!」と鷹也の頬を食べかけのアイスで突いた。

　考えたことがなかったのは、最低でも週に一度。多ければ週に二、三度清照と部屋を行き来していたし、改めてそんなことを考えることもなかったからだ。

「つか。食べかけだろ、それ」

　アイスをつけられた頬を手で拭うと、清照がそのアイスを鷹也の口へ突っ込んだ。

「……ぉい！」

「この際、考えてみちゃったりしねぇ？」

「……にゃにおらよ（何をだよ）」

「だから。一緒に棲むーってヤツ」

　清照が、ニヤと笑った。

「まぁ。べつに、今すぐ……とかじゃねーけど。追々考えてくれたらなーとか思うわけよ、俺としては」

「……はぁ」

　気の抜けた返事を返すと、清照が不服そうに唇を尖らせ、鷹也からアイスを奪い取った。

「何だよー、その気のない返事！　想像してみ？　仕事から疲れて帰ってきたら部屋に明り点いてんだぜ？　なんなら飯できてたりすんだぜ？」

「……それ、おまえだけだろ。キヨが休みでもなけりゃ、ほぼ俺のが帰り早いし、飯作んのも俺。特にメリットが見当たらん」

　そう答えると、清照がますます不服そうな顔をした。

「……俺だけかよ、もっと一緒にいたいって思ってんのは」

　拗ねると子供みたいになる清照をカワイイと思いつつも、つい意地悪をしてみたくなる。

　実際、メリットがどうのとかそんなことはどうでもいい。今までは考えたこともなかったが、一緒に暮らすというのも確かに悪くないとは思う。

「……また、追々な。つか、何だ？　南の結婚式に感化されでもしたか？」

　そう訊ねると、アイスを食べ終えた清照が棒を指で弄びながら小さく息を吐いた。

「そりゃ、な？　あんな幸せそうな顔見せられたらさー」

「まぁ、分からんでもないけどな」

　結婚＝イコール二人の関係性を社会的に認められるということ。あんなふうに堂々と、〝幸せになります〟と宣言できる関係性が羨ましくないわけじゃない。

「なぁ、キヨ」

「んー？」

「俺らは、俺らだろ」

　元々、世間一般的にみれば特殊な関係だ。皆と同じである必要はない。

「焦んなくてもいいだろ」

　自分たちは、自分たちのペースで。

　友達としての付き合いは、それこそ十年近くになるが、恋人としてはまだまだ始まったばかり。

「……本当、つれねぇ」

　少しふてくされ気味の清照に

「大丈夫だ。ちゃんと好きだから」

　そう言って笑うと、清照が目を丸くしながら手にしていたアイスの棒をポロと落とした。

「……おい。ゴミはちゃんとゴミ箱な」

　鷹也が呆れたように言うと、清照が顔を赤らめながらこちらを睨む。

「──んだよ！　ちょっといいこと言われた余韻に浸らせろや」

「何が余韻だ、アホ」

「なぁ。今の、もう一回言ってよ」

　清照がソファに座ったまま鷹也の足をゲシ、と蹴った。

「愛の言葉は安売りしねぇ主義なんだよ」

　こちらも負けじと蹴り返す。

「ケチくせぇ!!」

「ケチで結構」

「あー!!　もう、何でこうなんだよ!!」

　清照がガッと鷹也に掴みかかった。そのまま鷹也を押し倒しに掛かる。

「ちょ、お!!　痛てぇ、体勢無理!!」

　グラ、と傾く体勢。そのまま背中からソファに倒れ込む。

「骨折れるわ!!」

「この程度で折れるかよ」

　相変わらずの乱暴なやり取り。だけど、それがやけに心地いい。

「おまえさー、もっと俺に夢中んなれよ」

　清照が身体の力を抜いて鷹也にのしかかった。

「はは……、何だそれ」

　風呂上がりの生乾きの髪が、鷹也の頬にかかる。

　清照は知らない。こいつが思っている以上に、鷹也自身が清照を大事に思っていること。

「けっこう夢中だけどな」

　清照を抱きとめながら、呟く様に言った。

「嘘くせぇー」

「おまえこそ疑り深けぇ」

　清照が顔を上げ、鷹也を見た。そんな清照の額に手を当て、長く伸びた前髪をかき上げ、その頬に手を添える。

「いいかげん、信じろよ。俺が冗談でこんなこと出来るほど不真面目じゃねぇの、おまえが一番分かってるはずだろが？」

　そう言って清照の顔を引き寄せ、静かに唇を重ねると、清照がそれを受け入れた。軽く触れるだけのキスをして、清照が顔を上げる。

「──そだけど、さ。俺にとったらただでさえ信じらんねーようなことなんだよ。おまえがこうして向き合ってくれてることも、友達ってだけじゃなく傍にいれることも」

　清照にとって想いを告げることはもとより、受け入れられることが叶うはずのない相手をただひたすらに想い続けてきたこの長い年月を思えば、今の俺たちの関係がまるで現実味のないことに思えてしまう清照の不安も分からなくはない。

　だからこそ、必要なのかもしれない。何度でも言葉で、伝えること。

　怠ってはいけないのかもしれない。何度でも抱きしめて、身体を重ねて、言葉以上にその気持ちを伝えること。

「キヨ」

　静かに呼びかけた。

「ん？」

　見下ろす清照の瞳には、どうしようもなく緩んだ表情の自身が映っている。

「なぁ、ちゃんと俺の目見てみろや」

　そう言うと、清照が言われた通り鷹也の目を真っ直ぐに見つめた。

「絶対逸らすんじゃねぇぞ？」

　そう念押しして、清照の頬に手を伸ばす。決して柔らかくない、骨ばった骨格。指の先に、少し伸びた髭の感触。どこからどう見ても、自分と同じ種の身体を持つ男にこんな言葉を囁くようになろうとは。

　たぶん、人生史上最大のミラクル。

　けれど、仕方ない。好きになってしまったものは。

　仕方ない。こんなにも愛おしいと思うようになってしまったのだから。

「マジな。好きだから」

　鷹也自身も、清照の目を見つめたまま、けれどはっきりとした口調で言った。

　その瞬間、清照の瞳の奥がキュッと動いたかと思うと、長い睫毛が揺れてその顔がほころんだ。

「……はは、やべぇ。今のときめいた」

　その言葉をそっくりそのまま返してやりたいところだが、敢えてその言葉を飲み込んだ。

「アホか」

「や。マジ、もう一回言って」

「また今度な」

「何だよ、それー」

「言ったろが。愛の言葉は安売りしねぇんだよ」

　本当は、何度だって言ってやりたいが、それは今でなくてもいい。俺たちはまだ始まったばかりだ。これからも続いて行く。明日も、明後日も、その先も──。

　たとえこの先何年経とうとも、自分の隣にいつも清照がいることを願う。

　そして、清照の隣に、必ず自分がいることを。

「好きだよ、鷹也」

　そう言った清照の少しカサついた唇が鷹也の唇に重なる。

　この言葉を聞くのはこれで何度目だろう。

　何度聞いても決して色褪せない──、何とも心地よく幸せで曖昧な胸の痛み。






番外編　袖触れ合うも多生の縁









「くじ引き終わった奴から席移動なー？」

　クラス担任の言葉に生徒たちがぞろぞろと移動を始めた。ＨＲ中に行われた二年になって初めての席替え。

　清照の手にした紙に書かれた番号は五番。窓際の後ろから二番目の席だ。明るく風通しも良く、尚且つ教師の目に付きにくい──気がする人気席。清照は心の中で「おっしゃ！」と小さくガッツポーズをした。

　机を持って早速席に移動すると、清照の新しい席の周りには見知った顔。人見知りなどはしない性格だが、周りに知った顔がいるというのはやはり心強い。取り立てて仲がいいというわけではないが、普段から見慣れた顔ぶれに少しばかりほっとした。

「あれー？　キヨそこ？　隣、よろしくね！」

「おう」

　声を掛けて来たのは、バスケ部の女子マネージャーの南。明るく世話焼きな性格が、まさにマネージャーにピッタリと部員たちからの評判も高い。

「なんかここ、バスケ部密集地だね」

　そう言った南の言葉通り、清照の後ろの席も同じバスケ部の藤倉。南の後ろも同様の村西。

　同じバスケ部と言っても、二年だけで部員は三十人近くいる。部員が多いと当然、ある程度仲良くなった奴もいれば、今までたいして話したこともないような奴もいる。

　マネージャーの南とは頻繁に話す機会があるが、藤倉と村西は、実のところまだあまり話したことがない。藤倉も村西も、中学の頃からバスケをやっていたらしく、高校から入部した清照を含む初心者組とは違い、先輩たちからも一目置かれているようなところがあった。そのせいか、なんとなく近寄りがたいと感じるところがあったが、これを機に話してみるのも悪くない。

「よろしくなー」

「おう。よろしくー」

　にこやかに返事を返した村西とは少し対照的に、藤倉が「うす」と頷いた。村西は話しやすそうな雰囲気だが、藤倉はもともと口数が多いほうではないのだろう。部活中も、黙々と練習をしているという印象が強かった。

　誰とでも打ち解けられる性格の清照とは、たぶんタイプが異なるのは分かっているが、こうして同じクラス、席も前後になったからには少しくらい打ち解けられるかもと、早速自分から声を掛けた。

「藤倉ってさ、あんま喋ったことないけど、普段からそんなん？」

　笑顔で訊ねると、藤倉が清照の顔を見つめながら少し訝し気な顔をした。

「……は？」

「や。愛想ねぇっつうかさー」

　清照が思ったことをそのまま口にすると、それを聞いていたらしい隣の席の南と、南の後ろの村西が揃ってプッと吹き出した。

「藤倉、言われてやんの！」

「キヨ、藤倉とあんまり喋ったことなかった？　慣れると案外カワイイんだよ」

　村西と南が口々に言った。

「──おまえら！」

　そう言葉を発した藤倉が、二人を睨みつけた。鼻に皺を寄せて苦々しい顔をしているが、たぶんこの二人とはそれなりに仲がいいのだろう。自分に向けられる表情とは明らかに違う藤倉の顔。その自然な表情に、この男の〝素〟が見て取れる。

「たぶん。そのうち分かるよ、キヨにも」

　南の言葉に、清照は

「だと、いいけど」

　と笑い返した。

　特別藤倉に興味があるわけではなかったが、昔からコミュニケーション能力は高いほうだと自負している。人間関係、上手くやっていけたほうが高校生活もより楽しいに決まっている。




　そんなある日の授業中の事。その日はたまたま英語の小テストだった。教科自体は苦手ではないが、思い出せそうで出せない英単語に頭を悩ませながら指で消しゴムを弄んでいた。

　──その時、一瞬、滑らせた手先から消しゴムが、二席ほど前の席と席の間の通路へ転がり落ちた。

　通常の授業中であれば、自分で席を立ち取りに行くのだが、テスト中ということもあり、それもはばかられる。手を挙げるべきかどうか考えてあぐねていると、ふいに椅子の下がコンと蹴られた。

「荒木、これ使えば」

　囁きに近い言葉と同時に、おもむろに後ろから差し出された藤倉の手。チラと振り返るとその手のひらの上に藤倉のものであろう消しゴム。

「遠慮すんな。俺、もう一個あるし」

　そう言うと藤倉はその消しゴムを強引に清照に押し付け、何事もなかったように問題を解き始めた。受け取った消しゴムは薄汚れていて、使用感がはっきりとにじみ出ていたが、その一辺にだけ不自然なほど真新しい切り口がやけに白く目立った。

「……これ、」

　まるで──、行き着いた想像に自然と頬が緩んだ。

　相変わらずのぶっきらぼうな物言いではあるが、すぐに清照の異変に気付き、機転を利かせてくれた藤倉の優しさを内心ありがたいと思った。

　そう言えば──、部活中も口数こそ少なく、自分から積極的にコミュニケーションを取りに行くというふうではないが、周りの選手の動きをよく見ていると感じることがあった。もともとそういう素質のある男なのか、はたまた単なる偶然か。

　部活の練習中に頻繁に行われる紅白戦。周りをディフェンス陣に囲まれ、手にしたボールをどこに繋げるべきか──。一か八かで出した苦し紛れのパスを見逃すことなく拾いにやってくるのは藤倉だった。

「……」

　愛想には欠けるが、たぶん悪い奴じゃないのだと思う。こんなふうに、人のために瞬時に機転を利かせることができるやつなのだから。そんなことを考えていたら、

「おい、荒木！　テスト中だぞ、ボケッとしてるとは随分余裕だなー」

　目ざとい教師から注意を受け、清照は慌てて思考をテストに集中させた。

　藤倉に貸してもらった消しゴムは、そのテスト中、大いに清照の役に立った。




　テストが終わるや否や、「終わった！」と解放感にざわめく教室。机に突っ伏す者もいれば、慌てて教室を出て行く者もいる。

「これ、ありがとな」

　清照は後ろを振り返って藤倉の机の上に消しゴムをそっと置いた。

「助かった」

　そう言うと、藤倉はまたも「ああ」と愛想のない返事を返し、机に置かれた消しゴムを手に取った。

「わざわざちぎってくれたんだ？」

　切り口が真新しいのは、たぶん藤倉がそれを慌てて二つにし、清照に手渡してくれたから。

「べつに、そんなんじゃねぇよ」

　藤倉は否定した──が、よく見ると、その不愛想な表情に小さな嘘が隠しきれていない。不自然に小鼻が少しひくついてることに本人は多分気づいていないのだろう。

「ふ、」

　思わず声に出して笑った。藤倉が訝し気に眉を寄せる。

　そんな自分たちのやり取りを横で窺っていた南も、つられるように吹き出した。

「もしかして、キヨも気づいちゃったー？」

　南の言葉に、清照は少し緩んだ口元を拳で隠した。

「ああ。かも」

　不愛想なのは、たぶん単なる照れ隠し。そういった部分を面と向かって指摘されることが余程苦手なのだろう。

「何笑ってんだよ、おまえら」

　そう言った藤倉の小鼻が、また動く。

「いや。藤倉、意外とおもしれーなと思って」

「ね？　結構、わかりやすいでしょう？」

　横から南が得意げに口を挟んだ。

「ああ」

　分かりやすい。一度知ってしまえば、きっとこの上なく。

「カワイイとこあるんだな、鷹也」

「──はぁ？　意味わかんね。つか、なんで急に名前呼びなんだよ？」

「いいじゃん。なんか、俺おまえと仲良くなれそうな気ぃしてきた」

「は？　だから、なんで」

　清照の言葉に藤倉がますます意味が分からないという顔をする。

　もっと知りたいと思った。

　一見不愛想なこの男が、自分に心を許すようになったらどんな顔を見せてくれるのか。鷹也に興味を持ったきっかけはそんな些細な事だったように思う。

「鷹也」

「……だから、いきなり気安いんだよ」

「まぁまぁ、そう照れんなって」

「照れてねぇし！」

「俺のことは、キヨでいいから。みんなそう呼んでるし」

「はぁ?!」

「や。仲良くなったら、呼ぶっしょ、普通」

「べつに仲良くなってねぇし」

　そう答えた藤倉の口元がほんの少し緩んだ。口調はぶっきらぼうであるが、よく見るとその目元は意外と優しげだ。

　ああ、なんだ。こういう顔もできんじゃん。

「鷹也」

「だから、何度も呼ぶな」

　鼻に皺を寄せた藤倉が、清照の椅子の底を軽く足で蹴った。思い起こせば、足癖が悪いのもこの頃から。




「コラ！　んなトコで寝てないで、風呂入れや」

　小さく身体を揺さぶられ、ゆっくりと目を開けた。覚醒したばかりの寝ぼけ眼で辺りを見渡すと、そこには見慣れた部屋の景色。ここは鷹也の部屋。いつものように部屋で飲んで、どうやらそのままソファで眠ってしまったらしい。

「キヨ？」

　今しがた見ていた懐かしい夢の頃より、だいぶ大人びた鷹也の顔が逆さまに覗く。こんな風に名前を呼ばれるようになったのは、意外にもあれからすぐの事だった。

「やべ。俺、寝てた？」

「いびきかきながらな」

　ふ、と笑った鷹也の優しい目元は高校の頃と変わらない。

　あの頃を経て、積み重ねた年月が、今に繋がっているんだということを改めて実感してなんだか不思議な気持ちになった。

　あれから十年。まさかこんな展開がやってくるとは、あの頃は思いもしなかった。

「キモイ顔で思い出し笑いしてないで早く風呂入ってこい」

　鷹也が清照の脛を蹴った。こういう足癖の悪さも当時と変わらない。

「今さ、懐かしい夢みてた」

「あ？」

「高校んときの」

　清照がゆっくりと起き上がってソファに座り直すと、鷹也が「ん？」と首を傾げた。

「おまえ、最初の頃俺に冷たかったよなー」

「は？　いきなりなんだよ」

「感じ悪かったの、何でよ？」

　人見知りな性格、だというのは長年の付き合いで分かっているが、それにしたって最初の頃の清照に対する態度は酷かった。

　鷹也が、何かを思い出したように小さく笑いながら隣に座った。

「……ああ。嫉妬してたのかもな」

「へ？　何に？」

「や。おまえ、高校からバスケ始めたわりにセンスあったろ？　見た目へらへらふわっふわしてるくせに、他の連中と比べてもダントツ上手かったし」

　鷹也が当時を懐かしむような表情を浮かべた。確かにスポーツ自体は得意なほうだったが、自分を特別上手いと感じたことはなかった。

「何それ、初耳なんだけど」

　鷹也が自分に嫉妬していたなど、そんな話は今の今まで聞いた事もなかった。そもそも鷹也はシュートが正確で、得点力もあり、自信にも溢れていた。同級生や後輩からも一目置かれていたし、そんな鷹也が自分に嫉妬していたなどと──。

「言ったことなかったしな」

「なんだよー！　十年付き合い合って鷹也の事ならなんでも知ってると思ってたのにー」

「その言葉、そっくりそのまま返してやるよ。つか、そんなの、ある日突然親友に告白された俺が受けた衝撃の比じゃねぇっての！」

　そう言われて、ふいにあの日の事を思い出す。

「──ああ。確かにな」

　二人顔を見合わせて、吹き出した。

　親友だと思っていた男に、いきなり告白されて無理矢理押し倒されて。あの時の鷹也の受けた衝撃に比べたら、そんな事実はなんとも些細なことだ。

「本当、夢みたいな展開来たもんなぁー」

　そう呟くと、清照の手の甲を鷹也がビタンと叩く。

「痛てぇ!!」

「おまえ、そればっか」

「だってさー」

「何度も言うけど。夢じゃねぇから、マジで」

　少しジンと痛みを伴った清照の手の甲を、鷹也が今度は優しく包み込む。

　幸せだ。

　あの頃にはなかった想いを──、こうして二人で共有している今が。

　人生史上、最高に幸せだ。





－ｅｎｄ－
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